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大
阪
大
都
市
圏
内
で
の
橿
原
市

当
市
の
人
口
は
、
昭
和
三
十
一
年
(
一
九
五
六
)
に
約
三
万
八
千
人
で
あ
っ
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た
が
、
昭
和
三

0
年
代
後
半
か
ら
増
加

傾
向
を
示
し
始
め
、
昭
和
四

0
年
代
に
は
最
大
量
の
増
加
と
な
り
、
昭
和
五
十
二
年
(
一
九
七
七
)
に
は
一

O
万
人
を
越
え
た
。
そ
の
後
、

昭
和
五
十
五
年
頃
ま
で
そ
の
傾
向
が
み
ら
れ
た
が
、
次
第
に
鈍
化
傾
向
を
示
し
、
昭
和
六
十
一
年
十
二
月
十
五
日
現
在
で
は
、
一
一
三
、

四
八
三
人
、
世
帯
数
は
三
回
、
一
九
四
を
数
え
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
昭
和
四

0
年
代
を
中
心
と
し
た
人
口
急
増
は
、
第
一

l
一
図
に
よ
っ
て
は
っ
き
り
う
か
が
う
乙
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、

乙
の
図
は
現
在
の
当
市
の
行
政
範
囲
で
集
計
し
て
示
し
た
た
め
、
か
つ
て
の
合
併
以
前
の
町
村
人
口
も
含
ん
で
い
る
乙
と
に
注
意
さ
れ
た

、。
'ν 

と
こ
ろ
で
、
昭
和
四

0
年
代
を
中
心
と
し
た
こ
の
よ
う
な
人
口
増
加
は
、
当
市
だ
け
に
限
ら
れ
た
現
象
で
は
な
く
、
奈
良
盆
地
一
円
の

第
一
章

人
口
増
加
と
そ
の
地
域
構
成

二
一
五
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っ
、
奈
良
盆
地
の
人
口
を
増
加
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

昭
和
的
年
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橿原市の人口(国勢調査より作成)

市
町
村
に
か
な
り
共
通
し
て
み
ら
れ
た
。

乙

れ

は
、
昭
和
三

0
年
代
後
半
以
降
、
所
得
倍
増
政

策
の
実
施
に
と
も
な
う
工
業
化
が
大
都
市
を
中

心
に
効
果
を
あ
げ
、
多
く
の
労
働
力
が
地
方
か

ら
大
都
市
へ
集
中
す
る
よ
う
に
な
る
と
、
第

次
産
業
も
関
連
的
に
発
展
す
る
よ
う
に
な
り
、

よ
り
一
層
多
く
の
人
口
が
さ
ら
に
大
都
市
へ
集

中
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
、
ま
た
大
都
市
近

郊
で
は
通
勤
労
働
力
を
供
給
す
る
こ
と
に
よ
っ

第 1ー 1図

て
大
都
市
へ
の
通
勤
圏
が
拡
大
し
た
乙
と
、
な

ど
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
大
阪
は
そ
の
大
都
市

と
し
て
多
く
の
人
口
の
集
中
を
み
た
。
集
中
人

口
は
や
が
て
生
駒
山
地
を
越
え
て
、
近
接
す
る

奈
良
盆
地
へ
溢
流
す
る
よ
う
に
な
り
、

そ
れ
が

そ
の
ま
ま
通
勤
圏
の
拡
大
と
い
う
形
を
と
り
つ

近
鉄
大
阪
線
、
橿
原
線
、

そ
の
さ
い
、
当
初
は
大
阪
へ
の
通
勤
条
件
の
す
ぐ
れ
た
と
こ
ろ
が
居
住
地
と
し
て
選
択
さ
れ
た
。
そ
れ
は
鉄
道
沿
線
で
あ
り
、
当
市
は

盆
地
北
部
の
近
鉄
奈
良

南
大
阪
線
が
そ
れ
ぞ
れ
貫
通
し
、

交
差
す
る
た
め
、

大
阪
へ
の
通
勤
条
件
は
よ
く
、



線
、
盆
地
中
部
の
国
鉄
関
西
線
沿
い
と
同
様
に
、
多
く
の
人
口
が
大
阪
か
ら
溢
流
し
、
宅
地
開
発
が
相
次
ぐ
乙
と
に
な
っ
た
。

第
一
l
l
二
図
は
、
大
阪
へ
の
一
五
才
以
上
の
通
勤
通
学
者
数
が
、
常
住
人
口
の
一
・
五

Mm以
上
で
あ
る
奈
良
県
内
の
市
町
村
に
つ
い

て
、
昭
和
三
十
五
年
(
一
九
六
O
)
か
ら
同
五
十
五
年
(
一
九
八
O
)
ま
で
の
一
一

0
年
聞
に
つ
い
て
、

五
年
毎
の
人
口
増
減
率
を
求
め
、

そ

乙
に
あ
ら
わ
れ
た
変
化
パ
タ
ー
ン
(
変
化
の
型
)
か
ら
A
J
E
の
五
つ
の
型
に
ま
と
め
て
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

④ 
50 

入
口
増
減
率
(
%
)

生駒市第
一
章

香芝町

榛原町

当麻町
川西町

安堵村

40 

人
口
増
加
と
そ
の
地
域
構
成

-~% 19弘(年)

<凡例>
大阪市役所より 10km~20km未満の市町村
大阪市役所より20km~30km未満の市町村
大阪市役所より 30km~40km未満の市町村
大阪市役所より40km以上の市町村

第 1-2図

19% 197払

×
@
ム
口

そ
れ
に
よ
れ
ば
、

B 

A 

C 

の
三
型
は
人
口
増
加
型
の
市
町
村

で、

D
は
人
口
停
滞
型
、

E
は
人

口
減
少
型
と
し
て
ま
と
め
る
乙
と

が
で
き
る
。

こ
の
う
ち
、

A
型
を

除
く
と
、
四
つ
の
期
間
の
う
ち
昭

和
五
十
年
か
ら
同
五
十
五
年
に
か

け
て
、
人
口
増
加
傾
向
は
鈍
化
し

て
き
で
お
り
、
全
体
と
し
て
、
人

口
変
動
の
幅
は
縮
小
し
て
い
る
。

ζ

れ
は
奈
良
盆
地
に
限
っ
た
乙
と

で
は
な
く
、
全
国
的
に
共
通
し
て

み
ら
れ
、
昭
和
四
十
八
年
後
半
の

オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
以
降
の
経
済
の

七
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大
阪
大
都
市
国
内
で
の
橿
原
市

O 

低
成
長
化
が
、
次
第
に
こ
の
よ
う
な
形
で
反
映
し
た
も
の
で
あ
る
。

そ
の
各
型
を
み
る
と
、

A
型
は
現
在
も
な
お
人
口
増
加
傾
向
が
著
し
い
市
町
村
で
、
大
阪
府
に
近
接
す
る
生
駒
市
や
香
芝
町
の
ほ
か
、

宅
地
開
発
の
前
線
に
あ
た
る
榛
原
町
が
そ
れ
に
含
ま
れ
る
。

B
型
は
昭
和
四
十
年
か
ら
同
四
十
五
年
に
人
口
増
加
の
ピ

l
ク
を
示
し
た
市

町
村
で
、
当
市
の
ほ
か
、
奈
良
市
、
大
和
郡
山
市
、
王
寺
町
な
ど
が
含
ま
れ
、
開
発
地
の
減
少
と
地
価
上
昇
も
あ
っ
て
、
以
降
は
増
加
率

が
か
な
り
鈍
化
し
て
い
る
。

C
型
は
増
加
率
の
ピ

l
ク
が

B
型
よ
り
も
五
年
ほ
ど
遅
れ
て
あ
ら
わ
れ
た
も
の
で
、
特
定
の
大
規
模
開
発
が

行
わ
れ
た
町
村
に
目
立
つ
。
そ
れ
ゆ
え
、

そ
の
後
の
人
口
増
加
が
鈍
化
し
た
と
は
い
え
、
平
群
町
、
上
牧
町
、
河
合
町
、
三
郷
町
は
大
阪

へ
の
近
接
的
位
置
条
件
も
あ
っ
て
、
増
加
率
の
レ
ベ
ル
は
な
お
高
い
。

そ
れ
に
対
し
て
、

D
型
は
、
大
和
高
田
市
を
除
け
ば
、

そ
の
位
置

的
条
件
が
以
上
の
各
型
の
市
町
村
に
比
べ
て
悪
く
、
低
位
レ
ベ
ル
で
推
移
し
て
い
る
。
た
だ
、
大
和
高
田
市
は
大
阪
へ
の
通
勤
条
件
は
す

ぐ
れ
て
い
る
が
、
市
域
が
狭
く
、
宅
地
開
発
の
余
力
が
ほ
と
ん
ど
な
い
状
況
に
よ
る
。
ま
た
、
桜
井
市
は
天
理
市
と
と
も
に
開
発
余
力

を
有
す
る
が
、
と
く
に
天
理
市
の
通
勤
条
件
は
よ
く
な
い
こ
と
と
、
両
市
と
も
に
優
良
農
地
を
広
く
有
し
、
市
街
化
区
域
が
狭
く
設
定
さ

れ
、
そ
れ
ゆ
え
、
桜
井
市
の
よ
う
に
地
価
が
先
行
的
に
上
昇
し
た
乙
と
、
な
ど
が
人
口
を
一
貫
し
て
停
滞
さ
せ
る
結
果
と
な
っ
た
と
み
て

よ
い
。第

一
l
l
三
図
は
、
以
上
の
各
型
を
一
不
し
つ
つ
、
昭
和
三
十
五
年
か
ら
二

0
年
聞
に
お
け
る
当
該
市
町
村
の
人
口
増
加
率
を
示
し
た
も
の

で
あ
る
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
大
阪
か
ら
二

O
粁
圏
内
で
は
最
も
人
口
増
加
率
が
一
向
く
、

し
か
も
か
な
り
一
律
的
に
増
加
を
示
し
て
い
る
の

に
対
し
て
、
四

O
粁
圏
で
は
か
な
り
選
択
的
な
人
口
増
加
の
傾
向
が
う
か
が
わ
れ
る
。
当
市
も
こ
の
圏
内
に
位
置
し
、

ζ

の
圏
内
で
は
奈

良
市
の
つ
二
・
四
労
に
次
ぐ
一
一
四
・
八
%
と
い
う
高
い
増
加
率
を
一
不
す
。

同
図
で
は
、
全
体
と
し
て
大
阪
を
中
心
と
し
た
同
心
円
的
な
構
成
が
み
ら
れ
る
が
、
外
側
へ
向
う
ほ
ど
選
択
的
傾
向
が
み
ら
れ
、
パ
ラ

ツ
キ
が
目
立
つ
よ
う
に
な
る
。
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(国勢調査、全国都道府県市町村人口総覧より作成)

第 1-3 図市町村別人口増減率 (1960~80年)
(図J:þのA~Eは第 1-2 図による)
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人
口
増
加
と
人
口
構
造

一
一

こ
の
よ
う
な
選
択
的
バ
ラ
ツ
キ
こ
そ
、
宅
地
開
発
を
支
え
る
諸
条
件
の
あ
ら
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
当
市
の
場
合
は
、
す
ぐ
れ
た
住
宅

地
と
し
て
選
択
さ
れ
た
結
果
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
前
述
し
た
よ
う
な
交
通
条
件
が
良
好
で
あ
っ
た
乙
と
、
宅
地
区
域
を
誘
導
す
る
都
市
計

画
法
が
設
定
さ
れ
た
昭
和
四
十
五
年
以
前
の
宅
地
開
発
が
多
く
、

そ
れ
が
都
市
計
画
法
制
定
の
さ
い
に
、
多
く
の
市
街
化
区
域
を
生
み
出

す
こ
と
に
な
り
そ
の
後
の
宅
地
化
を
す
す
め
た
こ
と
、
ま
た
、
後
述
す
る
よ
う
に
当
市
は
大
阪
か
ら
の
溢
流
人
口
に
よ
る
住
宅
都
市
と
し

て
の
性
格
だ
け
で
な
く
、
後
背
地
と
し
て
南
部
の
吉
野
郡
か
ら
の
出
口
に
当
り
、
山
地
・
山
村
の
人
々
の
人
口
流
出
分
を
当
市
が
か
な
り

受
け
入
れ
た
こ
と
、
な
ど
の
条
件
が
相
乗
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

(
藤
田

佳
久
・
村
瀬

由
香
)

第
二
節

人
口
増
加
と
人
口
構
造

自
然
増
加
と
社
会
的
増
減

以
上
の
よ
う
に
、
当
市
に
お
け
る
昭
和
四

0
年
代
を
中
心
と
し
た
人
口
の
著
し
い
伸
び
は
、
も
っ
ぱ
ら
大
阪
や
吉
野
方
面
か
ら
の
人
口

流
入
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

そ
れ
を
具
体
的
に
示
し
た
の
が
、

第
一

l
一
表
で
あ
る
。

同
表
で
は
昭
和
三
十
八
年
(
一
九
六
三
)
以
降
の
人
口
増
減
数
を
自
然
増
減

数
と
社
会
増
減
数
の
内
訳
の
推
移
と
し
て
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

そ
れ
に
よ
る
と
、

昭
和
四

0
年
代
中
頃
ま
で
の
社
会
的
増
加
(
他
市
町
村
か
ら
の
流
入
人
口
)
が
著
し
く
、

全
体
の
増
加
数
の
七

O
%以

上
を
占
め
る
年
が
多
い
。

同
四

0
年
代
の
後
半
に
な
る
と
、

昭
和
五
十
二
年
ま
で
は
毎
年
一
、

0
0
0
人
以
上
の
社
会
的
増
加
を
み
る



橿原市の年次別自然・社会増加数の推移

自然増減 社会増減
社比会増率加年 次

出生|死亡|増加数 転出|転入|増減数

人 人 人 人 人 人 % 
昭和38年度 718 555 163 2，175 3，273 1，098 87.1 

昭和39年度 888 445 443 2，467 4，683 2，216 83.3 

昭和40年度 956 435 521 2，976 4，646 1，670 76.2 

昭和41年度 936 423 513 3，107 4，845 1，738 77.2 

昭和42年度 1，299 447 852 3，150 5，751 2，601 75.3 

昭和43年度 1，464 411 1，053 3，101 6，572 3，471 76.7 

昭和44年度 1，520 463 1，057 4，418 6，873 2，455 69.9 

昭和45年度 1，637 433 1，204 4，122 9，167 5，045 81.3 

昭和46年度 1，924 585 1，339 4，334 7，860 3，526 72.4 

昭和47年度 1，992 452 1，540 5，136 7，825 2，689 63.6 

昭和48年度 2，005 578 1，427 5，256 6，511 1，255 46.8 

昭和49年度 1，899 510 1，389 4，686 7，043 2，357 62.9 

昭和50年度 1，830 526 1，304 4，474 6，599 2，125 61.9 

昭和51年度 1，749 491 1，258 4，754 6，542 1，788 58.7 

昭和52年度 1，796 522 1，274 5，312 6，741 1，429 52.9 

昭和53年度 1，690 506 1，184 6，304 6，241 63 5.1 

昭和54年度 1，559 615 944 5，369 5，803 434 31.4 

昭和55年度 1，509 584 925 5，216 6，341 1，125 54.9 

昭和56年度 1，428 591 837 5，120 6，424 1，304 60.9 

昭和57年度 1，499 594 905 5，278 4，965 -313 -25.7 

昭和58年度 1，510 582 928 4，657 4，895 239 20.5 

昭和59年度 1，405 601 804 5，075 4，521 -554 40.8 

第 1-1表

第
一
章

人
口
増
加
と
そ
の
地
域
構
成

が
、
自
然
増
加
が
次
第
に
増
加
し
た

(市のデータより作成)

た
め
、

そ
の
比
率
は
逓
減
化
傾
向
を

刀立

す

こ
の
自
然
増
加
に
よ
る
人
口

数
は
昭
和
四
十
三
年
か
ら
同
五
十

年
ま
で
毎
年
一
、

0
0
0人
を
上
回

る
が
、

こ
れ
は
、

そ
れ
以
前
の
流
入

者
の
年
令
が
二

O
J三
O
才
台
で
あ

っ
た
た
め
、
当
市
へ
定
住
後
出
産
し

た
ケ

l
ス
が
多
く
、

そ
れ
に
と
も
な

う
増
加
数
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

昭
和
四

0
年
代
中
頃
以
降
の
自
然
増

加
入
口
数
の
増
加
も
、

そ
れ
以
前
か

ら
こ
の
時
期
に
か
け
て
の
社
会
的
人

口
増
加
に
と
も
な
う
増
加
分
で
あ

り
、
そ
の
点
で
も
当
市
の
人
口
増
加

は
そ
の
多
く
が
流
入
人
口
に
よ
る
も

の
と
い
え
る
。

な
お
、
同
表
に
よ
れ
ば
、
昭
和
五

一一一一一
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四

0
年
代
に
入
る
と
転
出
人
口
が
漸
増
し
、
転
入
人
口
を
上
回
る
年
も
二
年
を
数
え
る
な
ど
、
社
会
的
増
加
人
口
は
か
な
り
減
少
し
た
。
そ

れ
に
と
も
な
い
、
社
会
的
増
加
に
よ
る
人
口
比
率
は
大
き
く
低
下
し
、
前
述
の
よ
う
に
マ
イ
ナ
ス
の
年
さ
え
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。

乙
の
こ

と
は
、

一
旦
定
着
し
た
人
々
が
年
令
の
上
昇
と
と
も
に
再
移
動
す
る
ケ
l
ス
が
増
加
し
た
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
社
会
的
増
減
は
パ
ラ
ン

ス
が
と
れ
て
大
幅
に
縮
小
し
た
が
、
人
々
の
出
入
は
さ
ら
に
活
発
化
し
、
人
口
の
循
環
が
か
な
り
ハ
イ
ス
ピ
ー
ド
化
し
つ
つ
あ
る
こ
と
を

示
し
て
い
る
。
昭
和
四

0
年
代
に
お
け
る
急
激
な
人
口
増
加
の
結
果
と
し
て
の
あ
ら
わ
れ
と
も
み
る
乙
と
が
出
来
る
。

そ
れ
に
と
も
な
い
、
自
然
増
加
人
口
も
近
年
は
落
ち
つ
き
を
示
す
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
当
市
の
流
入
人
口
の
多
く
が
、
か
な
り
同
一
的
世
代
の
年
齢
構
成
を
示
し
て
い
た
乙
と
、

そ
れ
ゆ
え
、
時
間
の

経
過
の
中
で
、
同
一
的
行
動
が
か
な
り
み
ら
れ
、

こ
の
よ
う
な
人
口
の
推
移
に
そ
れ
が
あ
ら
わ
れ
た
も
の
と
み
る
こ
と
が
出
来
る
。
そ
の

た
め
に
も
、

こ
れ
ら
の
同
一
的
世
代
を
中
心
に
し
て
、
ど
の
よ
う
な
町
づ
く
り
を
す
す
め
る
か
が
市
の
将
来
を
展
望
す
る
上
で
も
き
わ
め

て
重
要
な
課
題
に
な
る
。

社
会
的
増
減
の
転
出
入
先

以
上
の
よ
う
に
、
当
市
で
は
人
口
の
社
会
的
増
減
が
全
体
の
人
口
構
成
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

そ
ζ

で

社
会
的
増
減
を
示
す
人
口
に
つ
い
て
、

そ
の
出
入
先
を
み
て
み
る
。

昭
和
四
十
年
以
降
に
お
け
る
当
市
の
転
出
入
人
口
の
転
出
入
先
別
推
移
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

転
入
先
を
み
る
と
、
大
阪
府
と
奈
良
県
が
断
然
多
く
を
占
め
、
と
く
に
昭
和
四
十
年
代
中
頃
の
人
口
急
増
期
に
は
、
大
阪
府
か
ら
の
流

第
一
ー
l
四
図
は
、

入
人
口
が
、
県
内
か
ら
の
流
入
人
口
を
大
き
く
上
回
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
大
阪
府
か
ら
の
転
入
人
口
は
、
昭
和
四
十
九
年
以
降
に
急
減

し
、
県
内
か
ら
の
転
入
人
口
が
第
一
位
と
な
っ
て
い
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
昭
和
四
十
八
年
後
半
の
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
は
大
都
市
の
生



産
消
費
活
動
に
大
き
な
影
響
を
与
え
、

こ
れ
に
よ
っ
て
嵐
の
如
き
高
度
経
済
成
長
は
終
わ
り
、

か
ら
の
人
口
集
中
も
一
段
落
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
当
市
に
お
け
る
大
阪
府
か
ら
の
転
入
人
口
の
激
減
は
、
ま
さ
に
そ
の
よ
う
な
わ
が
国

そ
の
拠
点
で
あ
っ
た
大
都
市
圏
へ
の
全
国

の
経
済
変
動
そ
の
も
の
を
投
影
し
た
も
の
と
い
え
る
。
前
述
し
た
昭
和
五

0
年
代
の
当
市
に
お
け
る
住
宅
建
設
の
停
滞
・
減
少
と
人
口
増

一一転入

一転出

¥ A  
A¥'--..，./¥ 

~l奈良県

転
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移動調査」昭和40年~58年より作成)

橿原市の人口移動数の変化

45 A
H
 

a
“. 

i
昭

の

υ

加
率
の
低
下
は
そ
れ
に
対

応
し
た
も
の
で
あ
り
、
具

体
的
に
は
大
阪
府
か
ら
の

人
口
転
入
の
減
少
に
と
も

な
う
形
で
あ
ら
わ
れ
た
の

で
あ
る
。

そ
れ
に
対
し
て
、
県
内

か
ら
の
転
入
人
口
は
、
昭

和
五

0
年
代
に
入
っ
て
も

第 1-4図

あ
ま
り
変
化
が
見
ら
れ
な

い
点
は
特
徴
的
で
あ
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
昭
和

四
0
年
代
の
人
口
急
増
の

中
で
、
当
市
が
人
口
一

O

万
人
を
数
え
る
よ
う
に
な

二
二
五



人
口
増
加
と
人
口
構
造

ー

ノ、

J
F
L
1
A
，，

J
 ム

(

r〆・、・、
/，J 

".> '1 -
r・_.1 .，.!且

~.~ / 

c.....，..............-，，J:.:こ
、

、
f、1

ど、，...，.回『ゐ，.1"、!，.;;
(~目〆 V".. /. -¥  

島L
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り
、
奈
良
市
に
次
ぐ
中
心
地
と
し
て
、
ま
さ
に
盆
地
南
部
の
中
心
的
地
位
を
確
保
し
、
商
業
的
機
能
を
中
心
に
都
市
的
機
能
が
付
加
す
る

よ
う
に
な
り
、
農
村
か
ら
マ
チ
へ
と
大
き
な
機
能
変
化
が
生
じ
た
こ
と
が
そ
の
背
景
に
あ
る
。
盆
地
南
部
の
中
心
地
と
し
て
、
当
市
が
発



る

そ
の
こ
と
自
体
が
、
単
な
る
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
の
レ
ベ
ル
か
ら
若
干
の
離
脱
を
示
し
は
じ
め
た
と
と
を
意
味
し
て
い

展
す
る
よ
う
に
な
り
、

そ
の
意
味
で
も
、
昭
和
四

0
年
代
の
大
阪
府
か
ら
の
転
入
人
口
は
、
当
市
の
人
口
増
加
を
も
た
ら
し
た
だ
け
で
な
く
、
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;¥、

に
し
て
さ
ら
に
都
市
的
機
能
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
点
で
、
き
わ
め
て
大
き
な
意
味
を
も
っ
て
い
る
。

か
く
し
て
、
当
市
へ
の
県
内
か
ら
の
一
定
量
の
人
口
転
入
は
当
市
の
も
つ
都
市
圏
の
確
立
を
意
味
す
る
も
の
と
い
え
る
。

こ
れ
は
ま
た

転
出
人
口
の
転
出
先
が
県
内
を
第
一
位
と
す
る
よ
う
に
な
り
、
し
か
も
そ
れ
が
急
増
し
て
い
る
乙
と
は
、
当
市
が
県
内
の
各
地
域
と
交
流

す
る
核
と
し
て
の
機
能
を
も
つ
よ
う
に
な
っ
た
乙
と
に
も
よ
る
。

第
一
ー
l
五
図
と
第
一
|
六
図
は
、

当
市
を
中
心
と
し
た
転
出
入
人
口
の
転
出
入
先
を
、

昭
和
田
十
六
年
(
一
九
七
一
)
と
同
五
十
七
年

(
一
九
八
二
)
に
つ
い
て
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

前
者
は
大
阪
府
か
ら
の
流
入
人
口
が
卓
越
し
て
い
た
時
期
で
あ
り
、

後
者
は
県
内
移
動

が
卓
越
す
る
時
期
で
あ
る
。

昭
和
四
十
六
年
に
つ
い
て
み
る
と
、
当
市
と
周
辺
地
域
と
の
人
口
移
動
は
、
周
辺
市
町
村
か
ら
当
市
へ
の
人
口
転
入
が
か
な
り
一
般
的

で
、
当
市
が
人
口
を
吸
収
し
、
発
展
途
上
に
あ
っ
た
断
面
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
と
く
に
桜
井
市
や
大
和
高
田
市
、

町
な
ど
周
辺
地
域
か
ら
の
転
入
が
目
立
つ
が
、
奈
良
市
か
ら
の
転
入
も
目
立
つ
。
こ
れ
は
奈
良
市
の
人
口
規
模
が
大
き
い
こ
と
、
当
市
が

田
原
本

乙
の
時
期
に
県
下
第
二
位
の
規
模
の
都
市
と
し
て
そ
の
地
位
を
確
保
し
、
上
位
都
市
と
し
て
の
奈
良
市
と
の
関
係
が
よ
り
密
接
に
な
っ
た

こ
と
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
。

同
図
は
当
市
の
勢
力
圏
と
し
て
の
都
市
圏
も
あ
ら
わ
し
て
い
る
。
盆
地
南
部
は
も
ち
ろ
ん
、
絶
対
数
は
少
な
い
が
、
宇
陀
や
吉
野
に
ま

で
着
実
に
そ
の
後
背
地
を
形
成
し
て
い
る
乙
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

そ
れ
に
対
し
て
、
昭
和
五
十
七
年
に
つ
い
て
み
る
と
、

そ
の
よ
う
な
勢
力
圏
は
ほ
ぼ
変
わ
ら
ず
、

そ
れ
ゆ
え
、
当
市
の
県
内
に
お
け
る

地
位
は
ほ
ぼ
確
立
し
た
も
の
と
い
え
る
が
、

そ
れ
と
は
別
に
転
出
人
口
が
転
入
人
口
を
上
回
る
よ
う
に
な
っ
た
点
に
特
徴
が
み
ら
れ
る
。

前
述
し
た
人
口
の
社
会
的
増
加
の
減
少
は
、
転
出
者
の
増
加
に
よ
っ
て
生
じ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
転
出
先
別
に
も
確
認
で
き
る
。
と

く
に
奈
良
市
、
大
和
高
田
市
、
桜
井
市
、
田
原
本
町
な
ど
人
口
の
多
い
市
町
に
対
し
て
は
完
全
に
転
出
超
過
と
な
り
、
地
域
間
交
流
が
盛



ん
に
な
っ
た
こ
と
を
示
す
と
と
も
に
、
昭
和
四

0
年
代
を
中
心
に
短
期
間
に
流
入
し
た
人
々
が
、

そ
の
後
の
家
族
数
の
増
加
、
所
得
増
加

の
中
で
、
周
辺
地
域
へ
再
び
移
動
し
た
状
況
と
、
当
市
の
都
市
化
の
中
で
中
心
部
の
人
々
が
郊
外
へ
転
出
す
る
ド
ー
ナ
ツ
化
現
象
が
生
じ

は
じ
め
た
乙
と
を
う
か
が
い
知
る
乙
と
が
出
来
る
。
こ
の
こ
と
は
、
当
市
が
都
市
と
し
て
の
性
格
を
も
つ
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
の
反
映
で

40 
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(注)m:橿原市と他市町村間の人口移動量
p:他市町村の人口

橿原市と県内市町村との転出入人口からみた

グラビティ・モデル (m/pの分布)

第 1ー 7図

も
あ
る
と
同
時
に
、
高
度
経

済
成
長
期
に
急
造
し
た
住
宅

自
体
や
居
住
環
境
に
問
題
が

生
じ
つ
つ
あ
る
こ
と
も
示
し

て
い
る
。

し
か
し
、
転
出
跡
へ
は
再

び
転
入
人
口
が
埋
め
る
部
分

も
み
ら
れ
、

そ
れ
が
一
定
数

の
転
入
人
口
を
確
保
す
る
形

に
も
な
っ
て
い
る
。

ζ

の
よ
v

つに、

昭
和
五
十

七
年
に
は
、
全
体
と
し
て
流

出
人
口
が
目
立
つ
中
で
、
吉

野
郡
や
宇
陀
郡
の
町
村
に
つ

い
て
は
依
然
と
し
て
流
入
人

九
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二
三
O

口
が
目
立
っ
て
い
る
乙
と
に
は
注
目
さ
れ
る
。

乙
の
時
期
に
お
い
て
も
な
お
、
山
間
地
域
か
ら
の
人
口
転
出
が
続
く
中
で
、
当
市
が
そ
れ

こ
れ
ら
の
地
域
を
後
背
地
と
し
て
組
み
込
ん
だ
こ
と
を
示
し
て

ら
の
地
域
か
ら
の
人
口
の
受
け
入
れ
地
と
し
て
の
機
能
を
も
っ
て
お
り
、

い
る
。
乙
の
点
も
当
市
の
も
つ
重
要
な
都
市
機
能
で
あ
る
乙
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

こ
の
点
は
、
当
市
と
周
辺
地
域
の
人
口
を
介
し
た
関
係
モ
デ
ル
で
も
確
認
す
る
乙
と
が
出
来
る
。
当
市
と
周
辺
市
町
村
と
の
関
係
を
、

そ
れ
ぞ
れ
の
人
口
の
う
ち
の
移
動
人
口
数
に
比
例
し
、
距
離
の
二
乗
に
反
比
例
す
る
関
係
(
グ
ラ
ピ
テ
ィ
・
モ
デ
ル
)
と
み
な
し
て
表
現
す

る
と
、
第
一
|
七
図
の
よ
う
に
な
る
。
同
図
中
の
数
字
が
多
い
ほ
ど
当
市
と
の
関
係
が
密
で
あ
る
ζ

と
を
示
し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ

ば
、
当
市
は
吉
野
川
流
域
を
中
心
に
、
盆
地
南
部
か
ら
吉
野
郡
一
帯
に
強
い
関
係
圏
が
み
ら
れ
る
。
盆
地
北
部
や
大
和
高
原
、
字
陀
地

方
、
葛
城
地
方
に
弱
い
の
は
、
奈
良
市
や
天
理
市
、
桜
井
市
、
大
和
高
田
市
の
存
在
に
よ
る
た
め
で
あ
る
。

年
齢
構
成
の
変
化

以
上
の
よ
う
な
人
口
変
化
は
、
年
齢
構
成
に
ど
の
よ
う
な
形
で
あ
ら
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

第
一
|
八
図
は
昭
和
三
十
五
年
か
ら
一

O
年
毎
の
年
齢
別
人
口
構
成
を
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
図
と
し
て
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
さ
い
、
年

齢
構
成
は
五
歳
刻
み
と
し
、
昭
和
三
十
五
年
時
点
の
年
齢
別
人
口
が
、
そ
の
後
ど
の
よ
う
に
推
移
し
た
か
が
わ
か
る
よ
う
に
図
示
し
た
。

全
体
と
し
て
は
、
当
然
の
ζ

と
な
が
ら
、
人
口
の
増
加
を
反
映
し
て
昭
和
四
十
五
年
、
同
五
十
五
年
と
横
幅
が
拡
大
し
て
い
る
。
し
か

し
、
年
齢
別
構
成
は
単
純
で
な
く
、
か
な
り
の
凹
凸
が
み
ら
れ
る
。

原
点
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
戦
後
の
ベ
ビ

l
ブ
l
ム
が
一

O
歳
代
に
あ
ら
わ
れ
、

昭
和
三
十
五
年
の
人
口
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
は
、
ま
だ
人
口
が
急
増
す
る
直
前
の
伝
統
的
な
当
市
の
年
齢
構
成
を
示
し
、
言
う
な
ら
ば
当
市
の

そ
の
後
の
少
産
傾
向
が
幼
児
の
減
少
と
な
っ
て
あ
ら
わ

れ
て
い
る
。
ま
た
中
年
で
は
男
子
の
四

O
歳
代
を
中
心
に
戦
争
の
傷
あ
と
も
見
い
だ
せ
る
。
し
か
し
、
全
体
と
し
て
は
一

O
歳
代
を
別
と
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す
れ
ば
、
お
だ
や
か
な
人
口
構

成
と
な
っ
て
い
る
。

そ
れ
が
昭
和
四
十
五
年
に
な

る
と
、
か
な
り
の
変
化
が
生
ず

る
。
前
述
し
た
よ
う
に
大
阪
府

年齢別人口構成の推移

を
中
心
と
し
た
多
く
の
転
入
人

口
が
、
人
口
構
成
を
大
き
く
特

徴
づ
け
た
。
ま
ず
自
に
つ
く
の

は
二

O
歳
代
か
ら
三

O
歳
代
の

大
幅
な
増
加
で
あ
る
。
大
阪
へ

第1-8図

集
中
し
た
多
く
の
若
年
労
働
力

は
、
適
齢
期
を
迎
え
、
世
帯
を

持
つ
段
階
で
当
市
へ
転
入
し
て

き
た
こ
と
が
わ
か
る
。

い
ず
れ

も
若
い
二

O
J三
O
歳
代
の
活

力
あ
る
人
々
の
流
入
で
あ
る
。

若
い
特
定
年
齢
層
の
増
加
で
あ

り
、
そ
れ
が
当
市
の
商
業
購
買

一
一一
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力
に
も
テ
コ
入
れ
を
し
、
商
業
機
能
を
強
化
発
展
さ
せ
る
な
ど
、
当
市
に
大
き
な
活
力
を
与
え
た
。
そ
れ
ら
の
若
い
世
帯
は
ま
た
多
く
の

幼
児
を
も
た
ら
し
た
。
昭
和
三
十
五
年
に
は
し
ぼ
み
つ
つ
あ
っ
た
幼
齢
人
口
が
、
同
四
十
五
年
に
は
一
気
に
拡
大
し
て
い
る
。
し
か
し
、

昭
和
三
十
五
年
に
お
け
る
幼
齢
人
口
は
そ
の
ま
ま
に
近
い
形
で
推
移
し
て
い
る
。
こ
の
世
代
は
多
く
の
転
入
人
口
の
中
で
、
彼
ら
と
あ
ま

り
接
触
し
な
い
形
で
成
長
す
る
こ
と
に
な
り
、
人
口
構
成
の
上
か
ら
も
大
き
な
谷
間
を
形
成
す
る
乙
と
に
な
っ
た
。

昭
和
五
十
五
年
は
、
人
口
急
増
が
一
段
落
し
た
安
定
期
の
人
口
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
を
示
し
、
昭
和
四
十
五
年
の
パ
タ
ー
ン
が
よ
り
一
一
層
拡
大

す
る
形
で
安
定
し
た
状
回
が
わ
か
る
。
若
く
し
て
転
入
し
定
着
し
た
人
々
は
そ
の
ま
ま
中
年
層
の
増
大
と
し
て
あ
ら
わ
れ
、
彼
ら
の
子
供

は
戦
後
の
ベ
ビ

i
ブ
l
ム
同
様
の
新
た
な
ベ
ビ

l
ブ
l
ム
と
し
て
学
齢
期
に
入
っ
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
ブ

l
ム
も
一
段
落
し
、
幼
齢
人

口
は
再
び
減
少
し
つ
つ
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
年
齢
構
成
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
は
、
高
度
経
済
成
長
下
に
誕
生
し
た
大
都
市
圏
内
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
に
共
通
し
て
み
ら
れ
る

が
、
学
齢
児
の
急
増
は
学
校
施
設
の
対
応
が
迫
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
学
校
規
模
の
拡
大
や
学
校
の
新
設
が
現
在
の
小
学
校
か
ら
将
来
の

高
校
ま
で
一
貫
し
て
継
続
す
る
乙
と
に
な
る
ほ
か
、
中
年
層
の
増
大
は
、
購
買
力
の
増
加
に
よ
る
都
市
力
の
増
大
を
と
も
な
う
と
と
も

に
、
社
会
生
活
の
安
定
の
た
め
の
多
く
の
社
会
施
設
の
投
資
と
居
住
環
境
の
改
良
へ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
も
な
る
。
そ
れ
が
満
た
さ
れ
れ
ば

当
市
の
都
市
環
境
は
か
な
り
よ
く
な
る
が
、

そ
れ
が
遅
れ
る
と
潜
在
的
不
満
感
を
増
大
さ
せ
、
前
述
の
よ
う
な
転
出
入
口
の
増
大
に
も
つ

な
が
ろ
う
。
財
政
規
模
が
拡
大
し
に
く
く
な
っ
た
今
日
、

そ
の
た
め
の
方
策
を
住
民
を
組
み
込
む
形
で
工
夫
す
る
必
要
が
強
ま
っ
て
い
る

と
み
て
よ
い
。

そ
し
て
、

こ
れ
ら
中
年
層
は
将
来
一
斉
に
老
齢
人
口
に
な
る
こ
と
は
確
実
な
こ
と
で
あ
り
、
当
市
が
一
気
に
高
齢
化
社
会
へ
突
入
す
る

こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
現
在
の
あ
り
あ
ま
る
若
い
活
力
を
将
来
の
高
齢
化
社
会
に
ど
う
生
か
し
、
連
動
さ
せ
て
い
く
か
も
大
き
な
課
題
で

あ
る
と
い
え
よ
う
。



当
市
が
若
い
外
か
ら
の
人
口
流
入
で
、
活
力
を
身
に
つ
け
、
都
市
力
を
増
大
し
、
都
市
と
し
て
県
内
で
も
大
き
な
地
位
を
得
る
乙
と
に

な
っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
し
か
し
、

そ
の
こ
と
は
同
時
に
そ
れ
が
内
包
す
る
多
く
の
課
題
を
年
齢
構
成
の
上
か
ら
も
か
か
え
る

乙
と
に
な
っ
た
こ
と
を
十
分
認
識
し
、
将
来
の
町
づ
く
り
を
長
期
的
に
展
望
し
、

工
夫
す
る
時
期
に
来
て
い
る
乙
と
が
わ
か
る
。

四

町
別
人
口
の
変
化

以
上
の
よ
う
に
急
増
し
た
人
口
は
、
当
市
内
で
ど
の
よ
う
な
形
で
定
着
し
た
の
だ
ろ
う
か
。

第
一

i
九
図
は
昭
和
五
十
九
年
現
在
に
お
け
る
市
内
の
町
名
と
町
域
を
示
し
た
も
の
で
、
図
の
右
下
に
は
旧
町
村
名
と
そ
の
領
域
図
を

参
考
ま
で
に
示
し
た
。

第
一

l
一
O
図
は
第
一
ー
ー
九
図
を
べ

l
ス
に
し
て
、
昭
和
三
十
五
年
か
ら
五
年
間
単
位
で
の
町
別
人
口
増
減
率
を
示
し
た
も
の
で
あ

る
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
昭
和
三

0
年
代
後
半
で
上
品
寺
、
山
之
坊
、
川
西
、
縄
手
、
上
飛
騨
の
各
所
で
八
o
d
m以
上
の
増
加
率
を
示
し
、
新

賀
、
北
八
木
、
石
原
田
、
中
曽
司
、
光
陽
な
ど
の
各
町
で
六

O
M以
上
の
増
加
率
を
示
し
て
い
る
。
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
集
合
住
宅
の
建
設

に
と
も
な
う
も
の
で
、

八
木
駅
周
辺
の
ほ
か
は
、
近
鉄
の
各
駅
を
中
心
に
し
た
住
宅
地
建
設
が
行
わ
れ
、

そ
れ
が
全
体
と
し
て
散
在
的
な

人
口
増
加
を
一
不
す
こ
と
に
な
っ
た
。
駅
前
開
発
と
で
も
い
う
べ
き
時
期
で
あ
り
、
人
口
も
そ
れ
に
対
応
し
て
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。

続
く
昭
和
四

0
年
代
前
半
は
、
最
も
人
口
増
加
が
み
ら
れ
た
時
期
で
、
昭
和
三
一

0
年
代
後
半
の
拠
点
的
な
住
宅
開
発
が
近
鉄
沿
線
に
面

石
川
、

瀬
、
鳥
屋
な
ど
の
各
町
で
民
営
、
公
営
の
住
宅
地
開
発
が
す
す
み
、
市
西
部
の
雲
梯
も
加
わ
り
、
人
口
増
加
地
帯
が
一
気
に
拡
大
し
た
様

的
に
拡
大
す
る
形
を
と
っ
た
。
し
か
も
、
新
た
に
橿
原
神
宮
前
駅
を
拠
点
と
し
た
東
南
部
の
五
条
野
、

和
田
、

南
妙
法
寺
、

同
-'U 

子
が
わ
か
る
。
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二
三
四

橿原市の町名と領域(1984年現在)第 1-9図



(橿原市役所の資料より作成)

第 1-10図 町別人口増減率の変化
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こ
の
よ
う
な
様
子
は
、
昭
和
四

0
年
代
後
半
に
も
継
続
さ
れ
、
中
、
西
池
尻
、
地
黄
、
豊
田
、
土
橋
と
さ
ら
に
拡
大
し
た
。

い
ず
れ
も

近
鉄
各
駅
を
中
心
に
し
た
拠
点
的
開
発
が
面
的
に
拡
大
し
て
い
く
形
を
と
っ
て
い
る
。

こ
れ
は
基
本
的
に
は
都
市
計

そ
れ
に
対
し
て
、
市
の
四
周
の
周
縁
部
は
ほ
と
ん
ど
人
口
増
加
を
み
な
い
し
、
減
少
さ
え
示
し
て
い
る
。

5000人以上

匪翻 4000人一4999人

目III3000人 ~3999人

匡ヨ 2000人 ~2999人

GJ 1000人一1999人

仁コ 999人以下

o 1 km 
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章

人
口
増
加
と
そ
の
地
域
構
成

画
法
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
農
業
地
域
と
し
て
保
守
さ
れ
た
た

め
で
あ
る
。
そ
れ
は
ま
た
各
駅
か
ら
も
遠
距
離
に
位
置
し
、
住

宅
地
開
発
の
た
め
の
条
件
が
十
分
で
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
っ

た
。
農
村
景
観
が
維
持
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、
中
心
部
の
人
口
も
昭
和
四

0
年
代
を
通
じ
て
あ
ま
り

人口千百度図

増
加
せ
ず
、
北
八
木
、
南
八
木
、
小
一
房
、
兵
部
、
今
井
な
ど
で

は
い
ず
れ
も
人
口
減
少
が
み
ら
れ
る
。

乙
れ
ら
は
古
く
か
ら
の

町
場
で
あ
り
、
人
口
が
飽
和
状
態
に
あ
る
乙
と
、
古
い
が
ゆ
え

に
居
住
環
境
に
恵
ま
れ
な
く
な
っ
た
こ
と
、
中
心
地
と
し
て
都

第 1-11図

市
機
能
が
強
ま
る
に
つ
れ
、
事
務
所
の
進
出
に
よ
っ
て
移
転
す

る
ケ
l
ス
が
増
加
し
た
こ
と
、
な
ど
が
そ
の
理
由
で
、

と
の
占
山

で
は
市
域
の
中
心
部
の
夜
間
人
口
が
減
少
し
、

そ
れ
を
と
り
ま

く
地
帯
で
人
口
が
増
加
す
る
ド
ー
ナ
ツ
化
現
象
が
当
市
で
も
み

ら
れ
る
に
至
っ
た
乙
と
が
わ
か
る
。
当
市
に
お
け
る
都
市
化
が

本
格
化
し
た
こ
と
の
裏
付
け
で
も
あ
る
。

七
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こ
の
よ
う
な
ド
ー
ナ
ツ
化
現
象
は
、
昭
和
四

0
年
代
を
通
し
て
顕

著
に
み
ら
れ
た
が
、
昭
和
五

0
年
代
に
入
る
と
、
以
上
の
よ
う
な
動

き
は
全
く
弱
ま
っ
て
、
全
域
で
増
加
率
は
低
下
し
、
前
時
期
か
ら
の

年齢別特化係数(昭和55年)

継
続
が
み
ら
れ
る
土
橋
な
ど
若
干
の
町
を
除
く
と
、

は
っ
き
り
し
た

動
き
は
把
握
し
が
た
く
な
る
。
し
か
し
、
中
心
部
の
人
口
減
少
は
乙

の
時
期
に
も
な
お
連
続
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
当
市
の
都
市
的
機
能

の
強
化
が
な
お
も
続
い
て
い
る
乙
と
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
出
来

る。
こ
の
よ
う
な
動
き
の
結
果
、
町
別
人
口
密
度
の
分
布
は
第
一
ー

一
図
の
よ
う
に
な
る
。
集
合
住
宅
の
建
設
が
す
す
ん
だ
町
で
は
人
口

第 1-12図

密
度
は
い
ず
れ
も
三
千
人
以
上
を
示
し
、

五
千
人
以
上
を
示
す
町
も

い
く
つ
か
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
周
縁
部
は
千
人
未

満
を
示
し
、
人
口
増
加
と
ほ
と
ん
ど
無
関
係
な
農
村
部
か
ら
構
成
さ

れ
、
両
者
の
聞
に
は
は
っ
き
り
し
た
対
照
性
が
認
め
ら
れ
る
。
ま

た
、
中
心
部
の
南
八
木
、
兵
部
、
小
房
は
三
千
人
台
に
留
っ
て
い

す
む
核
の
部
分
に
該
当
す
る
か
ら
で
あ
る
。
中
心
部
に
な
り
つ
つ
あ
る
北
八
木
は
、
今
や
人
口
密
度
は
五
千
人
以
上
の
最
高
レ
ベ
ル
に
あ

る
。
前
述
し
た
よ
う
に
、

ド
ー
ナ
ツ
化
現
象
の
う
ち
人
口
減
少
が
す

る
が
、
今
後
は
動
き
が
逆
に
な
る
で
あ
ろ
う
ζ

と
は
、
前
掲
第
一
ー
ー
一

O
図
の
う
ち
、
昭
和
五

0
年
代
に
入
っ
て
人
口
が
減
少
し
は
じ
め



た
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
。

と
こ
ろ
で
、

こ
の
よ
う
な
人
口
増
加
と
地
区
差
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
人
口
構
成
の
地
区
差
と
し
て
も
あ
ら
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

第
一

l
一
二
図
は
そ
れ
を
示
し
た
も
の
で
、
人
口
が
急
増
し
た
町
の
う
ち
山
之
坊
、
見
瀬
、
中
曽
司
の
三
町
と
、
人
口
が
停
滞
な
い
し

減
少
傾
向
に
あ
る
町
の
う
ち
今
井
と
出
垣
内
の
二
町
を
選
び
、

五
歳
刻
み
の
年
齢
構
成
図
と
し
て
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

い
う
ま
で
も
な

く
、
前
者
に
お
い
て
は
既
存
の
集
落
の
存
在
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
三

O
歳
代
と
そ
の
子
供
に
当
る
一

O
歳
未
満
代
が
多
く
、
後
者
は
四
五

歳
以
上
が
大
き
な
ウ
エ
イ
ト
を
占
め
て
い
る
こ
と
が
は
っ
き
り
み
ら
れ
、
見
事
な
対
照
性
を
示
し
て
い
る
。

こ
の
こ
と
は
、
地
区
に
よ
っ
て
年
齢
構
成
に
大
き
な
遠
い
が
あ
り
、
従
前
か
ら
の
集
落
で
は
高
齢
化
が
か
な
り
進
行
し
て
い
る
と
と
、

前
述
し
た
よ
う
に
、
市
全
体
で
中
年
層
の
多
い
の
は
、

そ
れ
が
人
口
急
増
地
区
で
顕
著
で
あ
り
、

そ
れ
が
市
全
体
の
人
口
構
成
を
大
き
く

左
右
す
る
存
在
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
あ
ら
た
め
て
確
認
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
点
で
、

こ
の
よ
う
な
地
区
差
を
ふ
ま
え
た
き
め
細
か

な
町
づ
く
り
が
必
要
に
な
る
乙
と
が
わ
か
る
。

(
藤
田
佳
久
・
村
瀬
由
香
・
北
村

{彦

第
三
節

居
住
地
域
の
分
化

集
合
住
宅
と
既
存
集
落

こ
の
よ
う
に
町
単
位
で
み
る
と
、
人
口
増
加
率
に
か
な
り
の
違
い
が
み
ら
れ
る
が
、
増
加
し
た
人
口
の
多
く
が
、
昭
和
四

0
年
代
は
大

手
不
動
産
会
社
に
よ
る
住
宅
開
発
、
同
五

0
年
代
は
土
地
を
売
っ
て
資
金
を
得
た
農
家
な
ど
に
よ
る
ミ
ニ
開
発
、

一
方
で
は
橿
原
ニ
ュ

l
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九



居
住
地
域
の
分
化

四
O 

タ
ウ
ン
、
坊
城
団
地
な
ど
県
営
の
住
宅
開
発
な
ど
に
よ
る
い
ず
れ
も
集
合
住
宅
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
と
い
う
形
を
と
っ
た
こ
と
が
特
徴
的

で
あ
っ
た
。

そ
の
た
め
、

そ
れ
ら
の
集
合
住
宅
を
受
け
入
れ
る
に
当
た
っ
て
、
既
存
の
農
村
集
落
は
そ
の
境
を
接
す
る
こ
と
な
く
、
あ
る
程
度
の
距

離
を
お
い
て
転
用
農
地
の
売
却
を
す
る
形
で
対
応
し
た
。

つ
ま
り
、
両
者
は
独
立
の
集
団
と
し
て
分
離
す
る
形
で
居
住
空
間
が
設
定
さ
れ

た
の
で
あ
る
。

乙
れ
は
大
阪
近
接
地
の
農
村
が
、
都
市
化
の
大
き
い
力
と
土
地
の
制
約
に
よ
っ
て
混
住
化
を
す
す
め
た
の
と
は
異
な
る
。

そ
れ
は
当
市
が
大
阪
の
四

O
粁
固
に
あ
っ
て
、
農
地
の
残
存
率
が
高
く
、
し
か
も
当
市
の
既
存
の
農
業
集
落
が
伝
統
的
水
利
慣
行
や
諸
組

織
に
よ
っ
て
か
な
り
強
固
な
共
同
体
的
集
団
を
形
成
し
て
い
た
た
め
、
転
入
者
を
分
離
す
る
形
で
の
受
け
入
れ
を
意
図
し
た
と
い
う
と
と

で
あ
る
。
農
村
が
急
激
な
転
入
者
を
受
け
入
れ
る
さ
い
の
一
つ
の
形
式
と
い
う
こ
と
も
で
き
る
。

そ
れ
ゆ
え
、
既
存
の
農
業
集
落
の
町
内
会
は
集
合
住
宅
住
民
と
無
関
係
で
、
集
合
住
宅
住
民
は
独
自
な
自
治
会
を
も
つ
な
ど
、
両
者
の

聞
の
直
接
的
関
係
は
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
な
い
。
当
市
の
市
民
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
を
将
来
的
に
ど
う
築
い
て
い
く
か
と
い
う

こ
と
も
、
重
要
な
課
題
に
な
る
。

転
入
者
の
居
住
地
の
住
み
分
け

以
上
の
よ
う
に
、

転
入
者
住
民
と
、

既
存
の
集
落
の
住
民
と
は
、

相
互
に
一
定
の
距
離
を
離
て
る
乙
と
で
共
存
す
る
方
策
が
と
ら
れ

た
。
都
市
か
ら
の
転
入
者
を
受
け
入
れ
る
さ
い
の
、
既
存
の
農
村
集
落
側
の
対
応
の
あ
ら
わ
れ
と
み
て
よ
い
。

と
の
よ
う
な
住
み
分
け
を
と
り
つ
つ
、
当
市
全
体
が
都
市
化
す
る
乙
と
は
、
将
来
の
混
住
化
が
す
す
む
上
で
の
一
つ
の
段
階
と
み
て
よ

い
O 

と
こ
ろ
で
、

こ
の
よ
う
な
基
本
的
な
住
み
分
け
に
加
え
、
転
入
者
の
聞
に
も
若
干
の
住
み
分
け
が
認
め
ら
れ
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
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(1984年 3 月 22 日 ~4 月 9 日「住民異動届」より作成、
年齢は転入届を出した時点のもの)

第 1-13図 橿原市への転入者の前住地別年齢構成

理がき詰部5 るの転 住月 をと居たる内当
由目 O 人入そ地上第帯受住 O 吉か市
と立てヵこが者れ別旬 び入地こ野らは
み つ 三れ多 l乙にのに る側をれ山の昭
な。そのと くつよ年っ この選ら地転和
し県の転入者 よ、いる齢い三と条んのか入四
て内い く就てと構て図に件だ人ら者 O
よ移ず 似職示、成、はなをか々 が年
い動れ たやし図を当転る考 と が 定 卓 代
。と も と タ転た中示市入 O 慮い当の越は
次いが E ィ勤ものしへ者 すう市転し大
にうー プ がの A たのの る点の入、阪

四 大点 O 査県 を転ではも転最 とは中人 か
阪で歳 - 入、 全の 入も い、で口方ら
府結代 子理 一国 で者 多 く転どをで
か婚の郡部山り 由 O 広あにい ら入の受はそ
らが女ヵはと J範るつゴ か者よけ後れ
の主性三 D 考三囲。い月 の側う入背以
転なの え O か て末 傾のなれ地降
入転転毛主良 ら歳ら 、 J 向条形てでは
者 入入入 れ代の 前回 性件できあ県



居
住
地
域
の
分
化

四

で
あ
る

C
を
み
る
と
、
典
型
的
な
夫
婦
・
子
供
世
帯
が
中
心
で
、
し
か
も
親
の
年
齢
が
三

O
歳
代
後
半
か
ら
四

O
歳
代
前
半
の
占
め
る
割

合
が
高
く
、
子
供
の
年
齢
も
一

O

J
一
四
歳
が
多
い
。

い
ず
れ
も
子
供
の
成
長
と
と
も
に
、
経
済
的
な
安
定
も
あ
っ
て
大
都
市
の
ア
パ
ー
ト
や
マ
ン
シ
ョ
ン
か
ら
一
戸
建
の
居

こ
れ
は

B
(奈
良
、
大
阪
以
外
の
近
畿
か
ら
の
転
入
者
)
に
お
い
て
も
や
や
類
似
傾
向

が
認
め
ら
れ
る
。

住
を
指
向
し
て
き
た
転
入
者
と
み
な
す
こ
と
が
出
来
る
。
以
上
に
対
し
て
吉
野
郡
か
ら
の
転
出
者
の

F
の
場
合
は
、
若
年
齢
層
の
転
出
に

よ
っ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
る
い
わ
ゆ
る
過
疎
地
域
型
と
な
っ
て
い
る
。

そ
乙
で
、
以
上
の
よ
う
な
転
入
者
群
の
諸
特
徴
が
当
市
の
居
住
地
選
択
に
ど
の
よ
う
な
関
連
性
が
あ
る
か
を
み
て
み
る
。

第
一
!
|
一
四
図
は
前
住
地
別
に
市
内
へ
の
転
入
先
を
分
布
図
と
し
て
示
し
た
も
の
で
、
第
一

l
一
三
図
と
同
一
の
時
期
の
転
入
者
に
つ

い
て
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
前
住
地
の
違
い
の
み
を
指
標
に
し
た
場
合
の
当
市
に
お
け
る
居
住
地
選
択
に
は
あ
ま
り
大
き
な
違
い
は
み
ら
れ
な

い
。
し
か
し
、
吉
野
郡
出
身
者
に
つ
い
て
み
る
と
、
そ
の
特
性
は
か
な
り
は
っ
き
り
認
め
ら
れ
る
。
吉
野
郡
か
ら
の
転
入
者
は
市
の
南
部

で
あ
る
見
瀬
、

五
条
野
、
御
坊
、

そ
れ
に
内
膳
な
ど
の
各
町
に
集
中
す
る
傾
向
が
認
め
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
時
期
が
ズ
レ
る
た
め
図
中

で
は
示
し
て
い
な
い
が
、
曲
川
に
は
川
上
村
出
身
者
が
多
く
、
当
市
と
吉
野
郡
と
の
か
か
わ
り
方
の
一
端
を
示
し
て
い
る
。
吉
野
郡
か
ら

の
転
入
者
の
場
合
は
、
就
業
地
や
所
得
と
い
っ
た
一
般
的
理
由
以
外
に
、
ダ
ム
建
設
に
よ
る
移
転
補
償
に
と
も
な
う
行
政
指
導
や
、
山
村

で
の
共
同
体
的
ま
と
ま
り
の
維
持
と
い
っ
た
固
有
の
条
件
が
認
め
ら
れ
る
。

一
方
、
吉
野
郡
出
身
者
以
外
に
つ
い
て
は
、
む
し
ろ
社
会
経
済
的
地
位
や
家
族
構
成
な
ど
の
条
件
が
居
住
地
選
択
の
理
由
に
な
っ
て
い

る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
全
域
で
は
そ
の
選
好
性
が
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
集
合
住
宅
に
つ
い
て
敷
地
面
積
の
規
模
と

の
関
係
で
み
る
と
若
干
の
傾
向
が
う
か
が
わ
れ
る
。

第
一

l
一
五
図
は
、
敷
地
面
積
が
比
較
的
大
き
い

B
(東
口
団
地
)
、

小
さ
い

D
(中
曲
目
司
団
地
)
、

そ
の
中
間
で
あ
る

C
(橿
原
ニ
ュ

l
タ
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※ 2.近鉄耳成寮
※3..奈良県立医大寮
※ 4.警察官舎

わくは図 5との関連

|イキ
@前住地が大阪市を除〈大阪府
o 大阪市

.. 近畿(京都府・滋賀・三重・兵庫・和歌山)
闘 11 上記および奈良県を除く全国

奈良県市部
奈良県郡部(吉野郡を除く)

奈良県吉野郡

5件
@ 

O 

A 
圏

G 
g 
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四

「住民異動届」にみる前住地別分布第 1-14図
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[A]八木地区
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(男女)

(人)10 5 0 0 5 

[C]樹原ニュータウン

10(人)

おける転入者の年齢構成(選定地域は図IV-1参照)

(昭和59年 1 月 1 日 ~4 月 16 日)

四
四
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[D]中曽司町
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第 1-15図

ウ
ン
)
、
最
も
商
業
機
能
と
就
業
地
機
能
の
強
い

A
(八
木
地
区
)
を
選
び
、
前
住
地
、
家
族
構
成
と
年
鈴
構
成
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

5 (人)10

多
く
、
前
住
地
も
多
様
で
あ
る
こ
と
、

そ
れ
に
よ
る
と

A
は
就
業
地
と
し
て
の
機
能
を
有
す
る
た
め
に
二

O
歳
代
前
半
、
次
い
で
二

O
歳
代
後
半
の
若
年
層
の
転
入
者
が
最
も

第
一
章

人
口
増
加
と
そ
の
地
域
構
成

B 

c、
D
の
三
団
地
に
つ
い
て
、
転
入
者
の
う
ち
一
五
歳
以
上
と
一
五
歳
未
満
の
比
率
を
み
る

四
五



人
口
の
日
常
的
流
出
入

二
四
六

と、

B
が
七
四
対
二
六
、

婦
・
子
供
世
帯
で
あ
る
乙
と
、

C
と
D
に
つ
い
て
は
、

D
が
八
一
対
一
九
と
な
っ
て
お
り
、
敷
地
面
積
の
最
も
広
い

B
で
、
転
入
者
の
多
く
が
夫

B
に
比
べ
て
子
供
の
い
な

乙
の
数
字
に
関
し
て
大
き
な
差
は
認
め
ら
れ
な
い
が
、

C
が
八
四
対
一
六
、

い
夫
婦
だ
け
の
世
帯
が
多
い
こ
と
の
特
徴
が
み
ら
れ
、
前
住
地
を
み
る
と
、

B
は
吉
野
郡
、

D
は
大
阪
が
多
い
が
、

A
と
C
に
つ
い
て
は

傾
向
は
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
、
な
ど
も
わ
か
る
。

以
上
か
ら
、
居
住
地
選
好
と
い
う
点
か
ら
、
当
市
へ
の
転
入
者
を
み
る
と
、
前
住
地
が
全
国
ま
た
は
大
阪
の
場
合
は
、

そ
の
経
済
的
地

位
や
家
族
構
成
が
主
な
要
因
と
な
り
、

一
世
帯
当
り
の
家
族
数
が
多
い
ほ
ど
、
敷
地
面
積
の
広
い
と
こ
ろ
を
選
択
す
る
傾
向
が
認
め
ら
れ

る
。
た
だ
し
、
大
阪
府
か
ら
の
転
入
者
の
場
合
は
、
夫
婦
・
子
供
か
ら
な
る
世
帯
が
多
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
比
較
的
敷
地
面
積
の
小
さ

い
と
こ
ろ
へ
転
入
し
て
く
る
ケ
l
ス
も
多
い
。
中
年
前
半
層
で
、

一
戸
建
て
へ
の
指
向
性
が
直
接
的
に
反
映
し
た
も
の
と
み
る
こ
と
が
出

来
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
吉
野
郡
か
ら
の
転
入
者
は
、
経
済
的
な
地
位
や
家
族
的
な
条
件
よ
り
も
、
む
し
ろ
地
理
的
位
置
会
口
野
郡
に
近
い

市
南
部
)
、
行
政
指
導
、
伝
統
的
共
同
体
の
保
持
な
ど
の
条
件
が
選
択
地
の
幅
を
小
さ
く
し
た
も
の
と
い
え
る
。

(
藤
田

佳
久
・
村
瀬

由
香
)

第
四
節

人
口
の
日
常
的
流
出
入

通
勤
・
通
学
移
動

最
後
に
、
当
市
の
人
々
の
日
常
的
移
動
を
通
勤
、
通
学
者
を
中
心
に
み
て
み
る
。

第
一
l
l
二
表
は
そ
れ
を
府
県
単
位
と
奈
良
県
内
の
市
町
村
単
位
に
ま
と
め
て
示
し
た
も
の
で
あ
る
。



第 1-2表橿原市における流出・流入人口の移動範囲 (1980年)

(1) 府県別流出・流入人口 (15才以上)

流 出 人 口 流入人口
草出G刈す仇A)のる司湖流上に〉b 流出入先

総数凶 i通勤数 総数但) ¥通勤数

人 予告 人 % 人 % 人 % % 
奈 良県 13，173 46.1 10，274 44.2 10，832 83.3 8，367 84.2 1.22 

大 阪府 14，155 49.6 12，276 52.9 1，498 11.5 1，014 10.2 9.44 

京都府 720 2.5 298 1.3 188 1.4 135 1.4 3.83 

兵 庫県 286 1.0 176 0.8 83 0.6 60 0.6 3.45 

滋賀県 36 0.1 33 0.1 

和歌山県 25 0.1 25 0.1 46 0.4 33 0.3 

愛知県 20 0.1 14 0.1 

三重県 115 0.4 112 0.5 338 2.6 316 3.2 0.34 

その他 14 0.1 12 0.1 15 0.1 13 0.1 0.93 

計 \28，叫 100.0\23，判 100 仇叫 100.~ 9 ， 93~ 100.~ 2.20 
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ま
ず
、
府
県
単
位
で
み
る
と
、
通
勤
流
出
総
数
ニ
・
八
万
余
人
に
対
し

(1980年国勢調査より作成)

て
同
流
入
総
数
は
一
・
三
万
人
で
、
差
引
一
・
五
万
人
余
が
当
市
外
へ
流

出
す
る
乙
と
に
な
る
。
そ
れ
は
同
居
了
夜
間
人
口
の
聞
に
差
が
大
き
い
こ
と

を
意
味
し
、
当
市
は
流
出
超
過
の
住
宅
都
市
的
な
機
能
が
依
然
と
し
て
強

い
と
い
う
こ
と
が
出
来
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
当
市
の
都
市
機
能
は
強

化
さ
れ
て
は
き
た
も
の
の
、

そ
れ
以
上
に
居
住
地
と
し
て
多
く
の
住
民
が

当
市
を
選
択
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

そ
れ
ゆ
え
、
流
出
先
で
は
大
阪
府
が
最
も
多
く
、
全
体
の
約
半
分
を
占

め
、
奈
良
県
下
を
若
干
上
回
る
。
そ
の
う
ち
通
勤
者
だ
け
に
つ
い
て
み
る

と
、
そ
の
比
率
は
さ
ら
に
高
く
な
り
、
当
市
が
大
阪
府
か
ら
の
流
入
人
口

に
よ
っ
て
発
展
し
た
こ
と
が
、
大
阪
へ
の
指
向
性
を
強
め
る
形
に
な
っ
て

い
る
。
大
阪
府
と
奈
良
県
へ
の
流
出
数
に
対
す
る
各
々
か
ら
の
流
入
比
を

み
る
と
、
大
阪
は
実
に
九
・
四
四
と
い
う
高
率
を
示
し
、
大
阪
と
の
関
係

は
完
全
な
る
出
超
で
あ
る
乙
と
が
わ
か
る
。
そ
れ
に
対
し
て
奈
良
県
と
の

出
入
比
は
一
・
二
二
で
大
阪
府
の
そ
れ
に
比
べ
る
と
か
な
り
低
い
が
、

/ 
に

れ
で
も
統
計
値
と
し
て
は
奈
良
県
に
対
し
て
も
出
超
の
状
態
に
あ
り
、
当

市
の
中
心
性
が
ま
だ
十
分
に
は
確
立
し
て
い
な
い
こ
と
、
地
元
と
の
関
係

も
当
市
が
通
勤
・
通
学
の
機
会
の
上
で
、
と
く
に
就
業
機
会
を
十
分
に
供

四
七



人
口
の
日
常
的
流
出
入

県内移動人口 (15才以上)

流出人口 流 入 人 口
対流f〈H悦凶入すのるH司1洗比1〉ζ 流出入先

総数凶[通 勤 数 総数回) 1通勤 数

人 % 人 拍 人 % 人 % % 
奈良市 2，588 19.6 2，053 20.0 990 9.1 758 9.1 2.61 

大和高田市 2，401 18.2 1，931 18.8 1，352 12.5 1，061 12.7 1. 78 

大和町¥111市 1，498 11.4 1，279 12.4 399 3.7 317 3.8 3.75 

天理市 810 6.1 456 4.4 396 3.7 327 3.9 2.05 

桜井市 1，397 10.6 1，037 10目11，350 12.5 1，099 13.1 1.03 

五(泉市 229 1.7 128 1.2 306 2.8 251 3.0 0.75 

御所市 551 4.2 361 3.5 735 6.8 591 7.1 0.95 

生駒市 114 0.9 107 1.0 119 1.1 75 0.9 0.96 

添上郡

山辺郡 27 0.2 19 0.2 。
生駒郡 126 1.0 116 1.1 198 1.8 124 1.5 0.64 

磯城郡 804 6.1 693 6.7 903 8.3 679 8.1 0.89 

宇陀郡 396 3.0 179 1.7 876 8.1 691 8.3 0.45 

高市郡 339 2.6 333 3.2 751 6.9 660 7.9 0.45 

北葛城郡 1，146 8目71，020 9.9 1，214 11.2 754 9.0 0.94 

吉野郡 725 5.5 532 948 11.3 0.60 

その他 49 0.4 49 0.51 171 0.2 13 0.2 2.88 

計 11

丸一
100帆叫 99帆叫 100.018，3671100.11 1.22 

(2) 

四
/¥、

給
出
来
る
体
制
に
は
至
っ
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か

(1980年国勢調査より作成)

る。
そ
の
点
を
県
内
の
他
市
町
村
と
の
関
係
で
み
る

と
、
奈
良
市
、
大
和
高
田
市
、
大
和
郡
山
市
、
天

理
市
、
桜
井
市
な
ど
主
な
都
市
に
対
し
て
は
い
ず

れ
も
流
出
超
過
で
あ
る
こ
と
が
特
徴
的
で
あ
る
。

こ
の
点
に
当
市
の
住
宅
都
市
と
し
て
の
強
い
性
格

と
、
そ
れ
ゆ
え
に
、
都
市
機
能
が
ま
だ
不
十
分
で

あ
る
こ
と
を
再
確
認
出
来
る
。
た
だ
、
五
俊
市
や

御
所
市
の
ほ
か
、
他
の
諸
郡
に
対
し
て
は
流
入
超

過
で
あ
り
、
と
く
に
南
接
す
る
高
市
郡
、

そ
の
南

の
後
背
地
で
あ
る
吉
野
郡
、
宇
陀
郡
に
対
し
て
は

か
な
り
流
入
人
口
が
流
出
分
を
超
過
す
る
。
し
か

し
、
こ
れ
ら
の
市
郡
は
人
口
規
模
も
小
さ
く
、
就

業
機
会
も
少
な
い
こ
と
か
ら
す
れ
ば
不
自
然
さ
は

「
糸
、

O

J
t
h
'
v
 

こ
う
し
た
点
か
ら
い
え
ば
、
当
市
は
こ
れ

ら
の
市
郡
を
日
常
的
な
人
口
移
動
の
上
で
せ
い
ぜ

い
後
背
地
に
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
こ
と
に
も
な



第 1-3表桓原市の産業大分類・従業上の地位別就業者数 (1980年〉

産業大分類 l総数[
男 女 l雇用者|役員 1I今日しは私書

[弘治 [303d|ωlω|

人

ま'1汎必4、 数 3，765 

民 業 1，752 1，230 522 64 1 20 1，186 481 

手本 業、 1守 猟 業 38 38 20 2 7 5 4 

漁業、 水産主皇殖業 3 2 1 1 2 

鉱 業 2 2 2 

建 さ五π瓦一 業 3，689 3，430 259 2，459 177 401 468 184 

製 ユ、止品と 業 12，200 8，365 3，835 8，505 606 473 1，649 967 

卸 売業、 小売業 10，473 6，609 3，864 6，024 440 618 1，734 1，656 

金 融・保 険 主主 1，797 1，066 731 1，712 33 9 34 9 

不 動 産 業 359 251 108 201 37 22 63 36 

運 輸・通 イ言 業 2，707 2，474 233 2，559 54 34 38 22 

電気・ガス・水道・熱供給業 556 501 55 552 4 

サ 一 ビ ス 業 8，821 4，799 4，022 6，947 193 378 899 404 

公 務 1，745 1，555 190 1，745 

分 類 不 古E 54 29 25 34 2 1 10 2 

(注) 総数には、従業上の地位不詳を含む。 〔国勢調査より作成)

思 1~時 〈口密兵-'J>¥JG裂草寺望事告さ 1 ll5I兵



人
口
の
日
常
的
流
出
入

五
O 

る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
発
展
途
上
の
本
市
が
住
宅
都
市
と
し
て
ま
ず
居
住
環
境
を
整
備
し
、

そ
の
上
に
都
市
機
能
を
充
実
す
る
方
策

を
工
夫
す
る
と
い
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
重
要
に
な
ろ
う
。

就

業

別

人

口

多
く
の
流
出
入
口
を
有
す
る
当
市
で
は
あ
る
が
、
当
市
内
に
も
多
く
の
就
業
機
会
が
あ
る
こ
と
は
当
然
で
あ
る
。
そ
乙
で
産
業
大
分
類

に
よ
っ
て
就
業
人
口
の
構
成
を
示
し
て
お
く
。

第
一

l
三
表
は
昭
和
五
十
五
年
に
お
け
る
当
市
人
口
の
就
業
者
に
つ
い
て
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
就
業
者
総
人
口
は
四
・
四
万
人
、
う

ち
二
・
八
万
人
が
前
述
の
よ
う
に
市
外
で
就
業
し
て
お
り
、
当
市
人
口
の
市
内
で
の
就
業
者
比
率
は
三
六
必
程
度
に
す
ぎ
な
い
。
し
た
が

っ
て
、
同
表
の
就
業
構
成
は
当
市
の
産
業
構
成
を
示
す
も
の
で
は
な
い
点
に
注
意
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
製
造
業
と
卸
・
小
売
業
が
一
万
人
以
上
を
越
え
、
サ
ー
ビ
ス
業
が
そ
れ
に
次
ぐ
。
し
か
し
、
そ
の
多
く
は
大
阪
や
奈

良
市
方
面
で
の
就
業
で
あ
る
。
全
体
と
し
て
は
第
三
次
産
業
が
六
O
M
m近
く
を
占
め
る
に
至
り
、
逆
に
第
一
次
産
業
は
次
第
に
減
少
し
て

四
Mmを
占
め
る
に
す
ぎ
な
い
。

ま
た
一
雇
用
形
態
を
み
る
と
、
雇
用
者
が
七

O
M
mを
占
め
、
通
勤
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
が
圧
倒
的
に
多
い
乙
と
が
わ
か
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
後
述

す
る
よ
う
に
、
近
鉄
を
は
じ
め
、
市
内
と
市
外
と
を
結
ぶ
交
通
量
が
ふ
く
ら
む
ζ

と
に
も
な
る
。

(
藤
田

佳
久
・
北
村

イ彦



第
二
章

宅
地
化
と
都
市
的
土
地
利
用
の
展
開

第
一
節

宅
地
化
の
進
展

前
章
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
当
市
の
人
口
は
昭
和
コ
一

0
年
代
後
半
、
正
確
に
は
昭
和
三
十
七
、
八
年
頃
か
ら
増
加
傾
向
に
転
じ
、
昭
和

田

0
年
代
に
入
る
と
そ
の
傾
向
は
一
段
と
強
ま
っ
た
。
そ
の
背
景
に
は
、
昭
和
三
十
五
年
か
ら
本
格
化
し
た
所
得
倍
増
政
策
に
よ
っ
て
、

他
の
大
都
市
と
同
様
に
、
阪
神
地
区
の
重
化
学
工
業
化
が
促
進
さ
れ
、
そ
の
発
展
に
と
も
な
い
関
連
産
業
の
労
働
力
需
要
も
増
大
す
る
よ

う
に
な
る
と
、
大
阪
に
隣
接
す
る
奈
良
盆
地
に
お
い
て
も
農
家
の
兼
業
化
を
も
た
ら
す
大
阪
方
面
へ
の
通
勤
労
働
者
が
増
加
す
る
と
と
も

に
、
他
地
方
か
ら
大
阪
へ
の
流
入
者
が
通
勤
に
至
便
な
場
所
に
居
住
地
を
求
め
る
動
き
が
活
発
化
し
た
ζ

と
が
あ
っ
た
。
当
市
は
大
阪
方

面
へ
の
通
勤
時
聞
が
短
く
、
し
か
も
近
鉄
大
阪
線
八
木
駅
や
同
橿
原
線
と
南
大
阪
線
の
橿
原
神
宮
前
駅
な
ど
は
結
節
駅
で
あ
り
、
好
条
件

を
有
し
て
い
た
。

こ
の
時
期
か
ら
当
市
は
大
阪
都
市
圏
に
包
含
さ
れ
、
大
阪
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
し
て
の
性
格
を
強
め
る
乙
と
に
な
っ
た
。

具
体
的
に
は
著
し
い
宅
地
化
と
そ
れ
に
と
も
な
う
人
口
増
加
と
し
て
あ
ら
わ
れ
た
。

そ
れ
ゆ
え
、

当
市
に
お
け
る
宅
地
化
は
、
当
市
の
南
部
を
徐
く
と
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
水
田
を
主
と
す
る
耕
地
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
耕
地
を
潰
す
形

で
宅
地
化
が
進
行
す
る
こ
と
に
な
っ
た
点
に
特
徴
が
あ
っ
た
こ
と
、
そ
の
さ
い
、
耕
地
を
売
却
す
る
農
家
は
、
農
家
か
ら
遠
い
距
離
に
位

置
し
、
し
か
も
低
湿
な
ど
で
条
件
の
よ
く
な
い
耕
地
を
売
却
対
象
と
し
た
た
め
に
、
個
別
の
宅
地
造
成
は
道
路
、
下
水
道
、
水
道
、
ガ
ス

第
二
章

宅
地
化
と
都
市
的
土
地
利
用
の
展
開

五
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第 2-1図集合住宅の進出状況

五平

な
ど
生
活
基
盤
の
負
担
が
大
き
い
た
め
困
難

で
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
集
合
住
宅
の
形
態
を
と

っ
た
と
い
う
点
に
も
特
徴
が
あ
っ
た
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
ま
た
、
集
会
住
宅
と
は
い
え
、
南

部
の
丘
陵
地
を
除
く
と
、
耕
地
の
宅
地
化
で
あ

つ
e
-

伊
】
ム

υ
、

中
J
ふ
J

M
げに

そ
の
ほ
と
ん
ど
が
大
規
模
な
宅
地

化
で
は
な
く
、
中
小
規
模
の
宅
地
造
成
が
中
心

で
あ
り
、
開
発
業
者
(
デ
ィ
ベ
ロ
ッ
パ

l
)
も
地

元
資
本
か
ら
大
阪
資
本
ま
で
多
様
で
、

そ
の
規

模
も
さ
ま
ざ
ま
で
あ
っ
た
。

第
二

l
一
図
は
集
合
住
宅
の
建
設
さ
れ
た
分

布
状
況
を
、
昭
和
四
十
六
年
(
一
九
七
一
)
、

同

四
十
九
年
(
一
九
七
四
)
、

同
五
十
八
年
(
一
九

J¥ 

に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
示
し
た
も
の
で
あ

和
四
十
六
年
の
分
布
は
そ
れ
を
示
し
て
い
る
。

る
。
昭
和
三
十
七
年
(
一
九
六
二
)
頃
か
ら
始
ま
っ
た
住
宅
建
設
は
、
昭
和
四

0
年
代
の
半
ば
頃
ま
で
に
現
在
の
過
半
が
建
設
さ
れ
た
。
昭

そ
れ
に
よ
れ
ば
、
集
合
住
宅
の
ほ
と
ん
ど
が
北
部
の
近
鉄
大
阪
線
沿
い
と
南
部
の
近
鉄
南

大
阪
線
・
吉
野
線
沿
い
に
集
中
し
、
大
阪
へ
の
指
向
性
が
強
く
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
南
部
の
見
瀬
町
等
の
橿
原
ニ
ュ

l
タ
ウ
ン
と
石
川
町

五
条
野
町
に
か
け
て
の
日
生
団
地
・
東
口
団
地
は
規
模
が
大
き
い
が
、
そ
の
一
部
は
丘
陵
地
を
造
成
し
た
も
の
で
あ
る
。

か
ら
和
田
町
、



そ
れ
以
外
の
ほ
と
ん
ど
は
田
畑
を
宅
地
へ
造
成
し
た
も
の
で
、
中
小
規
模
の
集
合
住
宅
が
卓
越
し
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
市
域
の
中

央
部
と
東
部
お
よ
び
東
端
、
西
南
端
に
は
空
白
部
が
み
ら
れ
る
が
、
市
域
の
中
央
部
は
畝
傍
山
と
橿
原
公
苑
が
存
在
す
る
た
め
で
あ
り
、

東
部
は
藤
原
京
域
に
あ
た
る
。
後
二
者
は
鉄
道
沿
線
か
ら
離
れ
す
ぎ
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
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第
二
章

宅
地
化
と
都
市
的
土
地
利
用
の
展
開

と
こ
ろ
で
、
昭
和
四
十
六
年
の
集
合
住
宅
の

分
布
は
増
大
す
る
住
宅
需
要
を
背
景
に
し
て
、

デ
ィ
ベ
ロ
ッ
パ
!
と
農
家
あ
る
い
は
既
存
の
集

落
が
そ
の
意
に
お
も
む
く
ま
ま
宅
地
化
を
す
す

め
た
状
況
を
示
し
て
い
る
。
そ
れ
は
各
大
都
市

圏
域
で
こ
の
時
期
問
題
に
な
っ
た
無
秩
序
な
宅

地
開
発
を
す
す
め
る
乙
と
に
も
な
っ
た
。

iコ

ゆ
る
ス
。
フ
ロ
ー
ル
(
一
盗
食
)
化
で
あ
る
。

橿
原

昭和49年

市
も
例
外
で
は
な
か
っ
た
。

そ
の
た
め
昭
和
四
十
三
年
(
一
九
六
八
)
に
国

に
よ
っ
て
新
都
市
計
画
法
が
制
定
さ
れ
、
同
四

十
五
年
に
市
街
化
区
域
と
市
街
化
調
整
区
域
を

設
定
す
る
こ
と
に
よ
り
、
無
秩
序
な
土
地
利
用

の
拡
大
に
対
す
る
歯
止
め
が
工
夫
さ
れ
た
。
当

市
も
同
年
末
に
そ
の
た
め
の
「
線
引
き
作
業
」

五
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進
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二
五
四

が
行
わ
れ
、
市
街
化
区
域
と
市
街
化
調
整
区
域
の
設

定
が
行
わ
れ
た
。
と
く
に
市
街
化
区
域
の
広
が
り
は

宅
地
化
を
誘
導
す
る
こ
と
に
も
な
り
、

そ
の
後
の
都

市
的
土
地
利
用
を
決
め
る
上
で
も
重
要
な
役
割
を
果

た
す
乙
と
に
な
っ
た
。
当
市
で
は
後
掲
図
に
示
す
よ

う
に
国
道
沿
い
と
既
成
市
街
地
、
お
よ
び
既
成
の
多

現在(昭和58年)

く
の
集
合
住
宅
を
つ
つ
み
込
む
形
で
設
定
さ
れ
た
。

そ
れ
に
対
し
て
、
市
街
化
調
整
区
域
は
耳
成
地
区
、

真
菅
地
区
北
部
、
金
橋
地
区
南
部
、
新
沢
地
区
、
香

久
山
地
区
な
ど
、
ま
だ
農
業
へ
の
指
向
性
が
強
く
、

集
合
住
宅
も
少
な
い
地
区
に
設
定
さ
れ
た
。

そ
れ
ゆ
え
、

そ
の
後
の
宅
地
化
は
線
引
き
内
の
市

街
化
区
域
を
中
心
に
す
す
め
ら
れ
る
乙
と
に
な
っ

た
。
昭
和
四
十
九
年
と
同
五
十
八
年
の
図
は
そ
れ
を

示
し
て
い
る
が
、
基
本
的
に
は
昭
和
四
十
六
年
に
あ

ら
わ
れ
た
分
布
状
態
を
大
き
く
変
え
る
も
の
で
は
な
い
。
昭
和
四
十
八
年
後
半
に
生
じ
た
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
と
、
宅
地
化
の
進
行
に
と
も

基
盤
整
備
を
享
受
す
る
形
で
、

な
う
地
価
の
上
昇
の
中
で
、
昭
和
五

0
年
代
に
入
る
と
市
内
の
宅
地
化
は
洗
静
化
し
、

そ
れ
ま
で
の
集
合
住
宅
の
建
設
に
と
も
な
う
生
活

そ
の
隣
接
部
に
個
別
住
宅
や
小
規
模
あ
る
い
は
ミ
ニ
開
発
が
目
立
つ
よ
う
に
な
り
、
空
隙
部
を
埋
め
る
形
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5.0~1O .0ha未満 。。1 。。。。O 。。O 。1 

市調整
0.1ha未満 1 4 1 。1 O 1 O 。1 2 3 14 
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第
二
章

宅
地
化
と
都
市
的
土
地
利
用
の
展
開

で
の
宅
地
開
発
が
す
す
め
ら
れ
た
。

(市役所資料より作成〉

第
二
|
一
表
は
線
引
き
後
に
つ
い
て
、
線
引
内
外
別
に
造
成
規
模
別
の
建
設

件
数
の
推
移
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
全
体
と
し
て
は
、

一
五
四
件
の
う
ち
一

二
六
件
(
約
八
二
必
)
が
市
街
化
区
域
内
を
占
め
、

そ
の
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
こ

と
、
市
街
化
区
域
内
で
は

0
・
一
以
上

0
・
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
未
満
の
規
模
が
六

八
Mm
と
三
分
の
二
を
占
め
、
小
規
模
な
造
成
が
中
心
で
あ
り
、

一
ヘ
ク
タ
ー
ル

未
満
の
規
模
が
全
体
の
九

O
Mを
占
め
て
い
る
と
と
。

一
方
、
市
街
化
調
整
区

域
で
は

0
・
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
未
満
の
規
模
が
総
件
数
の
半
分
を
占
め
、

0
・
五

ヘ
ク
タ
ー
ル
未
満
の
件
数
が
約
九

O
%を
占
め
て
お
り
、

一
層
小
規
模
な
造
成

が
目
立
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

ま
た
、
年
次
別
に
み
る
と
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
昭
和
四

0
年
代
に
比
べ
て

同
五

0
年
代
の
造
成
規
模
が
よ
り
小
さ
く
な
っ
て
い
る
こ
と
も
わ
か
る
。

こ
の

こ
と
は
、
昭
和
五

0
年
代
に
入
っ
て
市
の
人
口
増
加
率
が
緩
慢
化
し
た
乙
と
に

も
あ
ら
わ
れ
、
ま
た
、
後
述
す
る
よ
う
に
農
地
転
用
面
積
の
縮
小
化
傾
向
に
も

あ
ら
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

次
に
集
合
住
宅
の
建
設
位
置
を
既
存
の
集
落
と
の
関
係
で
み
て
み
る
。

第
二

i
二
図
は
そ
れ
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
同
図
で
は
、
ま
ず
既
存
の
集

落
に
つ
い
て
集
会
住
宅
を
そ
の
領
域
内
に
有
す
る
か
否
か
、
有
す
る
場
合
に
は

二
五
五
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集
合
住
宅
の
規
模
に
よ
っ
て
二
つ
に
区
分
し
、
有
し
な
い
場
合
に
は
昭
和
三
十
五
年
の
時
点
で
の
農
家
率
に
よ
っ
て
、
農
業
集
落
か
商
業

集
落
か
に
区
分
し
、
凡
例
に
示
す
よ
う
に
四
つ
に
区
分
し
た
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
商
業
集
落
は
限
ら
れ
、
古
く
か
ら
の
中
心
集
落
か
ら
な

る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
領
域
内
に
集
合
住
宅
を
も
た
な
い
農
業
集
落
は
前
述
の
市
街
化
調
整
区
域
を
中
心
に
分
布
す
る
が
、
必
ず
し
も
そ

れ
ば
か
り
で
は
な
い
。
市
街
化
調
整
区
域
の
内
で
も
線
引
き
前
に
集
合
住
宅
を
建
設
し
た
集
落
も
い
く
つ
か
み
ら
れ
る
し
、
市
街
化
区
域

に
入
っ
て
い
て
も
集
合
住
宅
を
受
け
入
れ
な
か
っ
た
集
落
が
い
く
つ
か
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

そ
の
多
く
は
市
街
化
区
域
内
に
あ
る
が
、
当
然
、
例
外
も
あ
る
。
耳
成
地
区
や

川
西
、
東
坊
城
、
雲
梯
な
ど
が
そ
の
例
で
あ
る
。
そ
し
て
、
受
け
入
れ
た
集
合
住
宅
地
は
、
そ
の
す
べ
て
が
見
事
に
、
そ
の
領
域
内
に
せ

そ
れ
に
対
し
て
、
集
合
住
宅
を
受
け
入
れ
た
集
落
は
、

ょ
、
領
域
内
の
縁
辺
部
に
位
置
し
て
い
る
。

つ
ま
り
既
存
集
落
か
ら
は
あ
る
一
定
の
距
離
を
保
つ
形
で
受
け
入
れ
た
と
い
う
乙
と
を
示
し

て
い
る
。
同
図
中
で
は
そ
の
距
離
を
直
線
距
離
で
示
し
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
多
く
は
約
五

O
O米
ほ
ど
の
距
離
を
設
定
し
て
い
る
乙
と

が
わ
か
る
。

こ
の
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
集
合
住
宅
の
規
模
が
大
き
い
場
合
は
、
複
数
の
農
家
の
土
地
が
売
却
さ
れ
る
乙
と
に
な
り
、
場

A
口
に
よ
っ
て
は
総
会
で
相
談
し
て
売
却
地
を
決
定
す
る
乙
と
も
あ
り
、
既
存
の
農
業
集
落
の
意
向
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
も
の
と
い
え
る
。

伝
統
的
諸
慎
行
と
ま
と
ま
り
を
も
っ
既
存
の
集
落
の
農
家
は
、
兼
業
農
家
化
が
強
ま
る
中
で
地
価
の
上
昇
を
見
計
ら
い
農
地
を
売
却
す
る

が
、
そ
の
す
べ
て
を
売
却
す
る
わ
け
で
は
な
く
、
既
存
の
集
落
と
し
て
の
枠
組
は
保
持
し
よ
う
と
す
る
ζ

と
を
図
っ
た
も
の
と
い
え
る
。

こ
の
点
は
大
都
市
近
郊
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
既
存
集
落
の
隣
接
地
へ
の
受
け
入
れ
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
零
細
化
し
た
と
は
い
え
、
な
お

農
家
と
し
て
の
機
能
を
も
ち
、

そ
れ
ゆ
え
、
村
落
共
同
体
が
維
持
で
き
る
余
地
が
あ
る
た
め
で
あ
ろ
う
。

し
た
が
っ
て
、

一
見
い
わ
ゆ
る
混
住
化
が
す
す
ん
だ
よ
う
に
み
え
て
も
、
実
質
的
に
は
新
旧
の
集
落
聞
の
混
住
化
は
弱
く
、
既
存
の
集

落
に
と
っ
て
は
、
従
来
通
り
の
秩
序
と
原
理
が
な
お
維
持
さ
れ
て
い
る
と
い
う
乙
と
が
で
き
る
。

第

章

宅
地
化
と
都
市
的
土
地
利
用
の
展
開

五
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宅
地
化
の
進
展

五
/¥ 

と
こ
ろ
で
、
同
図
に
よ
れ
ば
、

一
つ
の
集
落
が
二
つ
以
上
の
集
合
住
宅
地
を
そ
の
領
域
内
に
設
定
し
た
例
も
い
く
つ
か
み
ら
れ
る
。
集

合
住
宅
の
規
模
に
も
よ
る
が
、
概
し
て
い
え
ば
、

そ
れ
ら
の
集
落
ほ
ど
兼
業
化
が
す
す
み
、
農
業
的
基
盤
か
ら
の
離
脱
傾
向
が
強
い
と
い

う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
そ
の
多
く
は
線
引
き
内
の
市
街
化
区
域
の
集
落
で
あ
り
、
通
勤
に
至
便
な
農
地
が
こ
の
よ
う
な
形
で
転
用
さ

れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

そ
れ
に
対
し
て
、
線
引
き
外
の
市
街
化
調
整
区
域
で
は
、
集
合
住
宅
を
受
け
入
れ
て
い
な
い
集
落
が
か
な
り
み
ら
れ
、
前
者
と
好
対
照

阪
市
場
に
お
け
る
他
産
地
か
ら
の
競
合
を
さ
け
て
成
立
す
る
花
井
栽
培
な
ど
、

こ
れ
ら
の
集
落
の
農
家
も
同
時
に
米
作
の
単
作
を
ベ

l
ス
に
し
て
、
兼
業
化
へ
の
指
向
性
は
み
ら
れ
る
が
、
同
時
に
大

い
わ
ゆ
る
都
市
近
郊
型
の
農
業
を
行
な
う
農
家
も
み
ら
れ

を
示
し
て
い
る
。

る
。
こ
れ
ら
の
農
家
に
よ
っ
て
、
市
内
の
農
業
に
お
け
る
稲
作
以
外
の
若
干
の
多
様
性
が
支
え
ら
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

建
設
さ
れ
た
集
合
住
宅
は
、
分
譲
住
宅
や
建
売
住
宅
、
市
営
住
宅
、
県
営
住
宅
、
社
宅
な
ど
多
様
な
形
態
を
と
る
。
そ
れ
ら
に
よ
っ
て

建
設
業
者
も
異
な
り
、
多
様
な
住
宅
規
模
が
生
み
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

第
二

l
一
二
図
は
そ
れ
を
各
集
合
住
宅
単
位
で
二
戸
あ
た
り
の
敷
地
面
積
を
求
め
て
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
図
中
の
凡

例
に
一
不
す
よ
う
に
三
五

O
平
方
米
以
上
の
規
模
か
ら
一

O
O平
方
米
未
満
の
規
模
ま
で
多
様
で
あ
る
。
た
だ
、
新
都
市
計
画
法
以
来
、
集

合
住
宅
内
の
公
園
や
道
路
な
ど
の
公
共
地
が
義
務
的
に
設
置
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
多
く
な
っ
た
こ
と
か
ら
、

そ
れ
以
降
の
建
設
分
に
つ
い
て

は
実
際
よ
り
も
や
や
多
目
の
数
値
に
な
っ
て
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、

一
戸
あ
た
り
の
敷
地
面
積
が
三

O
O平
方
米
以
上
を

示
す
集
合
住
宅
は
、
耳
成
山
東
麓
と
東
南
部
の
住
宅
に
限
ら
れ
る
。
前
者
は
当
市
の
集
合
住
宅
の
本
格
的
な
先
駆
け
と
な
っ
た
例
で
、
昭

和
三
十
八
年
に
建
設
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
後
者
は
明
日
香
村
に
つ
づ
く
正
陵
地
を
造
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
大
手
不
動
産
業

者
の
子
に
な
る
。

一
般
的
に
は
水
田
や
畑
な
ど
の
農
地
を
転
用
し
た
住
宅
地
の
方
に
小
規
模
な
例
が
目
立
つ
が
、
と
り
わ
け
駅
前
付
近
の
地
価
の
高
い
部
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(数字は造成年を昭和年次で示す)
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宅
地
化
の
進
展

二
六
O

分
に
は
文
化
住
宅
と
称
す
る
町
家
風
の
小
割
り
に
し
た
住
宅
が
多
く
み
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
の
駅
前
の
密
集
住
宅
は
人
口
増
加
の
中
で
市
街

化
の
様
相
を
み
せ
つ
つ
あ
り
、
住
宅
人
口
の
増
加
の
中
で
日
常
生
活
品
を
中
心
に
し
た
商
屈
も
派
生
し
、
後
の
章
で
示
す
よ
う
に
市
内
に

お
け
る
低
次
の
中
心
地
を
形
成
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
当
初
、
各
駅
の
周
辺
に
は
不
規
則
に
集
合
住
宅
群
が
建
設
さ
れ
た
が
、

ζ

の
よ
う

な
住
宅
群
が
そ
の
内
部
と
隣
接
部
分
に
商
業
機
能
を
も
っ
乙
と
に
な
り
、
混
住
化
が
す
す
む
こ
と
に
も
な
っ
た
。

ま
た
近
年
に
な
る
と
、

そ
の
よ
う
な
集
合
住
宅
群
の
間
隙
部
分
ゃ
、

旧
市
街
地
の
隣
接
部
分
に
積
層
の
分
譲
や
賃
貸
の
住
宅
(
い
わ
ゆ

そ
れ
ま
で
の
集
合
住
宅
を
中
心
に
し
た
住

る
マ
ン
シ
ョ
ン
)
、

ア
パ
ー
ト
な
ど
の
独
立
棟
を
も
っ
た
集
団
住
宅
が
入
り
こ
む
よ
う
に
な
り
、

宅
建
設
が
多
様
化
す
る
傾
向
も
み
ら
れ
る
。

乙
の
よ
う
に
、
当
市
の
宅
地
化
は
近
鉄
各
線
の
各
駅
を
中
心
に
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
デ
ィ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
に
よ
る
集
合
住
宅
が
分
散
的
、
不

規
則
に
建
設
さ
れ
た
ζ

と
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
。
そ
れ
ら
は
そ
の
後
の
線
引
き
に
よ
り
、

一
応
集
合
住
宅
群
が
線
引
き
内
に
誘
導
さ
れ
る

形
を
と
っ
た
が
、

そ
れ
も
既
存
の
農
業
集
落
と
の
関
係
か
ら
、
連
続
的
で
は
な
く
農
地
の
中
央
部
に
孤
立
し
た
形
で
集
合
住
宅
群
が
分
散

的
に
成
立
し
た
。

そ
れ
ゆ
え
、
集
合
住
宅
か
ら
排
出
さ
れ
る
排
水
が
周
辺
の
農
地
に
流
入
す
る
ケ
ー
ス
も
多
く
、
さ
ら
に
水
利
問
題
、
交

通
(
道
路
)
問
題
な
ど
も
派
生
す
る
と
と
も
に
、

市
も
学
校
な
ど
公
共
投
資
に
多
く
の
資
金
を
投
入
す
る
こ
と
に
追
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。
土
地
利
用
の
ス
プ
ロ

i
ル
化
の
進
展
で
あ
る
。
と
同
時
に
、
新
た
に
市
民
と
な
っ
た
集
合
住
宅
の
住
民
の
生
活
環
境
も
ま
た
向
上
さ

せ
る
工
夫
が
い
る
。
人
口
が
一

O
万
人
を
こ
え
、
中
規
模
都
市
に
成
長
し
た
当
市
が
、
今
後
さ
ら
に
発
展
す
る
た
め
に
は
、
以
上
の
よ
う

な
ス
プ
ロ

l
ル
化
し
た
土
地
利
用
を
統
一
的
に
把
握
し
つ
つ
、
住
民
生
活
の
内
実
を
向
上
さ
せ
て
い
く
努
力
が
大
き
な
課
題
に
な
る
。

と
こ
ろ
で
、
以
上
の
住
宅
地
化
は
そ
の
多
く
が
農
地
を
潰
廃
す
る
形
で
す
す
め
ら
れ
た
。
そ
乙
で
次
に
、

そ
れ
を
農
地
転
用
の
側
面
か

ら
検
討
し
て
み
る
。

藤

国

佳

久



第
二
節

市
街
化
区
域
内
の
農
地
転
用

「
線
引
き
」

の
実
施
と
宅
地
開
発

奈
良
盆
地
に
お
け
る
各
市
町
村
の
総
農
地
転
用
面
積
は
、
農
林
水
産
省
の
デ
ー
タ
に
よ
れ
ば
、

一
三
年
間
だ
け
で
、
実
に
三
、

一
O
八
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
の
ぼ
っ
て
お
り
、

一
九
七
一
年
か
ら
一
九
八
三
年
ま
で
の

乙
れ
は
新
都
市
計
画
法
に
よ
る
「
線
引
き
」
が
実
施
さ
れ
た
一

九
七

O
年
当
時
の
奈
良
盆
地
に
お
け
る
経
営
耕
地
面
積
三
一

O
、
八
七
九
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
約
一
六
%
に
あ
た
る
。

農
地
の
転
用
に
は
各
市
町
村
に
よ
り
大
き
な
地
域
差
が
あ
り
、
奈
良
盆
地
の
中
で
も
距
離
的
に
大
阪
に
近
い
市
町
村
ほ
ど
、
転
用
率
、

市
街
化
区
域
内
農
地
転
用
率
、
と
も
に
高
い
比
率
を
示
し
て
い
る
ζ

と
が
わ
か
る
。
乙
の
中
で
、
橿
原
市
を
み
る
と
、
農
地
転
用
面
積
比

率
は
平
均
的
で
あ
る
が
、
市
街
化
区
域
内
に
お
け
る
農
地
転
用
面
積
比
率
は
平
均
値
を
上
回
っ
て
お
り
、
住
宅
需
要
が
か
な
り
大
き
か
っ

た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

当
市
で
住
宅
団
地
が
建
設
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
八
木
の
西
に
位
置
す
る
内
膳
町
に
お
い
て
経
済
の
高
度
成
長
期
の
開
始
時
に

あ
た
る
一
九
六
二
年
に
造
成
工
事
が
開
始
さ
れ
、
翌
年
に
完
成
し
た
面
積
一
七
、

0
0
0平
方
米
、
計
画
戸
数
八

O
戸
の
住
宅
団
地
で
あ

っ
た
。
そ
れ
は
農
地
を
転
用
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

第
二
|
二
表
は
橿
原
市
に
お
け
る
市
街
地
化
の
進
展
を
み
る
た
め
に
、

住
宅
地
造
成
が
一
、

0
0
0平
方
米
以
上
の
も
の
を
示
し
た

も
の
で
あ
る
。
な
お
開
発
年
代
を
そ
の
事
業
の
着
工
時
と
し
た
の
は
、
工
事
の
着
工
時
に
す
で
に
土
地
の
所
有
権
が
移
っ
て
い
る
も
の
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
本
市
に
お
け
る
「
線
引
き
」
の
実
施
は
一
九
七

O
年
十
二
月
二
十
五
日
で
あ
り
、

乙
れ
に
基
づ
く
制

第
二
章

宅
地
化
と
都
市
的
土
地
利
用
の
展
開
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第 2-2表桓原市における市街地化の進展

開発規模 種 Jjlj ~1965年 1966~1970年 1971~1975年 1976~1980年 1981~1985年*

市街化区域ni' 10，993 26，639 136，985 85，334 75，058 

戸 数 40 148 645 619 409 

1，000(500) 開 発 数 2 5 26 21 31 
ーーーー・・・・ーーー・・・・・ー守・守晶_.-陣

~10 ， 000 ní' 調整区域 d 41，417 17，280 

戸 数 484 118 

関 発 滋 8 3 

市街化区域ni' 269，082 1，645，870 369，541 

戸 数 1，096 6，392 1，372 

関 発 数 6 14 12 
10，000m'以上 ーーー曹司曹司._---守守一年晶一一---- 一品・・ーー“‘・ー・・・・4・ーーー・ーーーーー・・・・・ー圃晶 守'干・ー-----_.凶年一ーー

調整区域 d 58，000 255，663 79，077 39，448 64，156 

戸 数 350 1，672 273 318 225 

開 発 数 1 9 2 1 1 

開発面積 d 338，075 1，969，589 602，883 124，782 135，214 

メ以入 計 戸 数 1，486 8，696 2，408 937 634 

ßJ~ 発 数 9 36 43 22 32 

資料:I宅地開発状況調査」桓原市都市計画課資料より集計

注:開発年代は着工年をとる *は 60年 6月現在



度
的
制
約
が
加
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
翌
年
の
一
九
七
一
年
か
ら
の
乙
と
で
あ
る
。

乙
の
表
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、

ζ

の
制
度
的
制

約
が
加
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
一
九
七
一
年
以
後
の
宅
地
化
と
、
そ
れ
以
前
の
そ
れ
と
で
は
、
市
街
化
区
域
と
市
街
化
調
整
区
域
の
聞
で
大

一
九
七

O
年
以
前
に
お
い
て
は
、
規
模
の
大
小
に
関
係
な
く
市
域
全
体
で
展
開
し
て

き
な
差
が
生
じ
て
い
る
乙
と
が
わ
か
る
。

つ
ま
り
、

い
た
の
で
あ
る
が
、

一
九
七
一
年
以
後
に
お
い
て
は
一

O
、

0
0
0平
方
米
以
上
の
大
規
模
な
も
の
は
市
街
化
調
整
区
域
だ
け
で
開
発
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
、

一
九
七
一
年
か
ら
一
九
七
五
年
の
分
に
は
一
部
例
外
と
し
て
「
線
引
き
」
に
伴
う
制
度
的
制
約
を
受
け

な
か
っ
た
も
の
が
含
ま
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、

乙
の
つ
線
引
き
」
以
前
に
農
地
転
用
の
申
請
が
出
さ
れ
て
い
た
も
の
の
、

そ
の
事
業
に
着

工
し
て
い
な
か
っ
た
も
の
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
一
九
七
一
年
以
後
の
住
宅
地
開
発
は
大
き
く
「
線
引

き
」
の
影
響
を
受
け
た
こ
と
は
確
か
な
こ
と
で
、
と
く
に
市
街
化
区
域
は
造
成
規
模
が
そ
れ
ほ
ど
大
き
く
な
い
も
の
の
、
数
多
く
の
住
宅

地
造
成
が
な
さ
れ
て
お
り
、
多
く
の
農
地
が
転
用
さ
れ
た
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
。

そ
乙
で
、
第
二

l
四
図
は
橿
原
市
に
お
け
る
新
市
街
地
の
展
開
と
「
線
引
き
」
と
の
関
係
を
見
た
も
の
で
あ
る
。
乙
ζ

で
い
う
新
市
街

地
と
は
、
橿
原
市
都
市
計
画
課
の
行
な
っ
た
「
住
宅
開
発
状
況
調
査
」
を
も
と
に
し
て
、

一、

0
0
0平
方
米
以
上
の
住
宅
地
造
成
が
な

さ
れ
た
地
域
を
示
し
た
。
そ
し
て
、
図
に
は
示
さ
な
か
っ
た
が
、
各
鉄
道
の
駅
周
辺
は
従
来
か
ら
の
市
街
地
が
多
く
存
在
し
て
い
る
地
域

で
あ
る
。

新
市
街
地
の
多
く
は
、
近
鉄
大
阪
線
、
同
南
大
阪
線
、

そ
し
て
同
橿
原
線
の
各
線
路
沿
い
に
形
成
さ
れ
た
。
造
成
年
度
別
に
見
る
と
、

そ
の
造
成
面
積
も
広
く
、
県
住
宅
供
給
公
社
が
開
発
を
行
な
っ
た
橿
原
ニ

「
線
引
き
」
が
実
施
さ
れ
た
一
九
七

O
年
以
前
の
も
の
で
は
、

ュ
l
タ
ウ
ン
(
開
発
面
積
二
、
一

0
0、
0
0
0平
方
米
、
計
画
戸
数
日
三
、
八
O
O戸
)
の
よ
う
に
、
橿
原
市
に
お
け
る
最
大
の
住
宅
地
造

成
も
乙
の
時
期
に
な
さ
れ
て
い
る
。

そ
し
て
、

ま
た
乙
の
時
期
に
は
一

O
、

0
0
0平
方
米
以
下
の
住
宅
地
開
発
は
少
な
く
、

そ
れ
ゆ

ぇ
、
当
市
の
宅
地
化
は
比
較
的
ま
と
ま
っ
た
規
模
の
集
合
住
宅
を
中
心
に
す
す
め
ら
れ
た
と
い
え
る
。

第
二
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宅
地
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都
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土
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一
九
七

O
年
の
暮
れ
に
実
施
さ
れ
た
「
線
引
き
」
の
方
法
は
、

従
来
か
ら
の
市
街
地
と
、

「
線
引
き
」
以
前
に
開
発
さ
れ
た
住
宅
地
を

す
べ
て
市
街
化
区
域
と
す
る
よ
う
な
方
法
が
取
ら
れ
、
し
か
も
従
来
の
市
街
地
と
新
た
に
開
発
さ
れ
た
住
宅
地
と
の
聞
の
地
域
も
、
今
後

計
画
的
に
造
成
が
す
す
め
ら
れ
る
よ
う
に
、
市
街
化
区
域
に
編
入
す
る
よ
う
な
形
で
設
定
さ
れ
た
。

「
線
引
き
」
以
後
の
住
宅
造
成
は
、

乙
の
残
さ
れ
た
空
隙
部
の
農
地
に
限
定
さ
れ
、
し
か
も
ミ
ニ
開
発
的
に
住
宅
開
発
が
な
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
、
特
に
近
鉄
大
阪
線
沿
い
の
地
域
に
集
中
し
た
。

市
街
化
区
域
の
農
業
環
境

市
域
の
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
が
奈
良
盆
地
の
農
業
的
土
地
利
用
卓
越
地
域
に
位
置
す
る
橿
原
市
に
お
い
て
昭
和
四
十
五
年
の
「
線
引
き
」

の
実
施
は
、
今
後
計
画
的
に
市
街
化
を
進
め
よ
う
と
す
る
市
街
化
区
域
の
中
に
、
当
然
多
く
の
農
家
・
農
地
が
包
含
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と

と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
一
部
他
市
町
村
で
み
ら
れ
る
よ
う
な
形
の
、
市
街
化
区
域
内
農
業
の
保
護
を
目
的
と
し
た
「
農
業
緑
地
」
な
ど
の

対
策
は
行
な
わ
れ
て
お
ら
ず
、
橿
原
市
に
お
け
る
市
街
地
化
の
進
展
は
、
よ
り
直
接
的
に
市
街
化
区
域
内
の
農
家
・
農
地
に
影
響
す
る
乙

と
に
な
っ
た
。
そ
乙
で
、
現
在
市
街
化
区
域
で
行
な
わ
れ
て
い
る
農
業
は
、
ど
の
よ
う
な
状
況
下
に
お
か
れ
て
い
る
の
か
、

そ
の
現
状
を

農
業
集
落
単
位
で
見
る
。

当
市
に
お
け
る
農
業
集
落
数
は
一
九
八

O
年
世
界
農
林
業
セ
ン
サ
ス
の
農
業
集
落
対
象
数
で
、
八
二
集
落
を
数
え
る
。
そ
の
内
、
そ
れ

ぞ
れ
の
集
落
の
領
域
内
に
あ
る
す
べ
て
の
農
地
が
市
街
化
区
域
内
に
あ
る
農
業
集
落
数
が
一
一
集
落
、
市
街
化
調
整
区
域
の
中
だ
け
に
農

地
を
持
つ
農
業
集
落
数
が
三
六
集
落
、
市
街
化
区
域
と
市
街
化
調
整
区
域
の
両
方
に
農
地
が
ま
た
が
っ
て
い
る
農
業
集
落
数
が
三
五
集
落

と
な
っ
て
い
る
。
そ
乙
で
、
橿
原
市
に
お
け
る
市
街
地
化
の
進
展
に
対
し
て
、

乙
の
三
つ
の
分
類
に
属
す
る
農
業
集
落
の
特
徴
を
比
較
す

る
こ
と
に
よ
り
、
制
度
の
上
で
も
市
街
地
化
が
推
し
進
め
ら
れ
て
い
る
市
街
化
区
域
内
の
農
業
環
境
を
明
ら
か
に
す
る
。

第
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市
街
化
区
域
内
の
農
地
転
用

一二ハムハ

そ
れ
ぞ
れ
の
集
落
の
領
域
の
中
に
、
ど
の
程
度
の
割
合
で
農
業
を
行
な
わ
な
い
非
農
家
が
混
在
し
て
い
る
の
か
を
み
る
。
そ
の

す
な
わ
ち
混
住
化
率
を
求
め
、

横
軸
は
「
非
農
家
率
」

ま
ず
、

当
市
の
各
農
業
集
落
に
お
け
る
農
家
と
非
農
家
と
の
混
在
の
割
合
、

こ
乙
で
い
う
農
家
率
と
は
、

農
業
集
落
カ

l
ド
の
分
析

た
め
に
、

(
狭
義
の
混
住
化
の
度
合
)

と
い
う
こ
と
で
(
一

O
O
マ
イ
ナ
ス
農
家
率
)
求
め
た
。

そ
し
て
、
縦
軸
に
は
「
広
義
の
混
住
化
率
」
と
し
て
農

「
非
農
家
集
団
を
除
く
」
の
指
標
を
使
用
し
た
。

指
標
の
「
農
家
率
」
の
う
ち
、

農業集落の経営変化

第一種兼業農家数 第二種兼業農家数 自営兼業農家数

四70I凶7511捌 四701197511卿 1970 11975 11卿

32 27 25 6 9 6 

1 12 12 9 6 4 2 

9 9 9 1 

1~ I 39 28 24 18 12 

15 1 8 15 33 24 6 4 6 

14 5 2 37 46 43 6 21 10 

6 1 21 27 24 13 13 12 

8 7 4 46 40 44 13 6 12 

12 9 7 14 22 20 5 4 5 

1 46 38 34 39 26 25 

6 1 2 18 24 19 12 14 12 

家
の
兼
業
人
口
(
と
く
に
き
ま
っ
た
勤
め
先
を
持
つ
通
勤
者
)

を
も
都
市
住
民

と
見
な
す
ζ

と
が
出
来
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
、

こ
れ
ら
の
人
々
を
非

農
家
と
し
て
、

や
や
広
義
の
混
住
化
率
を
求
め
た
。
そ
し
て
、

そ
の
両
者

世界農林業センサス各農業集落カードより集計作成)

の
混
住
化
率
の
「
平
均
」
を
そ
れ
ぞ
れ
求
め
て
集
落
の
分
類
を
行
い
、
さ

ら
に
そ
れ
ぞ
れ
の
「
標
準
偏
差
の

0
・
七
」
の
線
を
「
平
均
」
の
上
下
に

入
れ
る
こ
と
に
よ
り
集
落
の
分
類
を
試
み
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
両
者
の

「
混
住
化
率
」
が
も
っ
と
も
高
く
な
っ
て
い
る
部
分
に
市
街
化
区
域
内
農

業
集
落
一
一
の
内
、

八
集
落
ま
で
が
入
っ
て
い
る
乙
と
が
わ
か
る
。
そ
し

て
、
最
も
そ
の
両
者
の
「
混
住
化
率
」
が
低
い
部
分
は
、

一
四
集
落
が
合

ま
れ
る
が
、

そ
の
内
九
集
落
ま
で
が
市
街
化
調
整
区
域
だ
け
に
農
地
を
持

つ
集
落
と
な
っ
て
お
り
、
残
り
五
集
落
も
、
市
街
化
区
域
と
市
街
化
調
整

区
域
の
両
方
に
農
地
を
持
つ
農
業
集
落
と
な
っ
て
い
る
。

つ
ま
り
、
市
街

化
区
域
内
に
領
地
を
持
つ
農
業
集
落
で
は
、

そ
の
領
域
内
に
数
多
く
の
非

農
家
で
あ
る
人
々
が
居
住
す
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
農
家
の
占
め
る
比



市街化区域内

総農家数 専業農家数
集落名

1970 11975 11捌 四701197511捌

大久保 34 27 26 2 1 

f白l 坊 14 14 9 1 2 

栄 す羽 9 9 9 

久 米 39 28 24 

上 品 守 34 35 35 4 1 3 

新 賀 58 52 47 7 1 2 

石 原 回 30 28 26 3 1 1 

山之坊 57 56 51 3 9 3 

忌 部 29 31 30 3 3 

飛 騨 47 40 35 2 1 

網 28 27 23 4 2 2 

(1980年

率
が
非
常
に
小
さ
く
な
っ
て
い
る
と
い
え
る
。
そ
れ
と
逆
に
、
市
街
化
調

整
区
域
内
に
領
地
を
持
つ
農
業
集
落
で
は
、

そ
れ
ほ
ど
非
農
家
の
割
合
が

第 2-3表ら
五
九
歳
ま
で
の
男
子
農
業
専
従
者
が
一
人
以
上
い
る
農
家
」

大
き
く
な
く
、

「
非
農
家
率
」
が
、

一
O
M
m以
下
の
値
を
一
不
す
農
業
集
落

も
あ
る
。

し
か
し
、

全
体
と
し
て
、
「
広
義
の
混
住
化
率
」
が
と
く
に
高

ま
っ
て
お
り
、

農
家
の
兼
業
化
(
と
く
に
き
ま
っ
た
勤
め
先
を
持
つ
通
勤
者
が

い
る
)
が
高
ま
っ
て
い
る
乙
と
も
う
か
が
わ
れ
る
。

次
に
、
市
街
地
化
の
進
展
と
と
も
に
大
き
く
影
響
を
受
け
る
よ
う
に
な

る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
農
業
の
労
働
生
産
性
と
農
業
の
担
い
手
に
つ
い

て、

現
在
当
市
が
ど
の
よ
う
な
状
態
に
あ
る
の
か
、

「
線
引
き
」
と
の
関

係
で
み
て
み
る
。

こ
れ
も
橿
原
市
の
八
二
農
業
集
落
に
つ
い
て
市
街
化
区
域
内
農
業
集

落
、
市
街
化
調
整
区
域
内
農
業
集
落
、
市
街
化
区
域
と
市
街
化
調
整
区
域

の
両
方
に
農
地
を
持
つ
農
業
集
落
と
に
分
類
し
て
考
え
る
乙
と
に
す
る
。

た
と
え
ば
、
相
関
図
の
横
軸
に
「
中
核
農
家
割
合
L

と
し
て
「
一
六
歳
か

を
と
り
、

各
農
業
集
落
に
お
け
る
総
農
家
数
で
割
っ
た
値
を
示
し
、

方
、
縦
軸
に
「
労
働
生
産
性
」
(
農
業
就
業
人
口
を
分
母
と
す
る
)
と
し
て
、

る
。
具
体
的
に
は
「
農
業
就
業
人
口
」
を
分
母
に
と
り
、
各
集
落
の
農
産
物
販
売
総
額
を
割
っ
て
求
め
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
「
平

均
」
と
「
標
準
偏
差
の

0
・
七
」
の
線
で
そ
の
範
囲
を
囲
ん
で
求
め
て
み
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
前
述
し
た
「
混
住
化
率
」
ほ
ど
明
確
に

第
二
章

宅
地
化
と
都
市
的
土
地
利
用
の
展
開

農
業
に
携
わ
っ
て
い
る
人
に
対
す
る
労
働
生
産
性
を
示
し
て
み

二
六
七



市
街
化
区
域
内
の
農
地
転
用

二
六
八

は
「
線
引
き
」
と
の
関
係
が
見
出
さ
れ
な
か
っ
た
も
の
の
、

「
中
核
農
家
割
合
」
で
は
、

市
街
化
区
域
内
農
業
集
落
一
一
の
内
、

一O
集

落
が
平
均
以
下
と
な
り
、
中
核
農
家
が
ま
っ
た
く
無
く
な
っ
て
い
る
農
業
集
落
を
見
て
も
、

一
八
集
落
の
内
、
六
集
落
が
市
街
化
区
域
内

農
業
集
落
と
な
っ
て
い
る
。

そ
し
て
、
「
労
働
生
産
性
」
で
は
、

乙
れ
も
最
も
生
産
性
が
低
く
な
っ
て
い
る
分
類
に
市
街
化
区
域
内
農
業

集
落
一
一
の
内
、
六
集
落
が
入
っ
て
お
り
、
市
街
化
区
域
内
の
農
業
集
落
で
は
労
働
生
産
性
も
か
な
り
低
く
な
っ
て
い
る
乙
と
が
わ
か

る

そ
乙
で
、
次
に
具
体
的
に
市
街
化
区
域
内
農
業
集
落
に
お
け
る
各
農
家
は
ど
の
よ
う
な
農
業
就
業
状
態
に
あ
る
の
か
、
市
街
化
区
域
内

の
各
農
業
集
落
に
お
け
る
専
兼
別
農
家
数
を
見
る
こ
と
に
み
て
み
る
(
第
二
|
三
表
)
。

ま
ず
、
総
農
家
数
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
各
集
落
と
も
そ
の
総
数
に
あ
ま
り
変
化
を
見
る
こ
と
が
出
来
な
い
。

つ
ま
り
、
市
街
地
化
が

か
な
り
進
ん
で
も
、
農
家
は
そ
う
簡
単
に
離
農
と
い
う
乙
と
に
は
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
兼
業
化
が
進
み
、
現
在
は
も
と
よ
り
、
す
で
に

一
九
七

O
年
当
時
で
、
第
二
種
兼
業
農
家
に
よ
る
農
業
が
一
般
的
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
自
宅
で
農
業
以
外
の
産
業
に
従
事
す
る
自
営
兼
業

農
家
も
、

一
九
八

O
年
に
お
け
る
市
全
体
の
平
均
二
五
・
八
%
で
あ
る
の
に
対
し
、
市
街
化
区
域
内
農
業
集
落
の
平
均
が
三
二
・
三
一
労
で

あ
り
、
市
街
化
区
域
内
農
業
集
落
で
そ
の
比
率
が
高
い
こ
と
が
わ
か
る
。

市
街
化
区
域
内
の
農
地
転
用

市
街
化
区
域
内
に
集
落
の
農
地
の
す
べ
て
が
包
含
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
農
業
集
落
(
大
久
保
・
御
坊
・
栄
和
・
久
米
・
上
品
寺
・
新
賀
・

石
原
因
・
山
之
坊
・
忌
部
・
飛
騨
・
小
網
)
に
お
い
て
、

「
線
引
き
」
以
後
の
こ
の
一
五
年
間
に
農
業
委
員
会
が
取
り
扱
っ
た
農
地
転
用
面
積

は
、
約
二
五
七
、

0
0
0平
方
米
で
あ
り
、
件
数
に
し
て
約
四
五

O
件
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
で
、
農
地
を
農
地
以
外
の
も
の
に
転
用
す
る
場
合
、

そ
の
土
地
の
所
有
権
を
め
ぐ
っ
て
農
地
法
の
第
四
条
と
第
五
条
が
関
っ
て



く
る
。
乙
の
両
者
と
も
農
地
の
転
用
に
つ
い
て
定
め
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
農
家
が
自
己
の
農
地
を
農
地
以
外
の
も
の
に
転
用
す
る
場
合

に
は
、
農
地
法
第
四
条
の
対
象
と
な
り
、
農
地
を
転
用
を
目
的
と
し
て
売
買
さ
れ
、

そ
の
農
地
の
取
得
者
が
転
用
す
る
場
合
に
は
、
農
地

法
第
五
条
の
対
象
と
な
る
(
以
下
、
両
者
に
関
わ
る
農
地
転
用
を
、
そ
れ
ぞ
れ
四
条
転
用
、
五
条
転
用
と
呼
ぶ
乙
と
に
す
る
)

0

そ
こ
で
、
市
街
化
区
域
内
農
業
集
落
の
農
地
転
用
を
「
線
引
き
」
が
実
施
さ
れ
た
以
後
の
も
の
で
、
集
落
ご
と
に
法
第
四
、

五
条
転
用

別
の
転
用
目
的
の
比
較
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、

そ
の
動
向
を
明
ら
か
に
す
る
乙
と
に
す
る
。

「
線
引
き
」
以
後
の
一
五
年
間
(
一
九
七
一
年
一
月
l
一
九
八
五
年
八
月
現
在
)

に
、
転
用
目
的
の
分
類
に
つ
い
て
は
、
農
地
転
用
申
請
整
理
簿
に
記
入
さ
れ
て
い
る
転
用
目
的
に
従
い
、
転
用
後
の
用
途
に
合
わ
せ
て
、

の
農
地
転
用
申
請
整
理
簿
を
も
と
に
、

そ
乙
で
、
ま
ず
、
市
街
化
区
域
内
に
そ
の
農
地
の
す
べ
て
が
包
含
さ
れ
て
し
ま
っ
た
一
一
集
落
の
農
地
転
用
に
つ
い
て
、
農
業
委
員
会

の
集
計
を
求
め
、

次

分
類
し
た
。
以
上
か
ら
、
市
街
化
区
域
内
農
業
集
落
が
ど
の
よ
う
な
農
地
転
用
を
行
っ
て
き
た
の
か
、
転
用
目
的
別
に
、
各
集
落
の
特
徴

を
み
る
こ
と
に
す
る
。

什

露
天
駐
車
場
、
資
材
置
場
、
貸
駐
車
場
、
ガ
レ
ー
ジ

転
用
目
的
が
こ
の
分
類
に
属
す
る
も
の
が
最
も
多
く
、
合
計
八
一
二
、
五
四
五
平
方
米
に
の
ぼ
り
、
全
転
用
面
積
に
占
め
る
割
合
は
、
三

三
Mmを
占
め
る
。
と
く
に
、
四
条
転
用
の
場
合
、
四
条
転
用
全
体
の
四
O
M
m
ま
で
が
こ
の
分
類
に
属
す
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、

乙
の
分

類
に
属
す
る
も
の
は
、
た
と
え
ば
そ
の
転
用
目
的
が
露
天
駐
車
場
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
転
用
後
数
年
の
う
ち
に
他
の
さ
ま
ざ
ま
な
も
の

と
し
て
利
用
さ
れ
る
場
合
が
多
い
。

こ
れ
ら
の
農
地
転
用
の
多
い
集
落
は
、
御
坊
、
久
米
で
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
集
落
に
お
い
て
五

O
Mを
越
え
る
高
率
の
値
を
示
し
て
い

る
。
そ
し
て
、
四
O
必
以
上
五

O
M
m未
満
の
集
落
と
し
て
、
小
綱
、
大
久
保
、
石
原
田
、
忌
部
が
あ
り
、

そ
れ
に
三
九
Mm
の
新
賀
が
続
い

て
い
る
。

そ
し
て
、

そ
れ
と
は
逆
に
こ
れ
の
割
合
が
少
な
い
集
落
と
し
て
、
栄
和
、
上
品
寺
が
あ
り
、

一
C
M
m
に
も
達
し
て
い
な
い
。

第
二
章

宅
地
化
と
都
市
的
土
地
利
用
の
展
開
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市
街
化
区
域
内
の
農
地
転
用

七
O 

口

倉
庫
、
作
業
場
、
農
業
作
業
場
、
植
木
育
成
地

こ
れ
は
付
と
性
格
が
似
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
什
よ
り
長
期
間
そ
の
転
用
目
的
を
維
持
す
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
た

め
別
に
分
類
し
た
。
転
用
面
積
は
、

一
五
、
五
四
一
平
方
米
で
あ
り
、
全
体
で
の
割
合
は
六
M
m
程
度
で
あ
る
。
そ
の
内
の
一
一
、

五
八
二

平
方
米
は
四
条
転
用
で
あ
り
、
四
条
転
用
全
体
の
一
二
M
m
の
値
を
示
し
て
い
る
。

国 こ
の
転
用
目
的
で
の
転
用
の
多
い
集
落
は
、
新
賀
、
忌
部
で
あ
り
、
転
用
面
積
の
一
O
M
m
程
度
を
占
め
て
い
る
。

賃
貸
ア
パ
ー
ト
、
共
同
住
宅
、
貸
マ
ン
シ
ョ
ン
、
貸
家
住
宅

全
転
用
面
積
に
占
め
る
割
合
は
七
%
程
度
の
一
八
、
六
九
二
平
方
米
に
す
ぎ
な
い
が
、
農
家
が
自
分
の
農
地
を
転
用
利
用
す
る
四
条
転

用
に
限
っ
て
見
て
み
る
と
、

四
条
転
用
全
体
の
一
六
M
m
に
あ
た
る
一
五
、
四
二
四
平
方
米
を
占
め
、
付
へ
の
転
用
目
的
に
次
い
で
商
積
が

広

つ
ま
り
、
農
地
を
潰
し
て
借
家
が
建
て
ら
れ
た
場
合
、

そ
の
大
部
分
の
も
の
は
農
家
が
経
営
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

ζ

の
転
用
目
的
で
の
転
用
の
多
い
集
落
は
、
新
賀
、
山
之
坊
、
大
久
保
、
御
坊
、
久
米
、
上
品
寺
の
順
で
あ
る
。

同

庖
錦
、
食
堂
、
事
務
所
、
賃
貸
庖
舗
、
事
業
所
(
含
付
住
宅
)

こ
れ
は
都
市
人
口
の
増
加
と
と
も
に
、

そ
の
人
達
に
サ
ー
ビ
ス
を
与
え
る
た
め
に
必
要
と
な
っ
て
く
る
施
設
へ
の
転
用
で
あ
る
が
、
転

用
率
は
全
体
の
八
M
m
程
度
で
、
二
O
、

一
二
三
平
方
米
を
占
め
る
が
、
面
積
的
に
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
は
な
い
。
し
か
し
、
四
・
五
条
転
用

の
別
で
比
較
す
る
と
、
四
条
転
用
の
方
に
特
徴
が
あ
り
、
最
近
の
例
で
は
貸
届
舗
な
ど
を
農
家
白
か
ら
建
設
し
て
家
賃
を
稼
ぐ
例
も
み
ら

れ
る
。
四
条
転
用
全
体
の
一
O
%
に
あ
た
る
九
、
七
四
八
平
方
米
が
こ
の
分
類
に
入
る
。

乙
の
転
用
目
的
で
農
地
が
転
用
利
用
さ
れ
る
割
合
の
多
い
集
落
は
、
御
坊
、
久
米
、
石
原
田
の
順
で
あ
る
。

伺

自
己
住
宅
、

一
般
住
宅
、
分
家
住
宅
、
庭
先
用
地

転
用
面
積
は
、
三
二
、

八
六
九
平
方
米
で
あ
り
、
全
農
地
転
用
面
積
全
体
の
一
三
M
m
を
占
め
て
い
る
。
四
・
五
条
転
用
と
も
同
じ
程
度



の
転
用
面
積
で
あ
り
、

そ
し
て
四
条
転
用
の
場
合
は
、
農
家
が
白
か
ら
の
農
地
を
転
用
し
て
自
分
達
が
住
む
た
め
の
自
己
住
宅
な
ど
の
建

そ
の
ほ
と
ん
ど
の
も
の
が
農
家
以
外
の
人
に
よ
る
、
し
か
も
他
地
域
か
ら
住
宅
地
宇
佐
求
め

設
に
あ
て
て
い
る
が
、

五
条
転
用
の
場
合
は
、

て
や
っ
て
き
た
人
々
に
よ
る
自
己
住
宅
建
設
に
伴
う
農
地
転
用
で
あ
る
。

こ
の
転
用
目
的
で
農
地
転
用
が
な
さ
れ
る
割
合
の
一
肩
い
集
落
は
、
大
久
保
、
久
米
、
石
原
田
、
栄
和
、
御
坊
、
山
之
坊
、
新
賀
の
順
で

あ
る
。的

建
売
住
宅
、
分
譲
住
宅
、
分
譲
地
、

マ
ン
シ
ョ
ン

当
市
に
お
け
る
市
街
地
化
の
進
展
の
中
心
は
、

乙
の
分
類
に
属
す
る
農
地
転
用
で
あ
る
と
い
え
る
。
し
か
し
、
当
市
に
お
け
る
住
宅
地

化
の
展
開
と
い
う
も
の
は
、

乙
乙
で
問
題
と
し
て
い
る
「
線
引
き
」
が
行
わ
れ
る
以
前
に
、

そ
の
か
な
り
の
部
分
が
行
わ
れ
て
お
り
、

「
線
引
き
」
以
後
の
デ

i
タ
ー
で
は
、

そ
れ
ま
で
の
開
発
と
開
発
の
聞
を
埋
め
る
よ
う
な
ミ
ニ
開
発
的
な
住
宅
地
化
の
分
し
か
表
れ
て
い

つ
ま
り
、
転
用
面
積
に
し
て
、
七

O
、
六
五
五
平

な
い
の
で
、
景
観
上
一
不
さ
れ
る
よ
り
も
は
る
か
に
少
な
い
農
地
転
用
と
な
っ
て
い
る
。

方
米
、
全
農
地
転
用
面
積
に
対
す
る
割
合
で
、
二
八
%
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
四
・
五
条
転
用
別
に
見
て
み
る
と
そ
の
性
質
が

は
っ
き
り
と
す
る
。
す
な
わ
ち
、
四
条
転
用
の
中
で
は
こ
れ
が
四
Mm
に
し
か
満
た
な
い
の
で
あ
る
が
、

五
条
転
用
で
は
、
六
六
、
七

O
七

平
方
米
に
達
し
、

五
条
転
用
全
体
の
四
二
労
に
も
な
り
、

五
条
転
用
で
は
最
高
の
転
用
面
積
と
な
っ
て
い
る
。

乙
の
分
類
の
農
地
転
用
が
多
く
分
布
す
る
地
域
は
、
上
品
寺
、
栄
和
、
山
之
坊
、
小
綱
、
石
原
田
で
あ
り
、

そ
の
他
の
集
落
で
は
、
ど

く
僅
か
か
、
ま
た
は
全
く
み
ら
れ
な
い
の
で
あ
り
、
集
落
に
よ
っ
て
偏
在
が
大
き
く
、

こ
れ
ら
の
立
地
が
か
な
り
立
地
地
点
を
選
択
し
て

い
る
結
果
と
も
い
え
る
。

ま
た
、

乙
の
転
用
目
的
で
一
つ
注
目
で
き
る
も
の
と
し
て
、
転
用
面
積
自
体
そ
れ
ほ
ど
大
き
く
は
な
い
の
で
あ
る
が
、
山
之
坊
に
は
四

条
転
用
に
よ
る
建
売
住
宅
を
目
的
と
し
た
農
地
転
用
が
見
ら
れ
る
。

第
二
章

宅
地
化
と
都
市
的
土
地
利
用
の
展
開

七



市
街
化
区
域
内
の
農
地
転
用

七

同

工

業

用

地

転
用
面
積
が
四
、

八
六
九
平
方
米
で
、
全
農
地
転
用
面
積
全
体
に
対
す
る
割
合
も
二
形
程
度
で
あ
り
、
し
か
も
五
条
転
用
だ
け
に
限
ら

れ
て
い
る
。
そ
し
て
、

そ
の
分
布
地
域
は
、
忌
部
、
栄
和
、
大
久
保
に
偏
在
し
て
い
る
。

こ
の
ζ

と
よ
り
、
橿
原
市
の
市
街
化
区
域
内
農
業
集
落
の
農
地
は
、
工
業
用
地
と
し
て
は
注
目
さ
れ
な
か
っ
た
も
の
と
い
え
る
。

同

公
共
的
施
設
、
道
、
公
園

ζ

乙
で
用
い
た
資
料
で
は
完
全
に
カ
バ
ー
す
る
乙
と
が
出
来
な
い
。

に
伴
う
農
地
転
用
は
、
農
地
法
の
定
め
る
許
可
・
届
出
以
外
の
農
地
転
用
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
分
類
に
属
す
る
農
地
転
用
は
、

つ
ま
り
、
学
校
な
ど
の
建
設

同

そ

の

他

以
上
の
分
類
基
準
で
は
分
類
す
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
も
の
す
べ
て
乙
乙
に
ま
と
め
た
。

以
上
の
よ
う
な
分
類
基
準
に
従
っ
て
こ
の
一
五
年
間
の
市
街
化
区
域
内
農
業
集
落
の
農
地
転
用
の
動
向
を
見
た
わ
け
で
あ
る
が
、

そ
れ

で
は
次
に
こ
の
農
地
転
用
を
め
ぐ
っ
て
農
家
が
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
き
た
か
、
四
・
五
条
転
用
別
の
農
地
転
用
面
積
の
推
移
を
見
る
こ

と
で
そ
れ
を
考
え
て
み
る
。

四

農
地
転
用
の
変
化

第
二
|
五
図
は
、
市
街
化
区
域
内
農
業
集
落
に
お
け
る
こ
の
一
五
年
間
の
農
地
転
用
面
積
を
、
四
・
五
条
転
用
別
に
各
年
次
ご
と
に
示

し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
を
見
る
と
明
ら
か
に
、

こ
の
両
者
の
転
用
時
期
に
差
が
生
じ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

つ
ま
り
、
「
線
引
き
L

が
実
施
さ
れ
て
最
初
の
五
年
間
は
、
土
地
の
所
有
権
の
移
動
を
伴
う
五
条
転
用
が
、
農
家
が
自
己
の
農
地
を
転
用
利
用
す
る
四
条
転
用
を

大
き
く
上
回
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
の
こ
と
よ
り
考
え
ら
れ
る
乙
と
と
し
て
、

乙
の
時
期
は
、
都
市
の
宅
建
業
者
な
ど
の
デ
ベ
ロ



ッ
パ

l
が
、
農
家
か
ら
多
く
の
農
地
を
買
っ
て
、

そ
れ
を
転
用
す
る
こ
と
に
よ
り
市
街
地
化
を
推
し
進
め
た
時
期
で
あ
り
、

そ
れ
と
と
も

に
各
農
家
が
、
自
己
の
農
地
を
少
し
ず
つ
転
用
利
用
し
だ
し
た
時
期
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
ま
ず
こ
の
時
期
を
第
工
期

と
し
て
位
置
づ
け
る
。

ドZ→悼みi
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次
に
、

一
九
七
六
年
か
ら
一
九
八

O
年
ま

で
の
五
年
間
を
見
る
と
、
第
工
期
と
は
大
き

市街化区域内農業集落4・5条別農地転用

く
差
が
出
て
い
る
乙
と
が
わ
か
る
。

つ
ま

り
、
乙
の
時
期
は
農
家
が
自
己
の
農
地
を
積

極
的
に
転
用
し
た
時
期
で
あ
り
、

そ
れ
ま
で

盛
ん
で
あ
っ
た
五
条
転
用
が
極
端
に
減
少
し

た
時
期
で
あ
る
。

そ
し
て
、

一
九
七
八
年
に

は
四
条
転
用
の
ピ
ー
ク
を
迎
え
て
お
り
、
転

用
面
積
で
五
条
転
用
を
上
回
る
よ
う
に
な
っ

た。

つ
ま
り
、

こ
の
時
期
は
農
家
が
主
体
と

な
り
、
自
己
の
農
地
を
転
用
利
用
す
る
こ
と

第 2-5図

で
市
街
地
化
の
進
展
に
貢
献
し
た
時
期
で
あ

ヴ

hv

。
そ
こ
で
、

こ
の
時
期
を
第

E
期
と
す

る
O 

そ
し
て
、

一
九
八

O
年
以
後
で
は
四
・
五

七



市
街
化
区
域
内
の
農
地
転
用

七
四

条
転
用
と
も
に
減
少
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

つ
ま
り
、

こ
の
時
期
に
は
各
農
家
と
も
自
己
の
農
地
を
農
地
の
ま
ま
保
持
し
よ
う
と
す

る
傾
向
が
強
ま
っ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
こ
で
こ
の
時
期
を
、
第

E
期
と
す
る
。

次
に
、

こ
の
時
期
区
分
を
具
体
化
す
る
た
め
、

こ
の
三
つ
の
時
期
区
分
に
お
け
る
農
地
転
用
を
、
四
・
五
条
転
用
別
に
、
市
街
化
区
域

内
農
業
集
落
別
に
見
て
み
る
ζ

と
に
す
る
。

八
第
工
期
〉
(
一
九
七
一
年

t
一
九
七
五
年
)

こ
の
時
期
の
農
地
転
用
の
特
徴
は
、
四
条
転
用
に
比
べ
て
五
条
転
用
が
卓
越
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
具
体
的
な
数
字
で
示
す
と
、

四

条
転
用
が
約
三
ム
ハ
・
五
千
平
方
米
で
あ
る
の
に
対
し
、

五
条
転
用
が
一

O
六
・
一
ニ
干
平
方
米
に
達
し
て
い
る
。
転
用
目
的
で
は
、

五
条
転

用
に
よ
る
建
売
住
宅
、
分
譲
住
宅
、
分
譲
地
、

マ
ン
シ
ョ
ン
に
属
す
る
も
の
が
、
第
工
期
の
五
条
転
用
全
体
の
四
七

Mmを
示
し
、

乙
れ
が

第
工
期
の
特
徴
で
あ
る
と
い
え
る
。

こ
の
現
象
を
端
的
に
示
し
て
い
る
集
落
は
、
上
品
寺
、
山
之
坊
、
小
網
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
集
落
に
お
い
て
は
、
市
街
化
区
域
内
に
す

べ
て
の
農
地
が
包
含
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
数
社
の
宅
建
業
者
に
よ
っ
て
、
か
な
り
ま
と
ま
っ
た
規
模
の
住
宅
地
開
発
が
な
さ

れ
て
お
り
、

こ
の
時
期
、
多
く
の
農
家
が
農
地
を
切
り
売
り
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

八
第

E
期
〉
(
一
九
七
六
年
i
一
九
八
O
年
)

こ
の
時
期
に
お
け
る
農
地
転
用
の
特
色
は
、

五
条
転
用
の
急
激
な
激
少
と
、
四
条
転
用
の
増
加
で
あ
る
。
転
用
面
積
で
も
四
条
転
用
が

五
条
転
用
が
三
七
、
七
九
二
平
方
米
で
あ
り
、
第
工
期
と
は
そ
の
傾
向
が
逆
転
し
て

四
二
、
四
五
一
平
方
米
と
な
っ
て
い
る
の
に
対
し
、

い
る
。

つ
ま
り
、

乙
の
時
期
は
各
農
家
が
市
街
地
化
の
進
展
に
対
し
、
積
極
的
に
自
己
の
農
地
を
転
用
し
、

そ
の
土
地
か
ら
農
業
以
外
の

収
入
を
求
め
よ
う
と
し
た
も
の
と
い
え
る
。

そ
の
転
用
目
的
を
見
て
み
る
と
、

四
条
転
用
に
よ
る
も
の
と
し
て
最
も
転
用
面
積
が
広
い
も
の
が
、
露
天
駐
車
場
、
資
材
置
場
、
貸
車



庫
、
ガ
レ
ー
ジ
で
あ
り
、
第
五
期
に
お
け
る
四
条
転
用
全
体
の
五

O
%を
占
め
て
い
る
。

こ
れ
は
、
市
街
地
化
の
進
展
に
よ
り
農
業
環
境

が
悪
化
し
た
た
め
、

そ
の
土
地
で
農
業
を
行
う
こ
と
が
出
来
な
く
な
っ
た
場
合
や
、

こ
れ
ま
で
に
な
さ
れ
て
き
た
農
地
の
切
り
売
り
に
よ

り
、
か
な
り
の
余
裕
が
各
農
家
に
出
来
た
乙
と
の
反
映
と
し
て
、
と
り
あ
え
ず
は
露
天
駐
車
場
な
ど
の
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
転
用

し
て
お
い
て
、
次
の
対
応
を
考
え
る
農
家
が
増
え
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
も
こ
の
時
期
に
は
、
農
家
が
自
己
の
農
地
を
転
用
し

て
、
居
錦
、
食
堂
、
事
務
所
、
賃
貸
匝
舗
、
事
業
所
と
い
っ
た
も
の
へ
の
転
用
目
的
で
、
転
用
申
請
を
行
う
例
が
増
加
し
て
お
り
、
第

E

期
の
四
条
転
用
全
体
の
一
二

Mm
が
こ
れ
に
あ
た
る
。
新
賀
、
石
原
田
、
山
之
坊
な
ど
が
そ
の
代
表
的
な
例
で
あ
る
。

八
第
E
期
〉
(
一
九
八
一
年
1
一
九
八
五
年
八
月
現
在
)

第
直
期
の
特
徴
は
、
四
・
五
条
転
用
と
も
に
転
用
面
積
が
減
少
し
、
四
条
転
用
で
一
六
、
九
九
五
平
方
米
、

五
条
転
用
で
一
五
、
九
五

五
平
方
米
と
な
り
、

乙
の
両
者
に
転
用
面
積
上
の
差
を
見
い
だ
す
こ
と
が
出
来
な
く
な
っ
て
い
る
乙
と
で
あ
る
。

つ
ま
り
、

乙
の
時
期
に

な
る
と
各
農
家
は
、
自
己
の
農
地
を
あ
ま
り
子
放
さ
な
く
な
り
、
ま
た
農
家
自
身
、
自
己
の
農
地
を
今
ま
で
の
よ
う
に
は
積
極
的
に
転
用

利
用
し
な
く
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
各
農
家
が
自
己
の
農
地
を
農
地
の
ま
ま
保
持
し
よ
う
と
す
る
傾
向
が
、
年
と
と
も
に
強
ま
っ
て
き
て

い
る
た
め
で
あ
る
。

そ
れ
で
も
な
お
、

こ
の
よ
う
に
減
少
し
て
し
ま
っ
た
農
地
転
用
の
中
身
を
分
析
し
て
み
る
と
、

四
条
転
用
で
は
、
賃
貸
ア
パ
ー
ト
、
共

同
住
宅
、
貸
マ
ン
シ
ョ
ン
、
貸
家
住
宅
な
ど
が
転
用
目
的
の
大
部
分
で
あ
り
、

ζ

の
よ
う
に
少
な
い
な
が
ら
で
も
、
積
極
的
に
市
街
地
化

の
進
展
に
対
応
し
て
い
る
各
農
家
の
姿
勢
を
見
る
こ
と
が
出
来
る
。
し
か
し
、

そ
れ
と
は
対
照
的
に
五
条
転
用
の
場
合
で
は
、
居
舗
、
食

堂
、
事
務
所
、
賃
貸
屈
舗
に
分
類
さ
れ
る
転
用
目
的
で
農
地
が
転
用
利
用
さ
れ
る
こ
と
は
、
ま
っ
た
く
無
く
な
っ
て
お
り
、
第
E
期
に
お

い
て
、
市
街
化
区
域
内
農
業
集
落
の
農
地
を
転
用
し
て
、
活
舗
な
ど
の
建
設
に
あ
た
っ
た
主
体
は
、
す
べ
て
農
家
自
身
で
あ
っ
た
こ
と
が

わ
か
る
。

第
二
章

宅
地
化
と
都
市
的
土
地
利
用
の
展
開

七
五



市
街
化
区
域
内
の
農
地
転
用

二
七
六

こ
の
第
E
期
に
お
け
る
農
地
転
用
の
特
徴
を
端
的
に
一
不
す
集
落
と
し
て
、
大
久
保
、
新
賀
、
石
原
固
な
ど
の
例
が
あ
げ
ら
れ
る
。

そ
こ
で
次
に
、

こ
の
三
時
期
に
区
分
す
る
こ
と
の
出
来
る
農
地
転
用
が
、
ど
の
よ
う
な
展
開
を
見
せ
て
き
た
の
か
、

旧
耳
成
村
の
上
品

寺
、
山
之
坊
、
石
原
田
の
集
落
に
お
い
て
見
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

五

農
地
転
用
の
位
置
と
土
地
利
用

次
の
各
図
は
、

こ
の
三
集
落
に
つ
い
て
旧
集
落
と
農
地
、

そ
し
て
、
「
線
引
き
」
以
後
の
具
体
的
な
農
地
転
用
の
位
置
を
、

四
、
五
条

転
用
別
に
、
転
用
目
的
別
、
時
期
区
分
別
に
図
上
に
示
し
た
も
の
に
つ
線
引
き
」
以
前
の
農
地
転
用
と
農
地
法
の
例
外
で
あ
る
許
可
・
届

出
以
外
の
農
地
転
用
と
を
ま
と
め
て
表
わ
し
た
も
の
で
あ
る
。

「
線
引
き
」
以
後
の
も
の
に
つ
い
て
は
、

先
に
利
用
し
た
農
地
転
用
申
請

整
理
簿
に
よ
る
一
筆
と
と
の
転
用
目
的
を
、

そ
し
て
、
「
線
引

各
集
落
に
お
け
る
地
籍
図
で
確
認
す
る
こ
と
に
よ
り
図
上
に
落
と
し
た
。

き
」
以
前
の
農
地
転
用
に
つ
い
て
は
、
橿
原
市
の
都
市
計
画
課
資
料
と
現
地
調
査
に
よ
り
類
推
し
、
現
在
の
土
地
利
用
と
関
係
な
く
、
許

可
・
届
出
以
外
の
農
地
転
用
と
同
じ
凡
例
で
示
し
た
。
よ
っ
て
、

こ
の
三
枚
の
図
は
、
あ
く
ま
で
も
農
地
転
用
申
請
整
理
簿
に
基
づ
い
た

農
地
転
用
図
で
あ
り
、
現
在
の
土
地
利
用
と
は
若
干
の
ズ
レ
が
あ
る
。
し
か
し
、
農
地
が
ま
ず
何
に
転
用
さ
れ
た
の
か
、

そ
の
農
地
の
転

用
状
況
を
知
る
こ
と
が
出
来
る
。

ま
ず
上
品
寺
の
場
合
か
ら
見
て
み
る
乙
と
に
す
る
。

第
二

l
六
図
は
上
品
寺
に
つ
い
て
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
上
品
寺
は
、
旧
来
か
ら
の
集
落
と
し
て
の
本
村
が
領
域
の
ほ
ぼ
中
央
部
に
あ

り
、
東
端
に
は
出
垣
内
が
あ
る
。
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
農
家
だ
け
で
構
成
さ
れ
て
い
た
。
農
地
の
転
用
面
積
は
、

ζ

の
三
つ
の
図
の
比
較
か

ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
上
品
寺
が
最
も
少
な
く
、
農
地
の
ま
ま
か
な
り
の
土
地
が
ま
と
ま
っ
て
残
っ
て
い
る
。

ま
た
、
農
地
が
転
用
さ
れ
た
時
期
と
し
て
、

「
線
引
き
」
の
前
後
で
比
べ
て
み
る
と
、

上
品
寺
だ
け
で
な
く
他
の
二
集
落
も
同
様
で
あ
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市
街
化
区
域
内
の
農
地
転
用

七
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る
が
、
明
ら
か
に
「
線
引
き
」
以
前
の
方
が
転
用
面
積
が
多
い
。
そ
し
て
、

そ
の
ほ
と
ん
ど
の
転
用
は
、
宅
建
業
者
に
よ
る
建
売
分
譲
住

宅
で
あ
っ
た
と
言
っ
て
よ
く
、

土
地
所
有
権
の
移
動
を
伴
う
五
条
転
用
で
あ
っ
た
。

上
品
寺
の
場
合
、
「
線
引
き
」
以
後
も
ζ

の
傾
向
が

続
き
、
第
工
期
に
領
域
の
北
縁
に
造
成
さ
れ
た
住
宅
団
地
が
そ
れ
で
あ
る
。
し
か
し
、
上
品
寺
で
は
こ
れ
以
後
農
地
転
用
は
進
ま
ず
、
第

一
一
|
六
図
に
示
し
た
と
お
り
で
あ
り
、
市
街
化
区
域
内
農
業
集
落
の
中
で
も
乙
の
第
工
期
の
も
の
を
除
い
て
し
ま
え
ば
あ
ま
り
転
用
が
進

ま
ず
、
農
地
が
農
地
の
ま
ま
保
存
さ
れ
て
い
る
集
落
で
あ
る
と
り
え
る
。
そ
し
て
、
農
地
が
転
用
さ
れ
て
い
る
場
所
は
、
集
落
の
領
域
の

外
縁
部
に
多
く
、

旧
集
落
の
周
囲
は
、

ほ
と
ん
ど
農
地
の
ま
ま
で
あ
り
、
水
田
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。

次
に
、
山
之
坊
の
場
合
に
つ
い
て
見
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

乙
の
集
落
に
お
け
る
従
来
か
ら
の
市
街
地
は
、
近
鉄
大
阪
線
を
挟
ん
で
北

そ
の
他
は
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
農
地
で
あ
っ
た
。

乙
の
二
つ
の
地
域
だ
け
が
か
つ
て
の
市
街
地
で
、

そ
れ
が
第
二
|
七
図
が
示
す
と
お
り
、
大
小
さ
ま
ざ
ま
な
農
地
転
用
が
進
み
、
農
地
と
し

と
南
に
分
か
れ
て
お
り
、
従
来
は
上
品
寺
同
様
そ
の
ほ
と
ん
ど
の
家
が
農
家
で
あ
り
、

て
は
旧
集
落
の
周
囲
に
わ
ず
か
に
残
る
も
の
と
、

島
状
に
残
る
も
の
だ
け
と
に
な
っ
て
い
る
。

山
之
坊
の
農
地
転
用
も
、
「
線
引
き
」
以

前
に
す
で
に
か
な
り
行
わ
れ
て
お
り
、

「
線
引
き
」
以
後
の
も
の
を
か
な
り
上
回
っ
て
い
る
。

特
に
、

近
鉄
不
動
産
(
株
)
に
よ
る
近
鉄

耳
成
団
地
(
面
積

u

七
二
、

0
0
0平
方
米
、
着
工
υ

一
九
六
五
年
)
と
、

労
働
者
住
宅
(
協
)
に
よ
る
労
住
耳
成
団
地
(
面
積
二
九
、

0
0
0

平
方
米
、
着
工
二
九
六
七
年
)
と
が
多
く
の
農
地
を
転
用
さ
せ
て
お
り
、
し
か
も
こ
れ
は
大
手
企
業
に
よ
る
分
譲
住
宅
で
あ
る
と
と
よ
り
、

土
地
所
有
権
の
移
動
を
伴
う
五
条
転
用
で
あ
り
、
農
家
の
多
く
は
こ
の
時
、
多
く
の
農
地
を
失
っ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
は
二
戸
あ
た
り
の

農
地
売
却
面
積
が
広
か
っ
た
こ
と
と
、
割
合
早
い
時
期
の
開
発
で
あ
っ
た
乙
と
に
よ
り
、

域
に
代
替
地
を
求
め
た
農
家
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、

ほ
と
ん
ど
の
農
家
で
は
、

そ
の
農
地
の
売
却
代
金
に
よ
り
、
他
集
落
の
領

そ
の
代
金
を
自
己
住
宅
の
建
て
替
え
に
あ
て
た
。

「
線
引
き
」
以
後
の
農
地
転
用
は
、
四
条
転
用
が
一
九
、
九
七

O
平
方
米
、

以
後
も
農
地
転
用
が
進
ん
で
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

五
条
転
用
が
三
三
、

五
九
八
平
方
米
で
あ
り
、
「
線
引
き
」
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山之坊における農地転用の位置

「
線
引
き
」
以
後
の
農
地
転
用

は
、
そ
れ
以
前
の
も
の
と
は
異
な

り
、
残
さ
れ
た
農
地
に
対
し
て
、
虫

食
い
状
に
小
規
模
な
農
地
転
用
が
な

さ
れ
て
お
り
、
ま
た
前
節
で
求
め
た

第
E
期
に
お
け
る
四
条
転
用
に
特
徴

が
あ
り
、

旧
集
落
の
北
東
に
接
す
る

所
の
農
地
転
用
で
は
、
農
家
が
自
己

の
農
地
を
転
用
し
て
、
分
譲
住
宅
を

始
め
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え

ら
れ
る
も
の
が
あ
る
。
さ
ら
に
賃
貸

第 2ー 7図

ア
パ
ー
ト
、
共
同
住
宅
、
貸
マ
ン
シ

ヨ
ン
、
貸
家
住
宅
に
分
類
さ
れ
る
も

の
と
、
匝
舗
、
食
堂
、
事
務
所
、
賃

貸
匝
舗
、
事
業
所
に
分
類
さ
れ
る
も

の
と
を
見
て
み
る
と
、

五
条
転
用
と

し
て
第
工
期
に
転
用
さ
れ
て
い
る
の

は
一
一
件
だ
け
で
、
残
り
は
す
べ
て
四

七
九



市
街
化
区
域
内
の
農
地
転
用

/¥ 
O 

条
転
用
で
あ
り
、
転
用
面
積
に
し
て
、

五
、
二
四
九
平
方
米
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
山
之
坊
の
場
合
、
市
街
地
化
の
進
展
は
、
宅
建
業
者
に

よ
る
分
譲
住
宅
と
し
て
「
線
引
き
」
以
前
に
よ
く
進
み
、
「
線
引
き
」
以
後
、

そ
の
市
街
地
化
に
引
き
ず
ら
れ
る
形
で
、

農
地
を
売
却
し

た
代
金
を
も
と
に
自
己
の
農
地
を
転
用
し
て
、

そ
の
住
宅
地
の
人
々
に
サ
ー
ビ
ス
を
与
え
る
よ
う
な
も
の
を
建
設
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い

る
の
で
あ
る
。

次
に
、
石
↓
抽
出
田
に
つ
い
て
見
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

る
。
乙
の
集
落
も
、
か
つ
て
は
農
家
だ
け
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
旧
集
落
以
外
は
す
べ
て
農
地
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
現
在
で
は
、
線
路
の

こ
こ
の
旧
集
落
は
近
鉄
大
阪
線
の
南
側
で
、
線
路
と
旧
竹
之
内
街
道
と
の
間
に
あ

北
側
に
一
部
ま
と
ま
っ
た
農
地
を
残
す
だ
け
で
、
あ
と
は
島
状
に
取
り
残
さ
れ
た
農
地
が
点
在
す
る
だ
け
で
あ
り
、
激
し
い
農
地
転
用
の

跡
が
う
か
が
え
る
。
ま
た
、
石
原
因
は
他
の
二
集
落
と
異
な
り
、
近
鉄
大
阪
線
の
耳
成
駅
が
あ
る
た
め
、
駅
の
北
側
は
商
居
街
と
な
っ
て

い
る
の
で
あ
る
。

「
線
引
き
」
以
前
の
農
地
転
用
は
、

こ
こ
も
集
落
の
外
縁
部
(
北
側
)
に
ま
と
ま
っ
た
規
模
の
住
宅
団
地
が
建
設
さ
れ
て
お
り
、

九

六
七
年
に
建
設
が
開
始
さ
れ
た
富
田
団
地
(
面
積
二
二
、

O
三
九
平
方
米
)
に
始
ま
る
。

そ
し
て
、

山
之
坊
か
ら
続
く
第
二
耳
成
団
地
が

九
六
八
年
に
造
成
が
開
始
さ
れ
た
。

「
線
引
き
」
以
後
の
開
発
で
は
山
之
坊
同
様
、
大
規
模
な
開
発
と
開
発
の
聞
を
埋
め
る
よ
う
な
、
虫
食
い
状
の
農
地
転
用
が
な
さ
れ
て

き
た
。

そ
し
て
、

四
・
五
条
転
用
別
に
転
用
目
的
を
見
て
み
る
と
、

そ
の
両
者
と
も
露
天
駐
車
場
、
資
材
置
場
、
貸
駐
車
場
、
ガ
レ
ー
ジ

の
分
類
に
属
す
る
も
の
が
多
く
、
ま
た
石
原
因
の
特
徴
で
あ
る
第
E
期
に
お
け
る
四
条
転
用
で
、
貸
家
住
宅
へ
の
転
用
が
、
富
田
団
地
に

接
す
る
形
で
建
設
さ
れ
、

そ
の
上
、
山
之
坊
の
領
域
に
接
す
る
所
に
学
習
塾
へ
の
四
条
転
用
が
見
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
同
じ
市
街
化
区
域
内
農
業
集
落
に
お
い
て
、
前
節
で
求
め
た
時
期
区
分
ご
と
の
特
色
を
以
上
の
三
つ
の
集
落
で
具
体
的

に
み
て
き
た
が
、

そ
の
共
通
点
は
、

旧
集
落
の
周
囲
の
土
地
は
農
地
の
ま
ま
農
家
が
保
持
し
よ
う
と
す
る
乙
と
、

そ
し
て
、
転
用
規
模
の



大
き
な
も
の
は
集
落
の
外
縁
部
に
、
し
か
も
「
線
引
き
」
以
前
に
宅
建
業
者
に
よ
っ
て
分
譲
住
宅
と
し
て
転
用
さ
れ
た
乙
と
、
「
線
引
会
」

以
後
の
も
の
で
は
、
割
合
規
模
の
小
さ
な
農
地
転
用
が
虫
食
い
状
に
進
行
し
た
乙
と
で
あ
る
。

そ
し
て
、
最
近
の
傾
向
で
は
、
四
、

五
条

転
用
と
も
非
常
に
転
用
さ
れ
る
面
積
が
減
少
し
た
点
で
共
通
す
る
。

(
原
田
真

虫日

第
三
節

非
農
業
的
土
地
利
用
の
拡
大

以
上
の
よ
う
な
農
地
転
用
に
伴
う
著
し
い
住
宅
地
化
に
よ
っ
て
、
当
市
の
土
地
利
用
に
お
け
る
非
農
業
的
土
地
利
用
は
そ
の
比
率
を
高

め
る
こ
と
に
な
っ
た
。

第
二

l
八
図
は
、

宅
地
化
が
著
し
さ
を
増
し
た
昭
和
四
十
年
(
一
九
六
五
)
以
降
、

同
五
十
七
年
ま
で
の
聞
に
お
け
る
民
有
地
と
し
て

の
水
田

畑

宅
地

そ
の
他
の
地
自
に
つ
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
面
積
の
比
率
の
変
化
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
昭
和

四
十
年
当
時
、

八
O
M
mを
占
め
て
い
た
農
地
は
、
と
く
に
昭
和
四

0
年
代
を
中
心
に
し
て
急
速
に
減
少
傾
向
を
示
し
、
昭
和
五
十
年
に
は

六
五

vmと
全
体
の
三
分
の
こ
に
ま
で
減
少
、
同
五
十
七
年
に
は
六
一

Mmと
な
っ
て
い
る
。
と
く
に
水
田
の
減
少
が
著
し
く
、
昭
和
四
十
年

以
降
二

O
M近
く
も
減
少
し
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
畑
の
方
は
あ
ま
り
変
化
が
み
ら
れ
な
い
。
市
内
の
農
地
は
元
来
水
田
が
卓
越
し
、

し
か
も
中
部
か
ら
東
部
の
一
帯
の
水
田
は
、
た
め
池
濯
淑
地
で
あ
る
た
め
、
乾
固
化
が
容
易
で
あ
り
、
低
湿
地
の
水
田
に
比
べ
て
比
較
的

埋
め
立
て
も
容
易
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
条
件
が
水
田
の
宅
地
化
を
お
し
す
す
め
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
え
る
。

一
方
、

こ
う
し
て
成
立
し
た
宅
地
は
、
当
初
の
一
一
・
九
Mmか
ら

第
二
章

宅
地
化
と
都
市
的
土
地
利
用
の
展
開

;¥ 



% 
100 

非
農
業
的
土
地
利
用
の
拡
大

50 。

昭和44年

昭和45年

昭和47年

昭和48年

例|:治主総主民i♂;~;~r?~~[ ~i~~~~j~~~ ~~j ~ ~ ~\ ~~~~与~):H:~d:::::: :::宅地 i:iii:ii~H~J::畑 >1
(r奈良県統計年鑑」より作成)

昭和50年

昭和52年 lYL反応三号民1ぷ~~jj~\~\Jfr~~~にUBE京山存百三百三1:7.4:]

昭和53年 !??~n源お蕊~::r{:[:5. 1;:i.ti::?}:?宗主{)n:i::}H<*Xf:~/H;H瓦

昭和54年 1\切符忠弘~~I{~(奴時五~l ~ \;j~t( ~!i ~~~~ ~~! ;'~~~ ~i f~!渋L::三日;:::i?Xß(j~)::n !L~.月

昭和55年|託手伝j泌総お滋?/:M:ぷi不必然三(¥A:ぷ'，:: : ~ ~ ~，'，早川>HHLi月:

昭和56年 l 日夜夜;蕊 ::::::::H:~?~:~:t::::{:))\\m:/\I 日... ... • .. ~..烈;jjjjjj;;:;;171:

昭和57年 I¥)it)~~~~~ i~i~ ~~ i ~ぷ:漂設弘予三七\~{~l~~ ~ ~? ~ ~~ ~~~; ~ ;~~~~ i~;松山:;:;;:;;:91;G:::::::;;::118j: ・

凡

/¥ に
な
り
、

工
場
や
公
共

施
設
な
ど
か
ら
な
る
そ

橿原市における民有地の土地利用面積比率の変化

の
他
の
地
目
と
あ
わ
せ

た
非
農
業
的
土
地
利
用

の
地
目
は
全
体
の
四

O

ゲ
ガ
近
く
を
占
め
る
に
至

っ
て
い
る
。

で
は
、

こ
の
よ
う
な

非
農
業
的
土
地
利
用
は

市
内
の
ど
の
よ
う
な
部

分
で
、
ど
の
よ
う
な
形

で
拡
大
し
た
の
で
あ
ろ

う
か
。

第 2-8図

そ
れ
を
検
討
す
る
た

め
に
第
二

l
九
図
を
作

成
し
た
。
す
で
に
集
合

住
宅
の
拡
大
過
程
に
つ

い
て
は
前
々
節
に
お



ム
イ
大
和
〉

図昭和39年

図昭和43年
図昭和53年
口昭和58年
明科鉄道

(宅地の拡大部分を示す〕

橿原市における都市化の拡大過程

第
二
章

宅
地
化
と
都
市
的
土
地
利
用
の
展
開

い
て
示
し
た
が
、

乙
乙

で
は
集
合
住
宅
に
限
ら

ず
、
非
農
業
的
土
地
利

用
の
す
べ
て
に
つ
い

て、

昭
和
三
十
九
年

(
一
九
六
四
)
、

同
四
十

年
(
一
九
六
八
)
、

同
五
十
三
年
(
一
九
七

八
)
、
同
五
十
八
年
(

九
八
三
)

の
各
年
次
に

作
成
さ
れ
た
地
図
を
ベ

第 2-9図

ー
ス
に
し
て
作
成
し
、

示
し
た
。
図
で
は
各
年

次
に
し
た
が
っ
て
ど
の

よ
う
な
形
で
非
農
業
的

土
地
利
用
が
付
加
さ
れ

た
か
を
示
し
て
あ
る
。

た
と
え
ば
、
昭
和
五
十

J¥ 



非
農
業
的
土
地
利
用
の
拡
大

J¥ 
四

三
年
の
付
加
分
は
、

そ
の
前
の
地
図
が
作
成
さ
れ
た
昭
和
四
十
三
年
以
降
の
一

0
年
聞
に
お
け
る
付
加
分
を
示
し
て
い
る
。

ζ

の
期
間
だ

け
、
デ
ー
タ
と
し
た
地
図
の
作
成
状
況
に
よ
っ
て
、

や
や
長
く
な
っ
て
い
る
。

そ
れ
に
よ
れ
ば
、
昭
和
三
十
二
年
の
部
分
は
、
当
市
が
ま
だ
誕
生
し
た
ば
か
り
の
小
都
市
に
す
ぎ
ず
、
市
街
地
も
八
木
、
今
井
、
橿
原

神
宮
駅
前
な
ど
、
ご
く
限
ら
れ
た
、

そ
れ
も
分
散
状
に
分
布
し
て
い
た
段
階
で
、

そ
の
他
は
ほ
と
ん
ど
農
業
集
落
に
す
ぎ
な
か
っ
た
乙
と

を
あ
ら
わ
し
て
い
る
。

昭
和
三

0
年
代
は
全
体
と
し
て
は
あ
ま
り
変
化
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
。
同
三
十
九
年
の
付
加
部
分
が
ほ
と
ん
ど
自
に
つ
か
な
い
こ
と
は

そ
の
た
め
で
あ
る
。
し
か
し
、
昭
和
三

0
年
代
末
期
か
ら
は
本
格
的
な
宅
地
化
が
す
す
み
、
昭
和
四
十
三
年
に
か
け
て
の
付
加
部
分
が
各

地
で
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
れ
は
く
り
か
え
す
こ
と
に
な
る
が
、
新
規
の
集
合
住
宅
の
建
設
に
よ
る
部
分
で
あ
る
。
そ
れ
は
続
く
一

0
年
閣
の
、
昭
和
五
十
三
年
に
付
加
さ
れ
た
部
分
が
ピ

l
ク
に
な
っ
て
あ
ら
わ
れ
る
。
そ
の
多
く
は
既
存
の
集
落
か
ら
は
一
定
の
距
離
を

へ
だ
て
、
孤
立
的
に
建
設
さ
れ
た
。
し
か
も
県
住
宅
供
給
公
社
に
よ
る
橿
原
ニ
ュ

l
タ
ウ
ン
な
ど
、
比
較
的
大
規
模
な
集
合
住
宅
が
目
立

てコ。

一
方
、

そ
の
前
に
建
設
が
始
め
ら
れ
た
中
小
デ
ィ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
に
よ
る
集
合
住
宅
は
、
比
較
的
既
存
集
落
に
近
い
位
置
に
建
設
し
た

部
分
か
ら
、

乙
の
時
期
に
タ
コ
足
状
に
分
譲
地
や
注
文
風
建
築
と
称
し
て
の
建
て
売
り
部
分
を
伸
ば
し
、

ア
メ
ー
バ

l
の
ご
と
く
宅
地
部

分
を
拡
大
し
て
い
る
。

そ
の
後
、
五
年
間
に
お
け
る
昭
和
五
十
八
年
の
時
点
ま
で
に
付
加
さ
れ
た
部
分
は
、
大
規
模
な
も
の
は
全
く
な
く
、
既
存
住
宅
地
に
は

り
つ
く
よ
う
に
、
あ
る
い
は
孤
立
的
、
分
散
的
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
大
勢
と
し
て
は
市
街
化
区
域
内
に
分
布
す
る
が
、
低
経
済
成
長
と

市
街
化
区
域
内
で
の
地
価
の
上
昇
に
よ
っ
て
住
宅
建
設
が
大
き
く
ダ
ウ
ン
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
、
乙
の
時
期
の
小
規
模
な
建
設

は
、
そ
れ
ま
で
の
集
会
住
宅
に
代
わ
っ
て
の
ミ
ニ
開
発
や
孤
立
状
の
ご
戸
建
て
、

ア
ノf

ト

マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
一
、
二
棟
の
積
層
の
集

団
住
宅
が
多
く
、

そ
れ
ま
で
の
空
隙
部
分
を
埋
め
る
形
を
と
っ
た
点
に
特
徴
が
あ
っ
た
。
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第
二
章

宅
地
化
と
都
市
的
土
地
利
用
の
展
開

(公示地価・昭和51年版より作成)

橿原市の等地価線図(昭和51年)

こ
う
し
て
全
体
を
み

る
と
、
中
心
地
と
し
て

の
性
格
を
強
め
た
八
木

を
中
心
に
し
た
部
分
を

最
大
と
し
、
耳
成
、
新

ノ
口
、
真
官
、
橿
原
神

宮
前
駅
周
辺
、
見
瀬
な

ど
も
小
さ
な
核
と
な
っ

て
、
ま
さ
に
ア
メ
ー
バ

ー
の
よ
う
に
非
農
業
的

土
地
利
用
の
拡
大
を
み

第 2-10図

た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ

の
点
で
、
当
市
の
都
市

的
土
地
利
用
は
い
く
つ

か
の
ア
メ
ー
バ

l
群
か

ら
構
成
さ
れ
、
八
木
と

今
井
聞
を
の
ぞ
く
と
、

ま
だ
そ
れ
ら
の
ア
メ

l

二
八
五



非
農
業
的
土
地
利
用
の
拡
大

(公示地価・昭和59年版より作成)

橿原市の等地価線図(昭和59年〉

二
八
六

パ
ー
が
統
合
で
き
ず
に

留
ま
っ
た
段
階
に
あ
る

と
い
う
乙
と
が
で
き

る
。
そ
れ
が
当
市
の
大

き
な
特
徴
で
あ
り
、

そ

れ
ゆ
え
、
生
起
す
る
都

市
問
題
の
多
く
の
根
源

も
乙
の
点
に
あ
る
と
い

え
よ
う
。

と
こ
ろ
で
、

乙
の
よ

う
な
ア
メ
ー
バ
!
状
を

第 2-11図

示
す
市
街
地
、
住
宅
地

の
構
成
も
、
昭
和
五

O

年
代
に
入
る
と
、
住
宅

需
要
だ
け
で
な
く
、
増

加
し
た
人
口
を
背
景
と

し
て
商
業
需
要
も
発
生

し
、
八
木
駅
か
ら
八
木



西
口
駅
に
か
け
て
の
一
帯
の
商
居
街
が
、

八
木
駅
以
北
へ
も
拡
大
す
る
よ
う
に
な
り
、
か
つ
て
大
和
高
田
や
桜
井
の
商
圏
下
に
あ
っ
た
八

木
一
帯
が
相
次
ぐ
大
型
居
舗
の
立
地
も
あ
っ
て
、
独
立
し
た
商
圏
を
確
立
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
の
ζ

と
は
八
木
駅
を
中
心
に
し
て
都

市
と
し
て
の
核
が
形
成
さ
れ
は
じ
め
た
ζ

と
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
。

そ
れ
は
地
価
の
動
き
か
ら
も
わ
か
る
。
第
二

l
一
O
図
と
第
二

l
一
一
図
は
昭
和
五
十
一
年
と
同
五
十
九
年
に
お
け
る
公
示
地
価
の
高

さ
の
分
布
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
両
年
聞
に
お
け
る
公
示
地
価
は
全
域
で
五

O
J九
O
M
m上
昇
し
、

八
木
周
辺
が
そ

の
ピ

l
ク
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
、
昭
和
五
十
一
年
を
み
る
と
、

八
木
、
八
木
西
口
を
中
心
に
し
、
し
か
も
あ
ま
り
広
く
な
い
範
囲

に
高
地
価
の
ゾ

l
ン
が
み
ら
れ
る
の
に
対
し
て
、
同
五
十
九
年
に
は
核
は
八
木
駅
北
方
に
も
及
ぶ
と
と
も
に
、

そ
の
範
囲
は
橿
原
線
新
ノ

口
方
面
へ
の
上
昇
が
み
ら
れ
る
と
と
も
に
、
橿
原
神
宮
前
駅
周
辺
に
も
副
次
的
な
核
が
生
じ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
動
き
の
中
に
、
当
市
の
都
市
構
造
の
変
化
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
が
、
住
宅
地
化
を
中
心
と
し
た
非
農
業
的
土
地
利
用
の
拡

大
の
あ
ら
わ
れ
方
が
そ
れ
を
支
え
た
と
い
う
ζ

と
が
で
き
る
。

政j

回

佳

久

第
二
章

宅
地
化
と
都
市
的
土
地
利
用
の
展
開

J¥ 
七



交
通
網
の
整
備

!¥ 
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第
三
章

都

市

機

能

の

整

備

第
一
節

交

通

網

の

整

備

lま

じ

め

lζ 

第
一
章
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
当
市
の
人
口
は
大
阪
府
、
県
内
か
ら
の
転
入
人
口
に
よ
っ
て
急
増
し
た
。
そ
の
こ
と
は
、
当
市
が
住
宅

都
市
と
し
て
の
性
格
を
強
め
た
が
、
同
時
に
そ
れ
は
交
通
至
便
な
条
件
を
当
市
が
有
し
て
い
た
た
め
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
大
阪
方
面

を
中
心
に
通
勤
者
が
急
増
す
る
乙
と
に
な
り
、
朝
夕
の
交
通
機
関
は
混
雑
度
を
高
め
た
。
ま
た
当
市
を
貫
通
す
る
国
道
は
、
市
内
中
心
部

で
交
差
し
、
し
か
も
道
路
そ
の
も
の
が
狭
い
乙
と
も
あ
っ
て
、
自
動
車
交
通
は
ネ
ッ
ク
に
な
っ
て
い
る
。
と
く
に
通
過
交
通
量
を
市
内
へ

誘
導
す
る
既
存
の
道
路
体
系
は
、
市
民
の
市
内
発
生
交
通
量
の
自
由
度
を
大
幅
に
制
約
し
て
き
た
。
近
年
、
バ
イ
パ
ス
が
一
部
開
通
す
る

ζ

と
に
よ
っ
て
、
若
干
の
緩
和
は
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
な
お
当
市
の
大
き
な
課
題
に
な
っ
て
い
る
。

鉄

道

少と

j重

い
う
ま
で
も
な
く
、
当
市
に
は
近
鉄
と
国
鉄
桜
井
線
が
貫
通
し
、
と
く
に
近
鉄
は
大
阪
線
、
南
大
阪
線
、
橿
原
線
、
吉
野
線
の
各
線
が

走
り
、
鉄
道
網
は
県
内
部
市
の
中
で
は
最
も
密
度
が
高
い
。
こ
の
至
便
さ
が
昭
和
四

0
年
代
の
著
し
い
人
口
の
集
中
と
な
っ
て
あ
ら
わ
れ



た。
昭
和
四

0
年
代
以
降
の
当
市
に
お
け
る
人
口
増
加
は
、
と
く
に
近
鉄
各
駅
の
利
用
客
を
大
幅
に
増
加
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

第
三

l
一
図
は
、
市
内
の
近
鉄
、
国
鉄
の
各
駅
に
お
け
る
乗
客
数
と
そ
の
増
加
率
を
、
昭
和
四
十
三
年
か
ら
同
四
十
七
年
、
同
四
十
八

年
か
ら
同
五
十
二
年
、
同
五
十
三
年
か
ら
同
五
十
七
年
の
三
時
期
に
つ
い
て
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

(1) 1968-1972年

新ノ口

橿原神宮西口

金橋

坊域

第
三
章

都
市
機
能
の
整
備

そ
れ
に
よ
る
と
、
乗
客
数
は
八
木
駅
と

橿
原
神
宮
前
駅
が
圧
倒
的
に
多
く
、
次
い

橿原市内各駅の乗客数と増加率

で
耳
成
、
真
菅
、
新
ノ
口
、
坊
城
な
ど
の

各
駅
が
つ
づ
く
が
、

そ
の
い
ず
れ
も
が
近

鉄
各
線
の
駅
で
、
国
鉄
桜
井
線
の
各
駅
は

少
な
い
。
全
期
間
を
通
じ
て
乗
車
人
数
は

増
加
を
し
て
い
る
が
、
と
く
に
昭
和
四
十

三
年
か
ら
同
四
十
七
年
の
時
期
に
お
け
る

新
ノ
口
、
真
菅
、
耳
成
、
橿
原
神
宮
西
口

第 3-1図

駅
の
増
加
率
は
四

O
%を
上
回
り
、
新
ノ

口
駅
は
六
七
Mm
、
真
菅
駅
は
五
六
Mmを
示

乙
れ
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
、

し
た
。

乙

れ
ら
各
駅
を
中
心
に
し
た
住
宅
建
設
に
と

も
な
う
人
口
増
加
と
、
そ
れ
ら
の
増
加
入

;¥、
九



交
通
網
の
整
備

口
が
い
ず
れ
も
大
阪
方
面
か
ら
の
転
入
者
で
あ
り
、

そ
れ
が
そ
の
ま
ま
大
阪
方
面
を
中
心
と
し
た
通
勤
者
と
な
っ
て
あ
ら
わ
れ
た
た
め
で

九
O 

ホりヴ
h
v
o

次
の
昭
和
四
十
八
年
か
ら
同
五
十
二
年
に
な
る
と
、
全
体
に
増
加
率
が
や
や
落
ち
着
き
を
示
す
が
、
橿
原
神
宮
西
口
駅
の
よ
う
に
五
三

Mm、
橿
原
神
宮
前
駅
の
三

O
M
m
の
増
加
率
を
示
す
と
こ
ろ
も
あ
る
。

い
ず
れ
も
定
期
利
用
客
の
増
加
に
よ
る
。
し
か
し
、
耳
成
と
坊
城
の

両
駅
は
ピ
ー
ク
を
越
し
、
若
干
の
減
少

(2) 1973~ 1977年

JLf刊@l;(万人)
5 

乗客数

傾
向
が
み
ら
れ
る
。

そ
れ
は
一
定
期
利
用

客
の
減
少
に
よ
る
も
の
で
、
住
宅
地
開

発
が
ζ

の
駅
周
辺
で
落
ち
着
く
と
同
時

に
、
定
期
客
が
近
接
の
よ
り
至
便
な
八

木
駅
や
橿
原
神
宮
前
駅
へ
指
向
し
た
た

め
と
思
わ
れ
る
。

昭
和
五
十
三
年
か
ら
同
五
十
七
年
に

な
る
と
、
増
加
率
は
い
ず
れ
も
一

O
M
m

以
下
と
な
り
、

一
斉
に
停
滞
傾
向
を
一
不

す。

ζ

れ
は
こ
の
時
期
に
住
宅
地
開
発

が
出
静
化
し
、
人
口
増
加
率
も
低
く
な

っ
た
ζ

と
を
直
接
的
に
反
映
し
た
た
め

と
い
え
る
。



(3) 1978~ 1982年

C 

ζ

の
よ
う
な
中
で
、
国
鉄
桜
井
線
の

利
用
客
は
ず
っ
と
低
位
で
、
む
し
ろ
減

少
傾
向
に
あ
る
の
が
特
徴
的
で
あ
る
。

乙
れ
は
、
桜
井
線
が
直
接
大
阪
と
結
び

つ
い
て
い
な
い
乙
と
、
料
金
が
割
高
で

あ
る
こ
と
、
発
車
本
数
が
圧
倒
的
に
少

な
く
、
例
え
ば
桜
井
へ
向
う
列
車
本
数

は
近
鉄
が
.
一

O
二
本
で
あ
る
の
に
、
桜

井
線
は
二
五
本
と
四
分
の
一
に
す
ぎ
な

い
こ
と
、
近
鉄
が
各
種
列
車
を
多
様
に

運
用
す
る
の
に
、
桜
井
線
は
そ
の
工
夫

が
な
く
、
駅
の
数
も
圧
倒
的
に
少
な
い

こ
と
、
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
れ
ゆ

の
通
学
と
若
干
の
通
勤
客
が
利
用
す
る
に
留
ま
っ
て
い
る
。

そ
の
よ
う
な
住
宅
地
に
近
接
し
な
が
ら
も
国
鉄
駅
の
集
客
力
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
地
元
の
ロ
ー
カ
ル
な
需
要
で
あ
る
高
校
生

ぇ
、
国
鉄
駅
を
中
心
と
し
た
住
宅
地
開

発
は
な
く
、

そ
れ
に
対
し
て
近
鉄
各
線
と
各
駅
は
当
市
の
鉄
道
交
通
の
完
全
な
主
力
と
な
っ
て
お
り
、
第
一
二
|
二
図
に
示
す
よ
う
に
、

八
木
駅
は
一

日
五
五

O
本、

一
時
間
当
た
り
二
一

O
本
を
越
え
る
列
車
が
発
着
、
橿
原
神
宮
前
駅
も
三

O
O本
に
近
い
列
車
が
発
着
し
、
し
か
も
、
各
種

九
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三
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の
列
車
が
発
着
す
る
点
で
も
両
駅
が
き
わ
立
っ
て
い
る
。

ζ

の
二
駅
以
外
で
は
真
官
、
耳
成
両
駅
が
一

二
O
本
、
橿
原
神
宮
西
口
、
坊
城

7L 

区間快速
快速準急

(近鉄時刻表より作成)

各駅の列車の種類別停止本数第3-2図

区間急行
急行
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1 

1・J、
『・-'-守、

(1984年9月のアンケートより作成)

各町の住民の駅への流れ

が
一
八

O
本
、
新
ノ
口
、

畝
傍
御
陵
前
の
各
駅
が

六
O
本
と
数
は
多
い
。
し

か
し
、
列
車
の
種
類
は
少

な
く
、

そ
の
点
が
利
用
客

の
流
れ
に
も
影
響
を
与
え

て
い
る
。

第
三

l
三
図
は
、

昭
和

五
十
九
年
七
月
末
に
わ
れ

わ
れ
が
行
っ
た
若
干
の
地

第 3-3図

区
で
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

か
ら
作
成
し
た
市
内
住
民

の
利
用
鉄
道
駅
へ
の
ル
|

ト
図
で
あ
る
。
そ
れ
は
各

駅
の
集
客
範
囲
を
示
し
て

も
い
る
。

そ
れ
に
よ
る
と
、

ま

ず
、
近
鉄
の
各
駅
を
利
用

九



交
通
網
の
整
備

凡1刊

白柳記事自制川

W

(昭和59年7月、対象地区のアンケートより作成〉

第 3-4図各町から駅までの交通機関

九
四

す
る
ケ

l
ス
が
一
般
的
で
、

国
鉄
の
各
駅
を
利
用
す
る
ケ

ー
ス
は
き
わ
め
て
例
外
的
に

し
か
存
在
し
な
い
と
と
、
次

に
主
力
を
占
め
る
近
鉄
の
各

駅
に
つ
い
て
み
る
と
、
基
本

的
に
は
最
寄
の
駅
を
利
用
す

る
形
が
み
ら
れ
る
が
、
最
寄

の
駅
よ
り
も
八
木
駅
と
橿
原

神
宮
前
駅
を
利
用
す
る
ケ
l

ス
も
か
な
り
み
ら
れ
る
点
に

特
徴
が
あ
る
。
市
内
の
中
北

部
で
は
八
木
駅
、
南
部
で
は

橿
原
神
宮
前
駅
の
集
客
範
囲

が
広
が
り
、
と
く
に
八
木
駅

の
そ
れ
が
広
い
。

乙
れ
は
両

駅
が
特
急
を
は
じ
め
す
べ
て

の
列
車
が
停
車
し
、
運
行
頻



度
が
高
い
ζ

と、

そ
れ
ゆ
え
目
的
地
へ
短
い
時
間
で
倒
着
出
来
る
と
い
う
利
便
性
を
有
し
て
い
る
た
め
で
、
他
の
駅
と
の
聞
に
か
な
り
差

が
み
ら
れ
る
。

そ
し
て
そ
れ
が
両
駅
の
運
行
頻
度
を
さ
ら
に
高
め
る
乙
と
に
も
な
っ
て
い
る
。

各
駅
の
列
車
の
行
き
先
は
、
各
沿
線
の
動
き
を
示
し
、
必
ず
し
も
個
別
駅
の
状
況
を
示
す
も
の
で
は
な
い
が
、
当
市
の
利
用
客
の
ウ
エ

イ
ト
が
高
い
こ
と
か
ヨ
り
す
れ
ば
、
各
列
車
の
行
き
先
は
、
当
市
の
利
用
客
の
流
動
方
向
を
か
な
り
示
し
て
い
る
と
も
い
え
る
。

八
木
駅
の
場
合
、
上
本
町
行
き
列
車
は
一
時
間
平
均
七
・
八
本
で
、
と
く
に
六
、
七
時
台
に
は
一

O
本、

八
時
台
に
は
一
一
本
と
増
加

し
て
お
り
、
大
阪
方
面
へ
の
完
全
な
通
勤
列
車
で
あ
る
。
九
時
台
以
降
は
特
急
が
増
え
、
状
況
が
変
化
す
る
。
ま
た
、
名
古
屋
方
向
は
一

時
間
平
均
八
・
四
本
と
多
い
が
、

こ
れ
を
下
回
る
時
間
帯
は
五
、
六
、
七
、
二
一
、
二
二
、
二
三
時
の
時
間
帯
で
、
逆
に
八
、

一
七
時
は

二
本
、

一
八
時
二
二
本
、

一
九
時
二
一
本
と
上
回
り
、

夕
方
の
通
勤
客
の
帰
宅
列
車
と
な
り
、

大
阪
方
面
と
は
対
照
的
に
な
っ
て
お

り
、
大
阪
方
面
と
の
密
接
な
流
動
関
係
が
わ
か
る
。

ま
た
、
八
木
駅
か
ら
京
都
、
奈
良
方
面
の
橿
原
線
に
つ
い
て
み
る
と
、

一
時
間
平
均
六
・
九
本
と
多
く
、
逆
方
向
の
一
段
原
神
宮
前
行
き

は
一
時
間
平
均
六
・
一
本
で
朝
夕
が
多
い
。
南
大
阪
線
と
の
関
係
も
み
ら
れ
る
。

橿
原
神
宮
前
駅
に
つ
い
て
み
る
と
、
阿
部
野
橋
方
面
へ
は
一
時
間
平
均
六
・
一
本
、
う
ち
阿
部
野
橋
行
き
は
四
・
二
本
で
、

八
木
駅
か

ら
の
大
阪
線
に
比
べ
る
と
か
な
り
少
な
い
が
、
六
、
七
、

八
時
台
に
は
七
、
七
、
九
本
と
多
く
、
大
阪
方
面
へ
の
通
勤
列
車
の
機
能
を
果

し
て
い
る
。
吉
野
方
面
に
は
一
八
時
台
に
若
干
ふ
え
る
が
、
あ
ま
り
変
化
が
み
ら
れ
な
い
。
単
線
で
あ
り
、
吉
野
方
面
と
当
市
や
大
阪
と

の
関
係
が
そ
れ
ほ
ど
強
く
な
っ
て
い
な
い
ζ

と
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
。

ノイ

ス

ヅて
〆入、

通

鉄
道
網
が
拠
点
に
な
っ
て
い
る
よ
う
に
、
パ
ス
交
通
網
に
つ
い
て
も
当
市
は
そ
の
拠
点
に
な
っ
て
い
る
。

ζ

れ
は
当
市
の
人
口
が
増
加

第
三
章
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機
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交
通
網
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備

九
ノ¥

し
た
と
い
う
こ
と
だ
け
で
な
く
、
当
市
が
奈
良
盆
地
の
南
部
の
拠
点
と
し
て
重
要
な
位
置
を
占
め
、

そ
れ
が
パ
ス
交
通
網
に
も
反
映
し
た

も
の
と
い
う
乙
と
が
で
き
る
。

と
の
長

当
市
を
中
心
に
し
た
パ
ス
交
通
は
、
か
つ
て
鉄
道
交
通
が
不
十
分
な
時
代
に
、
御
所
か
ら
京
都
へ
の
パ
ス
路
線
が
設
け
ら
れ
、

4
談
山
神
社

京都駅

1大仏殿・春日大社直ij

55天理駅
2 

桜
井
駅

M
3
 

一一L
15
川原田中町

i
:
 

2
住
詩

壷
阪
寺

句
、

u

上大柏
5市ー7滝ー 7木

(奈良交通の資料より作成)

橿原市を中心としたパス路線網

下市町 13

系
統
の
パ
ス
路
線
が
次
第
に
短
系
統
の

パ
ス
路
線
に
分
割
ち
れ
、
ネ
ッ
ト
ワ
|

ク
化
さ
れ
た
こ
と
が
そ
の
基
本
の
パ
ス

交
通
網
と
な
っ
た
。

当
市
の
パ
ス
交
通
の
中
心
は
、

八
木

と
橿
原
神
宮
前
で
あ
り
、
第
三
一

l
五
図

に
も
示
す
よ
う
に
、

一
七
路
線
、

五一

の
運
行
系
統
が
あ
る
。

八
木
か
ら
北
方
へ
は
大
仏
殿
・
春
日

大
社
前
、
天
理
駅
、
京
都
駅
、
西
方
へ

第 3-5図

は
大
和
高
田
市
を
経
由
し
て
五
係
パ
ス

セ
ン
タ
ー
、
東
方
へ
は
桜
井
駅
、
南
方

へ
は
飛
鳥
方
面
、
柏
木
、
上
市
、
下
市

方
面
と
結
ぼ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
橿
原

神
宮
駅
前
か
ら
は
、
飛
鳥
方
面
、
御
所



(1) 昭和40年~45年

(交通量は昭和46年を示す)
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0未満

駅
、
橿
原
ニ
ュ

l

タ
ウ
ン
方
面
な
ど

が

結

ぼ

れ

て

い

る
。
こ
れ
ら
の
路

線
が
、
当
市
の
も

人口と増加率と交通量

つ
周
辺
地
域
と
の

関
係
圏
の
大
き
さ

を
一
示
し
、

そ
の
中

に
当
市
の
都
市
圏

の
拡
大
を
反
映
し

第 3-6図

た
部
分
も
合
ま
れ

る
よ
う
に
な
っ
た

乙
と
を
指
摘
す
る

こ
と
が
で
き
る

し
、
当
然
の
ζ

と

な
が
ら
、
市
内
の

人
口
増
加
に
対
応

し
た
市
内
交
通
網

二
九
七



交
通
網
の
整
備

(2)昭和45年一50年

(交通量は昭和51年を示す)

九
J¥ 

の
整
備
と
し
て
あ
ら
わ

れ
た
も
の
も
あ
る
。
近

年
の
例
で
は
、
昭
和
五

十
一
年
に
橿
原
ニ
ュ
ー

タ
ウ
ン
へ
の
ル

1
ト
が

開
設
さ
れ
、
昭
和
五
十

六
年
に
は
隣
接
す
る
飛

烏
の
観
光
地
化
に
対
応

し
て
飛
鳥
方
面
へ
の
ル

ー
ト
が
開
設
さ
れ
て
い

る。
前
掲
図
に
よ
っ
て
、

行
き
先
別
の
運
行
本
数

を
み
る
と
、
国
道
二
四

号
線
沿
い
に
奈
良
の
大

仏
殿
・
春
日
大
社
前

行
、
橿
原
神
宮
前
か
ら

八
木
行
、
五
傍
パ
ス
セ
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(3) 昭和50年~55年

(交通量は昭和55年を示す)

ン
タ

l
行
き
の
本
数
が
き

わ
だ
っ
て
多
く
、

そ
れ
を

時
間
帯
別
に
み
る
と
、
大

仏
殿
・
春
日
大
社
前
行
き

の
路
線
は
朝
の
六
、
七
、

八
時
台
で
は
全
体
の

五
・
五
Mm、
夕
方
の

一七、

一
八
時
台
で

二
三
・
六
%
を
占
め
、
通

勤
通
学
の
時
間
帯
が
五

O

%
近
く
を
占
め
て
い
る
。

そ
れ
に
対
し
て
、

五
侠
パ

ス
セ
ン
タ
ー
行
き
は
一
時

聞
に
三
本
ほ
ど
で
、
朝
か

ら
夕
方
ま
で
平
均
し
、
ま

た
、
橿
原
神
宮
前
と
八
木

聞
の
パ
ス
は
朝
夕
の
本
数

が
少
な
く
、

一
O
時
か
ら

九
九



(1') 

交
通
網
の
整
備

" 

9

1

7

M

 

18.25 

22 
13.16 

3c 
ζこ

31 

2ヨ

26 

28 

54 55 56 57 58 591f 

(奈良交通の資料より作成)

パスの一日あたりの通過本数の年次別変化

5 

21 

18 
30 

22 

7

3

n

 
M
山

16 

150 

100 

50 

O 
O 

53 52 51 50 49 48 

第 3-7図

47 46 



一
六
時
台
ま
で
が
全
体
の
六
六
・
七
Mmを
占
め
、
と
く
に
後
者
は
通
勤
通
学
で
は
な
く
、

日
中
の
市
民
の
足
と
橿
原
公
苑
の
利
用
を
目
的

と
し
た
も
の
と
い
え
る
。
そ
の
ほ
か
、
近
鉄
御
所
駅
行
き
は
六
時
台
に
多
く
、
通
勤
通
学
用
、
岡
寺
前
、
菖
蒲
丘
行
も
夕
方
若
干
多
く
通

勤
者
用
の
特
徴
が
み
ら
れ
、
明
日
香
方
面
行
は
九
時
以
降
一
時
間
に
一

J
二
本
で
観
光
目
的
と
し
て
の
利
用
客
を
狙
っ
た
も
の
で
あ
る
。

ーミヨ

第

章

都
市
機
能
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整
備

‘廃止路線

26 

数字……第 3-7図のグラフに利用している数字

第 3-8図路線本数(昭和田年)

と
こ
ろ
で
、
市
内
の
パ
ス
交

通
に
つ
い
て
み
る
と
、
昭
和
四

0
年
代
以
降
の
急
速
な
人
口
増

加
と
密
接
な
関
係
を
も
っ
て
量

的
に
拡
大
し
て
き
た
こ
と
は
い

う
ま
で
も
な
い
。

第
三
|
六
図
は
昭
和
四
十
年

か
ら
五
年
毎
の
町
別
人
口
増
加

率
の
分
布
図
の
上
に
、
各
年
次

の
パ
ス
路
線
別
本
数
を
重
ね
た

も
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
れ

ば
、
と
く
に
昭
和
四

0
年
代
の

人
口
急
増
期
に
パ
ス
路
線
が
そ

れ
に
対
応
す
る
形
で
整
備
さ

れ
、
本
数
も
増
便
に
な
っ
て
い

O 



交
通
網
の
整
備

O 

る
こ
と
が
わ
か
る
。

昭
和
五
十
年
か
ら
同
五
十
五
年
は
人
口
増
加
傾
向
は
一
段
落
す
る
が
、
パ
ス
の
対
応
も
一
段
落
し
た
乙
と
を
示
し
て
い
る
。
八
木
駅
周

辺
部
と
橿
原
神
宮
前
駅
周
辺
部
に
一
両
頻
度
路
線
が
集
中
し
、
両
者
を
結
合
す
る
路
線
と
、
橿
原
神
宮
西
口
駅
と
橿
原
ニ
ュ
1

タ
ウ
ン
間
の

路
線
の
頻
度
も
拡
大
し
た
状
況
が
わ
か
る
。
た
だ
し
、
太
田
市
、
東
竹
田
方
面
へ
は
そ
の
後
、
路
線
が
設
定
さ
れ
た
が
、
高
殿
、
下
八
釣

方
面
は
ル

l
卜
の
設
定
が
み
ら
れ
な
い
。
こ
れ
は
土
地
利
用
規
制
も
あ
っ
て
、

人
口
増
加
が
停
滞
し
、
乗
客
の
需
要
に
反
映
し
に
く
か
っ

た
た
め
で
あ
る
。

以
上
を
市
内
の
各
ル

l
卜
地
点
別
に
パ
ス
の
通
過
本
数
を
昭
和
田
十
五
年
以
降
の
年
次
別
に
ま
と
め
て
示
し
た
の
が
第
三
|
七
図
で
あ

る
。
昭
和
四

0
年
代
に
増
加
し
て
い
た
本
数
が
、

新
設
路
線
も
加
わ
り
、

昭
和
五

0
年
代
に
入
っ
て
も
増
加
し
、

八
木
や
橿
原
神
宮
周

辺
、
橿
原
ニ
ュ

l
タ
ウ
ン
、

一
町
方
面
、
明
日
香
村
方
面
で
整
備
さ
れ
、
対
応
し
て
き
た
経
過
を
知
る
乙
と
が
出
来
る
。

そ
れ
に
対
し
て
、
市
外
と
を
結
ぶ
路
線
は
必
ず
し
も
増
加
せ
ず
、
む
し
ろ
若
干
減
少
し
た
ケ
l
ス
も
あ
る
。
と
く
に
国
道
二
四
号
線
沿

い
は
、
渋
滞
と
自
家
用
車
の
普
及
に
伸
び
悩
み
を
み
せ
て
い
る
。
同
国
道
の
渋
滞
は
年
々
著
し
く
な
り
、
か
つ
て
奈
良
市
を
始
発
と
し
た

十
津
川
、
北
山
方
面
の
パ
ス
路
線
は
、

そ
の
多
く
が
八
木
発
に
変
更
さ
れ
た
り
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
当
市
を
中
心
に
し
て
市
内
・
外
に
パ
ス
網
が
整
備
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
近
鉄
の
乗
客
数
の
増
加
に
比
例
す
る
ほ
ど

は
利
用
客
が
伸
び
ず
、
む
し
ろ
、
近
鉄
の
鉄
道
網
の
存
在
ゆ
え
に
、
パ
ス
利
用
客
は
頭
打
ち
に
な
り
、
折
か
ら
の
自
家
用
車
の
普
及
も
あ

っ
て
、
利
用
客
は
減
少
傾
向
さ
え
認
め
ら
れ
る
。

そ
れ
ゆ
え
、
パ
ス
を
運
行
す
る
奈
良
交
通
闘
も
色
々
な
対
応
策
を
立
て
て
き
た
。
ま
ず
、
運
賃
で
は
定
期
券
、
回
数
券
に
つ
い
て
の
工

夫
で
あ
る
。
定
期
券
で
は
、
学
生
の
た
め
の
学
生
学
期
別
定
期
を
設
け
、

一
学
期
単
位
で
利
用
で
き
る
方
法
を
工
夫
、
ま
た
定
期
多
区
間

均
一
ワ
イ
ド
と
称
す
る
工
夫
を
し
て
い
る
。
回
数
券
に
つ
い
て
は
、
九
時
三

O
分
か
ら
一
五
時
三

O
分
と
い
う
限
定
時
間
内
で
、

四
枚



橿原市における登録自動車台数の推移

年次|総 数|トラック|乗用車[軽自動車|パ スl官官FZlその他

台 台 A 口 A 口 台 t'i 
昭和47年 22，529 4，086 6，710 4，548 92 6，696 397 

昭和48年 23，871 4，239 7，615 4，656 84 6，858 419 

昭和49年 24，519 4，073 8，243 4，597 37 7，134 435 

昭和50年 26，536 4，383 9，421 4，661 47 7，552 472 

昭和51年 28，179 4，507 10，387 4，390 49 8，392 454 

昭和52年 30，912 4，724 11 ，483 4，578 49 9，559 519 

昭和53年 34，320 5，086 12，903 4，648 40 11，116 527 

昭和54年 37，276 5，263 13，906 4，900 84 12，539 584 

昭和55年 40，285 5，268 15，122 5，211 82 14，000 602 

昭和56年 50，064 5，439 15，991 5，803 84 22，107 640 

昭和57年 54，185 5，263 17，024 6，469 87 24，629 713 

昭和58年 57，936 5，212 17，901 7，173 86 26，797 767 

昭和田年 61，667 5，067 18，879 7，905 88 28，857 871 

第 3-1表
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綴
り
で
一

O
四
分
払
い
の
「
ひ
ま
わ
り
回
数
券
」
、

乗
り
継
ぎ
回
数
券

(市、陸運局資料より作成)

な
ど
の
工
夫
を
し
て
い
る
。
運
賃
以
外
で
は
、
見
瀬
町
の
橿
原
ニ
ュ
ー

タ
ウ
ン
内
に
限
り
、
降
り
客
が
自
由
に
乗
降
で
き
る
自
由
降
車
制
度
が

あ
る
。ま

た
、
明
日
香
方
面
に
は
ボ
ン
、
不
ッ
ト
パ
ス
と
パ
ス
ガ
イ
ド
乗
車
で

観
光
客
へ
の
ア
ピ
ー
ル
も
狙
う
工
夫
も
し
て
い
る
。

パ
ス
交
通
の
か
か
え
る
大
き
な
問
題
は
、
近
年
の
交
通
渋
滞
に
と
も

その他とは、自動二輪車、特種自動車等をいう。

な
う
パ
ス
到
着
時
間
の
不
確
定
化
が
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
奈
良
交

通
は
国
道
二
四
号
線
に
限
っ
て
、
プ
ラ
ス
・
マ
イ
ナ
ス
時
間
制
度
を
設

け
て
対
応
し
て
い
る
。
朝
夕
の
ラ
ッ
シ
ュ
時
に
は
定
刻
よ
り
も
プ
ラ
ス

五
分
、

そ
れ
以
外
の
交
通
量
の
少
な
い
時
に
は
マ
イ
ナ
ス
五
分
と
み
な

し
て
乗
客
に
対
応
し
て
も
ら
う
工
夫
で
あ
る
。

四

自

動

車

交

通

そ
の
ほ
か
、

一
般
の
自
動
車
交
通
も
人
口
の
増
加
に
対
応
し
て
急
増

し
た
。
第
三
|
一
表
は
昭
和
四
十
七
年
以
降
の
登
録
自
動
車
台
数
を
示

し
た
も
の
で
、
総
数
で
は
一
三
年
間
に
二
・
三
倍
と
な
っ
て
い
る
。
そ

の
う
ち
、
原
動
機
付
自
転
車
は
四
倍
余
り
と
最
も
ふ
え
、
主
要
道
路
は

O 
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第 3-2表桓原市内主要地点における12時間交通畳の推移

道路名 |観測地| 12時… tR tipi 
長 名 昭和43年|昭和46年|昭和49年|昭和畔|昭和55年|昭和58年

昭和 58年

大混型入率車 I 混12時雑度間

台 A 口 A ロ A 口 台 台 日

国道 24 号 新賀町 12，520 14，704 15，557 16，438 16，064 17，632 1.13 17.2 1.54 

八 木 町 20，412 19，761 20，565 16.6 1.90 

曲川町 16，597 18，507 15，349 16，219 16，281 17，672 1.15 16.4 1.30 

国道 165号 膳夫町 7，621 6，699 8，936 9，080 8，853 8，516 0.95 14.9 1.23 

四条町 3，592 4，066 15.8 0.12 

橿原高取線 東坊城町 1，641 2，857 2，848 4，008 5，852 6，277 2.20 7.9 1.07 

町 1，159 1，753 2，249 2，509 5，557 3.17 10.6 0.96 

東桓口原飛神鳥線宮 石川町 637 2，027 3，166 3，147 2，652 2，577 0.81 4.4 11.24 

極原神宮公苑線 畝傍町 1，538 1，601 1，714 7，481 6，493 7，409 4.32 9.6 0.82 

戸毛久米線 川西町 773 1，511 5，289 5，698 7，492 7，995 1.51 8.8 1.20 

大和八木停車場線 内陸町 3，400 6，252 3，833 4，879 4，358 4，457 1.16 2.3 0.59 

畝傍御陵四条線 大久保町 8，976 7，851 8，887 1，170 8，950 872 0.10 4.1 0.15 

見瀬五井線 吉田町 370 580 503 1，178 419 668 1.33 2.8 0.71 

山陵石川線 石 川 町 153 289 374 441 1，030 1，051 2.81 2.8 6.01 

〔交通センサスより作成〉



一
般
車
で
あ
ふ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
当
市
で
は
、

そ
れ
以
外
の
従
来
か
ら
の
狭
い
道
路
を
自
転
車
に
代
っ
て
走
る
の
に
好
都
合
で
あ
っ
た

こ
と
に
よ
る
。
ま
た
、
乗
用
車
も
一
三
年
間
に
二
・
八
倍
に
増
加
し
、
道
路
整
備
が
追
い
つ
か
な
い
う
ち
に
自
動
車
、
だ
け
が
急
増
す
る
事

態
と
な
っ
た
。

そ
の
結
果
、

市
内
の
自
動
車
交
通
量
も
急
増
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

市
内
に
は
国
道
二
四
、

一
六
五
、

一
六
九
号
線
が
貫
通
す
る
た

め
、
交
通
量
は
必
ず
し
も
市
内
だ
け
の
発
生
量
で
は
な
く
、
通
過
交
通
量
も
か
な
り
含
ま
れ
る
。
し
か
し
、
主
要
幹
線
道
路
の
混
雑
は
市

内
の
中
小
道
路
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
、
渋
滞
を
引
き
お
と
す
乙
と
に
な
る
。

第
三
|
二
表
は
市
内
の
主
要
地
点
に
お
け
る
交
通
量
の
推
移
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
途
中
か
ら
観
測
地
点
に
選
定
さ
れ
た
た
め
、
以

前
の
記
録
を
欠
く
部
分
も
あ
る
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
国
道
二
四
号
線
は
昭
和
四
十
一
二
年
の
時
点
か
ら
す
で
に
一
万
台
を
越
え
、

八
木
地
点
で
は
二
万
台
を
越
え
て
い
る
。

昭
和
四
十
九
年
対
比
の
倍
率
を
み
る
と
、

そ
れ
ほ
ど
増
え
て
い
な
い
が
、
す
で
に
許
容
量
の
限
界
に
達
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
許
容

量
と
の
対
比
で
示
す
混
雑
度
は
い
ず
れ
も
一
・

O
以
上
を
示
し
て
お
り
、
国
道
二
四
号
線
の
交
通
量
は
す
で
に
飽
和
状
態
に
達
し
て
い
る

こ
と
が
わ
か
る
。

こ
れ
は
国
道
二
四
号
線
が
県
内
の
大
動
脈
で
あ
り
、
通
過
交
通
量
が
多
い
上
に
、
さ
ら
に
当
市
内
の
発
生
量
が
追
加
さ

れ
る
た
め
で
あ
る
。
大
型
車
の
混
入
率
が
一

O
%を
越
え
て
高
い
の
も
、

通
過
交
通
量
が
か
な
り
多
い
乙
と
を
裏
付
け
て
い
る
。

そ
の
他
の
観
測
地
点
に
お
い
て
も
、
若
干
の
例
外
は
み
ら
れ
る
が
、
交
通
量
は
急
増
し
、
住
宅
地
造
成
に
と
も
な
う
交
通
量
の
急
増
ぶ

り
が
う
か
が
わ
れ
、
混
雑
度
が
著
し
く
高
い
数
値
を
示
し
、
市
内
の
交
通
発
生
量
そ
の
も
の
も
、
き
わ
め
て
大
き
な
も
の
に
な
っ
て
い
る

こ
と
が
わ
か
る
。

急
激
な
人
口
増
加
と
土
地
利
用
の
ス
プ
ロ

l
ル
化
や
地
価
の
上
昇
の
中
で
、
道
路
整
備
は
か
な
り
困
難
な
状
況
に
あ
り
、
当
市
の
今
後

の
大
き
な
課
題
で
も
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
中
で
、
通
過
交
通
量
を
バ
イ
パ
ス
に
よ
っ
て
市
街
地
か
ら
カ
ッ
ト
す
る
工
事
も
す
す
み
、
と
く
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章
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機
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備
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中
心
地
と
中
心
地
ジ
ス
テ
ム
の
形
成

O
六

に
国
道
二
四
号
線
の
交
通
量
緩
和
が
図
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。

そ
の
他
、
各
駅
へ
の
主
要
交
通
手
段
を
み
る
と
徒
歩
交
通
が
多
く
、
と
く
に
市
域
の
中
心
部
で
は
そ
の
ウ
ェ
イ
ト
が
高
い
。

そ
の
点
で

道
路
整
備
は
車
用
だ
け
で
な
く
、
徒
歩
交
通
の
た
め
の
道
路
整
備
も
ま
た
す
す
め
ら
れ
る
必
要
が
あ
る
。

(
藤
田

佳
久

市
)11 

滋
久
)

第
二
節

中
心
地
と
中
、
心
地
シ
ス
テ
ム
の
形
成

中
心
地
と
し
て
の
発
展

当
市
が
昭
和
田

0
年
代
以
降
の
著
し
い
人
口
増
加
の
中
で
都
市
的
機
能
を
ど
の
よ
う
に
付
加
し
た
か
、
そ
れ
は
隣
接
す
る
大
和
高
田
市

や
桜
井
市
と
ど
の
よ
う
な
関
係
を
も
た
ら
し
、
さ
ら
に
、
市
全
体
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
化
の
中
で
、
市
域
内
で
の
中
心
地
が
ど
の
よ
う
な
形

で
配
列
、
発
展
し
た
か
に
つ
い
て
以
下
み
て
み
る
。

都
市
を
中
心
地
と
み
な
す
考
え
方
は
、

ド
イ
ツ
の
地
理
学
者
ク
リ
ス
タ
ラ
ー
に
よ
っ
て
五

O
年
あ
ま
り
前
に
呈
示
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
。
都
市
は
多
く
の
人
口
と
非
農
林
漁
業
的
機
能
の
集
積
地
で
あ
る
が
、

そ
の
都
市
的
機
能
が
そ
の
都
市
内
人
口
に
み
あ
う
規
模
で
あ
れ

ば
、
人
と
物
の
需
給
は
自
給
的
で
あ
り
、
中
心
地
と
は
い
え
な
い
。
そ
の
都
市
以
外
の
地
域
へ
も
財
の
供
給
が
あ
る
時
に
そ
の
都
市
は
中

心
地
と
な
り
う
る
。
そ
し
て
そ
の
都
市
以
外
へ
の
財
の
供
給
量
の
大
き
さ
と
比
率
が
そ
の
中
心
地
の
規
模
を
決
め
る
こ
と
に
も
な
る
。

当
市
の
人
口
が
も
っ
ぱ
ら
大
阪
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
し
て
増
加
し
た
乙
と
は
す
で
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
当
市
の
中
心

地
と
し
て
の
性
格
は
当
初
そ
れ
ほ
ど
は
っ
き
り
し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
昭
和
四

0
年
代
ま
で
は
、
奈
良
盆
地
南
部
の
代



表
的
な
中
心
地
は
大
和
高
田
市
で
あ
り
、
具
体
的
に
当
時
の
大
和
高
田
市
の
商
圏
は
盆
地
南
部
か
ら
西
吉
野
の
山
間
地
域
を
広
く
お
お
っ

て
い
た
。
橿
原
市
自
体
も
大
和
高
田
市
の
商
圏
下
に
包
含
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
東
接
す
る
桜
井
市
も
位
置
的
条
件
か
ら
渓
口

集
落
と
し
て
発
達
し
、
盆
地
東
南
部
か
ら
宇
陀
、
東
吉
野
方
面
を
包
含
す
る
独
自
の
商
圏
を
も
ち
、

そ
れ
ぞ
れ
中
心
地
と
し
て
の
性
格
を

強
く
も
っ
て
い
た
。

そ
の
よ
う
な
中
で
当
市
は
、

そ
の
核
に
な
る
集
落
が
八
木
、
今
井
、
橿
原
神
宮
前
な
ど
に
分
散
し
、
し
か
も
そ
れ
ぞ
れ
の
規
模
も
小
さ

く

ロ
ー
カ
ル
で
地
元
自
給
的
な
商
業
機
能
に
留
ま
り
、
中
心
地
と
し
て
の
性
格
は
き
わ
め
て
弱
か
っ
た
。

し
か
し
、
大
阪
都
市
圏
の
拡
大
の
中
で
、
交
通
条
件
が
す
ぐ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
当
市
の
人
口
が
急
増
す
る
と
、

そ
の
増
加
入
口
に
対

応
し
、
さ
ら
に
そ
の
増
加
を
見
越
し
て
、
折
か
ら
阪
神
地
域
で
庖
舗
数
を
増
加
し
つ
つ
あ
っ
た
量
販
屈
が
相
次
い
で
進
出
す
る
乙
と
に
な

っ
た
。
そ
れ
は
近
鉄
八
木
駅
周
辺
の
商
業
集
積
が
遅
れ
て
お
り
、
量
販
屈
が
駅
前
の
好
条
件
の
土
地
を
確
保
し
や
す
か
っ
た
乙
と
も
あ
っ

た
。
昭
和
四
十
四
年
十
月
の
耳
成
デ
パ
ー
ト
か
ら
同
五
十
四
年
二
月
の
日
三
家
具
の
進
出
ま
で
多
く
の
量
販
屈
の
立
地
が
み
ら
れ
、

そ
の

う
ち
、
同
四
十
八
年
八
月
の
、
ダ
イ
エ
ー
と
同
四
十
九
年
二
月
の
ニ
チ
イ
の
大
型
量
販
屈
の
八
木
駅
前
へ
の
進
出
は
当
市
の
小
売
業
規
模
を

一
気
に
拡
大
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
昭
和
五
十
四
年
に
お
け
る
と
れ
ら
大
型
量
販
屈
の
売
場
面
積
は
当
市
全
体
の
そ
れ
の
三

ム
ハ
・
二

Mmを
占
め
る
に
至
っ
た
。

乙
の
結
果
、
当
市
の
小
売
販
売
額
は
飛
躍
的
に
上
昇
し
、

そ
れ
ま
で
の
市
外
へ
の
流
出
客
を
市
内
へ
留
め
る
よ
う
に
な
っ
た
だ
け
で
な

く
、
市
外
か
ら
の
顧
客
も
増
加
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

奈
良
県
全
体
に
お
け
る
当
市
の
小
売
販
売
額
の
シ
ェ
ア
は
、
昭
和
五
十
年
に
九
%
で
あ
っ
た
が
、
同
五
十
四
年
に
は
一
三
%
を
占
め
る

に
至
っ
て
い
る
。

そ
れ
に
対
し
て
、

大
和
高
田
市
は
昭
和
四
十
五
年
に
一
一
%
を
占
め
て
い
た
が
、

同
五
十
四
年
に
は
八
Mm
に
落
ち
込

み
、
当
市
と
の
地
位
は
完
全
に
逆
転
し
た
。
ま
た
、
桜
井
市
は
四
J
五
%
で
推
移
し
て
お
り
、
当
市
は
絶
対
量
で
盆
地
南
部
に
お
け
る
最
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中
心
地
と
中
心
地
シ
ス
テ
ム
の
形
成

有
力
な
拠
点
と
な
っ
た
。

O 
}¥. 

こ
の
よ
う
な
動
き
は
、

各
都
市
の
対
人
口
比
率
に
よ
っ
て
も
確
認
で
き
、

当
市
の
特
化
係
数
が
上
昇
す
る
傾
向
が
著
し
い
の
に
対
し

て
、
大
和
高
田
市
は
低
落
傾
向
が
続
い
て

ノヘd

...J 
f 

/ 

1 

第 3-9図 奈良盆地南部の市町村別中心地指数の分布 (1982年)

い
る
。
大
和
高
田
市
も
こ
の
時
期
に
大
型

量
販
屈
の
進
出
を
み
て
お
り
、
商
業
力
を

カ
バ
ー
し
た
が
、
当
市
で
の
量
販
屈
の
立

地
な
ど
の
中
で
、

そ
の
独
占
的
地
位
を
弱

め
た
と
い
う
乙
と
を
意
味
し
て
い
る
。
し

か
し
、

そ
の
伝
統
性
は
小
売
機
能
の
大
き

さ
(
業
種
の
多
様
性
)
に
は
残
っ
て
お
り
、

連
続
的
な
商
屈
街
の
存
在
と
と
も
に
大
和

高
田
市
の
強
味
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
動
き
は
、
盆
地
南
部
の
各

都
市
聞
で
昭
和
四

0
年
代
以
降
に
商
業
機

能
の
再
編
成
が
す
す
ん
だ
乙
と
を
あ
ら
わ

し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
動
き
は
中
心
地

と
し
て
の
大
き
さ
に
も
あ
ら
わ
れ
て
い

る
。
中
心
地
の
大
き
さ
を
中
心
地
指
数
と



し
て
あ
ら
わ
し
て
み
る
。
中
心
地
の
大
き
さ
を
支
え
る
最
大
の
機
能
は
商
業
機
能
で
あ
る
が
、
公
官
庁
や
学
校
な
ど
多
様
な
機
能
も
そ
れ

を
支
え
る
。

こ
れ
ら
の
機
能
は
広
域
な
機
能
(
当
該
市
外
へ
も
影
響
)
と
狭
域
な
機
能
(
市
内
だ
け
に
そ
の
影
響
が
留
ま
る
も
の
)
か
ら
な
り
、

前
者
の
ウ
ェ
イ
ト
が
大
き
い
ほ
ど
そ
の
都
市
の
中
心
性
は
高
い
と
い
う
乙
と
に
な
る
。

具
体
的
に
は
各
都
市
の
総
事
業
所
に
つ
い
て
、
機
能
種
類
数
(
A
)
、
広
域
機
能
の
種
類
数

(
B
)
、
広
域
機
能
の
事
業
所
数

(
F
)
を
求

め
た
時
、

切

H
k
r
lロ
句

が
成
立
す
る
た
め
の

n
値
を
求
め
、

そ
の
逆
数
1
/
n
を
中
心
地
指
数
と
す
る
。

こ
う
し
て
求
め
た
中
心
地
指
数
は
、
昭
和
三
十
年
に
つ
い
て
み
る
と
、
当
市
は
大
和
高
田
市
の
ほ
ぼ
半
分
の
値
に
す
ぎ
ず
、
当
時
は
当

市
が
大
和
高
田
市
に
は
は
る
か
に
及
ば
な
い
地
位
に
あ
っ
た
乙
と
、

そ
れ
が
昭
和
四
十
年
に
な
る
と
接
近
し
た
値
を
示
し
、
当
市
の
中
心

地
と
し
て
の
地
位
が
上
昇
し
た
こ
と
、

そ
し
て
昭
和
五
十
七
年
に
な
る
と
当
市
の
中
心
地
指
数
は
大
和
高
田
市
の
一
・
五
倍
と
な
り
、
大

つ
ま
り
、
当
市
が
大
和
高
田
市
を
逆
転
す
る
形
で
盆
地
南
部
、
さ
ら
に
は
南
和

和
高
田
市
を
大
き
く
リ
ー
ド
す
る
よ
う
に
な
っ
た
乙
と
、

の
中
心
地
と
し
て
の
地
位
を
確
保
し
た
乙
と
が
わ
か
る
。

第二一
l
l
九
図
は
昭
和
五
十
七
年
に
お
け
る
盆
地
南
部
の
市
町
村
の
中
心
地
指
数
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
当
市
が
最
大

値
を
示
し
、
大
和
高
田
市
を
は
じ
め
他
の
中
心
地
を
大
き
く
リ
ー
ド
し
て
い
る
こ
と
、
大
和
高
田
市
以
外
に
つ
い
て
は
桜
井
市
、
新
圧

町
、
天
理
市
が
ほ
ぼ
同
ラ
ン
ク
に
並
び
、
御
所
市
は
そ
れ
よ
り
も
さ
ら
に
低
位
で
あ
る
こ
と
な
ど
が
わ
か
る
。
な
お
、
昭
和
四
十
年
と
比

較
す
る
と
、
最
大
の
伸
び
を
示
し
た
の
は
当
市
で
あ
り
、
次
い
で
桜
井
市
や
天
理
市
も
一

0
ポ
イ
ン
ト
近
く
上
昇
を
示
し
た
が
、
大
和
高

田
市
は
伸
び
悩
み
、
御
所
市
は
低
落
傾
向
さ
え
示
し
て
い
る
。
昭
和
四

0
年
代
以
降
の
高
度
経
済
成
長
期
を
中
心
に
し
て
、
住
宅
地
化
の

波
の
中
で
、

そ
れ
以
前
の
伝
統
的
枠
組
を
打
ち
破
る
形
と
な
り
、
当
市
を
頂
点
と
す
る
新
た
な
中
心
地
の
シ
ス
テ
ム
化
の
中
で
盆
地
南
部

第

章

都
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機
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の
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備
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性
を
脱
皮
す
る
傾
向

大和高田市への各市町村の購売動向率(肌着)

を
一
不
す
も
の
で
あ

る
。
そ
れ
は
ベ
ッ
ド

タ
ウ
ン
と
し
て
一
定

の
人
口
増
加
と
人
口

数
を
ふ
ま
え
、
南
和

の
核
と
し
て
の
地
理

的
位
置
と
交
通
条
件

の
よ
さ
が
、
当
市
の

中
心
性
を
高
め
る
役

割
を
果
し
た
も
の
と

第 3-11図

い
v

え
ヲ
心
。

そ
れ
ゆ
え
、
当
市

の
中
心
地
と
し
て
の

い
う
ま
で
も
な
い
。

周
辺
地
域
に
も
当
市
の
勢
力
圏
が
生
じ
、
さ
ら
に
拡
大
す
る
乙
と
に
な
る
。
そ
の
勢
力
圏
の
消
長
が
中
心
地
の
消
長
と
対
応
す
る
乙
と
は

発
展
は
、
当
市
外
の

第
三
章

都
市
機
能
の
整
備

と
こ
ろ
で
、
勢
力
圏
の
大
き
さ
は
、
中
心
地
の
商
業
、
行
政
、
教
育
、
医
療
、
娯
楽
、
飲
食
業
な
ど
の
諸
機
能
に
基
づ
い
て
設
定
さ
れ

一一
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る
。
し
か
し
、

そ
れ
ぞ

桜井市への各市町村の購売動向率(肌着)

れ
に
つ
い
て
詳
細
な
観

察
を
行
う
乙
と
は
か
な

り
困
難
で
あ
り
、
ま
た

当
市
だ
け
の
デ
|
夕
、
だ

け
で
は
明
ら
か
に
な
ら

ず
、
そ
れ
ゆ
え
、
総
合

的
な
勢
力
圏
を
求
め
る

こ
と
は
む
つ
か
し
い
。

そ
乙
で
、

こ
こ
で
は

第 3-12図

昭
和
五
十
五
年
に
行
わ

れ
た
買
物
調
査
の
デ

i

タ
(
「
奈
良
県
商
業
力
調
査

報
告
書
」
)
を
用
い
、
商

よ
っ
て
勢
力
圏
の
代
替
と
す
る
こ
と
に
し
た
。
そ
の
さ
い
、
当
市
だ
け
で
な
く
、
大
和
高
田
市
、
桜
井
市
の
商
圏
に
つ
い
て
も
求
め
、
両

圏
を
描
き
出
す
乙
と
に

都
市
と
の
関
係
で
当
市
の
商
圏
を
求
め
る
ζ

と
に
し
た
。

取
扱
う
商
品
と
し
て
は
、
最
寄
品
と
し
て
の
性
格
が
強
い
肌
着
、
買
廻
り
品
と
し
て
の
電
気
器
具
お
よ
び
家
具
の
三
種
類
と
し
た
。



原
市
の
商
圏
は
明
日
香
村
を
ピ

l
ク
と
し
て
盆
地
南
部
に
南
北
に
広
が
り
を
み
せ
る
。

ま
ず
肌
着
を
み
る
と
、
地
元
指
向
性
の
強
い
買
廻
り
品
だ
と
思
わ
れ
る
が
、
各
中
心
地
の
商
圏
は
か
な
り
の
広
が
り
が
み
ら
れ
る
。
橿

乙
れ
は
東
西
方
向
に
は
大
和
高
田
市
と
桜
井
市
が

位
置
す
る
た
め
、
鉄
道
や
道
路
に
沿
う
形
で
こ
の
よ
う
な
広
が
り
と
な
っ
た
た
め
と
い
え
る
(
第
三
|
一

O
図
)

0

凡例 ム

以来

院一50% -70% 30% -50% 
10% -30% 
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第 3-13図 橿原市への各市町村の購売動向率(電気器具)

ま
た
、
吉
野
川
上
流
域

や
北
上
山
村
へ
も
飛
地
的
に

拡
大
す
る
。
途
中
の
吉
野
川

流
域
で
は
吉
野
町
や
大
淀
町

が
伝
統
的
な
中
心
地
と
し
て

存
在
す
る
た
め
、

乙
乙
に
つ

い
て
は
空
白
地
に
な
っ
て
い

る
。
飛
地
状
の
商
圏
は
依
存

度
は
低
い
が
、

一
般
的
勢
力

圏
と
の
複
合
の
中
で
商
圏
に

も
あ
ら
わ
れ
た
も
の
で
あ
ろ

A
ノ。

大
和
高
田
市
に
つ
い
て
は

さ
ら
に
そ
れ
が
拡
大
し
た
形

で
あ
ら
わ
れ
、
大
和
高
田
市

の
伝
統
的
商
業
力
の
強
さ
を

一一一一一



中
心
地
と
中
心
地
シ
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テ
ム
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成
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コ
二
四

う
か
が
い
知
る
乙
と
が

出
来
る
。
と
く
に
御
所

市
と
当
麻
町
は
著
し
い

依
存
度
を
示
し
て
い
る

ほ
か
、
香
芝
町
、
新
圧

町
、
高
取
町
も
十
分
に

呑
み
込
む
形
を
一
示
し
、

盆
地
中
南
部
と
吉
野
方

面
で
橿
原
市
と
の
競
合

関
係
に
あ
る
乙
と
を
示

し
て
い
る
(
第
三
|

一図
)

0

ま
た
桜
井
市
の
場
合

は
も
っ
ぱ
ら
東
部
の
大

橿
原
市
お
よ
び
大
和
高
田
市
と
は
重
な
ら
ず
、
独
立
的
で
あ
る
点
に
特
徴
が
み
ら
れ
る
(
第
三
1

一
二
図
)

0

和
高
原
南
部
と
東
吉
野
村
方
面
へ
拡
大
し
、
伝
統
的
な
後
背
地
の
分
布
が
そ
の
ま
ま
あ
ら
わ
れ
た
形
を
示
し
て
い
る
。
桜
井
市
の
商
圏
は

次
に
買
廻
り
品
的
な
商
品
で
あ
る
電
気
器
具
を
み
る
と
、
肌
着
よ
り
も
い
ず
れ
も
商
圏
は
縮
小
す
る
形
を
と
っ
て
お
り
、
近
年
で
は
規

格
が
一
律
化
し
た
電
気
器
具
よ
り
は
肌
着
の
方
が
よ
り
個
性
化
し
、
買
廻
り
品
的
性
格
が
強
く
な
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。



に
す
ぎ
な
い
(
第
三
|
一
三
図
)

0

ま
ず
橿
原
市
に
対
す
る
商
圏
を
み
る
と
、

一
O
M
m
以
上
の
依
存
度
を
示
す
の
は
明
日
香
村
、

田
原
本
町
、
高
取
町
、
吉
野
町
の
四
町
村

そ
れ
に
対
し
て
、
大
和
高
田
市
も
縮
小
傾
向
に
あ
る
が
、

そ
れ
で
も
吉
野
方
面
に
ま
で
商
圏
が
広
が
り
、

橿
原
市
の
そ
れ
を
か
な
り
上
回
っ
て
い
る
(
第
三
一
四
図
)
。
大
和
高
田
市
の
も
つ
伝
統
性
を
う
か
が
い
知
る
乙
と
が
出
来
る
。

桜
井
市
の
場
合
は
、
肌
着
に
比
べ
て
や
や
狭
域
化
す
る
が
、
電
気
製
品
に
つ
い
て
も
独
立
的
商
圏
を
推
持
し
て
い
る
ζ

と
を
確
認
す
る

f、{

'¥/LJ』、〉、
ノノr--''-o，-..-"，"_/、 】九))

( し仁IJ
¥¥ 下，rJて八百

¥μ)f  tr-J ~ /、l

fιfIJ11;Jい¥ぺ
IJ:i'工作寸詰4 JI l J JJ/1 

~， J'¥ f 0 i )，，( /)'  C 
~"''''~兄主 止す I \""'，，1" "1\~:W~./… iJ 

'1/ し、/.........~

よ j戸二子)~::::::J) ) 「

-て( 1 M九七L、、ピ芯、k〈心、，'，川:
l ノ寸 ，-.1ぺペ:二." 4" 目.一.‘に， "¥ 

(υf U]ぷ~~ ~ : : < : ~ ~ : ::守f子7 ;バ川L......r'~ ~...~ 、回、..':( L.・・・・ '1 

ir f ' j : :日::;:jD
fヘノ/、 よ1:.ト7・1:z LP 
;. I( "'-.，..・ 0山''''1...".，.. )::ιε 

i':) .1) f....'，.，..-，.""..，"~~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ : : ( 
) }/ /' .::::::::: '，)， ノノ')，.，.....， '1 

("，-'¥引凹f

("./ ・'-<':~:j
J ー一一 l開j Jf一市副; 界('~' 一ー".，…・百flj?，品

.J ・、J
L，ーヘ J ヘ、 f i J 、、 ~..J -'，¥ 

i，)そ

第
三
章

都
市
機
能
の
整
備

20'" 
1 

こ
と
が
出
来
る
。

橿原市への各市町村の購売動向率(家具)

最
後
に
最
も
買
廻

り
性
の
強
い
商
品
で

あ
る
家
具
の
商
圏
に

つ
い
て
み
て
み
る
。

橿
原
市
の
そ
れ
は

肌
着
の
商
圏
と
よ
く

似
て
、
盆
地
南
部
の

中
央
部
分
か
ら
吉
野

川
上
流
、
上
北
山
村

第 3-15図

に
広
く
及
ん
で
い
る

(第一一一
l
一
五
図
)
。

こ
の
傾
向
は
大
和
高

田
市
に
つ
い
て
も
同

五



中
心
地
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一一ムハ
様
で
、
依
存
度
は
肌
着

大和高田市への各市町村の購売動向率(家具)

ほ
ど
で
は
な
い
が
、
肌

着
の
広
が
り
と
ほ
ぼ

致
し
、
両
中
心
地
の
境

界
部
で
競
合
地
域
が
形

成
さ
れ
て
い
る

(第三

-
二
ハ
図
)
。
全
体
と
し

て
は
こ
の
部
分
で
大
和

高
田
市
の
商
圏
が
橿
原

市
側
へ
広
が
っ
て
お

り
、
こ
と
で
も
大
和
高

第 3-16図

田
市
の
も
つ
商
圏
の
伝

統
性
を
再
確
認
す
る
こ

と
が
出
来
る
。

と
の
た
め
と
思
わ
れ
る
(
第
三
1

一
七
図
)

0

桜
井
市
に
対
し
て
は
独
立
的
な
商
聞
の
依
存
度
が
さ
ら
に
大
き
く
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。

ζ

れ
は
桜
井
市
が
木
材
業
の
生
産
地
で
あ
る
こ

以
上
か
ら
、
橿
原
市
、
大
和
高
田
市
、
桜
井
市
の
商
圏
を
確
認
し
、
そ
の
広
が
り
を
検
討
し
た
。
そ
の
結
果
、
桜
井
市
の
商
圏
は
か
な

り
独
立
的
で
あ
る
が
、
橿
原
市
と
大
和
高
田
市
の
そ
れ
は
そ
の
周
辺
部
に
明
確
な
商
圏
を
形
成
し
つ
つ
、
両
者
の
境
界
地
域
に
は
か
な
り



顧
客
関
係
に
支
え
ら
れ
た
商
圏
の
固
定
性
を
う
か
が
い
知
る
乙
と
が
出
来
た
。

昭
和

六
十
一
年
に
橿
原
市
に
近
鉄
百
貨
高
が
オ

l
プ

ン
し
た
こ

と
は
、

人
口
一

O
万
人
の

ル
化
の
中
で
拡
大
し
つ
つ

原
市
の
商
圏
が
大
和
高
田

あ
る
商
圏
を
目
標
に
立
地
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ

大
し
て
い
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

る
。
そ
れ
ゆ
え
、

市
の
そ
れ
と
競
合
し
つ
つ
、

次
第
に
拡

第
三
章

都
市
機
能
の
整
備

橿
原
市
内
だ
け
で

。
L 'lOkm 

競
合
ゾ

l
ン
が
形
成
さ

桜井市への各市町村の購売動向率(家具〕

れ
、
大
勢
と
し
て
は
な

お
大
和
高
田
市
の
商
圏

が
優
位
な
広
が
り
を
保

持
し
て
い
る
乙
と
が
明

ら
か
と
な
っ
た
。

こ
の
こ
と
は
、
橿
原

市
が
中
心
地
と
し
て
短

期
聞
に
急
成
長
し
、
大

和
高
岡
市
を
上
回
る
レ

第 3-17図

ベ
ル
に
達
し
た
が
、
個

別
の
商
圏
を
み
る
と
、

大
和
高
田
市
が
従
来
形

成
し
て
会
た
伝
統
的
な

な
く
、

中
心
地
の
高
レ
ベ

買
廻
り
口
聞
に
関
し
て
は
橿

七



中
心
地
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地
シ
ス
テ
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形
成
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市

内
の

中
jし、

地

と
こ
ろ
で
、
当
市
の
中
心
地
レ
ベ
ル
の
上
昇
は
当
市
全
体
の
中
心
地
指
数
の
高
ま
り
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
し
か

し
、
当
市
は
一
律
的
、

一
斉
的
に
一
本
に
ま
と
ま
っ
た
形
で
中
心
地
を
構
成
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
当
市
は
元

来
い
く
つ
か
の
拠
点
的
集
落
の
集
合
体
で
あ
り
、
人
口
増
加
の
中
で
そ
れ
ら
の
拠
点
の
中
心
地
と
し
て
の
再
編
成
を
す
す
め
な
が
ら
、
全

体
と
し
て
中
心
地
の
レ
ベ
ル
が
上
昇
し
た
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
、

こ
こ
で
は
市
内
の
中
心
地
の
展
開
を
み
て
み
る
乙
と
に
す
る
。

当
市
が
誕
生
し
た
こ
ろ
の
昭
和
三
十
年
に
お
け
る
市
内
の
中
心
地
構
成
を
み
る
と
、

八
木
、
北
八
木
、
内
膳
、
小
一
一
尻
、
兵
部
、
今
井
、

久
米
、
畝
傍
が
中
心
地
と
し
て
存
在
し
て
い
た
。

ζ

れ
ら
に
つ
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
総
事
業
所
数
と
広
域
機
能
業
種
数
と
の
組
み
合
せ
か

八
木
の
中
心
性
は
ず
ば
ぬ
け
て
高
く
、
今
井
、
内
膳
、
畝
傍
が
そ
れ
に
次
ぎ
、
小
房
、
北
八
木
、
久
米
、
兵
部
は
最
下
位
の

中
心
地
を
構
成
し
て
い
た
。
当
時
、
業
務
お
よ
び
商
業
機
能
を
比
較
的
多
く
有
し
て
い
た
集
落
が
中
心
地
を
構
成
し
て
い
た
。

ら
み
る
と
、

昭
和
田

0
年
代
以
降
の
人
口
増
加
は
、
畝
傍
、
耳
成
、
真
菅
の
三
地
区
を
中
心
に
み
ら
れ
、
人
口
増
加
が
み
ら
れ
た
地
区
に
は
人
口
数

に
応
じ
た
商
業
機
能
等
が
発
生
し
、
と
く
に
そ
れ
ら
の
近
接
駅
前
に
は
近
隣
地
区
に
及
ぶ
商
業
機
能
の
集
積
も
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

ほ
か
、

モ
ー
タ
リ
ゼ

l
シ
ョ
ン
の
波
の
中
で
、
国
道
沿
い
に
は
・
自
動
車
、
運
輸
関
係
の
機
能
も
集
中
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

い
ず
れ
も
新

し
い
中
心
地
の
成
立
で
あ
る
。
大
久
保
や
新
賀
は
そ
れ
で
あ
り
、

そ
の
ほ
か
、
山
之
坊
、
栄
和
、
飛
騨
、
石
川
、
見
瀬
、
西
新
堂
、
上
品

寺
、
曽
我
、
小
網
、
四
条
、

一
、
葛
本
、
東
坊
城
、
縄
手
、
膳
夫
、
慈
明
寺
な
ど
が
さ
ら
に
下
位
の
中
心
地
と
し
て
成
立
し
た
。

昭
和
三

O
年
頃
の
中
心
地
が
八
木
と
そ
の
周
辺
、
畝
傍
、
久
米
と
き
わ
め
て
限
ら
れ
た
分
布
し
か
示
さ
な
か
っ
た
の
に
対
し
、

乙
の
時

期
に
は
近
鉄
の
沿
線
と
国
道
沿
い
を
中
心
に
、
中
心
地
が
か
な
り
分
散
的
に
分
布
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
が
大
き
な
特
色
で
あ
る
。

そ
し



た
と
い
う
乙
と
で
あ
る
。

て
既
存
の
中
心
地
は
八
木
を
中
心
に
そ
の
レ
ベ
ル
を
あ
げ
、
中
心
地
指
数
の
高
ま
り
が
み
ら
れ
た
。
内
実
を
さ
ら
に
満
た
す
と
と
に
な
っ

島主な集合住宅

第
三
章

都
市
機
能
の
整
備

昭
和
四

0
年
代
以
降
の
人
口
増
加
は
同

五
0
年
代
後
半
に
鈍
化
す
る
。
そ
こ
で
そ

れ
ま
で
の
人
口
増
加
の
結
果
を
反
映
す
る

と
も
い
え
る
昭
和
五
十
七
年
に
お
け
る
中

中心地分布とその中心地指数

心
地
の
構
成
を
み
て
み
る
。

第
三

l
一
八
図
は
昭
和
五
十
七
年
に
お

け
る
市
内
の
中
心
地
の
規
模
別
分
布
を
示

し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
同
図
に
は
旧
市

街
地
と
比
較
的
大
規
模
な
集
合
住
宅
地
の

分
布
も
示
し
た
。

そ
れ
に
よ
れ
ば
、
中
心

第 3-18図

地
は
さ
ら
に
増
加
し
、
全
域
的
に
分
布
す

る
よ
う
に
な
る
一
方
、
八
木
と
そ
の
周
辺

地
域
で
そ
の
密
度
が
高
ま
っ
て
い
る
ζ

と

が
わ
か
る
。

こ
の
よ
う
な
中
で
、
既
存
の
高
位
中
心

地
で
あ
る
八
木
は
中
心
地
指
数
が
さ
ら
に

九
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地
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心
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シ
ス
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形
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上
昇
し
、
周
辺
の
北
八
木
、
内
膳
が
そ
の
値
を
伸
ば
し
た
ほ
か
、
南
部
で
は
久
米
も
上
昇
し
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
今
井
は
停
滞
し
、
小

一
局
は
わ
ず
か
な
が
ら
低
下
し
た
。
こ
の
よ
う
な
動
き
は
、

ニ
チ
イ
や
、
ダ
イ
エ
ー
の
進
出
に
よ
っ
て
集
客
力
を
増
し
た
近
鉄
八
木
駅
の
北
と

南
に
商
匝
街
が
形
成
さ
れ
、
事
務
所
も
増
え
て
、
当
市
の
代
表
的
中
心
地
が
明
確
に
な
っ
て
き
た
ζ

と
を
示
し
て
い
る
。

住
宅
地
建
設
と
人
口
増
加
の
中
で
、
周
辺
地
区
の
中
心
地
も
中
心
性
を
高
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
南
部
で
は
久
米
と
見
瀬
、
東
北
部
で

は
葛
本
、
北
西
部
で
は
中
曽
司
な
ど
が
そ
れ
で
あ
る
。
し
か
し
、

八
木
と
そ
の
周
辺
地
区
の
中
心
性
に
比
べ
る
と
や
や
下
位
の
レ
ベ
ル
に

あ
る
。
ま
た
、
四
条
や
曲
川
が
中
心
地
と
し
て
浮
上
し
て
き
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
国
道
沿
い
の
道
路
指
向
型
の
業
種
構
成
に
特
徴
が
あ

る
。
そ
の
ほ
か
で
は
近
鉄
駅
前
に
生
ま
れ
た
東
坊
城
と
石
原
因
の
中
心
地
が
目
立
つ
。

以
上
の
よ
う
に
、
当
市
内
の
中
心
地
は
増
加
傾
向
を
示
し
、
し
か
も
中
心
地
聞
の
規
模
も
異
な
る
乙
と
が
知
ら
れ
た
。
そ
こ
で
次
に
乙

れ
ら
の
中
心
地
を
規
模
と
機
能
の
両
国
か
ら
位
置
づ
け
整
理
し
て
み
る
。

そ
こ
で
、

た
と
え
ば
、
横
軸
に
は
、
絶
対
規
模
を
あ
ら
わ
す
総
事
業
所
数
、
縦
軸
に
は
、
機
能
の
規
模
を
あ
ら
わ
す
業
種
数
を
と
り
、

各
中
心
地
を
位
置
づ
け
る
と
、
中
心
地
聞
に
は
か
な
り
差
が
あ
り
、
規
模
的
に
も
機
能
的
に
も
か
な
り
の
階
層
性
が
存
在
す
る
乙
と
が
判

明
す
る
。
す
な
わ
ち
、
最
高
位
の
中
心
地
が
八
木
、
次
い
で
内
膳
と
久
米
、
次
い
で
今
井
、
中
曽
司
、
見
瀬
、
葛
本
、
東
坊
城
、
四
条
、

曽
我
、
次
い
で
石
原
田
、
曲
川
、
北
八
木
、
石
川
、
川
西
、
大
久
保
の
順
に
な
る
乙
と
が
わ
か
る
。
以
下
は
小
規
模
で
最
低
位
の
中
心
地

で
あ
る
。

こ
う
し
て
求
め
ら
れ
た
中
心
地
の
階
層
性
は
全
体
と
し
て
は
規
模
の
順
位
を
示
し
、
中
心
地
が
地
元
以
外
に
ど
の
程
度
サ
ー

ビ
ス
し
て
い
る
か
に
つ
い
て
は
明
ら
か
に
な
ら
な
い
。
そ
乙
で
同
図
の
階
層
性
が
ほ
ぼ
横
軸
の
総
事
業
数
に
対
応
し
て
い
る
乙
と
か
ら
、

し
か
し
、

規
模
に
つ
い
て
は
総
事
業
数
を
と
り
、
縦
軸
に
は
事
業
所
の
対
地
元
人
口
比
率
と
し
て
の
特
化
係
数
を
求
め
た
。

乙
の
場
合
、
特
化
係
数

lま
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乙
の
特
化
係
数
が
一
・

O
を
上
回
れ
ば
、
当
該
中
心
地
以
外
へ
の
サ
ー
ビ
ス
が
行
わ
れ
る
も
の
と
み
な
す
ζ

と
が
出
来
、
中
心
地
と
し

そ
れ
ら
を
除
く

て
の
条
件
を
満
た
す
こ
と
に
な
る
。
逆
に
一
・

O
以
下
で
あ
れ
ば
中
心
地
と
し
て
の
条
件
を
満
た
さ
な
い
こ
と
に
な
り
、

橿原市各中心地の昭和40年と同57年の階層区分第 3-3表

(1)昭和40年

IX II III W V VI 

I 八木 大夕、i*

II 兵部
栄和、阪商、
西新世

III 
今井、 夕、』ι 小房、 ij~ 士、 t.市、 iilll 
内腿 東幼城 曽我 北八本、縄千

凶!;f，、 雲t弟、小閥、
成時、 高本 小網.新日、

W 見揃 草明寺、土崎
常盤、新口、
山之坊

第
三
章

都
市
機
能
の
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備

(2)昭和57年

x I II III W V 

I 八木

II 内膳 五井

III 久米
今井. 石川、白川、 石原問、

四条 北八木 勝夫

高卒、曽我 大久保、

主小光縄西}t嗣階干I池1弟1人尻、、、醍常小新ー問問盤日、、、、

畝傍、栄初、観音ヰ、

中曽司. 111西 域殿、御Jjj、凹分、
W 東坊純 慈11月寺、Bl中、tB合、

飯高、飛関

見制 本原、地賞、 小槻、北妙法寺、

V 
山之坊、 上品寺、盟問、中、

五条野 鳥屋、和田

A:総事業所数の階層区分

B:特化係数の階層区分

(注)

乙
と
が
で
き
る
。

こ
う
し
て
条
件
を
満
た
す
中
心

地
に
つ
い
て
整
理
し
、
昭
和
四
十

年
と
同
五
十
七
年
の
中
心
地
の
階

層
性
を
示
し
た
の
が
第
三
|
三
表

で
あ
る
。
同
表
の
左
上
方
に
位
置

す
る
中
心
地
ほ
ど
中
心
性
が
高
い

こ
と
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
。
そ
れ

に
よ
る
と
八
木
を
最
高
位
と
し
、

内
膳
が
そ
れ
に
次
ぐ
地
位
に
上
昇

し
た
乙
と
、

そ
の
次
の
ラ
ン
ク
で

は
か
な
り
淘
汰
が
行
わ
れ
、
中
心

地
閣
の
盛
衰
が
か
な
り
み
ら
れ
る

こ
と
が
わ
か
る
。

こ
れ
は
急
激
な

一
一一



中
心
地
と
中
心
地
ジ
ス
テ
ム
の
形
成

一
一一

人
口
増
加
の
中
で
、
人
口
増
加
地
区
、
国
道
沿
い
の
地
区
が
中
心
地
機
能
を
新
た
に
確
保
し
て
上
昇
し
、

乙
の
レ
ベ
ル
に
お
け
る
中
心
地

の
再
編
成
が
す
す
ん
だ
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
中
で
、
八
木
は
一
段
と
中
心
性
を
高
め
、
市
内
だ
け
で
な
く
、
市
外
へ
の
サ
ー
ビ
ス
機
能
も
有
す
る
ま
さ
に
橿
原
市
の
代

表
的
中
心
地
と
し
て
成
長
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

こ
の
傾
向
は
今
後
も
続
く
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
全
体
と
し
て
は
人
口
増
加

が
鈍
化
し
た
今
日
、
同
表
で
明
ら
か
に
な
っ
た
階
層
構
成
は
し
ば
ら
く
は
こ
の
形
で
安
定
す
る
ζ

と
に
も
な
る
で
あ
ろ
う
。
対
外
的
な
意

味
を
含
め
た
中
心
地
と
、
市
域
内
で
の
中
心
地
と
が
次
第
に
区
分
さ
れ
つ
つ
あ
る
中
で
、
行
政
的
な
諸
機
関
の
今
後
の
配
置
は
、

乙
の
よ

う
な
中
心
地
構
成
を
念
頭
に
入
れ
つ
つ
配
慮
さ
れ
る
必
要
性
も
生
ず
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

藤

回

佳

久



第
四
章

産

業

基

盤

の

変

化

第
一
節

商

業

の

発

展

そ

の

規

模

前
章
の
第
二
節
で
中
心
地
構
成
の
変
化
に
つ
い
て
示
し
た
よ
う
に
、
昭
和
四

0
年
代
以
降
の
当
市
の
商
業
は
量
的
に
も
質
的
に
も
大
き

く
発
展
し
た
。

例
え
ば
、
昭
和
五
十
七
年
の
デ
ー
タ
に
よ
れ
ば
、
そ
の
商
屈
数
は
一
、
七
六
八
で
奈
良
市
の
三
、
八
六

O
に
次
ぎ
、

三
三
四
、
大
和
郡
山
市
の
一
、
二
二
九
、
桜
井
市
の
一
二
一
六
、
天
理
市
の
一
、

O
六
一
を
上
回
っ
て
い
る
。
ま
た
、
各
都
市
の
人
口
に

対
す
る
一
商
屈
当
た
り
の
人
口
は
六
二
人
で
、
奈
良
市
の
七
二
人
や
大
和
郡
山
市
の
七
三
人
よ
り
も
少
な
い
が
、
大
和
高
田
市
の
五
二
人

大
和
高
田
市
の
一
、

が
少
な
い
の
と
同
様
に
、
市
外
の
商
圏
人
口
を
多
く
擁
す
る
よ
う
に
な
っ
た
結
果
と
も
い
え
る
。

こ
れ
は
商
倍
数
の
増
加
率
か
ら
も
裏
付
け
ら
れ
る
。
ま
ず
昭
和
三
一
十
九
年
か
ら
同
四
十
九
年
ま
で
の
商
居
数
の
増
加
率
は
県
全
体
で
二

三
・
八
Mm
で
あ
る
が
、
橿
原
市
は
五
五
・
三
労
と
著
し
い
伸
び
を
示
し
た
。

同
時
期
の
奈
良
市
の
四
一

Mm、
大
山
郡
山
市
の
二
八
・
八

%
、
大
和
高
田
市
の
三

0
・
八
Mm、
桜
井
市
の
二
二
・
九
泌
を
比
較
し
て
も
大
き
く
上
回
っ
て
い
る
乙
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
昭
和
四
十

九
年
か
ら
同
五
十
七
年
の
増
加
率
を
み
る
と
、
当
市
は
八
%
を
示
し
た
。
前
の
一

0
年
聞
に
比
較
す
る
と
か
な
り
落
ち
着
い
た
数
値
を
示

第
四
章

産
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基
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商
業
の
発
展

四

す
が
、

こ
の
時
期
の
人
口
鈍
化
傾
向
を
反
映
し
た
結
果
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
、
同
時
期
の
奈
良
市
が
マ
イ
ナ
ス

0
・
九
M
m
、
大
和
郡
山

市
0
・
六
形
、
大
和
高
田
市
七
・
四
%
、
桜
井
市
四
・
五
M
m
を
示
し
て
い
た
の
と
比
較
す
る
と
、

乙
の
時
期
に
お
い
て
も
当
市
の
伸
び
の

著
し
い
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
の
よ
う
な
当
市
の
商
業
の
発
展
は
、
当
市
自
身
の
人
口
増
加
を
背
景
に
し
て
、
前
章
で
も
示
し
た
よ
う
に
当
市
自
身
の
中
心
性
が
急

速
に
高
ま
っ
た
こ
と
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
。
産
業
別
就
業
人
口
比
率
を
み
る
と
、
昭
和
五
十
五
年
の
国
勢
調
査
で
は
第
三
次
産
業
が
二

六
、
四
五
八
人
で
全
体
の
過
半
数
約
六
O
%
を
占
め
、
大
和
高
田
市
や
桜
井
市
、
大
和
郡
山
市
の
五
四
M
m
を
上
回
っ
て
い
る
。
し
か
し
奈

良
市
の
七
O
M
m
に
は
及
、
は
な
い
。

第
三
次
産
業
の
う
ち
卸
・
小
売
業
が
三
九
・
六
M
m
、
サ
ー
ビ
ス
業
が
三
三
了
コ
一
M
m
を
占
め
る
。
そ
の
販
売
額
は
卸
売
業
が
九
六
一
億
円

で
商
品
販
売
額
の
五
一
・
二
M
m
、
小
売
業
が
八
六
O
億
円
で
四
五
・
七
%
、
飲
食
屈
が
五
六
億
円
で
二
・
九
M
m
と
な
り
(
昭
和
五
十
七
年
)
、

卸
売
業
が
小
売
業
を
上
回
り
、
商
業
機
能
に
中
心
性
の
ウ
ェ
イ
ト
が
高
ま
っ
て
き
た
と
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
、
卸
売
業
一
匝
当
り
の
販

売
額
は
四
・
二
億
円
で
、
奈
良
市
の
五
・
七
億
円
、
大
和
郡
山
市
の
六
億
円
、
新
庄
町
の
四
・
五
億
円
に
比
べ
て
低
位
で
あ
り
、
当
市
の

商
業
の
も
つ
新
興
地
的
性
格
が
う
か
が
わ
れ
、
な
お
そ
の
点
に
体
質
的
な
弱
さ
が
存
在
し
て
い
る
。

昭
和
三
十
五
年
と
の
比
較

こ
の
よ
う
な
規
模
に
達
し
た
当
市
の
商
業
を
高
度
経
済
成
長
期
の
出
発
点
の
時
期
で
あ
る
昭
和
三
十
五
年
の
商
業
を
簡
単
に
み
る
乙
と

に
よ
っ
て
比
較
し
て
み
よ
う
。

昭
和
三
十
五
年
に
お
け
る
商
届
数
は
七
九
九
で
、
現
在
の
半
分
に
も
及
ん
で
い
な
か
っ
た
。
そ
れ
を
業
種
別
に
み
る
と
小
売
業
が
八

八
・
四
M
m
と
圧
倒
的
に
多
く
、
卸
売
業
は
六
・
六
M
m
に
す
ぎ
な
い
。
現
在
の
卸
売
業
が
二
ニ
・
一
M
m
を
占
め
て
い
る
乙
と
か
ら
す
れ
ば
、



当
時
の
橿
原
市
は
ま
さ
に
小
さ
な
田
舎
町
に
す
ぎ
な
か
っ
た
乙
と
が
わ
か
る
。
し
た
が
っ
て
、
従
業
員
数
も
小
売
業
の
一
、
二
二
五
人
が

全
体
の
七
六
・

O
%を
占
め
、
卸
売
業
の
一
五
・
五
Mm
、
飲
食
業
の
八
・
五
労
を
大
き
く
上
回
っ
て
い
た
。
た
だ
し
、
売
上
額
は
卸
売
業

が
リ
ー
ド
し
、
同
年
六
月
分
に
つ
い
て
み
る
と
、
卸
売
業
が
七
、

八
六
三
万
円
で
全
体
の
五
四
Mmを
占
め
、
小
売
業
の
四
六
Mmを
上
回
つ

て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、

一
従
業
員
当
り
の
売
上
額
は
卸
売
業
が
二
一
一
・
五
万
円
で
、
小
売
業
の
五
・
四
万
円
を
大
き
く
上
回
り
、
零
細

な
小
売
業
が
著
し
く
卓
越
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ち
な
み
に
、
昭
和
五
十
七
年
の
商
業
統
計
に
よ
れ
ば
、

卸
売
業
の
五
、
二
一
四
七
万
円
に
対
し
て
、
小
売
業
は
一
、
七
八
四
万
円
で
あ
り
、
昭
和
三
十
五
年
当
時
よ
り
は
小
売
業
が
充
実
し
て
き
で

一
人
当
り
の
売
上
額
は
、

い
る
乙
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

第
四
|
一
表
は
昭
和
三
十
五
年
に
お
け
る
第
三
次
産
業
、
卸
・
小
売
業
、

サ
ー
ビ
ス
業
各
々
の
業
種
別
軒
数
に
つ
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
地

区
別
に
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
ま
ず
第
三
次
産
業
全
体
の
中
で
は
卸
・
小
売
業
が
六
七
・
八
Mm
と
三
分
の
こ
を
占
め
、
住
宅
地
化
が
始
ま
る
前
の
時

期
で
あ
っ
た
た
め
、
不
動
産
業
は
九
に
す
ぎ
ず
、
当
市
の
置
か
れ
た
地
理
的
位
置
の
た
め
運
輸
通
信
業
が
三
三
と
や
や
目
立
つ
程
度
で
あ

っ
た
。

こ
れ
ら
の
多
く
は
、

八
木
、
畝
傍
、
今
井
の
三
区
に
集
中
し
、
全
体
の
七
二

Mmを
占
め
、

そ
の
う
ち
で
も
八
木
地
区
が
三
地
区
の

ほ
ほ
半
分
を
占
め
て
お
り
、
当
時
一
応
の
中
心
部
を
形
づ
く
っ
て
い
た
ζ

と
が
わ
か
る
。

次
に
卸
・
小
売
業
の
内
訳
を
み
る
と
、
業
種
と
し
て
は
飲
食
料
品
屈
が
全
体
の
三
分
の
一
を
占
め
、
次
い
で
衣
類
関
係
、
家
具
・
什
器

関
係
と
な
っ
て
い
る
。
乙
の
順
位
は
現
在
も
あ
ま
り
変
ら
な
い
が
、
住
宅
地
化
を
反
映
し
て
家
具
・
什
器
関
係
と
、
人
口
増
加
に
対
応
し

て
医
薬
・
化
粧
品
や
燃
料
な
ど
「
そ
の
他
」
の
小
売
業
の
伸
び
が
目
立
つ
。

サ
ー
ビ
ス
業
の
内
訳
を
み
る
と
、
対
個
人
サ
ー
ビ
ス
業
が
三
八
Mm
と
圧
倒
的
に
多
く
、
逆
に
自
動
車
関
連
が
き
わ
め
て
少
な
く
、
し
か

も
周
辺
部
に
分
散
し
て
い
る
こ
と
が
当
時
の
状
況
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
旅
館
や
映
画
・
娯
楽
関
係
は
八
木
を
中
心
に
畝
傍
、
今
井
に

第
四
章

産
業
基
盤
の
変
化

五



昭和35年の地区別業種、業態別、サービス業の構成第 4-1表

商
業
の
発
展

〔荷業撲種別、地区別〕

よ7¥ど 畝傍 八木 今井 耳 /Jy. 真菅 鴨公 金1萄 新i尺 香久山 g. 平野 天満 計

卸売業・小売業 230 398 166 53 40 40 59 24 13 13 3 3 11 ， 04~ 

金融.，保険業 4 8 3 15 

不動 産 業 1 7 I 9 

速給通信業 8 12 2 5 l 4 33 

電気・ガス・水道業 4 1 6 

サ ビス業 88 108 69 23 33 24 35 26 14 B 2 2 432 

計 332 537 240 76 79 64 96 54 27 22 5 5 11，537 
」ーーー一 ーーーーー

(UH和35年 6月1日現在、事業所統計調査による)

午くど 畝(幸 八木 今井 耳成 真菅 明公 金問 新沢 香久山 多 平野 天i~j 計

長!l 売 業 13 39 15 3 4 5 7 l I 88 

代理商、{中立業 1 2 3 

井f手 商品小売業 1 

鉱物衣服身内
47 75 11 7 2 2 6 2 1 2 155 

まわり品小売業

飲貴料品小売業 89 115 56 25 20 23 26 11 7 8 1 2 383 

飲 食 庖 13 27 17 I l 3 62 

自転車、荷車小売業 6 11 5 2 2 1 2 2 31 

家具、建具 19 34 25 6 3 2 l 91 
什器小売業

その他の小 売業 42 95 36 10 B 8 13 7 4 2 2 1 228 

計 230 398 166 53 40 40 59 24 13 13 3 3 11，042 

〔卸売業、小売幾の業種別、地区~IJ)

--'-ー
ノ¥

(昭和35年 6月1日現在、事業所統計調査による)

じく士 畝傍 八木 今井 耳成 真菅 T.~公 金|葺 新沢 香久山 g. 平野 天満 計

旅 自立 6 13 3 I 23 

対個人サービス業 33 45 30 7 11 6 9 11 3 4 2 161 

自動車修理業 4 l I I 8 
ガレ ージ業

映画業・娯楽業 1 5 6 

医療・保険業 11 11 13 2 6 3 9 1 1 

教 育 9 9 2 1 2 2 2 1 3 l 32 

刀{t 教 19 11 8 9 10 9 10 8 7 3 1 95 

そ σ〉 1血 5 14 13 4 3 4 3 4 50 

計 88 108 69 23 33 24 35 26 14 8 2 2 432 

〔サービス換の幾種別、地区別〕

(昭和35年6月1日現在、事業所統計調査による)



産業分類別商百数、従業者数、商品販売額調べ

ヤモ1
前広数 従業者数仏)

商品 商品

従9}J業1者fll0)Jlト合計
阪売額 手持額

売場面積
男女計

卸 売 業 1.191 96fi 13億1円 m' 
112 59 231 1.322 415 

売 業 1.48 2 55 1.531 ~280 ~5H (820 860 18 81.812 

各種商品小売業
耐f面芯忍工EE 

x x x x x x 

織物衣服身回小売 2H (21 8 1 33X 8 47X 3 E l X l 15X l 2X 5 2l，12X 8 

飲食料品小売 590 17 607 115 1，05 ~ 1.169 361 11 21.188 

自動車自転車小売 j5 11 56 i 333 59 392 101 991 

家具建具什器小売 192 2 19l 294 198 492 61 14 15.505 I 
その他の小売 Hl 19 460 600 156 1.356 180 2 ~ 11.000 

医薬品・化経品 93 94 目。 160 220 11 5 3.011 I 

農耕用品 20 21 40 23 63 28 2，1 16 

直一
料 50 51 155 66 221 6 ~ ~6 1.553 

書 籍 11 12 83 160 210 ~ 00 23 3 ~O 18 

中 古 ロロロ 3 3 3 2 5 Q15 0.1 167 

他に分類されない 2 O~ 4 208 182 265 417 48 12 7，715 

第 4-2表

第
四
章

産
業
基
盤
の
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化

集
中
し
て
い
る
が
、
中
心
性
を
示
す
こ
れ
ら
の
業
種
で
は
、
八

(1982年「橿原市の産業」より作成)

木
の
地
位
の
高
さ
が
は
っ
き
り
と
認
め
ら
れ
る
。

第
四
l
二
表
は
昭
和
五
十
七
年
の
商
業
統
計
に
よ
る
業
種
別

規
模
別
の
卸
・
小
売
業
の
内
訳
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
-
商
居

数
は
二
倍
に
な
っ
て
い
る
。
人
口
の
伸
び
に
比
べ
て
低
位
で
あ

る
が
、

そ
れ
だ
け
規
模
拡
大
あ
る
い
は
規
模
の
大
き
な
商
屈
が

増
加
し
た
た
め
で
あ
る
。

と
く
に
ニ
チ
イ
(
売
場
面
積
一
・
一
万

平
方
米
)
、
ダ
イ
エ
ー
(
売
場
面
積
0
・
六
五
万
平
方
米
)
、

A
コ
l

プ
、
い
そ
か
わ
な
ど
の
量
販
屈
の
進
出
は
、
流
通
経
費
の
節
約

と
規
模
の
経
済
性
を
生
か
す
乙
と
に
よ
っ
て
、
昭
和
四

0
年
代

以
降
脚
光
を
浴
び
、

チ
ェ
ー
ン
屈
と
し
て
市
内
に
相
次
い
で
立

地
し
た
。

と
く
に
八
木
駅
の
南
に
立
地
し
た
ニ
チ
イ
(
昭
和
四

十
九
年
開
庖
)
と
同
駅
北
部
に
立
地
し
た
、
ダ
イ
エ
ー
(
昭
和
四
十

八
年
開
庖
)
は
売
場
面
積
は
桁
違
い
に
大
き
く
、

橿
原
市
の
中

心
性
を
高
め
る
と
同
時
に
、
既
存
の
小
売
業
界
に
大
き
な
影
響

を
与
え
た
だ
け
で
な
く
、
両
日
周
辺
部
の
商
屈
の
業
種
構
成
に

も
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。

ま
た
、

?
iカ
ル
資
本
で
あ
る
い
そ
か
わ
は
真
菅
、

西
真

七



商
業
の
発
展

;¥ 

菅
、
耳
成
、
畝
傍
に
、

イ
チ
カ
ワ
は
新
口
、
八
木
、
畝
傍
に
、

A
コ
l
プ
は
畝
傍
、
新
沢
、
金
橋
に
そ
れ
ぞ
れ
倍
舗
を
立
地
、
複
数
の
居

舗
の
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
り
、
生
鮮
食
品
を
中
心
に
し
て
住
民
密
着
型
の
姿
勢
に
よ
り
、
ニ
チ
イ
、
ダ
イ
エ
ー
に
対
抗
し
、
存
立
基
盤
を

確
保
す
る
方
法
を
と
っ
た
。
そ
の
ほ
か
、
集
合
庖
舗
と
し
て
耳
成
デ
パ
ー
ト
、
坊
城
中
央
市
場
、
新
沢
デ
パ
ー
ト
、
畝
傍
デ
パ
ー
ト
な
ど

が
売
場
面
積
一
、

0
0
0平
方
米
足
ら
ず
の
規
模
で
立
地
し
、
人
口
増
に
と
も
な
う
新
規
市
場
に
対
応
す
る
新
し
い
形
態
を
生
ん
だ
。

こ
れ
ら
の
居
舗
は
、
既
存
の
小
売
商
屈
に
比
べ
て
規
模
は
大
き
く
、
多
く
の
集
客
力
を
有
す
る
に
至
っ
た
が
、

そ
れ
だ
け
既
存
の
規
模

の
小
売
業
が
増
加
す
る
こ
と
を
抑
制
す
る
乙
と
に
も
な
っ
た
。
大
型
量
販
屈
が
主
力
を
置
く
衣
料
や
食
品
部
門
は
、

数
の
伸
び
を
抑
え
、
逆
に
そ
の
対
象
外
と
な
っ
た
り
、
主
力
で
な
い
自
動
車
関
連
や
家
具
、
什
器
の
小
売
業
活
舗
数
は
、
人
口
増
加
に
対

応
す
る
形
で
伸
び
て
い
る
。
そ
し
て
、
売
上
額
で
は
飲
食
料
品
や
衣
料
類
が
著
し
い
仲
び
を
示
し
、
そ
の
ウ
エ
イ
ト
が
高
い
の
は
、
乙
れ

一
般
小
売
業
の
庖
舗

ら
大
型
量
販
屈
の
進
出
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
現
在
の
当
市
の
商
業
を
み
る
上
で
、
大
型
量
販
屈
の
占
め
る
意
味
は
き
わ
め
て
大
き
い
こ
と
が
わ
か
る
。

と
の
よ
v

つ
な

中
で
、
中
心
部
の
一
般
商
陪
は
よ
り
専
門
倍
化
す
る
形
で
生
き
残
り
を
策
し
て
き
た
が
、
昭
和
六
十
一
年
に
八
木
駅
北
に
閑
居
し
た
近
鉄

百
貨
屈
は
、
こ
れ
ら
専
門
庖
に
も
影
響
を
与
え
る
こ
と
が
十
分
予
測
さ
れ
、
こ
れ
に
よ
っ
て
さ
ら
に
大
型
屈
の
も
つ
ウ
エ
イ
ト
は
大
き
な

も
の
と
な
っ
た
と
い
え
る
。

商
居
街
の
動
き
と
特
性

こ
の
よ
う
な
商
業
の
発
展
は
、
市
内
に
い
く
つ
か
の
商
業
地
区
、
具
体
的
に
は
商
白
街
を
生
み
出
し
た
。
元
来
、
当
市
の
商
業
は
下
津

道
と
横
大
路
が
交
叉
す
る
地
点
に
市
か
ら
発
展
し
た
八
木
と
、
天
文
年
間
以
降
本
願
寺
派
の
寺
内
町
と
し
て
計
画
的
に
つ
く
り
出
さ
れ
た



来
ず
、
衰
退
し
、
代
っ
て
両
者
の
空
隙
部
分
を
、

今
井
と
が
中
心
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
両
地
区
は
明
治
以
降
の
鉄
道
と
高
度
経
済
成
長
期
以
降
の
モ

i
タ
リ
ゼ

l
シ
ヨ
ン
の
中
で
対
応
出

ち
ょ
う
ど
八
木
駅
や
八
木
西
口
駅
を
と
り
巻
く
形
で
自
然
発
生
的
に
商
屈
が
凝
集
す
る

形
を
と
っ
た
。
ま
た
、
南
部
の
橿
原
神
宮
駅
前
は
、
戦
前
の
昭
和
十
五
年
に
皇
紀
二
六

O
O年
記
念
と
し
て
建
設
さ
れ
た
橿
原
神
宮
と
公

を
扱
う
商
屈
が
自
然
発
生
的
に
あ
ら
わ
れ
た
。

苑
を
巡
る
門
前
町
と
し
て
小
規
模
な
商
屈
が
集
っ
た
。
高
度
経
済
成
長
期
以
降
の
宅
地
開
発
に
と
も
な
い
、
近
鉄
の
各
駅
前
に
も
最
寄
品

こ
の
よ
う
に
、
当
市
の
商
業
地
区
、
商
庖
街
は
必
ず
し
も
歴
史
的
な
核
を
も
た
ず
、
時
々
の
状
況
の
中
で
自
然
発
生
的
に
不
規
則
に
形

第
四
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成
さ
れ
た
点
に
特
徴
が
あ
る
。

そ
れ
ゆ
え
、
ま
と
ま
っ
た
商
屈
街
の
形
成
は
遅
れ
た
。

そ

れ
は
く
り
か
え
し
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
当
市
の
商
業
の
発
展
は
、
昭
和
四

0
年
代
以
降

の
宅
地
開
発
に
と
も
な
う
も
の
で
あ
り
、
自
律
的
発
展
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
欠
い
て
い
た
か

ら
で
あ
る
。
そ
の
点
に
大
和
高
田
市
の
そ
れ
と
の
大
き
な
違
い
が
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
逆

八木南の商庖街

に
今
後
商
匝
街
の
形
成
を
誘
導
し
て
い
く
可
能
性
も
あ
る
と
い
え
る
。

今
日
、
景
観
的
に
み
て
も
商
業
地
区
、
商
陪
街
ら
し
き
も
の
が
い
く
つ
か
見
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
八
木
町
か
ら
畝
傍
駅
前
、

八
木
駅
前
、
北
八
木
、
橿
原
神
宮
前
の
通
り
な

真写

ど
が
そ
の
例
で
あ
る
。

そ
ζ

で
乙
の
四
地
区
に
つ
い
て
、

そ
の
庖
舗
数
と
業
種
構
成
を
昭

和
三
十
五
年
と
比
較
し
、

そ
乙
に
み
ら
れ
る
変
化
と
特
徴
に
つ
い
て
み
て
み
る
。
第
四

一
図
は
そ
れ
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
対
象
範
囲
は
、
昭
和
三
十
五
年
の
旧
市
史

の
デ
|
夕
、
現
在
に
つ
い
て
は
現
地
調
査
と
住
宅
地
図
を
使
用
し
て
旧
市
史
の
範
囲
を
基

本
的
ベ

l
ス
と
し
て
考
慮
し
、
検
討
し
た
。

三
二
九
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第 4-1図各地区別商庖街の業種構成の変化
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そ
れ
に
よ
れ
ば
、
庖
舗
数
が
最
も
増
加
し
た
の
は
八
木
駅
前
で
、
六
四
庖
か
ら
一
四
九
庖
へ
と
二
・
一
ニ
倍
と
な
り
、
次
い
で
畝
傍
駅
前

35.4% I 
f量原市史より

m原住宅地図より

u二段)
(下段)

か
ら
八
木
町
は
一

O
一
庖
か
ら
一
六
九
回
へ
一
・
七
倍
、
橿
原
神
宮
前
が
五
二
回
か
ら
六
五
庖
へ
一
・
一
ニ
倍
の
順
と
な
り
、

そ
れ
ぞ
れ
匝

舗
数
が
増
加
し
、
商
庖
密
度
も
高
く
な
っ
て
い
る
が
、
北
八
木
は
五
四
百
か
ら
三
九
庖
へ
と
減
少
し
、
局
地
的
な
商
居
街
の
中
で
も
淘
汰



の
す
す
ん
だ
こ
と
が
わ
か
る
。

畝
傍
駅
前
か
ら
八
木
町
へ
至
る
商
庖
街
を
み
る
と
、
飲
食
料
品
屈
が
最
も
多
い
が
、

そ
の
比
率
は
減
少
し
て
い
る
。
総
回
数
が
増
加
し

た
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
絶
対
数
は
あ
ま
り
変
わ
ら
ず
、
増
加
す
べ
き
分
は
近
接
す
る
八
木
駅
前
に
進
出
し
た
大
型
量
販
問
に
吸
収
さ
れ
た

点
に
、

も
の
と
い
え
よ
う
。
そ
れ
に
対
し
て
、
飲
食
庖
は
一
一
・
九
Mm
か

32
二
・
三
Mm
に
増
加
し
、
衣
料
関
係
屈
さ
え
上
回
っ
て
い
る
。

乙

の

こ
の
地
区
の
商
業
の
対
応
の
仕
方
が
み
ら
れ
る
。
八
木
駅
前
商
居
街
は
も
っ
と
こ
の
傾
向
が
強
く
、
飲
食
屈
を
中
心
に
し
た
業
種

構
成
が
目
立
つ
よ
う
に
な
り
、
広
域
の
商
圏
を
も
つ
に
至
っ
た
中
心
地
の
特
性
を
強
め
た
と
い
う
乙
と
が
で
き
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
北

第
四
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八
木
の
商
庖
街
は
そ
れ
ら
と
は
異
な
っ
た
動
き
が
み
ら
れ
る
。
飲
食
料
自
が
最
も
多
い
点

で
は
最
寄
口
同
居
の
多
い
地
区
的
な
商
屈
街
と
い
え
る
。
飲
食
屈
は
き
わ
め
て
少
な
い
点
は

そ
れ
を
裏
づ
け
て
い
る
。
匝
数
が
減
少
す
る
中
で
タ
バ
コ
屋
、
時
計
メ
ガ
ネ
倍
、

カ
メ
ラ

橿原神宮駅前商居街

屈
な
ど
が
目
立
つ
こ
と
に
な
っ
た
。

一
方
、
橿
原
神
宮
前
商
居
街
は
飲
食
屈
が
以
前
か
ら

多
い
が
、

ζ

れ
は
門
前
町
と
し
て
の
性
格
が
一
貫
し
て
維
持
さ
れ
て
い
る
た
め
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
代
表
的
な
商
庖
街
は
動
き
を
示
し
て
き
た
が
、
現
時
点
で
は
ど
の
よ
う

な
状
況
に
あ
る
だ
ろ
う
か
。
昭
和
五
十
七
年
の
商
業
統
計
を
ベ

l
ス
に
橿
原
青
年
会
議
所

が
ま
と
め
た
商
庖
街
、
ま
た
は
商
白
街
と
み
な
さ
れ
た
通
り
や
フ
ロ
ア
ー
を
単
位
と
し
た

宣
(写

一
覧
表
を
第
四
i
三
表
と
し
て
示
し
た
。
前
述
の
代
表
的
な
八
木
駅
前
通
り
か
ら
住
宅
団

地
の
駅
前
に
形
成
さ
れ
た
商
庖
街
、

ま
た
既
存
の
伝
統
的
な
農
村
地
区
の
商
匝
街
ま
で
多

様
で
あ
り
、

そ
れ
ら
の
条
件
に
応
じ
て
規
模
や
業
種
構
成
も
異
な
っ
て
い
る
。
と
く
に
一

自
当
り
の
販
売
額
に
は
大
き
な
差
が
あ
り
、
同
じ
八
木
駅
前
通
り
で
も
小
売
業
で
は
八
木

一一一



商
業
の
発
展

商庖街別規模

商広街 名
商倍数 従業者数 ω 商品販売額(万可) 1腐当り阪売曜ま万円)

卸売業小売業飲食応卸売業小売業飲食広同 業小売業 飲食尼 卸売業 j、売業障会脂
八木駅前通り 11 日 31 191 19115~36 。1，90 1，340 3 L210 ~420 815 

八木ラプリー 63 13 438 65 1 L37 3U 10 1(，410 2.620 

八木';/a ':l"~ズプラ時 11 40 26 89 281 135 571.031 8m  60.192 51.900 17，110 ~320 

井戸ノ辻東通り 3 26 3 31 56 81110.950 44.55 1.165 37.000 1，110 390 

畝傍駅前通り 6 32 4 29 86 151 81，888 14，061 &500 1.800 ~300 ~130 

八木西口駅前通り 15 13 66 39 H499 &311 -1 &110 640 

橿 原 僑 19 10 x 57 26 1&84 ~154 xl U50 675 

大容デパ」ト 22 55 x 71，98 x -1 &270 

醍 翻 辻 30 30 68 一日2864.053 一1&800 1.440 

今井・蘇武橋 6 23 17 61 161 2.943 7&28 ~538 止990 &190 820 

医 大 前 2 14 12 x 63 37 :xj 84.621 '"538 xl ~040 1.290 

真菅駅前通り 45 23 x 128 38 :xj14&501 11，526 xl &190 500 

真菅ノョツヒツグセンター H 3 93 7 -190.697 &660 -1 1，060 890 

新ノ口駅前通り 31 B 108 22 6&69 51 5.891 -1 5.44 n 140 

耳成駅前通り l 51 19 x 140 30 x!l0&159 1 &862 xl 4.080 130 

畝傍デパート 2 58 x 158 ー xll31，03 xl 5.730 

神 宮 前 32 29 12 61 109 13.601 4&651 35.800 R4 00 1360 1，230 

神宮西出口 15 9 59 23 109.522 1&218 -1 7200 1480 

坊斌駅前通り 29 4 53 10 -147.484 1，756 1.640 690 

新沢デ パ}ト 27 11 x 57 21 ヌ 55.1681 &100 xl 2.040 740 

第 4-3表

(田原本町)

商応街名
商信教 従業者数 ω 商品販売額(万円) 1庖当り阪売数句円)

卸売業小売業飲食J;Ii卸売業 j、売業飲食出卸売業 j、売業除食応卸売業小売業飲食広

組町・魚町通 27 3 65 2 39.194 730 -1 1.450 240 

市 町 2 17 x 57 61.991 xl &650 

戎 通 り 45 7 146 14 目 ~619 5.160 -1 &100 740 

殿 町 3 12 2 10 42 x121，355 4&004 xl 9.1 00 &600 x 

田原本デパート 31 4 91 11 1.220 ~276 -1 &600 570 

茶町・味関町・材木町 6 31 40 99 一10&65775.787 18.000 1，450 

富士飲 食名医街 25 x 34 ヌ 10.070 xl 400 

商 J古街調べ

一一一一一

商広街調べ

商商街名

査阪駅前通り

(1橿原市の産業」より)



橿原市民の買物先割合 (1982年〉

話〈2市商陪内の街 市小 売場
大型 中小型 市外 その他 計見...........{...... 7--，ιー

食料品 23% 5% 9% 33% 27% 3% 100% 

日用品 16% 4% 9% 42% 23% 4% 2% 100% 

衣料品 11% 7% 6% 52% 自% 13% 3% 100% 

平 均 17% 6% 8% 42% 19% 6% 2% 100% 

第 4-4表

第
四
章

産
業
基
盤
の
変
化 (r橿原市の産業」より)

凡例

冷----可~.
の磁乍
商/ 臨綴覇匙 1
庖.J轟轟轟轟ふ

悦》務要望F
均訴そfJ

食料品 の 異 物 先

(橿原市「地域小売商業近代化対策
調査報告書」より作成)

第4-2図

駅
前
通
り
に
含
ま
れ
る
八
木
ラ
ブ
リ
!
?
一
チ
イ
)
、
八
木
シ
ヨ
ツ
パ

l
ズ
プ
ラ
ザ
な
ど
大
型
居

関
連
屈
が
著
し
く
高
い
の
に
対
し
て
、
残
り
の
商
居
は
そ
の
半
分
以
下
に
留
っ
て
い
る
。
し
か

し
、
乙
の
レ
ベ
ル
は
奈
良
市
の
東
向
商
屈
街
通
り
の
約
半
分
で
あ
る
が
、
大
和
高
田
市
の
天
神

一一一一一

橋
束
通
り
を
少
し
上
回
り
、
奈
良
市
も
ち
い
ど
の
通
り
、
天
理
市
川
原
城
通
り
、
桜
井
市
西
本



怪奇~Q誌記自主

第 4-3図衣料品の買物先

(桓原市「地域小売商業近代化
対策調査報告書」より作成〉

川l11EIT

第 4-4図居内改装、底舗改築の商居率

(1984年7月アンケート調査分〉



町
通
り
の
レ
ベ
ル
に
ほ
ぼ
匹
敵
す
る
。
そ
れ
に
対
し
て
畝
傍
駅
前
通
り
や
橿
原
神
宮
前
通
り
は
か
な
り
低
く
、
商
居
街
そ
の
も
の
の
活
気

も
低
い
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
他
で
は
橿
原
神
宮
西
出
口
の
通
り
が
か
な
り
高
い
レ
ベ
ル
を
一
不
す
が
、
背
後
に
一
積
原
ニ
ュ

l
タ
ウ
ン
な
ど

新
興
住
宅
の
建
設
に
と
も
な
う
多
く
の
人
口
を
控
え
、
商
居
形
成
が
ま
だ
十
分
間
に
合
わ
な
い
状
態
の
数
値
で
あ
る
と
み
な
し
て
よ
い
。

そ
の
他
の
住
宅
地
の
駅
前
商
匝
街
や
農
村
商
匝
街
は
そ
の
水
準
は
い
ず
れ
も
低
位
で
あ
る
。

以
上
か
ら
、
市
内
に
お
け
る
各
商
居
街
の
特
性
が
か
な
り
の
規
模
差
と
販
売
額
の
差
を
一
不
し
、
階
層
差
の
あ
る
こ
と
、

乙
の
階
層
差
は

前
章
で
示
し
た
中
心
地
の
階
層
構
成
と
も
ほ
ぼ
対
応
す
る
こ
と
も
明
ら
か
に
な
っ
た
。

そ
し
て
、

こ
れ
ら
の
動
き
を
大
き
く
リ
ー
ド
し
た
の
が
人
口
増
加
を
背
景
と
し
た
大
型
量
販
屈
の
進
出
で
あ
っ
た
。

乙
の
大
型
量
販
屈
の
進
出
立
地
は
市
民
の
購
買
行
動
に
も
は
っ
会
り
あ
ら
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
第
四
l
四
表
は
橿
原
青
年
会
議
所

が
ま
と
め
た
市
民
の
商
品
別
買
物
先
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
食
料
品
、

日
用
品
、
衣
料
品
の
コ
一
品
種
の
合
計
で
は
、

大
型
量
販
屈
が
四
二
形
の
シ
ェ
ア
を
占
め
、
中
小
の
量
販
屈
が
一
九
Mm
と
そ
れ
に
次
ぎ
、
両
者
で
全
体
の
六
割
を
占
め
、
売
場
面
積
の
シ

ェ
ア
以
上
の
集
中
力
を
擁
し
て
い
る
。
商
品
別
に
み
る
と
、
最
寄
品
に
つ
い
て
は
地
元
商
屈
の
比
率
が
高
ま
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
で
も
量

販
屈
に
は
及
ば
な
い
。
ま
た
、
量
販
応
の
聞
に
お
い
て
も
大
型
屈
と
中
小
型
屈
の
聞
に
差
が
み
ら
れ
、
両
者
聞
の
商
品
構
成
の
差
も
う
か

が
わ
れ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
商
居
街
で
の
購
入
は
一
桁
ム
口
と
き
わ
だ
っ
て
少
な
い
。

ζ

の
よ
う
な
動
き
を
九
つ
の
地
区
別
に
示
し
た
の
が
、
第
四
l
二
図
と
第
四
l
二
一
図
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
食
料
品
と
衣
料
品
に
つ
い
て

示
し
た
が
、
大
型
量
販
屈
が
立
地
す
る
中
心
部
の
地
区
で
は
、
食
料
品
で
も
過
半
を
大
型
量
販
屈
が
占
め
、
全
体
と
し
て
は
中
小
量
販
庖

の
シ
ェ
ア
が
い
ち
じ
る
し
く
高
い
。
衣
料
品
で
は
全
地
区
を
通
じ
て
大
型
量
販
居
へ
の
指
向
性
が
強
い
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
商
庖
街
や
一
般
商
屈
が
大
型
量
販
屈
の
進
出
に
大
き
な
影
響
を
受
け
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
そ
の
点
で
も

商
白
一
般
の
近
代
化
と
工
夫
が
強
く
要
求
さ
れ
て
い
る
。

第
四
章

産
業
基
盤
の
変
化

五



商
業
の
発
展

ム

ノ¥

実
際
、
昭
和
五
十
九
年
七
月
に
わ
れ
わ
れ
が
行
っ
た
若
干
の
地
区
で
の
商
問
調
査
に
よ
れ
ば
、
個
々
の
商
屈
の
う
ち
半
数
近
く
が
近
年

に
お
い
て
届
内
改
装
と
か
居
舗
改
築
を
行
っ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
工
夫
を
試
み
つ
つ
あ
る
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
た
(
第
四
四
図
)

0

な
お
、
第
四
i
四
表
に
よ
れ
ば
、
市
外
で
の
買
物
も
衣
料
品
で
一
三
Mmを
占
め
て
い
る
。
通
勤
通
学
者
が
大
阪
や
奈
良
な
ど
市
外
に
か

な
り
依
存
し
て
い
る
こ
と
と
、
こ
れ
ま
で
当
市
が
商
圏
下
に
あ
っ
た
大
和
高
田
市
へ
の
依
存
性
が
な
お
あ
ら
わ
れ
た
も
の
と
い
う
ζ

と
が

で
き
る
。

昭
和
六
十
一
年
に
閑
居
し
た
近
鉄
百
貨
屈
は
当
市
の
商
業
力
を
さ
ら
に
飛
躍
さ
せ
、
盆
地
南
部
か
ら
吉
野
方
面
の
中
心
地
と
し
て
の
地

位
を
確
立
す
る
ζ

と
に
な
ろ
う
。
そ
れ
ゆ
え
、
百
貨
居
、
量
販
臣
、
一
般
市
間
屈
の
競
合
は
激
化
し
よ
う
。
そ
の
よ
う
な
中
で
そ
れ
ぞ
れ
が

工
夫
し
つ
つ
機
能
分
化
す
る
と
と
も
に
、
中
心
部
で
は
な
お
、
未
熟
な
商
陪
街
を
脱
し
、
大
型
屈
舗
の
集
客
力
を
利
用
、
活
用
す
る
形
で

の
商
庖
街
形
成
が
大
き
な
課
題
に
な
る
だ
ろ
う
。

(
藤
田

佳
久
・
黒
木

篤
)

第
二
節

工

業

工

業

の

動

向

奈
良
県
に
お
け
る
製
造
品
出
荷
額
の
市
町
村
別
分
布
を
み
る
と
(
第
四
|
五
図
)
、
分
布
は
盆
地
部
に
集
中
し
て
い
る
の
が
わ
か
る
。
そ

の
中
で
も
、
昭
和
工
業
団
地
を
も
っ
大
和
郡
山
市
が
、
五
、
四
九
四
億
円
で
、
奈
良
県
全
体
に
占
め
る
構
成
比
は
コ
二
・
九
Mm
と
群
を
抜

四
位
、

い
て
い
る
。
以
下
、
奈
良
市
、
天
理
市
、
橿
原
市
、
桜
井
市
、
大
和
高
田
市
と
続
く
。
橿
原
市
は
、
奈
良
県
四
七
市
町
村
中
、
出
荷
額
第

一
四
一
億
円
、
構
成
比
六
・
六
Mm
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
橿
原
市
の
工
業
は
、
奈
良
県
工
業
の
中
で
重
要
な
位
置
を
占
め

一、



て
い
る
の
が
わ
か
る
。

そ
こ
で
、
本
市
の
工
業
が
ど
の
よ
う
に
展
開
し
て
き
た
の
か
を
考
察
し
て
い
き
た
い
。
従
業
者
数
と
製
造
品
出
荷
額
の
仲
び
率
に
つ
い

そ
れ
ぞ
れ
約
二
倍
、
約
三

O
倍
に
な
っ

て
、
本
市
の
方
が
や
や
伸
び
て
い
る
も
の
の
、
奈
良
県
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
動
き
を
示
し
て
お
り
、

て
い
る
(
第
四
|
五
表
)

0

本
市
の
工
業
化
の
水
準
を
従
業
者
率
で
み
る
と
(
第
四
i
六
表
)
、

昭
和
三
十
五
年
で
は

0
・
五
八
五
と
全
国
の

比
率
の
六
割
で
あ
っ
た
の
が
、
昭
和
四
十
五
年
に
は

0
・
七
一
七
と
上
昇
し
た
。
し
か
し
、
昭
和
五
十
五
年
に
は

0
・
六
五
三
と
低
下
し

工業の伸び率

従 業者数 製造品出荷額
年次

奈良県 | 橿原市 奈良県 | 橿原市

昭和35年 1.00 1.00 1.00 1.00 

昭和48年 1. 79 1.87 11.30 13.13 

昭和58年 2.01 2.11 29.73 31.16 

第 4-5表

第
四
章

産
業
基
盤
の
変
化

(各年次工業統計表より作成)

(各年次国勢調査報告書、工業統計表より作成)

一当該地域製造業従業者率工業化水準一
全国製造業従業者率

年一
に

υ
一

に

υ
一

和
一

移
一
昭
一

味
一
年
一

準
一
間
一

ノ、、

-

e

J
叶

十

一

f
-
1
一

化
一
昭
一

業
丁
|
一
ー

エ
一
年
一

円

h
u

一

qo
一

和
一昭一

第 4-6表

工業人口の就業状況の推移

|昭和35年|昭和45年|昭和55年

第 4ー 7表

居住工業人口

従業工業人口

(2) -+-(1) 

(1) 

(2) 

耳目種

た
。
本
市
と
奈
良
県
の
水
準
は
ほ
ぼ
同
じ

(2) ;奈良県統計年鑑

で
、
推
移
も
同
調
し
て
お
り
、
先
に
み
た

伸
び
率
と
同
じ
傾
向
を
示
し
て
い
る
。
全

国
的
水
準
と
比
べ
る
と
、
本
市
の
工
業
化

水
準
が
低
い
の
が
わ
か
る
。

工
業
人
口
に
つ
い
て
、
居
住
工
業
人
口

(1)国勢調査報告書

っ
て
い
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
本
市
の
工

と
従
業
工
業
人
口
を
比
べ
る
と
(
第
四
|

七
表
)
、

各
年
次
と
も
居
住
工
業
人
口
の

方
が
多
く
、
比
率
は

0
・
五
五
前
後
と
な

業
人
口
は
市
内
で
従
業
す
る
人
が
そ
れ
ほ

ど
多
く
な
く
、
か
な
り
の
率
で
市
外
へ
流

出
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

三
三
七
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奈良県における製造品出荷額の市町村別分布

(昭和58年工業統計調査結果報告書より作成)

第 4-5図

次
に
工
業
内
部
の
構
成
を
み
て
い
く
。
従
業
者
数
に
つ
い
て
は
、
第
四
i
六
関
の
よ
う
に
、
繊
維
工
業
と
衣
服
・
そ
の
他
の
繊
維
製
品
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工

業

四
O 

製
造
業
の
占
め
る
割
合
が
、
昭
和
四
十
三
年
ま
で
は
約
四

O
M
mだ
っ
た
の
が
、
四
十
八
年
以
降
は
約
三

O
%
に
減
少
し
た
が
、
依
然
と
し

て
重
要
な
位
置
に
あ
る
。
そ
の
他
の
製
造
業
・
化
学
工
業
・
食
料
品
製
造
業
も
安
定
し
た
位
置
を
保
っ
て
い
る
。

一
方
、
昭
和
五
十
三
年

以
降
に
輸
送
用
機
械
器
具
製
造
業
が
、

五
十
八
年
に
は
電
気
機
械
器
具
製
造
業
が
、

一
O
M
m強
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

製
造
品
出
荷
額
に
つ
い
て
は
、
第
四
|
七
図
の
よ
う
に
繊
維
工
業
と
衣
服
・
そ
の
他
の
繊
維
製
品
製
造
業
の
占
め
る
割
合
が
、
昭
和
三

十
五
年
に
は
五
六

Mmあ
っ
た
が
、

そ
の
後
、
四
十
三
年
三
五
形
、
四
十
八
年
二
三

Mm、
五
十
三
年
二

O
M
m、
五
十
八
年
一
八

Mmと
だ
ん
だ

ん
減
少
し
て
き
た
。

五
十
八
年
に
は
そ
れ
ぞ
れ
二
三

Mm、

一九
Mmを

一
方
で
、
食
料
品
製
造
業
と
輸
送
用
機
械
器
具
製
造
業
が
増
加
し
、

占
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
従
業
者
数
・
出
荷
額
と
も
、
伝
統
的
に
み
ら
れ
た
繊
維
、
衣
服
、
化
学
、
木
材
、
食
料
品
を
中
心
に
展
開

し
、
新
た
に
各
種
機
械
工
業
が
加
わ
っ
て
い
る
の
が
わ
か
る
。

工
業
が
本
市
の
中
で
ど
の
よ
う
な
地
域
性
を
も
っ
て
い
る
の
か
を
考
察
す
る
た
め
、
工
場
立
地
の
展
開
過
程
を
み
て
い
く
。
ま
ず
、
昭

和
三
十
七
年
に
は
(
第
四
l
八
図
)
、
今
井
、
兵
部
な
ど
の
中
心
部
に
集
中
し
、
主
に
繊
維
、
衣
服
、
化
学
、
ゴ
ム
製
品
の
工
場
が
立
地
し

て
い
た
。
見
瀬
、
大
軽
を
中
心
と
す
る
南
部
に
は
繊
維
工
場
が
集
中
し
て
お
り
、
東
坊
城
に
も
そ
の
他
の
工
場
な
ど
四
工
場
が
立
地
し
て

い
た
。
業
種
別
に
は
、
繊
維
・
衣
服
・
化
学
・
そ
の
他
の
工
場
が
多
く
、
従
業
者
規
模
で
は
、

一
O
O
人
以
上
の
工
場
は
す
べ
て
繊
維
工

場
で
あ
っ
た
。

昭
和
四
十
七
年
に
は
(
第
四
|
九
図
)
、

加
し
、
繊
維
、
衣
服
、
機
械
、
な
め
し
か
わ
な
ど
の
工
場
が
立
地
し
て
い
た
。
さ
ら
に
、
市
域
の
縁
辺
部
で
あ
る
十
市
、
新
堂
に
各
種
機

今
井
で
工
場
が
減
少
し
た
も
の
の
、
今
井
周
辺
の
五
井
、

四
条
、
大
久
保
、
曽
我
で
工
場
が
増

械
工
場
が
立
地
し
、

五
条
野
に
家
具
、
装
備
品
工
場
が
立
地
し
た
。
業
種
別
で
は
、
前
述
の
四
業
種
に
加
え
て
、
な
め
し
か
わ
、
各
種
機

械
の
工
場
が
増
加
し
た
。
従
業
者
規
模
で
は
、
三

O
O
人
以
上
が
一
般
機
械
の
工
場
、
二

O
O人
以
上
が
輸
送
機
械
、
繊
維
、
化
学
、
家

具
、
装
備
品
の
工
場
、

一
O
O人
以
上
が
一
般
機
械
、
電
気
機
械
、
繊
維
の
工
場
と
な
っ
て
い
る
。
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f世主者規模

，500人以上1，000人未満

，.. ，300人以上，，200人以上

パ，， ノ100人以上

二三面:長量的;了、541Zt
'10人以上詑)
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。出版・印刷
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囚パルプ祇
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110段維
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@化学

①コム製品

O なめしかわ

凡例

業種

V 欽釘

マ金属製品

A 一位険械

A 電気機械

凸輸送梅t~
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四
一

住) 1の3業径は昭和37年で、 2の9菜種は昭和灯、 571手で20人以上の従業者規模より記ぬ

地区別工場の分布(昭和37年)

(全国工場通覧より作成〕
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四

昭
和
五
十
七
年
に
は

(
第
四
|
一

O
図)、

中

心
部
で
工
場
が
少
な
く

な
り
、
分
布
が
よ
り
分

散
し
て
い
る
の
が
わ
か

る
。
南
西
の
観
音
寺
、

西
部
の
中
曽
司
、

曲

川
、
新
堂
、
雲
梯
で
新

た
な
立
地
が
み
ら
れ
、

各
種
機
械
工
場
が
さ
ら

に
増
加
し
て
い
る
。
そ

の
一
方
で
、
見
瀬
、
大

経
な
ど
の
南
部
で
織

維
・
衣
服
の
工
場
が
急

減
し
た
。
従
業
者
規
模

で
は
、

五

O
O人
以
上

が
輸
送
機
械
の
工
場
、

一O
O人
以

上

が

織
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4 
第
四
章

産
業
基
盤
の
変
化

地区別工場の分布(昭和57年〉

(全国工場ini覧より作成)

第 4-10図

維
、
食
料
品
、
化
学
、

輸
送
機
械
の
工
場
と
な

っ
て
い
る
。
以
上
の
こ

と
か
ら
、

工
場
の
分
布

は
、
今
井
を
中
心
と
し

た
市
街
地
に
お
け
る
伝

統
的
工
場
の
立
地
、
及

び
見
瀬
付
近
の
繊
維
、

衣
服
工
場
の
集
中
立
地

と
い
う
状
態
か
ら
、
機

械
工
業
を
始
め
と
す
る

新
規
工
場
の
市
域
縁
辺

部
へ
の
分
散
と
い
う
よ

う
に
展
開
し
て
き
た
と

い
え
る
。

四



工

業

三
四
四

各
工
業
の
現
状
と
そ
の
特
色

業
種
別
に
工
業
の
現
状
と
そ
の
特
色
を
み
て
い
く
(
第
四
|
八
表
)
0

食
料
品
製
造
業
は
、
事
業
所
数
、
従
業
者
数
と
も
小
さ
な
割
合
し
か
も
た
な
い
が
、
製
造
品
出
荷
額
は
一
位
、
粗
付
加
価
値
額
は
三
位

の
位
置
を
占
め
る
。

出
荷
額
規
模
は
平
均
の
三
・
八
倍
、

工
場
生
産
性
と
労
働
生
産
性
は
一
・
九
倍
と
な
っ
て
お
り
、

特
化
係
数
も
高

し、。

一
O
O
人
以
上
の
従
業
者
規
模
を
も
っ
三
和
澱
粉
工
業
側
が
雲
梯
に
あ
り
、
異
性
果
糖
を
製
造
し
て
い
る
。

繊
維
工
業
は
、
事
業
所
数
、
従
業
者
数
と
も
一
位
で
あ
る
が
、
従
業
者
規
模
、
出
荷
額
規
模
と
も
小
さ
く
、

工
場
生
産
性
も
低
い
が
、

労
働
生
産
性
は
平
均
に
近
く
な
っ
て
い
る
。
従
業
者
一

O
O人
以
上
で
あ
る
靴
下
製
造
の
ヤ
マ
ト
編
物
鮒
が
曽
我
に
、
五

O
人
以
上
で
あ

る
婦
人
用
シ
ョ

l
ツ
製
造
の
サ
ン
ヨ
ー
サ
ニ

l
鮒
奈
良
工
場
が
四
条
に
、
三

O
人
以
上
で
あ
る
紳
士
靴
下
製
造
の
浅
田
メ
リ
ヤ
ス
紛
が
見

瀬
に
、

そ
れ
ぞ
れ
立
地
し
て
い
る
。

浅
田
メ
リ
ヤ
ス
脚
は
、
最
盛
期
(
昭
和
三
十
1
四
十
年
)
に
は
従
業
者
五

O
O
人
を
誇
る
本
市
随
一
の

工
場
で
あ
っ
た
と
同
時
に
、
東
洋
一
の
靴
下
工
場
で
あ
っ
た
が
、
現
在
は
規
模
を
縮
小
し
て
い
る
。

衣
服
・
そ
の
他
の
繊
維
製
品
製
造
業
は
、
各
指
標
と
も
三

l
五
位
の
上
位
に
あ
り
、
特
化
係
数
も
高
く
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
規
模

と
生
産
性
は
平
均
よ
り
小
さ
い
。
従
業
者
五

O
人
以
上
で
あ
る
生
理
帯
・
婦
人
シ
ョ

l
ツ
製
造
の
高
木
莫
大
小
紛
が
曽
我
に
あ
る
。

木
材
・
木
製
品
製
造
業
は
、
各
指
標
と
も
四
l
七
位
の
上
位
を
占
め
、
労
働
生
産
性
が
平
均
の
一
・
五
倍
と
高
く
な
っ
て
い
る
。
観
音

寺
に
ト
リ
ス
ミ
集
成
材
鮒
カ
シ
ハ
ラ
工
場
が
あ
る
。

家
具
・
装
備
品
製
造
業
は
、
各
指
標
と
も
小
さ
な
割
合
を
占
め
る
の
み
で
、
規
模
と
生
産
性
も
平
均
を
下
回
っ
て
い
る
。

パ
ル
プ
・
紙
・
紙
加
工
品
製
造
業
は
、
各
指
標
が
約
一

Mmと
非
常
に
小
さ
い
が
、
規
模
と
生
産
性
は
平
均
よ
り
大
き
い
。
中
曽
司
に
は

り
合
わ
せ
箱
製
造
の
オ
カ
ハ
シ
側
が
あ
る
。



第 4-8表橿原市の産業中分類別工業の諸指標(昭和58年〉

① ② 
事業所数 従業者数

(%) (人) (%) 

食料品製造業 43 6.0 407 5.9 

繊維工業 196 27.3 1，231 17.9 

衣服ーその他の機維製品民法主 93 13.0 754 10.9 

木村ー木製品lli1泣業 58 8.1 368 5.3 

家具・装備品製造業 21 2.9 149 2，2 

パルフ・紙・紙加工品製造主 6 0.8 77 1.1 

出版ー印刷・同開辿産主 21 2.9 145 2.1 

化 年 工 業 23 3.2 436 6.3 

コム製品製造業 4 0.6 21 0.3 

今てj主・土石製品製泣主 11 1.5 183 2.7 

なめ Lかわ・同盟品ー毛皮 ~j立主 25 3.5 181 2.6 

欽摘立; 10 1.4 55 0.8 

非鉄金属限造業 3 0.4 9 0.1 

金属製品製造主 23 3.2 144 2，1 

-j古川財政~:ì=n、日U(i;，f:; 29 4.0 304 4.4 

屯気機械掠n型ili主 16 2.2 728 10.6 

輸送用機械器具製造業 6 0.8 877 12.7 

精密機械器-n~.ì1t:;t; 1 0.1 x 

その他の製造業 128 17.9 822 11.9 

717 100.。6，892 100.0 
」一一」一一

工業統計調査結果級官訂作より作成 *特化係数

記長匝制 脳動~糊舗Q側近

③ ④ 
製造品出荷釘 祖付加価制額

(万円) (%) (万円) (%) 

2，603，488 22.8 383，320 11. 3 

1.342，228 11.8 559，783 16.5 

755，886 6，6 294，817 8.7 

857，990 7.5 265，856 7.8 

123.148 1.1 66，499 2.0 

126，099 1.1 45，299 1.3 

197，361 1.7 78，256 3.6 

420，199 3.7 240，194 7.1 

4，652 。。 2，507 0.1 

577 ，498 5.1 279，604 8.2 

123，907 1.1 51.124 1.5 

79，376 0.7 55，818 1.6 

7，192 1.1 2，774 0.1 

156，167 1.4 55，309 1.6 

543，282 4，8 131.954 3.9 

551，799 4.8 461，712 13.6 

2，196，911 19.3 131，348 3.9 

x x 

742，952 6.5 290，263 8.5 

11，410，585 100.0 3.396，657 100.0 
」ー

桜n;(市製lli.品出荷主rr 中分類別栴成比平

奈良県民造品出荷額 中分類別椛成比率

従業者i規侠 出荷額規模

②÷① ③ム①

(人) (万円)

9.5 60，546.2 

6.2 6，848.1 

8.1 8，127.8 

6.3 14，792.9 

7.1 5，864.2 

12.8 21，016.5 

6.9 9，398‘1 

19.0 18，269.5 

5.3 1，163.0 

16.6 52，499.8 

7，2 4，956.3 

5.5 7，937.6 

3.0 2，397.3 

6.3 6，790.0 

10.5 18，733.9 

45，5 34，487.4 

146.2 366，151.8 

6.4 5，804.3 

9.6 15，914.3 
」←ー

工場生産性 労働生座住 キ

④ー① ④÷② 特it
(万円) (万円) 係数

8，914.4 941.8 2.37 

2，856，0 454.7 1.06 

3，170，1 391.0 2.24 

4，583.7 722.4 0.75 

3，166.6 446.3 0.79 

7，549，8 588.3 0.49 

3，726.5 539.7 0.79 

10，443.2 550.9 1.32 

626.8 119.4 0.02 

25，418.5 1，527.9 1.64 

2、045.0 282.5 0.85 

5，581.8 1，014.9 0.36 

924.7 308.2 0.07 

2，404.7 384.1 0.20 

4，550.1 434.1 0.27 

28，857.0 634.2 0.40 

21，891.3 149.8 9.36 

2，267.7 353.1 0.70 

4，737，3 492.8 

111m同
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業

四
六

各
指
標
と
も
小
さ
な
割
合
を
占
め
る
の
み
で
、

ぃ
。
従
業
者
五

O
人
以
上
で
あ
る
平
版
印
刷
物
の
胸
中
西
文
山
堂
が
今
井
に
立
地
し
て
い
る
。

出
版
・
印
刷
・
同
関
連
産
業
は
、

規
模
も
小
さ
い
が
、

労
働
生
産
性
は
平
均
よ
り
高

化
学
工
業
は
、
従
業
者
数
が
六
位
の
位
置
に
あ
り
、
従
業
者
規
模
と
工
場
生
産
性
が
平
均
の
約
二
倍
で
、
特
化
係
数
も
高
く
な
っ
て
い

る
。
従
業
者
一

O
O
人
以
上
で
あ
る
医
薬
品
製
剤
の
佐
藤
薬
品
工
業
側
が
観
音
寺
に
、
三

O
人
以
上
で
あ
る
風
邪
薬
製
造
の
深
井
薬
品
工

業
闘
が
石
川
に
立
地
し
て
い
る
ほ
か
、
医
薬
品
製
造
工
場
が
多
く
存
在
す
る
。

ゴ
ム
製
品
製
造
業
は
、
昭
和
三
十
五
年
当
時
、
従
業
者
数
・
出
荷
額
と
も
七
位
の
位
置
に
あ
っ
た
が
、
現
在
で
は
衰
退
し
て
い
る
。

窯
業
・
土
石
製
品
製
造
業
は
、

各
指
標
と
も
あ
ま
り
大
き
な
割
合
を
占
め
て
い
な
い
が
、

規
模
が
大
き
く
、

工
場
生
産
性
は
平
均
の

五
・
一
二
倍
、

労
働
生
産
性
は
三
・

O
倍
で
、

特
化
係
数
も
高
い
。

五
井
の
橿
原
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
側
、

膳
夫
の
南
部
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト

側
、
曽
我
の
日
進
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
業
側
な
ど
が
あ
る
。

な
め
し
か
わ
・
同
製
品
・
毛
皮
製
造
業
は
、

昭
和
四
十
八
年
に
は
従
業
者
三
四
五
人
を
数
え
た
が
、
現
在
は
減
少
し
、
規
模
と
生
産
性

も
小
さ
い
。

鉄
鋼
業
、
非
鉄
金
属
製
造
業
、
金
属
製
品
製
造
業
は
、
鉄
鋼
業
の
労
働
生
産
性
が
高
い
と
い
う
特
色
が
み
ら
れ
る
が
、

も
あ
ま
り
盛
ん
で
は
な
い
。

い
ず
れ
の
業
種

一
般
機
械
器
具
製
造
業
は
、
各
指
標
が
四
Mm
前
後
を
占
め
、
規
模
・
生
産
性
も
平
均
に
近
い
が
、
特
化
係
数
は
小
さ
い
。
従
業
者
五

O

人
以
上
で
あ
る
卓
上
計
算
機
製
造
の
吉
野
電
子
側
橿
原
工
場
が
雲
梯
に
、
三

O
人
以
上
で
あ
る
ボ
ー
ル
盤
製
造
の
鮒
紀
和
鉄
工
所
が
出
合

に
、
そ
れ
ぞ
れ
立
地
し
て
い
る
。

が
二
・
二
倍
、

電
気
機
械
器
具
製
造
業
は
、
従
業
者
数
が
五
位
、
粗
付
加
価
値
額
が
二
位
に
あ
り
、
従
業
者
規
模
が
平
均
の
四
・
五
倍
、
出
荷
額
規
模

労
働
生
産
性
が
一
・
二
一
倍
と
な
っ
て
い
る
。

工
場
生
産
性
が
六
・
一
倍
、

従
業
者
五

O
人
以
上
の
規
模
に
は
、

新
堂
の



I
C
周
治
具
製
造
の
東
洋
精
密
工
業
側
、
東
竹
田
の
電
気
掃
除
機
・
白
熱
電
灯
器
具
製
造
の
名
村
電
気
工
業
闘
が
あ
り
、
三

O
人
以
上
に

は
、
大
久
保
の
フ
ァ
ン
モ
ー
タ
ー
製
造
の
橿
原
電
機
闘
が
あ
る
。

輸
送
用
機
械
器
具
製
造
業
は
、

従
業
者
数
・
製
造
品
出
荷
額
が
二
位
に
あ
り
、

規
模
が
極
め
て
大
き
く
特
化
係
数
も
九
・
三
六
と
高

ぃ
。
工
場
生
産
性
も
平
均
の
四
・
六
倍
と
高
い
が
、
労
働
生
産
性
は
低
く
な
っ
て
い
る
。

ス
テ
ア
リ
ン
グ
製
造
の
光
洋
自
動
機
側
は
、
昭

和
五
十
九
年
現
在
、
従
業
者
九

O
O人
、
売
上
高
二

O
O億
円
と
本
市
で
最
も
大
き
な
工
場
で
、
十
市
に
立
地
し
て
い
る
。
ま
た
、
従
業

者
一

O
O
人
以
上
で
は
、
葛
本
の
船
舶
用
配
電
盤
製
造
の
欄
畝
傍
電
機
製
造
所
、
新
堂
の
金
属
プ
レ
ス
加
工
・
チ
エ
ン
ケ
1
ス
製
造
の
大

阪
ケ
l
ス
側
が
あ
る
。

そ
の
他
の
製
造
業
は
、
各
指
標
が
二
|
六
位
と
上
位
を
占
め
て
い
る
も
の
の
、
規
模
と
生
産
性
は
平
均
よ
り
も
小
さ
い
。
曲
川
に
工
業

用
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
製
造
の
大
阪
矢
吹
工
業
側
が
あ
る
。
ほ
と
ん
ど
の
工
場
が
、
ビ
ニ
ル
・
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
製
造
で
、
伝
統
的
な

ボ
タ
ン
製
造
も
多
い
。

以
上
、
業
種
別
に
工
業
を
み
て
き
た
が
、
次
に
、
本
市
の
工
業
に
お
い
て
、
近
年
比
重
が
下
が
り
つ
つ
あ
る
が
、
依
然
と
し
て
大
き
な

位
置
を
占
め
る
繊
維
工
業
、

そ
の
中
で
も
、
重
要
な
特
色
を
な
す
靴
下
製
造
業
に
焦
点
を
絞
り
、
分
析
を
進
め
て
い
き
た
い
。

靴
下
製
造
業
の
再
編
成

奈
良
県
靴
下
製
造
業
の
歴
史
に
つ
い
て
ふ
れ
る
と
明
治
四
十
三
年
吉
井
泰
治
郎
氏
に
よ
っ
て
創
業
さ
れ
、
馬
見
村
を
中
心
と
し
て
靴
下

産
地
が
成
立
し
た
。
戦
時
経
済
統
制
に
よ
り
靴
下
業
界
は
壊
滅
状
態
と
な
っ
た
が
、
戦
後
、
大
産
地
へ
の
形
成
が
み
ら
れ
、
特
に
昭
和
二

十
七
年
以
降
、

ナ
イ
ロ
ン
糸
の
出
現
に
よ
っ
て
革
新
的
振
興
が
お
こ
り
、
高
度
経
済
成
長
の
波
に
の
り
順
調
に
発
展
し
た
。
昭
和
四
十
四

年
か
ら
は
、
構
造
改
善
事
業
が
実
施
さ
れ
、
産
地
の
地
盤
強
化
が
促
進
さ
れ
た
。

そ
ζ

で
構
造
上
の
問
題
点
と
そ
の
対
策
へ
の
方
針
が
示

第
四
章

産
業
基
盤
の
変
化

四
一七
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エ

ハ
3
)

さ
れ
た
。
①
企
業
の
零
細
性
↓
適
正
規
模
化
・
、
グ
ル
ー
プ
化
、
@
生
産
体
制
の
た
ち
お
く
れ
↓
シ
ス
テ
ム
的
合
理
化
、
@
流
通
取
引
体
制

の
非
近
代
性
↓
共
同
受
注
・
共
同
販
売
、
④
労
働
力
不
足
↓
労
働
環
境
の
整
備
・
省
力
化
が
主
な
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
昭
和
四
十
八

年
の
石
油
シ
ョ
ッ
ク
と
韓
国
産
靴
下
輸
入
量
の
急
増
が
影
響
し
、
靴
下
業
界
も
大
き
く
揺
れ
動
い
た
。
そ
し
て
、
昭
和
五
十
三
年
活
路
開

業

拓
調
査
事
業
の
実
施
、
五
十
四
年
産
地
中
小
企
業
対
策
臨
時
措
置
法
の
施
行
に
伴
う
「
産
地
振
興
計
画
」
の
作
成
な
ど
に
よ
っ
て
、
現

12 
←タイツ

←p・5関係

←ソ yクス

ム22

73 

(デカ)

印万

40万

20万

30万

107J 

58年

奈良県における生産品目別靴下生産量の推移

(奈良県靴下工業協同組合資料より作成)

55年52年49年46年43年40'手昭和37年
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在
、
産
地
の
活
性
化
が
図
ら
れ
て
い
る
。
奈
良
県
靴
下
産
地
の
特
性
は
、
零

細
下
請
層
の
堆
積
、
下
請
の
重
層
性
、
関
連
産
業
と
の
聞
の
分
業
シ
ス
テ
ム

の
深
化
、
産
地
製
造
卸
の
数
の
多
さ
な
ど
に
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

昭
和
五
十
八
年
工
業
統
計
表
(
品
目
編
)
に
よ
る
と
、
奈
良
県
靴
下
製
造
業

の
全
国
シ
ェ
ア
は
、
事
業
数
二
三
四
で
三
三
・
七
Mm、
出
荷
額
七
四
二
億
円

で
二
八
・
六
Mm
を
占
め
て
お
り
、
産
地
の
規
模
は
全
国
最
大
で
あ
る
。
だ

が
、
全
国
シ
ェ
ア
は
低
下
の
傾
向
に
あ
る
。
品
目
別
の
出
荷
額
の
全
国
シ
エ

ア
で
は
、

ソ
ッ
ク
ス
が
三
七
・
六
%
、

メ
リ
ヤ
ス
タ
イ
ツ
が
三
六
・
六
Mm
で

特
化
し
て
お
り
、

シ
l
ム
レ
ス
・
パ
ン
テ
ィ
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
は
一
一
了
七
Mm

で
比
較
的
小
さ
い
。

生
産
品
目
別
靴
下
生
産
量
の
推
移
は
、
第
四
|
一
一
図
の
よ
う
に
な
る
。

こ
れ
に
よ
る
と
、
昭
和
四
十
六
年
ま
で
は
順
調
に
増
加
し
て
い
る
が
、
四
十

九
年
に
か
け
て
大
き
く
落
ち
込
み
、

そ
の
後
回
復
し
て
い
る
も
の
の
、
増
加

の
勢
い
に
も
か
げ
り
が
み
え
る
。
品
目
別
に
は
、

ソ
ッ
ク
ス
が
主
力
で
あ
る



が
、
や
や
減
少
し
て
お
り
、
か
わ
っ
て

P

S
関
係
の
伸
び
が
大
き
い
。

域
が
あ
り
、

そ
の
生
産
量
の
分
布
を
み
る
と
(
第
四
|
一
二
図
)
、
陵
商
、
馬
見
、
香
芝
に
核
心
地

そ
れ
に
接
す
る
よ
う
に
当
麻
、
新
庄
、
高
田
、
橿
原
、
一
両
市
が
、
さ
ら
に
、
斑
鳩
、
広
瀬
、
桜
井
、
磯
城
、
御
所
な
ど
が
取

靴
下
製
造
業
者
は
中
和
地
区
に
集
中
し
て
お
り
、

り
巻
く
と
い
う
重
層
構
造
が
み
ら
れ
る
。
生
産
品
目
は
、
斑
鳩
、
東
香
芝
、
陵
西
、
橿
原
、
高
市
で

P
S
関
係
が
過
半
数
を
占
め
る
が
、

他
の
地
区
で
は
ほ
と
ん
ど
ソ
ッ
ク
ス
で
占
め
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、

P
S
機
を
備
え
た
工
場
は
少
数
で
も
、

可
能
で
あ
る
た
め
、
生
産
量
へ
占
め
る

(¥ e 品目
~ .¥...、 奈良・郡山 P.S関係~

#I，嶋、1，-- c' 、f邑r ソックス
fロJ'L、 ，-¥.01'": 協議F

，-、L)JJ~J 寸w

合成「J い 汁ッ
二二与馬見ミヨ、 れ

ヨ¥A邑;¥¥、L、~~J-JjJfp

陵闘西 「舎
i，桜井・磯域/

) 山rq:Fノ11f
御所 、¥..，"/

舎)橿、 ; -

生産量

50万デカ

100万デカ

500万デカ

剛川つ凡

1500万テヵ

王寺

西喬芝
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ーー 地区界

01Okm  

靴下生産量の地区別分布(昭和58年)

(奈良県靴下工業協同組合資料より作成〕

第4-12図

P
S
機
が
高
速
で
大
量
生
産
が

割
合
が
大
き
く
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

第
四
l
一
二
図
で
わ
か
る
よ
う
に
、
橿

原
市
は
奈
良
県
靴
下
産
地
の
核
心
地
域

に
隣
接
し
た
位
置
に
あ
り
、

P
S
関
係

と
ソ
ッ
ク
ス
の
生
産
が
中
心
と
な
っ
て

、，，〉。

し
Aそ

乙
で
、
本
市
に
お
け
る
靴
下
製
造

所
に
つ
い
て
の
分
析
を
第
四
|
一
三
図

を
み
な
が
ら
進
め
て
い
く
。

こ
の
図
か

ら
、
販
売
数
量
と
従
業
者
数
の
聞
に
相

関
関
係
が
あ
り
、
頂
点
と
底
辺
の
聞
に

著
し
い
規
模
の
差
が
存
在
し
て
い
る
こ

四
九
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と
が
わ
か
る
。
昭
和
五
十
八
年
の
分
布
を
も
と
に
、
規
模
に
不

連
続
の
み
ら
れ
る
と
乙
ろ
を
境
と
し
て
、
グ
ル
ー
ピ
ン
グ
を
し
、

-
J
V
の
階
層
に
区
分
し
た
。
階
層

E
の
外
注
生
産
を
し
て
い

る
事
業
所
の
規
模
の
縮
小
が
目
立
つ
。
ま
た
、
休
廃
業
し
た
事

業
所
の
ほ
と
ん
ど
が
、
下
請
工
場
で
最
下
位
層
V
で
あ
る
。

乙

の
こ
と
は
、
不
況
時
に
は
下
請
の
零
細
層
が
休
廃
業
し
て
、
産

地
を
支
え
る
ク
ッ
シ
ョ
ン
の
役
割
を
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て

い
る
。こ

れ
ら
の
事
業
所
が
ど
の
よ
う
に
分
布
し
て
い
る
の
か
を
み

る
と
(
第
四
l
一
四
図
)
、

北
部
の
真
菅
地
区
、
中
心
部
の
八
木

地
区
、
南
部
の
見
瀬
周
辺
に
、
上
位
階
層
の
事
業
所
を
中
心
に

し
て
集
中
し
て
い
る
の
が
わ
か
る
。

そ
の
他
、
西
部
の
金
橋
地

区
、
新
沢
地
区
に
も
立
地
し
て
い
る
。
昭
和
五
十
五
年
ま
で
に

休
廃
業
し
た
事
業
所
は
南
部
に
、

五
十
八
年
ま
で
に
休
廃
業
し

た
事
業
所
は
北
部
に
多
い
。
ま
た
、
生
産
品
目
は
、

ほ
と
ん
ど

の
工
場
が
ソ
ッ
ク
ス
専
業
で
あ
る
。

工
J
V
の
階
層
別
に
一
事
業
所
当
た
り
の
平
均
値
を
求
め
て

整
理
し
た
(
第
四
l
九
表
)

0

ー
は
、
産
地
の
ト
ッ
プ
に
立
つ
企
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の
変
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昭和58年までに休廃業

|持層別生産品目事業所の分布

(奈良県靴下工業協同組合資料より作成〉

第 4ー 14図

五
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第 4-9表階居別 1事業所当りの平均値

II 皿 W V 

5.55 5.55 

事業所数

ur一

一

一

一

一

二

/

0

0

0

0

一

0

0

一

0

一

一

一

o

一

一

0

一

ω
一

一

者

貝

ト

一

}

一

ス

ツ

係

一

産

座

産

一

数

物

兆

一

数

商

社

寸

売

来

一

数

ク

目

一

生

生

生

一

労

従

一

一

弁

企

一

'

イ

間

一

じ

れ

ど

一

総

院

制

ー

一

一

総

卸

商

か

小

化

一

総

ツ

，

E
一

社

消

注

一

家

厄

パ

一

同

ソ

タ

R

一

白

下

外

一

従
業
者
数

ω
一

版

先

最

肝

生

産

量

肝

生

産

形

態

剛

山

一

5.58 日

一

日

一

い

い

一

一

一

日

3

一

一

一

5

一

日

5

4

二

/

/

日

一

日

一

ハ

3

1

一

一

ハ

ι
一

一

一

五

一

日

』

J

一一

1

n

一

日

一

日

一

U

J

i

一

一

川

』

一

1

一
』
一

N

U

-

-

一

紙

飢

礼

同
一

s
一

日

3

ハ

一

川

い

一

一

一

ハ

一

リ

ハ

パ

ニ

/

日

一

9

一

川

パ

3

一

一

山

一

一

一

一

一

一

川

パ

い

一

一

山

則

一

竺
6

日

一

一

一

一

1

7

9

3

一

一

九

二

一

/

一

一

6

2

2

1

一

筋

臼

3

1

5

一

回

目

一

/

5

一

一

曲

お

お

幻

一

∞

鉛

-

6

0

3

0

一

∞

卯

一

7

7

7

M

一

6

一

日

3

3

7

一

日

4

0

4

8

5

一

い

い

一

一

一

侃

L

1

7

一
川

4

一

一

一

山

い

い

1

い

川

川

一

川

町

注 1) 5.58まで維持している事業所内数値 2) 5.58までに休廃業した事業所内数値



階層別構成比率(昭和58年)

|事業所数|従業者数|販売量|生産量 l

% % % % 
I 2.9 41.5 58.1 65.6 

E 17.7 34.5 23.0 11.8 

E 17.7 10.1 9.9 9.6 

N 23.5 7.2 4.2 4.1 

V 38.2 6.7 4.8 4.9 

計- I 100.0 I 100.0 I 100.0 I 100.0 

第 4-10表

(奈良県靴下工業協同組合資料より作成)

業
で
、
規
模
を
拡
大
し
て
お
り
、
従
業
者
は
一
六
O
人
で
パ

l
ト
が
主
体
、

P
S
関
係
専
業
、

生
産
量
は
二
三
O
万
デ
カ
で
卸
商
と
取
引
を
行
っ
て
い
る
。

E
は
、
指
導
的
な
独
立
メ
ー
カ
ー

と
産
地
卸
商
で
、
規
模
の
縮
小
が
み
ら
れ
、
従
業
者
は
二
O
人
を
超
え
一
雇
用
従
業
員
が
主
体
、

ソ
ッ
ク
ス
専
業
が
ほ
と
ん
ど
で
生
産
量
は
七
・
八
万
デ
ヵ
、
さ
ら
に
外
注
・
製
品
買
入
れ
に
よ

っ
て
販
売
量
は
一
五
万
デ
カ
と
大
き
く
な
り
、
卸
商
・
商
社
と
取
引
を
行
っ
て
い
る
。

E
は、

ワ
ン
マ
ン
経
営
的
な
独
立
メ
ー
カ
ー
が
中
心
で
規
模
を
拡
大
し
て
お
り
、
従
業
者
は
六
・
五
人

で
家
族
労
働
者
、
一
雇
用
従
業
員
、
パ
ー
ト
で
ほ
ぼ
等
し
く
構
成
さ
れ
て
い
る
。

ソ
ッ
ク
ス
専
業

で
生
産
量
は
六
・
三
万
デ
ヵ
、
卸
商
と
の
取
引
が
多
い
。

wu
は
、
自
社
生
産
と
下
請
生
産
が
相

半
ば
し
て
お
り
、
従
業
者
は
三
・
五
人
で
一
雇
用
者
も
み
ら
れ
る
。
生
産
量
は
二
万
デ
カ
、

ソ
‘Y 

ク
ス
専
業
、

タ
イ
ツ
専
業
、
兼
業
と
さ
ま
ざ
ま
で
、
親
企
業
へ
の
販
売
が
五
割
を
超
え
る
。

V

し
た
業
者
が
か
な
り
の
数
に
の
ぼ
り
、
規
模
を
縮
小
し
て
い
る
。
ほ
と
ん
ど
が
ソ
ッ
ク
ス
専
業
で
生
産
量
は
一
・
五
万
デ
カ
、
親
企
業
へ

は
、
家
族
労
働
者
の
み
の
下
請
零
細
工
場
で
、
農
業
そ
の
他
と
の
兼
業
比
率
も
高
く
、
休
廃
業

の
販
売
が
主
で
あ
る
。
昭
和
五
十
八
年
ま
で
維
持
し
て
い
る
事
業
所
と
休
廃
業
し
た
事
業
所
の
昭
和
五
十
五
年
当
時
の
数
値
を
比
較
す
る

と
、
休
廃
業
し
た
事
業
所
の
方
が
、
下
請
依
存
度
が
高
く
規
模
も
や
や
小
さ
か
っ
た
乙
と
が
わ
か
る
。
こ
う
し
た
工
場
群
が
、
不
出
時
に

産
地
を
支
え
る
ク
ッ
シ
ョ
ン
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

工

-
E
の
上
位
層
の
構
成
比
率
は
、
事
業
所
数
が
約
二
O
%
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

上
位
へ
の
集
中
度
が
非
常
に
高
い
こ
と
が
わ
か
る
。

従
業
者
数
が
約
七
五
労
、

階
層
別
の
構
成
比
率
を
み
る
と
(
第
四
i
一
O
表
)
、

V 
で

販
売
量
・
生
産
量
が
約
八
O
%
を
占
め
、

逆
に
、

第
四
章

産
業
基
盤
の
変
化

は
、
事
業
所
数
が
約
四
O
M
m
と
高
い
の
に
、
従
業
者
数
は
約
七
M
m
、
販
売
量
・
生
産
量
は
約
五
%
を
占
め
る
の
み
で
あ
る
。

三
五
三



階層別労働生産性と組合加入率第4-11表

工

業

70.6 8.4 

五:
四

(奈良県靴下工業協同組合資料より作成)

こ
れ
ま
で
み
て
き
た
よ
う
に
、

工
場
生
産
性
は
、
階
層
聞
の
較
差
が
極
め
て
大
き
い

組合加入率
(96) 

均平

が
、
労
働
生
産
性
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
第
四
|
一
一
表
の
よ
う
に
、
労
働
生
産
性

は
、
規
模
拡
大
の
傾
向
が
み
ら
れ
た

I
、
E
の
順
で
高
く
、
生
産
性
も
上
昇
し
て
い

年只
U

一日
U
A
u
q
o
n
U
戸

U

一

F

O

-

-

・
・
・
・
一

叶

H

一
n
u
n
u
η
ο
A
u
-
-

一

手中。一向
v
n
v

只
U
F
O

氏
U

一

昭一

1

1

一

年

一

一

一

戸

b

一日
u

n

u

q

ο

A

せ
A

せ一
1
i

一

p
u
-
-
-
-
-
-
一
一

n
u

一n
U
A
U
n
a
A
A
唱

1

一「
D

一

手小一
n
U

ハU
O
O
A
ι
T
O
L

一A
A

一

昭一

1

1

一
一

年

一

一

一

8

一
4

5

7

8

5

一
1

一

R
U

一
・
・
・
・
・
一
一

和一

U

3

9

5

7

一
9

一

昭

一

一

一

年

一

-

一

5

一
2

5

1

0

9

一
9

一

戸

hυ

一
・
・
・
・
・
一
一

-一司一

2

2

9

7

6

一
6

一

1
小
1

一司
'A

一
一

回
「
1
1
1
1
1
1
1
1

「|一

年

一

一

一

0
0

一A告
o
o
n
u
n
u
a
佳一のム一

FHυ

一
・
・
・
・
・
一
一

n
H

一
A性

n
h
u
n
u
c
U

ヴ

4

一
n
u
-

-ル』

-

1

1

4

i

4

i

一

刀

口

一

一

年tu 
戸

h
d和昭

生産量/従業者数
(千デカ/人)

る
。
次
に
、
最
も
零
細
な

V
が
比
較
的
高
く
、
競
争
に
適
応
し
た
も
の
だ
け
が
残
っ
た

結
果
、
生
産
性
が
上
昇
し
、
労
働
生
産
性
が
少
し
で
も
高
い
こ
と
が
、
小
ロ
ッ
ト
生
産

か
ら
生
じ
る
取
引
条
件
の
不
利
を
カ
バ
ー
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
規
模
の
縮
小
が

み
ら
れ
た

E
で
は
、
生
産
性
が
上
昇
し
て
い
る
も
の
の
、
依
然
と
し
て
低
い
水
準
に
あ

る

o
wは
、
唯
一
生
産
性
が
低
下
し
て
お
り
、

そ
の
水
準
も
低
い
。

乙
の
階
層
で
は
、

販売量/従業者数
(千デカ/人)

12.2 

6.1 

9.2 

6.8 

7.0 

ま
だ
休
廃
業
し
た
事
業
所
は
ほ
と
ん
ど
な
い
が
、
今
後
、
困
難
な
状
況
に
直
面
す
る
と

思
わ
れ
る
。

組
合
加
入
率
に
つ
い
て
は
、
上
位
階
層
ほ
ど
高
い
と
い
う
傾
向
が
あ
り
、
加
入
率
も

増
加
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

以
上
、
考
察
し
て
き
た
よ
う
に
、
本
市
の
靴
下
製
造
業
は
、
上
位
層
の
工
場
が
規
模

を
縮
小
し
、
か
つ
底
辺
の
工
場
が
大
き
く
減
少
す
る
な
ど
し
て
、
再
編
成
が
進
ん
で
い

る
。
現
在
、
靴
下
業
界
は
、
輸
入
品
攻
勢
、
及
び
消
費
の
伸
び
の
鈍
化
に
よ
っ
て
、
競
争
が
激
化
し
て
い
る
。
輸
入
品
と
の
競
合
に
対
処

I

E
班

W

V

す
る
た
め
に
は
、
高
級
化
・
高
付
加
価
値
化
、
あ
る
い
は
高
速
化
・
省
力
化
の
方
向
へ
、

そ
し
て
、
機
能
・
デ
ザ
イ
ン
を
工
夫
し
て
積
極

的
な
市
場
開
拓
を
進
め
る
努
力
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
競
争
の
激
化
の
シ
ワ
寄
せ
は
製
造
業
者
に
集
中
し
、
さ
ら
に
労
働
条

件
や
下
請
条
件
に
影
響
を
与
え
、
産
地
底
辺
の
所
得
水
準
を
低
下
さ
せ
て
お
り
、
地
域
社
会
の
発
展
を
妨
げ
て
い
る
。
業
界
を
支
え
て
い



る
最
も
弱
い
立
場
に
あ
る
工
場
の
品
質
・
賃
金
な
ど
の
レ
ベ
ル
の
向
上
な
く
し
て
は
、
産
地
の
活
性
化
は
図
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
考
え

ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
靴
下
業
界
が
抱
え
る
構
造
的
問
題
点
の
多
く
は
残
さ
れ
た
ま
ま
で
あ
る
。
今
後
、
こ
れ
ら
の
解
決
を
急
が
ね
ば
な
ら

FAh

、0

4
ん

'
u
w

〔注〕
(
1
)
個
別
の
工
場
に
つ
い
て
は
、
通
産
大
臣
官
房
調
査
統
計
部
「
全
国
工
場
通
覧
』
の
昭
和
五
十
七
年
度
の
デ
ー
タ
を
も
と
に
、
従
業
者
規
模
三

O
人

以
上
の
工
場
を
記
載
し
た
。

(

2

)

奈
良
県
靴
下
工
業
協
同
組
合
「
新
た
な
歴
史
を
創
る
大
和
の
靴
下
」
の
記
述
に
よ
る
。

(
3
)

奈
良
県
中
小
企
業
総
合
指
導
所
(
昭
和
四
十
四
年
)
『
奈
良
県
靴
下
製
造
業
近
代
化
へ
の
指
針
』
。

(
4
)
奈
良
県
(
昭
和
五
十
四
年
)
『
奈
良
県
靴
下
産
地
中
小
企
業
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
』
o

(

5

)

単
位
の
デ
カ
は
、
一
デ
カ
H

一
O
足
で
あ
る
。

P
S
関
係
と
は
、
シ
l
ム
レ
ス
、

す。

パ
ン
テ
ィ
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
な
ど
の
P
S
機
に
よ
る
も
の
を
一
不

第
三
節

農

業

昭
和
三

0
年
代
の
農
家
と
農
業

昭
和
三

0
年
代
に
農
業
は
当
市
の
産
業
の
中
心
的
位
置
に
あ
っ
た
。
昭
和
三
十
五
年
当
時
の
市
の
総
戸
数
一

O
、
四
七
七
戸
の
内
、
農

家
は
四
、

O
二
六
戸
で
、

三
八
・
八
Mm
を
占
め
、

ま
た
、

農
地
も
市
域
の
約
五

0
・
八
Mm
と
約
四
割
を
占
め
た
。

産
業
別
就
業
者
人
数

(
昭
和
三
十
年
)
を
み
て
も
第
二
位
の
製
造
業
の
二
二
・
五

Mm
を
大
き
く
引
き
離
し
三
八
・
四
Mm
と
第
一
位
を
占
め
た
。
昭
和
三

0
年
代
の

第
四
章

産
業
基
盤
の
変
化

五
五



農

業

五
六

橿
原
市
は
、
ま
だ
、
純
農
村
的
景
観
を
強
く
残
し
て
い
た
と
い
え
る
。

地
区
別
に
総
戸
数
に
占
め
る
農
家
の
割
合
を
み
る
と
、

そ
れ
が
高
い
地
区
は
、

耳
成
、

真
官
、

金
橋
、
香
久
山
、
新
沢
、
多
、
平
野

(
八
八
Mmか
ら
六
二
Mm)
の
七
地
区
で
、

そ
れ
ら
の
地
区
は
、

金
橋

(
0
・
四
九
ヘ
ク
タ
ー
ル
)
を
除
去
」
、

二
戸
あ
た
り
の
耕
地
面
積
が

O

五
O
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
で
あ
り
、
橿
原
市
の
中
で
は
規
模
が
大
き
い
。

公
(
三
六
・
五
Mm)
・
今
井
三
一

0
・八
Mm)
の
三
地
区
で
、

そ
れ
に
反
し
て
割
合
の
低
い
地
区
は
、

畝
傍
(
三
七
・
九
Mm)
・
鴨

こ
れ
ら
の
地
区
は
他
地
区
と
比
べ
て
二
戸
あ
た
り
の
耕
地
面
積
も
少
な
い
。
そ

の
内
で
も
、
今
井
は

0
・
二
一
六
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
、

が
な
か
っ
た
が
八
木
も
今
井
同
様
に
二
戸
あ
た
り
の
耕
地
面
積
が

0
・
二
七
ヘ
ク
タ
ー
ル
し
か
な
く
大
変
少
な
い
。

一
戸
あ
た
り
の
耕
地
面
積
が
特
に
少
な
い
。
農
家
数
の
占
め
る
割
合
の
中
に
は
、
資
料

農
業
が
主
で
あ
る
農
家
数
の
割
合
の
高
い
集
落
を
み
て
み
る
と
、
全
市
八
O
の
集
落
の
内
、
農
業
の
主
で
あ
る
集
落
は
、
約
七
O
M
mを

占
め
、

そ
の
内
、
農
業
戸
数
の
占
め
る
割
合
が
総
戸
数
の
九
O
Mを
こ
す
集
落
が
、

一
五
集
落
も
あ
っ
た
。

農
業
を
主
と
す
る
農
業
集
落
の
占
め
る
割
合
の
高
い
地
区
は
、

上
)
、
真
菅
(
七
O
M
)
の
七
つ
で
あ
る
。

上
)
、
今
井

(OMm)
の
四
地
区
が
あ
る
。

ま
た
、

平
野
・
天
満
・
新
沢
・
多
(
一

O
O
M
m
)、
耳
成
・
香
久
山
(
九
O
M以

そ
れ
と
は
反
対
に
低
い
地
区
と
し
て
金
橋
・
畝
傍
(
五
O
M
m以
上
)
、
鴨
公
(
四
O
%以

以
上
か
ら
昭
和
三

0
年
代
の
橿
原
市
の
各
地
区
を
川
純
農
村
的
傾
向
の
強
い
地
区
、
同
農
村
的

傾
向
の
強
い
地
区
、
付
非
農
村
的
傾
向
の
強
い
地
区
の
三
通
り
に
分
類
す
る
と
、
刊
は
耳
成
・
香
久
山
・
真
官
・
新
沢
・
多
・
平
野
、
同

は
金
橋
・
畝
傍
・
鴨
公
・
天
満
(
光
陽
)
、
村
は
今
井
・
八
木
と
な
る
。

仰
の
地
区
は
、
比
較
的
に
人
口
密
度
が
低
く
、
鉄
道
に
よ
る
影
響
を
受
け
に
く
い
地
域
で
あ
る
と
と
ろ
が
多
く
、
同
の
地
区
は
わ
り
に

人
口
密
度
が
高
く
、

鉄
道
が
比
較
的
に
地
区
の
中
心
部
を
通
り
影
響
を
受
け
や
す
い
地
域
で
あ
る
。

N
H
の
地
区
は
人
口
密
度
が
大
変
高

く
、
近
鉄
が
交
差
し
国
鉄
が
通
る
交
通
の
要
地
で
あ
り
、
商
工
業
の
発
達
し
た
地
域
と
い
え
る
。
八
木
・
今
井
の
両
地
区
を
除
く
と
、
他

の
地
区
は
農
業
に
依
存
す
る
乙
と
が
大
き
か
っ
た
。



昭
和
三
十
五
年
の
経
営
耕
地
面
積
を
み
て
み
る
と
、
田
の
占
め
る
割
合
が
九
一
・
七
Mm
、
畑
が
七
・
九
Mm
、
果
樹
地
が

0
・
四
Mm
と、

水
田
の
占
め
る
割
合
が
大
変
高
く
、
稲
作
が
農
業
の
中
心
で
あ
っ
た
。

農
産
物
の
生
産
額
に
お
い
て
も
、
米
・
麦
の
額
が
大
変
高
く
九
五
・
九
Mm
を
占
め
、

つ
づ
い
て
読
菜
類
の
二
・
三
Mm
、
果
樹
類
の

六
Mm
、
特
用
作
物
の

0
・
二
形
の
順
に
な
っ
て
い
る
。

以
上
の
ご
と
く
、
本
市
の
昭
和
三

0
年
代
の
農
作
物
の
主
流
を
な
す
も
の
は
水
田
稲
作
農
業
で
あ
り
、

そ
の
他
の
作
物
は
、

ほ
と
ん
ど

耕
作
さ
れ
て
い
な
い
の
に
等
し
い
状
態
で
あ
っ
た
。

昭
和
三
一

0
年
代
の
本
市
の
農
産
物
の
特
色
は
、
以
上
の
ご
と
く
で
あ
る
が
、

そ
の
ほ
か
に
特
色
あ
る
作
物
と
し
て
、
花
丹
栽
培
や
野
菜

の
促
成
栽
培
な
ど
が
小
規
模
な
が
ら
も
存
在
し
た
。

花
井
栽
培
は
、
常
盤
で
昭
和
三
年
ご
ろ
か
ら
趣
味
と
実
益
を
か
ね
て
の
仕
事
か
ら
出
発
し
た
の
が
始
ま
り
で
、

そ
れ
が
、
常
盤
の
近
隣

に
あ
る
新
口
や
膳
夫
に
徐
々
に
広
が
っ
て
い
っ
た
。
膳
夫
で
花
井
栽
培
が
始
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
昭
和
二
十
五
・
六
年
頃
で

水
田
農
業
の
副
業
と
し
て
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

こ
れ
ら
の
地
区
は
、
鉄
道
や
国
道
に
近
く
輸
送
・
販
売
に
便
利
な
条
件
を
生

か
し
て
い
た
。

農
業
・
農
家
の
推
移

H
 農
家

数

の

変

化

昭
和
三
十
五
年
の
橿
原
市
の
農
家
率
は
、
全
国
平
均
の
三

0
・
八
%
よ
り
七
・
六
%
高
い
三
八
・
四
Mm
で
あ
り
、
全
国
平
均
か
ら
み
て

も
、
乙
の
時
代
は
、
前
述
の
よ
う
に
農
村
的
傾
向
が
、
ま
だ
、
強
く
残
っ
て
い
た
時
期
で
あ
る
。
農
家
人
口
の
比
率
を
み
て
も
同
様
で
、

全
国
平
均
の
三
六
・
八
Mm
よ
り
八
・
一

umも
高
く
四
四
・
九
%
を
占
め
た
。
農
家
率
が
全
国
平
均
に
近
づ
い
て
き
た
の
は
、
第
四
l
一
五

第
四
章

産
業
基
盤
の
変
化

五
七
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第4-15図

五
)¥、

図
を
み
て
も
分
か
る
通
り
、
昭
和
四

O
年
頃
で
あ

り
、
そ
れ
を
下
回
り
始
め
た
の
は
昭
和
四

O
年
以

後
で
あ
る
。

昭
和
五
十
五
年
頃
に
は
、
全
国
平
均
を
二
・
六

Mm
下
回
っ
た
一

0
・
四
Mm
と
な
っ
て
い
る
。
三
十

年
と
五
十
五
年
の
農
家
率
・
農
家
戸
数
を
比
較
し

て
み
る
と
、
農
家
率
は
三
十
五
年
で
は
三
八
・
四

Mm、
五
十
五
年
に
は
一

0
・
四
%
に
な
っ
て
い

る
。
農
家
戸
数
は
、
三
十
五
年
の
四
、

O
二
六
戸

が
、
五
十
五
年
に
は
一
一
一
、

一
一
二
戸
と
減
少
し
て

い
る
。
農
家
数
の
方
が
減
少
率
が
ゆ
る
や
か
で
あ

る
が
、

そ
の
原
因
と
し
て
、
本
市
の
ベ
ッ
ト
タ
ウ

ン
化
が
、
四

O
年
頃
か
ら
五

O
年
頃
ま
で
に
急
激

に
進
み
市
の
人
口
が
大
量
に
増
加
し
た
た
め
で
あ

農
業
人
口
の
比
率
も
三
十
五
年
に
は
、
農
家
率
と
同
様
に
全
国
平
均
よ
り
も
高
い
。
全
国
平
均
に
近
づ
く
の
は
、
農
業
人
口
率
の
方
が

早
く
四

0
年
代
に
は
、

ほ
ぼ
近
づ
き
、
同
四
十
五
年
に
は
全
国
平
均
を
下
回
っ
て
い
る
。

そ
の
原
因
と
し
て
、
農
家
の
若
い
人
々
の
農
村
離
れ
が
あ
っ
た
。

乙
の
時
期
は
、
高
度
成
長
期
の
中
で
も
特
に
発
展
の
著
し
い
時
期
で



あ
り
、
第
二
次
産
業
・
第
三
次
産
業
の
発
展
は
目
覚
ま
し
く
、
過
度
の
労
力
や
時
聞
を
か
け
な
く
て
も
現
金
収
入
が
得
ら
れ
る
他
産
業
の

方
に
、
若
い
労
働
力
が
流
出
し
た
。

農
業
率
も
農
業
人
口
の
比
率
は
、
全
国
的
に
み
て
も
減
少
傾
向
に
あ
っ
た
。
全
国
の
減
少
率
も
本
市
同
様
に
、

五
O
年
頃
ま
で
の
減
少

率
が
高
い
が
、

五
O
年
以
後
は
減
少
率
が
ゆ
る
や
か
に
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
、

五
O
年
ま
で
の
減
少
率
は
、

本
市
の
方
が
急
に
な
っ
て
い
る
。

そ
れ
は
、

本
市
が
大
都
市
の
大
阪
の
都
市
圏
に
ふ
く
ま
れ

て
、
高
度
成
長
と
と
も
に
大
阪
の
衛
星
都
市
と
し
て
短
期
間
に
住
宅
地
化
し
、
農
業
へ
の
影
響
が
大
き
く
あ
ら
わ
れ
た
た
め
で
あ
る
。

五

O
年
以
後
、
農
家
率
・
農
家
人
口
率
が
減
少
傾
向
に
あ
る
の
は
、
前
に
も
述
べ
た
通
り
に
本
市
、
だ
け
の
傾
向
で
な
く
、
全
国
的
に
み

て
も
同
様
で
あ
る
。

こ
の
要
因
と
し
て
、
昭
和
四
十
八
年
の
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
か
ら
始
ま
る
工
業
不
振
を
代
表
と
す
る
経
済
不
況
の
波
が

日
本
の
産
業
を
枕
滞
さ
せ
た
の
が
大
き
く
影
響
し
、
当
市
の
都
市
化
発
展
に
も
強
く
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
た
た
め
で
あ
る
。

点
に
特
徴
が
あ
る
。
だ
が
、

そ
れ
は
、

一
九
八
五
年
の
農
業
セ
ン
サ
ス
の
結
果
を
み
る
と
、
全
国
的
に
専
業
農
家
の
割
合
が
少
し
増
加
し
て
い
る

そ
れ
に
反
し
高
齢
専
業
農
家
数
が

一
六
歳
か
ら
六
四
歳
ま
で
の
男
子
生
産
年
齢
人
口
が
減
少
し
、

そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、

二
一
労
も
増
加
し
、
兼
業
従
事
者
の
高
齢
化
に
よ
る
帰
農
で
あ
る
場
合
が
多
い
。
不
況
で
無
け
れ
ば
、
高
年
齢
に
な
っ
て
も
働
き
場
所
が

あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
現
在
の
よ
う
な
経
済
不
況
の
中
に
あ
っ
て
は
、
高
年
齢
に
な
っ
て
働
く
場
所
の
無
い
状
況
の
な
か
で
、
専
業
農

家
に
帰
農
す
る
以
外
に
方
法
が
無
い
と
い
え
る
。
そ
の
た
め
に
、
専
業
農
家
の
高
年
齢
化
へ
と
進
ん
で
い
る
。

本
市
に
お
い
て
も
同
様
の
傾
向
が
み
ら
れ
る
。
全
体
と
し
て
、
専
業
農
家
数
は
減
少
し
て
い
る
が
、
全
集
落
数
七
八
(
八
O
集
落
の
内
、

南
八
木
は
八
木
に
、
兵
部
は
今
井
に
合
ま
れ
る
)
の
う
ち
、

一
七
集
落
の
専
業
農
家
が
増
加
し
て
い
る
。

そ
の
中
に
は
、
膳
夫
の
よ
う
に
昭
和

五
十
五
年
に
専
業
農
家
が

O
で
あ
っ
た
の
が
同
六
十
年
に
は
六
戸
に
増
え
て
い
る
と
乙
ろ
も
あ
る
。

同

専
業
農
家
と
兼
業
農
家
の
推
移

第
四
章

産
業
基
盤
の
変
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九
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(各年次農業センサスより作成)

市
制
を
施
行
し
て
聞
も
無
い
頃
の
当
市
の
経
済
の
基
盤
は
農
業
で
あ
り
、

そ
の
当
時
の
本
市

各年代どとの専業農家・兼業農家の占める割合

年 代 | 専業農家 |第 1種兼業|専業+第 1種|第2種兼業

特 % 特 % 
昭和35年 27.2 2氾.5 55.7 44.3 

昭和40年 12.7 28.7 41.4 58.6 

昭和45年 9.1 24.2 33.3 66.7 

昭和50年 7.1 13.4 20.5 79.5 

昭和55年 6.6 13.1 19.7 80.3 

昭和田年 6.3 8.3 14.6 85.4 

の
様
子
は
農
村
的
傾
向
を
色
濃
く
残
し
て
い
た
。
三
十
五
年
の
農
家
総
戸
数
は
四
、

O
二
六
戸

で
、
そ
の
内
訳
は
専
業
農
家
一
、

O
九
四
戸
、
第
一
種
兼
業
農
家
一
、

一
四
八
戸
、
第
二
種
兼

第 4-12表

業
農
家
一
、
七
八
四
戸
で
あ
っ
た
。
割
合
は
専
業
農
家
が
二
七
・
二
Mm、
第
一
種
兼
業
農
家
が

二
八
・
五
Mm、
第
二
種
兼
業
農
家
が
四
四
・
三
Mm
で
あ
る
。

こ
の
時
期
に
は
、
農
業
を
主
と
す

る
農
家
(
専
業
農
家
と
第
一
種
兼
業
農
家
)
の
割
合
が
五
五
・
七
Mm
と
農
業
を
従
と
す
る
農
家
(
第

二
種
兼
業
農
家
)
の
割
合
よ
り
高
か
っ
た
。
全
国
の
割
合
か
ら
み
る
と
一
二
%
も
低
い
が
、
昭
和

六
十
年
の
農
業
を
主
と
す
る
農
家
の
割
合
一
四
・
六
Mm
に
比
べ
る
と
農
業
の
活
動
が
活
発
に
行

わ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
全
国
の
割
合
か
ら
み
て
も
、
昭
和
六
十
年
は
一

七
・
四
Mm
も
低
く
な
っ
て
い
る
。

昭
和
三
十
五
年
か
ら
六
十
年
の
二
五
年
間
の
専
業
農
家
の
減
少
率
は
、
当
市
が
八
三
・
一

Mm

で
全
国
が
七
O
M
m
で
あ
る
。
当
市
の
方
が
一
ゴ
了
一

Mmも
高
い
の
で
あ
る
。

そ
れ
は
、
当
市
が

大
都
市
大
阪
に
近
い
た
め
に
都
市
化
へ
向
け
急
速
発
展
し
た
た
め
で
あ
ろ
う
。

昭
和
三
十
五
年
以
後
、
農
業
を
主
と
す
る
農
家
が
減
少
し
、
農
業
を
従
と
す
る
農
家
数
が
増

加
す
る
傾
向
に
あ
る
。
専
業
農
家
数
が
、
急
減
し
た
時
期
は
昭
和
三
十
五
年
か
ら
四
十
年
に
か

け
て
の
五
年
間
で
あ
る
。
昭
和
三
十
五
年
を
一

O
Oと
す
る
と
同
四
十
年
は
四
六
と
な
り
、

五
四
Mm
の
減
少
と
な
る
。
乙
の
時
期
に
、
専

業
農
家
を
や
め
た
農
家
が
半
分
以
上
も
あ
っ
た
。

第
一
種
兼
業
農
家
が
急
減
す
る
時
期
は
、
昭
和
四
十
五
年
か
ら
五
十
年
に
か
け
て
と
五
十
五
年
か
ら
六
十
年
に
か
け
て
の
二
回
あ
る
。



こ
の
専
業
農
家
や
第
一
種
兼
業
農
家
の
第
一
回
目
の
急
減
期
を
み
る
と
、
必
ず
第
二
種
兼
業
農
家
が
急
増
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
専
業
農

家
が
、
農
業
以
外
か
ら
収
入
を
得
る
た
め
に
第
一
種
・
第
二
種
兼
業
農
家
に
、
主
に
農
業
に
よ
っ
て
収
入
を
得
て
い
た
第
一
種
兼
業
農
家

が
、
農
業
以
外
の
業
種
か
ら
の
収
入
が
主
に
な
り
、
第
二
種
兼
業
農
家
へ
変
わ
っ
て
行
っ
た
た
め
で
あ
る
。

日増加した糊

口糊のない制

図市町山り少企¥'t2j!~ 回 (-10.696)
減少串10.7-19.9%

匪週間少申20%以上
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農家数の増減率

(1975年を100とした1985年の必〉
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国

地
区
別
農
家
数
の
変
化

昭
和
五
十
年
か
ら
同
六
十
年
に
か
け
て
、
農
家
数

の
増
加
し
た
地
域
は
、
膳
夫
(
香
久
山
地
区
)
、

法
花

寺
(
鴨
公
地
区
)
、
土
橋
(
真
菅
地
区
)
、

見
瀬
・
吉
田

(
畝
傍
地
区
)
の
五
集
落
で
あ
り
、

増
減
の
な
い
集
落

が
畝
傍
地
区
に
五
集
落
、
耳
成
地
区
に
一
集
落
、
真

菅
地
区
に
三
集
落
、
鴨
公
地
区
に
三
集
落
、
香
久
山

地
区
に
三
集
落
、
新
沢
地
区
に
一
集
落
の
計
一
六
集

落
あ
る
。

そ
れ
に
反
し
て
、
減
少
し
た
集
落
は
、
六
七
あ
り

全
体
の
約
八
五
・
九
Mmを
占
め
る
。
そ
の
減
少
し
た

集
落
の
中
で
、
最
も
減
少
率
の
激
し
い
集
落
は
、
飛

問
料
(
鴨
公
地
区
)
の
五
七
・
五
Mm
が
最
高
で
、

そ
の
他

に
四

O
%以
上
を
越
す
集
落
が
、

御
坊
・
久
米
(
畝

傍
地
区
)
、
西
新
堂
(
耳
成
地
区
)
の
四
集
落
あ
り
、
減

ム

ノ¥
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陣頭 40%以上

国 30-39%

図 20-29%

臼 10-19%

口 9%以下

新
沢
(
二
O
M
m
)
、
耳
成
(
七
・
六
必
)
の
踊
に
な
る
。
金
橋
、

第4-17図農業収入を主とする農家(専業・
第 1種兼業農家)の割合(昭和50年)

(農業センサスより作成)
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ノ¥

少
率
二
O
M
m
以
上
の
も
の
を
含
め
る
と
一
三
集
落
(
全

休
の
一
六
・
七
Mm)
に
な
る
。

減
少
率
の
高
い
と
こ
ろ
は
、
木
之
本
(
呑
久
山
地
区
)
、

観
音
寺
(
新
沢
地
区
)
を
除
く
と
、
総
て
近
鉄
線
が
通
る

か
隣
接
し
て
い
る
集
落
で
あ
る
。

橿
原
市
の
九
地
区
(
農
業
セ
ン
サ
ス
で
は

一
一
地
区
に

分
か
れ
て
い
る
が
、
市
の
統
計
で
は
、
旧
多
村
を
耳
成
と
真
菅

の
二
地
区
に
、
旧
平
野
村
を
真
菅
に
、
旧
天
満
村
を
新
沢
に
編

入
し
て
九
地
区
に
し
で
あ
る
o

本
文
で
は
、
そ
の
方
を
採
用
し

て
い
る
)
の
農
家
数
の
増
加
し
た
集
落
と
増
減
な
し
の

集
落
の
数
と
、
減
少
が
二

O
必
以
上
の
集
落
の
数
を
み

る
と
、
最
初
に
増
加
と
増
減
な
し
の
比
率
の
高
い
地
区

香
久
山
(
四

四
・
四
Mm)
、
畝
傍
(
三
八
・
八
%
)
、
真
菅
(
三
0
・
八
銘
)
、

か
ら
並
べ
る
と
、

鴨
公
(
五
七
・
一
労
)
、

八
木
、
今
井
の
三
地
区
は
、
増
加
し
た
集
落
や
増
減
な
し
の
集
落
が
全
く
な

八
木
(
二
五
%
)
、
新

ぃ
。
次
に
減
少
が
二
O

M
以
上
の
集
落
の
数
の
比
率
を
高
い
順
に
並
べ
る
と
、
今
井
(
五
O
M
m
)
、
畝
傍
(
二
六
Mm)
、

沢
(
二
O
M
m
)
、
鴨
公
(
一
四
・
三
Mm)
、
香
久
山
(
二
・
一
労
)
、
耳
成
・
真
官
(
七
・
六
Mm)
、
金
橋

(OMm)
と
な
る
。

九
つ
の
地
区
の
中
で
、
ど
ち
ら
も
比
率
が
高
い
の
は
、
畝
傍
、
新
沢
の
両
地
区
で
あ
る
が
、
新
沢
の
方
は
増
加
し
た
集
落
は
な
く
、
増



減
の
な
い
集
落
が
一
つ
、
減
少
し
た
集
落
が
四
つ
(
五
・
六
M
m
か
ら
一

0
・
四
M
m
ま
で
が
一
二
集
落
、
二
七
・
六
M
m
の
集
落
が
一
つ
)
で
、
ど
ち
ら
か

と
い
う
と
地
区
全
体
が
減
少
傾
向
に
あ
る
。
そ
れ
に
反
し
て
畝
傍
の
方
は
、
増
加
し
た
集
落
が
二
つ
、
増
減
の
無
い
集
落
が
五
つ
、
減
少

が
一
か
ら
一
九
M
m
の
集
落
が
七
つ
、
二
O
か
ら
三
九
M
m
の
集
落
が
一
つ
、
四
O
%
以
上
の
集
落
が
四
つ
で
増
減
の
激
し
い
地
域
と
い
え

臨 40%以 t
目 30~39%

図 20~29%

日 10~19%

口 9%以下

~旦旦OOm
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四
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第 4-18図農業収入を主とする農家(専農・

第 1種兼業農家)の割合(昭和60年)

(農業センサスより作成)

る
。
減
少
の
激
し
い
集
落
は
、
近
鉄
の
畝
傍
御

陸
前
駅
や
橿
原
神
宮
前
駅
周
辺
に
集
中
し
て
い

る。
農
業
が
主
の
農
家
の
占
め
る
割
合
(
五
十
年
)

が
一
四
・
六
M
m
よ
り
高
い
地
区
は
、

香
久
山

(
二
七
・
六
M
m
)
、

耳
成
(
一
八
・
O
M
m
)
、

新

沢

(
一
五
・
O
M
m
)
、

鴨
公
(
一
回
・
八
M
m
)

の
四
地

区
で
、

低
い
地
区
は
畝
傍
(
一
三
・
九
%
)
、
真

菅
(
一
三
・
四
M
m
)
、

八
木
(
一

0
・
五
M
m
)
、
金

橋
(
ム
ハ
・
四
必
)
、

今
井
(
O
M
m
)

の
五
つ
地
区

で
あ
る
(
第
四
一
七
図
)

0

農
業
を
主
と
す
る
農
家
の
割
合
の
高
い
地
区

は
、
市
の
北
東
部
に
集
中
し
て
い
る
。
そ
れ
に

反
し
て
低
い
地
区
は
、
市
の
中
心
部
や
北
西
部

と
南
部
に
集
中
し
て
い
る
と
い
え
る
。

ム

ノ¥



農

業

六
回

昭
和
五
十
年
か
ら
六
十
年
の
農
業
を
主
と
す
る
農
家
の
増
減
を
み
る
と
、
減
少
の
激
し
い
地
域
は
、
市
の
中
心
部
や
南
部
・
北
西
部
で

あ
り
、
減
少
率
が
四

O
%以
上
を
越
え
た
地
区
と
し
て
は
畝
傍
、
真
菅
、
金
橋
、
鴨
公
、
今
井
の
五
地
区
あ
る
。
今
井
地
区
の
小
網
町
の

場
合
で
は
、

五
十
五
年
に
二
戸
ず
つ
あ
っ
た
専
業
農
家
や
第
一
種
兼
業
農
家
が
皆
無
に
な
っ
て
い
る
。

減
少
率
の
少
な
い
地
区
は
、
八
木

(
O
%
)、
耳
成
(
二
回
・
五
Mm〉
、
香
久
山
(
二
七
・
六
Mm)
な
ど
の
三
地
区
で
あ
る
。
六
十
年
の
農
業

を
主
と
す
る
農
家
数
の
割
合
の
よ
う
に
、
市
の
北
東
部
に
集
中
し
て
い
る
。
集
落
別
に
み
る
と
、
割
合
が
増
加
し
た
集
落
は
一
二
あ
る
。

第
四
l
一
八
図
を
み
る
と
、
市
の
中
心
部
で
島
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
集
落
が
あ
る
が
、
そ
の
内
の
一
つ
は
畝
傍
町
、
も
う
一
つ
農
業

を
主
と
す
る
農
家
が
四
O
M
m
を
越
す
集
落
が
あ
る
。

そ
の
集
落
は
小
一
房
町
(
八
木
地
区
)
で
あ
り
、

そ
の
小
房
町
で
は
昭
和
五
十
五
年
に

専
業
農
家
・
第
一
種
兼
業
農
家
数
が

O
で
あ
っ
た
の
が
、
同
六
十
年
に
は
専
業
農
家
が
三
戸
に
増
え
、
反
対
に
第
二
種
兼
業
農
家
が
六
戸

か
ら
四
戸
へ
と
減
少
し
、
全
体
の
戸
数
も
五
十
五
年
か
ら
比
べ
る
と
六
戸
か
ら
七
戸
へ
と
増
え
て
い
る
。
七
戸
の
う
ち
販
売
な
し
の
農
家

が
六
戸
、
販
売
額
が
五

O
万
以
下
が
一
戸
と
い
う
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
高
年
齢
化
に
よ
る
消
極
的
な
帰
農
で
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

小
房
以
外
に
も
専
業
農
家
が
増
え
た
集
落
は
一
九
あ
る
。
昭
和
五
十
五
年
か
ら
比
べ
る
と
、
ほ
と
ん
ど
の
集
落
は
二
戸
か
ら
三
戸
増
え

て
い
る
が
、
首
我
町
(
真
菅
地
区
)
、
膳
夫
町
(
香
久
山
地
区
)
の
よ
う
に
六
戸
も
増
え
て
い
る
集
落
も
あ
る
。

農
地
の
推
移
と
農
家
の
対
応

以
上
の
動
き
は
、
農
地
の
残
存
比
率
に
も
あ
ら
わ
れ
る
。
第
四
1

一
九
図
は
昭
和
田
十
五
年
の
農
地
面
積
を
一

O
Oと
し
た
時
の
、
同

五
十
五
年
の
そ
れ
の
比
率
を
基
準
と
し
て
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
時
期
は
農
地
転
用
の
落
ち
つ
い
た
時
期
が
か
な
り
の
部
分
を
占
め

る
が
、
香
久
山
地
区
や
真
官
地
区
の
北
部
、
畝
傍
地
区
の
若
干
の
集
落
が
落
ち
つ
き
を
示
し
て
い
る
が
、

五
J
三
O
形
ほ
ど
の
農
地
が
減
少
し
、
集
落
差
は
か
な
り
み
ら
れ
る
乙
と
が
わ
か
る
。

そ
の
他
の
地
区
、
集
落
で
は
一



当
時
の
農
家
の
対
応
を
示
し
て
み
る
。

そ
の
一
例
と
し
て
、
昭
和
四

0
年
代
に
集
合
住
宅
の
建
設
に
よ
っ
て
、
大
き
く
農
地
を
減
少
さ
せ
た
畝
傍
地
区
の
五
条
野
に
つ
い
て
、

五
条
野
は
国
道
一
六
九
号
線
沿
い
に
あ
り
、
か
つ
て
は
イ
チ
ゴ
栽
培
な
ど
競
菜
栽
培
が
か
な
り
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
た
が
、
近
鉄
吉
野

4 

O~-1km 凡例

40未満

以上 未満
40---55 
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-70 55 

70 

1980/ 
/1970 

(1970年を100とした場合)

-85 

-100 

100以上

85 

線
岡
寺
駅
に
も
近
く
、
丘
陵
地
も
あ
っ

た
た
め
、
昭
和
四

0
年
代
に
入
っ
て
、

橿原市における集落別耕地面積の残存率

五
条
野
団
地
な
ど
の
宅
地
化
や
工
場
建

設
で
農
地
転
用
面
積
が
急
増
し
、

昭
和

十
五
年
に
は
五
四
戸
中
二
一
一
戸
を
専

業
農
家
が
占
め
て
い
た
が
、

同
四
十
五

年
に
は
そ
れ
が
わ
ず
か
三
戸
に
な
る
ほ

ど
急
激
な
兼
業
化
が
す
す
ん
だ
。

当
時

の
兼
業
内
容
を
み
る
と
、
町
内
に
あ
る

A
口
板
会
社
勤
務
、

賃
労
、

職
員
勤
務
な

ど
が
目
立
ち
、

大
阪
へ
の
通
勤
者
も
い

第 4-19図

た
。
そ
の
結
果
、

経
営
耕
地
は
昭
和

十
五
年
に
二
戸
当
た
り
八
五
・
九
ア
l

ル
と
い
う
市
内
は
も
と
よ
り
、
奈
良
企

地
の
中
で
も
広
い
耕
地
面
積
を
有
し
て

六
五
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1970 1965 

骨一一一専業

e一一一第l'議

。ーーー第2主主

(100) 

10 

5 

経

営

面

積

る
。
し
か
し
、

(100) 

所有面積

極原市五条野町における各農家の経営面積、
所有面積の変化 (1965→1970)

ムハムハ

い
た
も
の
が
、
同
四
十
五
年
に
は
五
六
・
五
ア
ー
ル
へ
と
減

少
し
、
残
っ
た
耕
地
を
主
婦
と
老
人
が
担
う
よ
う
に
な
っ

た。
第
四
l
二
O
図
は
も
っ
と
も
耕
地
が
減
少
し
た
昭
和
四
十

年
か
ら
同
四
十
五
年
に
か
け
て
の
、
各
農
家
の
所
有
耕
地
面

積
と
経
営
耕
地
面
積
の
変
化
を
、
専
兼
業
農
家
別
に
示
し
た

も
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
全
体
と
し
て
各
農
家
と
も

両
面
積
が
減
少
し
て
左
下
方
向
へ
推
移
し
て
お
り
、
各
農
家

と
も
一
層
零
細
化
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

後
の
経
営
面
積
の
農
家
の
中
で
規
模
拡
大
を
図
っ
た
農
家
が

一
ヘ
ク
タ
ー
ル
前

み
ら
れ
る
が
、

そ
の
数
は
き
わ
め
て
少
な
く
、

そ
れ
も
の
ち

10 

第 4-20図

に
は
再
び
縮
小
す
る
。
図
中
の
ヨ
コ
軸
方
向
の
変
化
は
農
地

法
第
五
条
の
農
地
転
用
の
要
素
を
含
み
、

タ
テ
軸
方
向
の
変

化
は
同
第
四
条
の
要
素
を
含
ん
で
い
る
乙
と
か
ら
す
れ
ば
、

て
、
農
地
の
売
却
を
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

そ
の
よ
う
な
農
家
は
例
外
的
で
数
は
少
な
く
、
多
く
の
農
家
は
三

O

J
四

0
ア
ー
ル
の
経
営
規
模
の
維
持
を
下
限
と
し

こ
の
軸
の
方
向
の
増
加
は
農
地
の
購
入
を
示
す
乙
と
に
な

乙
れ
は
、
自
家
用
飯
米
や
親
戚
へ
の
縁
故
米
を
確
保
し
た
上
で
の
兼
業
化
を
め
ざ
し
た
こ

と
、
し
か
も
兼
業
下
で
の
稲
作
単
作
を
め
ざ
し
た
乙
と
を
示
し
、
脱
農
化
へ
む
か
う
ケ

i
ス
は
き
わ
め
て
少
な
か
っ
た
と
と
を
意
味
し
て



、，、J
O

し
J
1こ

の
よ
う
に
、
経
営
規
模
を
よ
り
零
細
化
す
る
形
で
の
農
家
側
の
都
市
化
へ
の
対
応
が
こ
の
事
例
か
ら
知
ら
れ
、

乙
れ
は
当
市
全
体
に

も
か
な
り
共
通
し
て
み
ら
れ
る
こ
と
は
、
前
表
に
示
し
た
と
お
り
で
あ
る
。
そ
れ
は
次
第
に
地
価
の
上
昇
に
と
も
な
い
や
が
て
意
識
的
に
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産
業
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化

60 (年)55 50 45 40 
昭和
35 

は
財
産
保
持
と
し
て
一
定
量
の
耕
地
を
維
持
し
つ

つ
対
応
す
る
形
へ
と
転
化
し
て
い
る
。

次
に
農
家
を
経
営
耕
地
の
規
模
別
に
、

(
A
)
 

二
九
ア
ー
ル
未
満
、

(
B
)
三

0
ア
ー
ル
か
ら
五

経営規模別農家数の推移

0
ア
ー
ル
未
満
、

(
C
)
五

0
ア
ー
ル
か
ら
一

O

(
D
)
 

0
ア
ー
ル
未
満
、

一
0
0
ア
ー
ル
か
ら

五

0
ア
ー
ル
未
満
、

(
E
)
 
一
五

0
ア
ー
ル
以
上

の
五
階
層
に
分
け
る
と
、
昭
和
三
十
五
年
に
は
、

(
C
)
階
層
農
家
数
が
、

全
体
の
三
七
・
九
Mm
と

第 4-21図

占
め
る
割
合
が
一
番
多
か
っ
た
。
だ
が
、
半
分
以

上
を
占
め
て
い
た
の
は
、
市
の
二
戸
あ
た
り
の
耕

地
面
積
よ
り
低
い
五

0
ア
ー
ル
未
満
の

(
A
)

(
B
)
 
の
階
層
の
小
規
模
な
農
家
が
多
か
っ
た
。

五
階
層
の
中
で
、
減
少
の
激
し
い
階
層
は
、

(
D
)
・
(
C
)
の
階
層
の
中
規
模
な
農
家
で
あ
る
。

六
七
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ぃ、、守、、
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(
D
)
の
階
層
は
、
昭
和
三
十
五
年
か
ら
同
六
十
年
に
か
け
て
の
こ
五
年
間
に
六
三
%
の
滅
少
、

(
C
)
の
階
層
の
農
家
は
四
九
M
m
の
減
少

で
あ
る
に
対
し
て
、
小
規
模
な

(
A
)
の
階
層
や
、
大
規
模
な

(
E
)
 
の
階
層
の
方
は
、
二
五
年
間
に
そ
れ
ぞ
れ

(
A
)
階
層
が
三
%
、

(
E
)
階
層
が
一
O
%
と
増
加
し
て
い
る
。

(
B
)
の
階
層
は
二
五
年
間
を
み
る
と
一
九
M
m
と
減
少
し
て
い
る
が
、

最
近
の
五
年
間
(
五
十

五
年
か
ら
六
十
年
)
は
、
ど
く
僅
か
で
あ
る
が
増
え
て
い
る
。

五
年
毎
の
増
減
を
み
る
と
、

一
番
激
し
い
の
が

(
E
)
の
階
層
で
あ
る
。

こ
の

(
E
)

の
階
層
を
細
分
す
る
と
、
昭
和
四
十
五
年
に
は

一
0
0
ア
ー
ル
か
ら
一
五

0
ア
ー
ル
未
満
の
農
家
が
八
八
・
九
%
で
二

0
0
ア
ー
ル
以
上
の
農
家
が
一
一
・
一
M
m
と
な
っ
て
い
る
。

(
E
)

の
階
層
の
中
で
増
減
の
激
し
い
の
は
一

0
0
ア
ー
ル
か
ら
一
五

0
ア
ー
ル
の
階
層
で
、
昭
和
四
五
年
以
後
を
み
る
と
増
加
し
た
年
代
は
、

昭
和
五
十
年
か
ら
同
五
十
五
年
に
か
け
て
の
聞
の
五
M
m
の
増
加
だ
け
で
、

こ
の
五
年
間
だ
け
で
約
二
O
M
m
も
減
少
し
て
い
る
。
二
O
O
ア

ー
ル
以
上
の
階
層
は
、

昭
和
五
十
年
か
ら
同
五
十
五
年
に
か
け
て
の
五
年
間
に
五
O
M
m
と
減
少
し
た
以
外
に
は
、
他
の
五
年
間
は
増
加
し

て
い
る
。
特
に
昭
和
五
十
五
年
か
ら
同
六
十
年
に
か
け
て
は
、
六
O
M
m
も
増
加
し
て
い
る
。
昭
和
五
十
五
年
に
一
五

0
ア
ー
ル
か
ら
こ

0

0
ア
ー
ル
未
満
の
農
家
が
増
え
た
原
因
は
、
二

0
0
ア
ー
ル
以
上
の
農
家
が
規
模
を
縮
小
し
た
事
が
大
き
く
影
響
を
与
え
て
い
る
と
い
え

る
。
昭
和
六
十
年
に
二

0
0
ア
ー
ル
以
上
の
農
家
が
増
え
て
い
る
が
、

そ
れ
は
、
昭
和
五
十
五
年
代
に
規
模
を
縮
小
し
た
農
家
が
、
再
び

規
模
を
拡
大
し
た
た
め
に
増
加
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

現
在
の
経
営
規
模
別
農
家
の
動
向
を
み
る
と
、

(
A
)
・
(
B
)

階
層
の
よ
う
な
小
規
模
な
農
家
と

(
E
)
階
層
の
よ
う
な
大
規
模
な
農

家
が
増
加
し
、

(
C
)
・
(
D
)
の
よ
う
な
中
間
階
層
は
減
少
す
る
傾
向
に
あ
る
と
い
え
る
。

あ
る
。 以

上
の
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
こ
れ
か
ら
後
の
経
営
規
模
別
農
家
数
の
動
向
を
決
定
し
て
い
く
の
は
、

(
C
)

ζ

の
階
層
が
規
模
を
拡
大
し
て
い
け
ば
大
規
模
な
階
層
の
農
家
が
増
え
る
だ
ろ
う
し
、
規
模
を
縮
小
し
て
い
け
ば
小
規
模
な
階
層

-
(
D
)
の
中
間
階
層
で

の
農
家
が
増
え
る
だ
ろ
う
。
農
業
を
活
性
化
し
て
い
く
の
も
、
衰
退
さ
せ
て
い
く
の
も
、
総
て
こ
の
階
層
の
動
向
に
あ
る
と
い
え
る
。
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以
上
の
よ
う
な
い
ち
じ
る
し
い
変
化
の
中
で
、
農
業
そ
の
も
の
は
ど
の
よ
う
に
対
応
し
、
ど
の
よ
う
な
形
で
維
持
さ
れ
て
い
る
の
で
あ

ろ
う
か
。

昭
和
五
十
六
年
に
お
け
る
当
市
の
農
業
粗
生
産
額
の
構
成
を
み
る
と
、
米
一
五
・

O
億
円
、

い
も
類

0
・
三
億
円
、
野
菜
類
八
・
八
億

円
、
果
実

0
・
四
億
円
、
花
井
コ
了
九
億
円
、
畜
産
五
・
八
億
円
、

そ
の
他

0
・
二
億
円
と
な
り
、
全
体
の
う
ち
米
が
四
四
%
を
占
め
、

次
い
で
野
菜
の
二
五

Mm
と
な
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
野
菜
は
年
に
よ
る
バ
ラ
ツ
キ
が
大
き
く
安
定
し
な
い
面
も
つ
よ
い
。

な
お
、
同
年
の
二
戸
当
り
の
生
産
農
業
所
得
は
五

0
・
八
万
円
で
天
理
市
の
一

O
七
万
円
、

田
原
本
町
の
七
一
・
コ
一
万
円
に
は
か
な
り

及
ば
ず
、
明
日
香
村
(
五
六
・
一
万
円
)
、

御
所
市
(
五
五
・
二
万
円
)
、

桜
井
市
(
五
一
で
三
万
円
)
と
同
列
に
あ
る
。

ま
た
一

0
ア
ー
ル
当

り
生
産
農
業
所
得
は
九
・
五
万
円
で
天
理
市
(
一
五
・
六
万
円
)
、
田
原
本
町
(
二
・
二
万
円
)
、
大
和
高
田
市
(
一

0
・
八
万
円
)
、
御
所
市

(一

0
・
五
万
川
)
に
は
や
や
及
ば
な
い
が
、
明
日
香
村
、
桜
井
市
、
奈
良
市
あ
た
り
と
同
レ
ベ
ル
に
位
置
す
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
全
体
と
し
て
は
稲
作
が
主
流
で
、
野
菜
作
や
花
升
栽
培
は
特
定
集
落
に
限
定
さ
れ
る
。

稲
作
は
高
度
経
済
成
長
期
を
通
し
て
最
も
省
力
化
の
進
ん
だ
部
円
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
農
家
が
兼
業
化
す
る
さ
い
、
農
地
を
維
持
す

る
に
は
最
も
よ
い
方
法
で
あ
っ
た
。
裏
作
の
麦
類
が
昭
和
三

0
年
代
中
期
に
消
滅
し
、
そ
の
後
兼
業
化
の
波
に
呑
ま
れ
た
当
市
で
は
、
と

の
稲
作
の
単
作
化
が
一
気
に
拡
大
し
た
。
し
か
も
西
部
で
は
吉
野
川
の
通
水
が
早
く
か
ら
実
現
し
、
東
部
の
平
坦
部
も
倉
橋
た
め
池
に
よ

っ
て
水
利
条
件
は
安
定
し
て
い
た
。

一
戸
当
り
五

0
ア
ー
ル
前
後
の
多
か
っ
た
当
市
の
農
業
経
営
規
模
で
は
、
省
力
化
が
次
々
に
進
ん
だ

水
田
単
作
は
、
二
一
ち
ゃ
ん
農
業
、
さ
ら
に
は
日
曜
農
業
で
も
可
能
に
な
り
、
他
の
大
都
市
近
郊
地
域
の
農
家
と
同
様
に
た
ち
ま
ち
定
着
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。
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第 4-13表

(昭和35年の資料には、旧多・天満・平野村のものは含まれていない〉



そ
の
さ
い
、

田
植
機
や
コ
ン
バ
イ
ン
、

ト
ラ
ク
タ
ー
な
ど
大
型
機
械
も
各
農
家
ま
た
は
数
戸
で
共
同
購
入
し
、

し
か

よ
り
一
一
層
の
省
力
化
が

す
す
ん
だ
し
、
中
に
は
同
一
集
落
内
で
の
個
別
の
稲
作
請
負
(
刈
り
取
り
部
門
が
多
い
)
が
す
す
み
、

j
斗
ア
ー
ー

第
四
章
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一
層
の
省
力
化
が
す
す
ん
だ
。

し
、
大
都
市
近
郊
の
外
縁
部
で
み
ら
れ
る

野菜の耕作規模の大きい農家の分布図(昭和60年〕

全
面
委
託
の
ケ

l
ス
は
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ

な
い
。
各
農
家
が
自
家
用
米
は
自
力
で
確

保
す
る
姿
勢
と
、
新
沢
地
区
に
み
ら
れ
る

よ
う
に
、
伝
統
的
な
売
薬
の
中
の
農
繁
期

の
帰
宅
と
農
業
従
事
と
い
う
慣
習
的
な
行

動
が
生
き
て
い
る
た
め
で
も
あ
る
。

し
か
し
、
昭
和
四
十
五
年
以
降
の
減

反
・
休
耕
政
策
は
ζ

の
よ
う
な
稲
作
単
作

型
経
営
に
も
影
響
を
与
え
る
乙
と
に
な
っ

た
。
当
市
で
は
市
街
化
区
域
で
は
減
反
・

休
耕
面
積
が
既
存
水
田
の
四
O
M
m、
全
市

第4-23図

内
で
は
三

O
M
m前
後
に
達
し
つ
つ
あ
る
。

そ
れ
ら
は
都
市
化
の
中
で
農
地
転
用
に
回

っ
た
り
、
放
棄
の
ま
ま
に
な
っ
た
り
、
大

豆
の
集
団
転
作
や
野
菜
さ
つ
く
り
、
麦
づ
く

七



農

業

ι一一旦~OO"~

果樹農家の作物別分布図(昭和60年)

(農業センサスより作成)

第 4-24図

七り
な
ど
苦
労
し
た
対
応

を
し
て
い
る
。
そ
の
中

に
は
鴨
公
地
区
で
畜
産

家
と
結
び
飼
料
作
物
へ

転
換
し
た
ケ

l
ス
も
あ

る
。
ま
た
、
そ
の
ほ
か
、

集
合
住
宅
の
進
歩
な
ど

に
と
も
な
う
非
農
家
世

帯
の
増
加
の
中
で
、
家

庭
菜
園
に
対
す
る
要
望

も
強
ま
っ
て
お
り
、
貸

農

園

と

い

う

形

で

誠

反
・
休
耕
地
が
利
用
さ

れ
る
ケ

l
ス
が
次
第
に

ふ
え
て
き
て
い
る
。
と

く
に
市
街
化
区
域
を
も

ち
、
住
宅
地
化
の
す
す

ん
だ
地
区
で
は
、

と

の



需
要
が
年
々
高
ま
っ
て
お
り
、
集
落
に
よ
っ
て
は
、
集
落
の
共
有
地
を
配
分
利
用
す
る
形
を
と
っ
て
い
る
と
と
ろ
も
あ
る
。
都
市
化
の
中

で
の
緑
地
保
全
、
耕
地
維
持
と
い
う
点
か
ら
す
れ
ば
、

こ
の
よ
う
な
方
式
は
積
極
的
に
対
応
す
る
工
夫
が
増
す
ζ

と
に
な
る
部
円
で
あ
る

よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
よ
う
な
水
田
単
作
に
対
し
て
、
野
菜
、
花
井
栽
培
、
果
樹
栽
培
は
特
定
の
集
落
の
う
ち
、

そ
の
一
部
の
農
家
に
限
定
さ
れ
る
傾
向

が
み
ら
れ
、

そ
の
ウ
エ
イ
ト
は
年
々
低
下
し
て
き
て
い
る
。

野
菜
栽
培
は
各
集
落
で
少
数
で
散
在
的
で
あ
る
。
促
成
イ
チ
ゴ
、
サ
イ
ト
ゥ
、
ナ
ス
な
ど
施
設
園
芸
が
主
で
、
と
く
に
太
田
市
で
は
イ

チ
ゴ
の
促
成
、
半
促
成
、
半
冷
蔵
な
ど
多
様
な
栽
培
方
法
を
生
か
し
、
集
落
全
体
の
農
家
が
そ
れ
に
従
事
し
て
い
る
。
か
つ
て
奈
良
全
地

を
南
下
し
た
イ
チ
ゴ
栽
培
の
本
格
的
生
産
地
の
北
端
地
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
後
継
者
は
確
保
で
き
て
お
ら
ず
、
将
来
の
不
安
定
材

イ
チ
ゴ
は
鴨
公
地
区
で
も
積
極
的
農
家
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
地
区
で
は
五
J
六
戸
の
農
家
が
専
業
農
家
と
し

料
も
多
い
。

ζ

乙
も
後
継
者
に
恵
ま
れ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
。
全
体
的
単
作
化
の
中
で
疏
菜
作
は
数
少
な
い
部

門
に
な
り
つ
つ
あ
る
が
、
太
田
市
を
含
む
耳
成
地
区
、
鴨
公
地
区
、
香
久
山
地
区
の
ほ
か
で
は
鳥
屋
、
西
池
尻
な
ど
の
集
落
で
目
立
つ
程

て
読
菜
作
に
力
を
入
れ
て
い
る
が
、

度
で
あ
る
。

花
升
栽
培
は
耳
成
地
区
を
中
心
に
発
展
し
て
き
た
。
し
か
し
、

乙
こ
も
後
述
す
る
よ
う
に
少
数
派
に
な
り
つ
つ
あ
る
一
方
、
営
農
意
欲

の
高
い
農
家
が
新
た
な
対
応
も
工
夫
し
て
い
る
。

果
樹
栽
培
は
、
香
久
山
地
区
の
南
部
に
位
置
す
る
南
浦
、
南
山
、
戒
外
な
ど
の
集
落
が
中
心
で
、
山
麓
沿
い
の
正
陵
地
に
ブ
ド
ウ
栽
培

を
行
い
、
近
年
は
観
光
農
園
と
し
て
の
試
み
も
行
わ
れ
て
い
る
。

乙
の
地
区
で
は
畑
地
も
多
く
、
大
根
、

ニ
ン
ジ
ン
、
ゴ
ボ
ウ
な
ど
の
野

菜
生
産
と
と
も
に
、

乙
の
果
樹
栽
培
が
農
地
を
維
持
し
、
農
家
を
維
持
す
る
役
割
を
果
し
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
、

当
市
の
農
業
は
、

急
激
な
都
市
化
と
農
地
の
減
少
、
し
か
も
ス
プ
ロ
'ot--
ル
化
(
蚕
食
状
の
土
地
利
用
)
が
す
す
む
中
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で、

一
斉
に
水
団
単
作
へ
指
向
し
つ
つ
、

そ
の
中
に
ゲ
リ
ラ
的
な
疏
菜
作
、
花
井
作
、
果
樹
作
、

そ
し
て
ご
く
わ
ず
か
の
畜
産
農
家
を
抱

え
る
に
至
っ
た
と
い
う
構
図
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
は
経
営
農
地
の
規
模
拡
大
も
ま
ま
な
ら
ず
、
農
業
振
興
地
域
に
積

極
的
に
指
定
希
望
し
た
西
部
農
協
南
部
の
地
区
に
お
い
て
も
、
農
用
水
路
や
道
路
整
備
と
い
っ
た
基
盤
整
備
が
中
心
と
な
り
、
営
農
へ
の

指
向
性
は
き
わ
め
て
弱
い
。
都
市
化
に
対
応
し
て
、
組
織
的
に
農
住
組
合
の
設
立
を
図
ろ
う
と
す
る
ケ
ー
ス
(
鴨
公
農
協
)
も
あ
る
。
農
業

技
術
が
今
全
国
的
に
大
き
く
変
化
し
そ
う
な
芽
を
内
包
し
つ
つ
も
、
当
市
で
は
零
細
耕
地
で
の
生
産
性
を
向
上
さ
せ
る
営
農
技
術
の
在
り

方
や
、
都
市
化
の
中
で
消
え
て
い
く
緑
の
保
存
の
た
め
の
前
述
し
た
貸
農
園
方
式
、
粗
放
化
し
た
農
地
の
再
編
利
用
の
方
法
な
ど
、
模
索

す
べ
き
方
法
は
た
く
さ
ん
あ
る
よ
う
に
見
え
る
。

五

近
郊
農
業
と
し
て
の
施
設
園
芸
農
業

H 

施

設

園

芸

農

業

昭
和
六
十
年
の
当
市
の
施
設
農
家
数
は
、

一
二
八
戸
で
四
・
三
%
で
あ
り
、
施
設
面
積
は
ハ
ウ
ス
が
一
、
三
八
五
ア
ー
ル
・
ガ
ラ
ス
室

が
一
三
一
ア
ー
ル
の
計
一
、

五
一
六
ア
ー
ル
(
市
の
総
耕
地
面
積
の
一
・
一
一
必
)
あ
る
。

施
設
耕
地
面
積
の
内
で
、
ガ
ラ
ス
室
の
占
め
る
割
合
は
八
・
六
Mm
で
、
ま
た
、
施
設
園
芸
農
家
の
中
で
ガ
ラ
ス
室
の
持
つ
農
家
の
割
合

は
一
九
・
五
Mm
で
あ
り
、
ガ
ラ
ス
室
の
施
設
園
芸
農
業
に
し
め
る
割
合
は
た
い
へ
ん
低
い
と
い
え
る
。

ピ
ニ
ル
ハ
ウ
ス
か
ら
比
べ
る
と
風
雨
に
も
強
く
、
耐
久
性
が
あ
る
か
ら
維
持
費
も
安
い
の
に
普
及
し
な
い
。
そ
れ
は
、

ガ
ラ
ス
室
が
ピ
ニ
ル
ハ
ウ
ス
よ
り
も
、
設
備
費
に
多
額
の
投
資
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
ろ
う
。

ガ
ラ
ス
室
は
、

園
芸
農
家
数
が
、

一
O
戸
を
越
え
る
集
落
は
、
常
盤
町
の
一
三
戸
を
最
高
に
、
太
田
市
町
・
新
口
町
の
二
一
戸
(
耳
成
地
区
)
、
膳
夫
町

の
一
一
戸
(
香
久
山
地
区
)
、
鳥
屋
町
の
一
一
一
戸
(
畝
傍
地
区
)
の
五
集
落
あ
る
。
他
の
集
落
は
、
葛
本
町
の
九
戸
(
耳
成
地
区
)
、
石
川
町
の



七
戸
(
畝
傍
地
区
)
、
観
音
寺
町
の
五
戸
(
新
沢
地
区
)
、
大
軽
町
(
畝
傍
地
区
)
・
醍
醐
町
(
鴨
公
地
区
)
の
四
戸
、
出
垣
内
町
(
香
久
山
地
区
)
、

中
曽
司
町
・
豊
田
町
・
北
妙
法
寺
町
(
真
菅
地
区
)
、

田
中
町
(
畝
傍
地
区
)
の
三
戸
を
除
く
と
、

後
の
集
落
は
、

二
戸
か
ら
二
戸
(
全
施
設

園
芸
農
家
数
の
五
三
労
)
の
集
落
に
な
る
。

一
戸
あ
た
り
の
耕
地
面
積
を
み
る
と
、
二

0
ア
ー
ル
以
上
を
越
す
集
落
が
、

八
つ
あ
る
。
十
市
町
の
四

0
ア
ー
ル
を
筆
頭
に
、
東
竹
田

町
の
三
一
ア
ー
ル
・
木
原
町
の
二

0
ア
ー
ル
(
耳
成
地
区
)
、
出
合
町
の
ゴ
一

0
ア
ー
ル
・
南
山
町
の
二

0
ア
ー
ル
(
香
久
山
地
区
)
、

飯
高
町

の
二
九
・
五
ア
ー
ル
(
真
菅
地
区
)
、
城
殿
町
の
二
一
ア
ー
ル
(
畝
傍
地
区
)
、
法
花
寺
町
の
二
七
ア
ー
ル
(
鴨
公
地
区
)
の
各
集
落
が
あ
る
。

こ
れ
ら
の
集
落
に
共
通
す
る
点
は
、

乙
れ
ら
の
集
落
が
総
て
、

一
集
落
あ
た
り
の
施
設
園
芸
農
家
が
二
戸
か
ら
二
戸
ま
で
の
集
落
で
あ
る

と
い
う
点
で
あ
る
。

当
市
の
施
設
園
芸
で
作
ら
れ
て
い
る
も
の
を
、
大
き
く
分
け
る
と
野
菜
と
花
井
作
り
と
い
え
る
。
果
樹
類
も
四
ア
ー
ル
程
作
ら
れ
て
い

る
が
、
施
設
園
芸
農
業
の
主
流
を
な
す
も
の
は
、
前
述
の
野
菜
や
花
井
栽
培
で
あ
る
。

施
設
園
芸
農
家
一
二
八
戸
の
内
、
野
菜
作
り
を
し
て
い
る
農
家
六
六
戸
、
花
舟
栽
培
を
し
て
い
る
農
家
六
三
戸
で
、
農
家
数
か
ら
比
べ

れ
ば
、
野
菜
も
花
井
栽
培
も
同
じ
位
の
ウ
エ
ー
ト
を
占
め
て
い
る
と
い
え
る
。

収
穫
面
積
で
比
較
し
て
み
る
と
、
野
菜
が
八

O
六
ア
ー
ル
、
花
井
栽
培
が
八
四
九
ア
ー
ル
で
花
井
栽
培
の
方
が
、
少
し
リ
ー
ド
し
た
よ

う
で
あ
る
。
し
か
し
、
野
菜
作
り
や
花
芥
栽
培
だ
け
を
、
単
一
栽
培
し
て
い
る
集
落
の
数
で
比
べ
て
み
る
と
、
野
菜
二
ニ
集
落
・
花
舟
一

O
集
落
で
あ
る
。
そ
乙
に
、
ど
ち
ら
か
一
方
の
栽
培
に
ウ
エ
ー
ト
を
か
け
て
い
る
集
落
を
入
れ
る
と
、
野
菜
が
一
九
集
落
・
花
井
が
二
一

集
落
に
な
る
。
集
落
別
に
み
る
と
野
菜
の
栽
培
の
方
が
盛
ん
と
い
え
る
。

仁j

野
菜
と
施
設
園
芸
農
業
の
動
向

野
菜
に
つ
い
て
は
、
花
丹
栽
培
ほ
ど
地
域
性
が
な
く
、
市
全
体
に
ま
ん
べ
ん
な
く
広
が
っ
て
い
る
こ
と
が
第
四
|
二
五
図
を
み
れ
ば
よ
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業

図

町

田

町

口

る
と
、

延
農
家
数
二
三
三
戸
か
ら
二
五
Mm
減
し
て

一
七
四
戸
に
な
っ
て
い
る
し
、

右
の
作
物
の
中
で
増
加
し
た
の
は
、

一
戸
増
加
し
て

で
、
後
の
作
物
は
六
七
Mm
か
ら
九
%
の
間
で
踊
少
し
て
い
る
。
花
井
の
方
は
、

七
六

く
分
か
る
。

し
か
し
、
農
家
数
の
多
い
集
落
は
、
市

施設園芸農家のある集落の分布図 (1985年)

の
南
部
の
畝
傍
地
区
や
新
沢
地
区
に
集
中

し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
そ
の
点
か
ら

考
え
る
と
、
花
舟
栽
培
の
北
東
部
集
中
に

対
し
て
、
野
菜
作
り
の
方
は
、
南
部
に
集

中
し
て
い
る
と
い
え
る
。

ハ
ウ
ス
で
栽
培
さ
れ
て
い
る
作
物
の
中

で、

一
番
多
く
栽
培
さ
れ
て
い
る
も
の

は
、
い
ち
ど
で
五
三
戸
の
農
家
が
栽
培
し

て
い
る
。
次
い
で
多
い
作
物
は
、

ト
マ
ト

第 4-25図

(
一
八
戸
)
・
き
?
つ
り
(
一
二
戸
)
・
な
す

(
一
一
一
戸
)
・
ピ
ー
マ
ン
(
四
戸
)
・
す
い
か

(
ニ
ゴ
ド
)
・

マ
ク
ス
メ
ロ
ン
(
一
一
戸
)
の

順

に
な
っ
て
い
る
。

栽
培
農
家
数
を
、
五
十
五
年
か
ら
比
べ

ピ
ー
マ
ン
だ
け

五
十
五
年
か
ら
比
べ
る
と
六
二
戸
か
ら
、



六
三
戸
に
な
っ
て
い
る
。
今
、
野
菜
の
施
設
園
芸
農
業
は
、
減
少
し
つ
つ
あ
る
と
い
え
る
。

国

花

舟

栽

培

θ 

花
井
栽
培
の
当
市
農
業
に
占
め
る
位
置

花
井
栽
培
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
「
営
農
の
特
徴
」
の
中
で
も
述
べ
た
が
、
歴
史
は
古
く
昭
和
三
年
頃
よ
り
、
耳
成
地
区
の
常
盤
か
ら

始
ま
り
隣
接
地
区
の
新
口
や
香
久
山
地
区
の
膳
夫
な
ど
に
広
が
り
盛
ん
に
栽
培
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

現
在
(
昭
和
六
十
年
)
、

施
設
園
芸
農
業
で
六
三
戸
の
栽
培
農
家
が
八
四
九
ア
ー
ル
の
収
穫
面
積
か
ら
花
舟
類
を
作
っ
て
い
る
。
わ
ず
か

な
耕
地
面
積
か
ら
全
農
業
組
生
産
額
の
六
・
一

Mm
か
ら
一
一
・
八
Mm
の
粗
生
産
額
を
産
み
出
し
て
い
る
。

ζ

の
花
井
数
が
、
農
業
粗
生
産

額
の
割
合
の
中
に
占
め
る
位
置
は
、
常
に
米
・
野
菜
・
畜
産
に
つ
い
で
第
四
位
に
あ
る
。
次
に
収
穫
農
家
に
対
す
る
販
売
農
家
の
割
合
か

ら
考
え
る
と
、
販
売
率
は
花
舟
栽
培
が
一
番
高
く
九
一
・
四
Mm
で
あ
る
。

つ
い
で
米
の
七

0
・
二

Mm、
小
麦
の
六
二
・
五
Mm、
花
木
・
芝

の
五

O
M
m
の
順
に
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
以
外
の
作
物
は
、
大
豆
の
三
三
・
七
Mm、
そ
れ
に
つ
い
で
種
苗
・
苗
木
の
二
二
・
四
Mmが
販
売
率

が
高
い
位
で
残
り
の
作
物
は
、

そ
れ
よ
り
販
売
率
が
低
い
。
現
金
収
入
を
目
的
と
し
て
栽
培
さ
れ
て
い
る
作
物
は
、
前
述
の
乙
と
か
ら
分

か
る
と
思
う
が
、
販
売
率
の
高
い
作
物
は
花
井
・
米
・
小
麦
な
ど
で
あ
る
。
花
井
栽
培
は
、

一
戸
あ
た
り
の
耕
地
面
積
も
高
く
、
稲
作
を

除
く
他
作
物
よ
り
上
位
を
占
め
て
い
る
。
ま
た
、

五
十
五
年
代
の
一
ア
ー
ル
あ
た
り
の
粗
生
産
額
を
み
る
と
、

田
は
一
・
一
五
万
円
、
畑

は
八
・
一
万
円
、

花
舟
は
一
一
二
万
円
(
五
十
五
年
の
農
業
粗
生
産
額
を
、
単
純
に
各
耕
地
面
積
で
割
っ
た
だ
け
で

田
や
畑
の
場
合
休
耕
し
た
面
積
や
他
の
作
物
を
作
付
け
し
た
面
積
を
除
い
て
い
な
い
し
、
販
売
し
て
い
な
い
農
家
の
耕
地
を
除
い
て
い
な
い
か

樹
園
地
は
一
・
七
七
万
円
、

あ
る
た
め
、

ら
、
余
り
正
確
で
な
い
が
大
体
の
目
安
と
な
る
だ
ろ
う
)
に
な
る
。

他
の
農
作
物
か
ら
比
べ
る
と
、

一
ア
ー
ル
あ
た
り
の
粗
生
産
額
は
高
い
と

い
え
る
。

橿
原
市
の
花
舟
栽
培
農
業
は
、
単
位
あ
た
り
の
収
穫
量
が
高
く
、
集
約
的
に
栽
培
さ
れ
、
現
金
化
を
目
的
に
最
初
か
ら
栽
培
さ
れ
て
い
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る
と
い
え
る
。
そ
し
て
、
農
業
粗
生
産
額
の
占
め
る
割
合
が
高
い
事
か
ら
考
え
る
と
、
橿
原
市
の
農
業
の
中
で
、
花
井
栽
培
農
業
は
重
要

な
位
置
を
占
め
て
い
る
し
、
橿
原
市
の
近
郊
農
業
と
し
て
の
性
格
を
有
す
る
代
表
的
存
在
と
い
え
る
。

。
成

立

と

発

展

当
市
の
農
業
に
お
け
る
商
品
作
物
の
代
表
例
に
花
弁
生
産
が
あ
る
。
そ
こ
で
こ
こ
で
は
、
全
体
的
に
稲
作
の
単
作
化
が
す
す
む
中
で
の

、
ゲ
リ
ラ
的
存
在
と
な
っ
た
花
舟
栽
培
の
展
開
と
現
状
に
つ
い
て
み
て
み
る
。

当
市
の
う
ち
耳
成
地
区
は
か
つ
て
果
菜
類
を
中
心
と
し
た
苗
物
の
生
産
地
で
あ
り
、
昭
和
初
期
頃
ま
で
苗
物
を
一
荷
の
簡
で
振
り
売
り

し
て
い
た
が
、
昭
和
三

J
四
年
頃
に
、
大
阪
八
尾
の
農
家
が
パ
ン
ジ
ー
な
ど
の
鉢
植
え
を
販
売
し
、
成
功
し
て
い
る
乙
と
に
刺
激
さ
れ
、

畑
の
一
角
に
サ
ク
ラ
ソ
ウ
、
パ
ン
ジ
ー
、
デ
ィ
ジ
ー
な
ど
の
草
花
を
栽
培
し
、

そ
れ
を
鉢
に
植
え
か
え
、

そ
れ
ま
で
の
苗
物
と
一
緒
に
販

売
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
が
そ
の
発
端
で
あ
っ
た
。

こ
れ
は
副
業
と
し
て
は
一
両
収
入
に
な
る
た
め
、
農
間
期
の
副
業
と
し
て
現
桜
井
市
の

大
福
、
吉
備
な
ど
と
と
も
に
、
耳
成
地
区
の
常
盤
、
膳
夫
に
拡
大
、
定
着
し
、
と
く
に
労
働
力
に
恵
ま
れ
た
中
規
模
農
家
に
受
け
入
れ
ら

れ
た
。
鉢
物
は
重
量
が
あ
る
た
め
、

販
売
方
法
が
大
変
で
あ
っ
た
が
、

現
在
の
近
鉄
電
車
を
利
用
し
、
「
カ
ツ
ギ
」
の
形
態
で
大
阪
方
面

や
沿
線
に
販
路
を
拡
張
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

当
時
、
多
く
の
農
家
は
畑
の
隅
に
サ
ィ
、
不
リ
ア
や
。
プ
リ
ム
ラ
等
の
花
を
栽
培
し
、

そ
れ
ら
を
鉢
植
え
に
し
て
四
O
J
五
0
日
間
販
売
に

出
か
け
る
程
度
の
状
況
に
あ
っ
た
。
ま
た
、
常
盤
の
木
国
家
の
よ
う
に
ア
イ
リ
ス
、

ス
イ
セ
ン
、

カ
ン
ナ
、

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
な
ど
の
球
根

栽
培
を
中
心
に
通
信
販
売
を
行
う
ケ
l
ス
も
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
今
日
の
花
の
球
根
栽
培
の
発
端
を
築
い
た
。

し
か
し
、
昭
和
十
六
年
に
作
付
統
制
が
始
ま
り
、
花
井
栽
培
は
タ
マ
、
不
ギ
や
カ
ボ
チ
ャ
の
苗
物
へ
の
転
換
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
昭
和
十

八
年
頃
に
は
そ
の
姿
を
消
し
た
。

花
井
栽
培
技
術
の
定
着
は
抜
き
が
た
く
、
戦
後
、
昭
和
二
十
二
年
頃
に
は
す
で
に
大
阪
市
内
で
鉢
物
販
売
を
試
み
た
農
家
も
あ
ら
わ
れ



た
ほ
ど
で
あ
っ
た
と
い
う
。
戦
後
、
耳
成
地
区
で
の
花
升
栽
暗
は
急
速
に
回
復
す
る
と
と
に
な
っ
た
。
戦
後
は
耳
成
地
区
を
中
心
に
、
市

内
の
各
地
区
に
少
し
ず
つ
拡
大
し
た
が
、
栽
培
技
術
の
問
題
な
ど
も
あ
り
、
農
家
聞
に
淘
汰
も
み
ら
れ
た
。

高
度
経
済
成
長
期
に
入
る
と
、
盆
地
北
部
か
ら
南
下
し
て
き
た
イ
チ
ゴ
栽
培
も
加
わ
り
、
花
井
栽
培
も
活
況
を
呈
す
る
よ
う
に
な
る

が
、
昭
和
四
十
八
年
の
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
と
宅
地
化
の
進
展
に
よ
っ
て
、
生
産
規
模
は
頭
打
ち
と
な
り
、
停
滞
傾
向
を
示
す
よ
う
に
な
っ

た。

@ 

地

区

別

の

特

徴

昭
和
四
十
五
年
と
同
五
十
五
年
に
つ
い
て
、
農
業
集
落
別
に
花
丹
栽
培
面
積
の
変
化
を
み
る
と
、
真
菅
地
区
に
新
た
な
栽
培
農
家
が
成

立
し
、
逆
に
畝
傍
の
南
妙
法
寺
が
消
滅
し
た
ほ
か
は
あ
ま
り
変
化
が
み
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、
生
産
量
な
ど
も
考
慮
し
て
み
る
と
、
耳

成
、
多
の
よ
う
に
伝
統
的
生
産
地
で
栽
培
面
積
が
増
加
し
た
地
区
、
畝
傍
、
真
官
の
よ
う
に
若
干
栽
培
が
始
ま
っ
た
地
区
、
香
久
山
の
よ

う
に
減
少
の
著
し
い
地
区
の
三
つ
に
区
分
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
う
ち
増
加
地
区
の
耳
成
で
は
、
十
市
が
新
た
に
六
五
ア
ー
ル
(
四
戸
)
、
常
盤
が
一
四

0
ア
ー
ル
か
ら
一
七
八
ア
ー
ル
(
一
二
戸
)
、

葛
本
が
三

0
ア
ー
ル
か
ら
一
四

0
ア
ー
ル
(
五
戸
)
と
増
加
し
、

ル
と
群
を
抜
い
て
い
る
。
し
か
し
、
太
田
市
、
東
竹
田
は
消
滅
し
た
。
常
盤
で
は
花
木
の
栽
培
面
積
を
入
れ
る
と
三
二
九
ア
ー
ル
、
葛
本

葛
本
、
常
盤
が
二
戸
当
た
り
の
栽
培
規
模
も
二
八
ア
ー
ル
、

五
ア

で
は
一
四
二
ア
ー
ル
と
な
り
、
常
盤
が
そ
の
中
心
地
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
多
地
区
で
は
、
新
口
だ
け
で
、

乙
ζ

も
苗
物

栽
培
が
花
井
栽
培
へ
転
換
し
た
も
の
で
、
昭
和
五
十
五
年
に
は
八
戸
、
七
二
ア
ー
ル
で
耳
成
地
区
に
連
続
す
る
形
の
広
が
り
を
み
せ
て
い

る。
若
干
の
栽
培
開
始
地
区
の
う
ち
、
畝
傍
は
耳
成
地
区
に
次
ぐ
が
、
集
落
に
よ
っ
て
若
干
の
盛
衰
が
あ
る
。
し
か
し
、
開
始
し
た
栽
培
戸

数
は
き
わ
め
て
少
な
く
、
各
集
落
と
も
一

J
二
戸
に
す
ぎ
な
い
。

第
四
章

産
業
基
盤
の
変
化

七
九
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第 4-26図 集落別花井栽培面積の分布 (1980年)
(農業センサスより作成)

;¥ 
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減
少
地
区
の
う
ち
、
香
久
山
は
膳
夫
集
落
が
消
滅

し
、
二
集
落
、
だ
け
と
な
っ
た
。
膳
夫
は
近
鉄
耳
成
駅

に
近
く
、
昭
和
初
期
か
ら
電
車
に
よ
る
「
カ
ツ
ギ
」

に
よ
っ
て
、
大
阪
方
面
へ
鉢
物
を
出
荷
し
た
古
く
か

ら
の
鉢
物
産
地
で
あ
っ
た
が
、
昭
和
四
十
五
年
の
時

点
で
、
北
接
す
る
常
盤
地
区
の
七
分
の
一
の
ニ

O
ア

ー
ル
に
し
か
す
ぎ
な
く
な
っ
て
い
る
。
乙
れ
は
耳
成

駅
を
中
心
に
し
た
宅
地
化
と
、
国
道
一
六
五
号
線
沿

い
の
非
農
業
的
土
地
利
用
の
拡
大
に
と
も
な
う
都
市

化
の
圧
力
に
よ
る
も
の
と
み
て
よ
い
。
出
垣
内
や
南

浦
も
そ
れ
ぞ
れ
縮
小
し
て
い
る
。

第
四

l
二
六
図
は
昭
和
五
十
五
年
に
お
け
る
集
落

別
花
井
栽
培
面
積
の
分
布
を
示
し
た
も
の
で
あ
る

⑪ 

常

盤

の

場

合

一
戸
当
り
一
二
ア
ー
ル
程
度
の
栽
培
面
積
に
す
ぎ
な
い
ζ

と
も
わ
か
る
。

が
、
耳
成
地
区
が
圧
倒
的
に
多
い
こ
と
。
し
か
し
、

市
全
体
で
は
五
五
戸
、
六
六
五
ア
ー
ル
の
規
模
で
、

次
に
花
井
栽
培
の
中
心
地
で
あ
る
常
盤
に
つ
い
て
み
て
み
る
。

常
盤
は
耳
成
山
の
東
方
に
位
置
す
る
。
こ
の
耳
成
山
が
夏
の
日
照
時
聞
を
短
く
し
た
た
め
、
か
つ
て
地
元
の
秋
、
ギ
ク
の
促
成
栽
培
に
す
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ぐ
れ
た
条
件
を
与
え
て
い
た
乙
と
も

あ
っ
た
。
常
盤
は
桜
井
市
大
福
と
と

も
に
、
大
正
末
期
の
五

J
六
人
に
よ

る
野
菜
苗
生
産
か
ら
始
ま
り
、

そ
の

後
、
大
福
を
は
じ
め
、
桜
井
市
吉

備
、
当
市
の
膳
夫
と
と
も
に
花
の
鉢

物
生
産
で
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、

奈
良
盆
地
南
部
に
お
け
る
花
井
生
産

の
一
翼
を
担
っ
て
き
た
。
戦
時
中
は

中
断
し
た
が
、
昭
和
二
十
五
年
に
復

活
し
、

「
カ
ツ
ギ
」

販
売
で
京
阪
神

を
は
じ
め
、
和
歌
山
、
三
重
へ
も
市

第 4-27図

場
を
伸
ば
し
た
。
そ
れ
よ
り
前
の
昭

和
二
十
二
年
か
ら
そ
の
動
き
は
み
ら

-
二
三
、

4
4
J
J
4
H
N
 

そ
れ
が
本
格
化
し
た
の

は
、
野
菜
の
販
売
ル

l
ト
に
乗
っ
た

か
ら
で
、
昭
和
三

0
年
代
に
は
花
井

栽
培
へ
専
念
す
る
よ
う
に
な
り
、

サ

J¥ 
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イ
ネ
リ
ア
、
プ
リ
ム
ラ
な
ど
の
鉢
物
生
産
に
特
化
し
た
。
昭
和
三
十
五
年
に
は
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
が
導
入
さ
れ
、
さ
ら
に
フ
レ
ー
ム
の
導

入
に
よ
っ
て
シ
ク
ラ
メ
ン
な
ど
二

0
種
類
も
の
品
種
の
多
様
化
と
規
模
拡
大
が
す
す
み
、
生
産
地
と
し
て
の
性
格
を
強
め
た
。
と
く
に
規

模
拡
大
は
、
昭
和
三
十
八
年
の
農
業
構
造
改
善
事
業
に
よ
る
一

O
人
協
業
の
三
、
五

O
O平
方
米
の
温
室
経
営
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
か

っ
た
。
し
か
し
、
共
同
出
荷
は
と
も
か
く
、
栽
培
の
協
業
化
は
む
つ
か
し
く
、
個
別
経
営
に
分
解
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

第
四
l
二
七
図
は
昭
和
五
十
年
十
月
に
お
け
る
常
盤
の
土
地
利
用
図
で
あ
る
。
昭
和
三

0
年
代
に
は
こ
の
西
側
に
近
鉄
の
住
宅
団
地
が

建
設
さ
れ
た
ほ
か
、
耳
成
駅
の
南
の
石
原
田
と
と
も
に
宅
地
開
発
が
著
し
く
な
り
、

そ
の
波
が
北
上
し
つ
つ
あ
る
状
況
が
わ
か
る
。
昭
和

四
十
五
年
に
は
花
井
栽
培
農
家
を
中
心
に
九
五
戸
中
一
二
戸
が
専
業
農
家
で
あ
っ
た
が
、

そ
の
後
の
宅
地
化
の
中
で
花
弁
栽
培
を
や
め
る

農
家
も
出
て
き
て
い
る
。
個
々
の
温
室
は
次
第
に
住
宅
地
に
囲
ま
れ
つ
つ
あ
り
、
鉢
物
生
産
が
反
収
益
の
高
さ
を
維
持
し
て
い
る
が
ゆ
え

に
残
存
し
て
い
る
形
を
と
っ
て
い
る
。

ま
た
、
第
四
l
二
八
図
は
常
盤
と
そ
の
北
部
一
帯
の
花
升
栽
培
地
の
分
布
を
昭
和
五
十
九
年
十
二
月
の
時
点
で
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
と
ガ
ラ
ス
温
室
が
施
設
園
芸
の
特
徴
を
示
す
が
、
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
群
が
多
く
目
立
つ
。
そ
れ
ら
の
立
地
地
点
を
み
る

と
、
い
ず
れ
も
道
路
に
接
し
、
鉢
物
出
荷
に
不
可
欠
な
軽
ト
ラ
ッ
ク
に
よ
る
ア
ク
セ
ス
が
可
能
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

ハ
ウ
ス
施
設
は

い
ず
れ
も
栽
培
農
家
に
近
接
し
、
常
時
管
理
が
可
能
な
距
離
に
存
在
し
て
い
る
。
図
の
南
部
に
ガ
ラ
ス
室
が
多
く
み
ら
れ
る
が
、
専
業
農

家
の
経
営
に
よ
る
も
の
が
多
く
、

値
段
の
高
い
観
賞
用
植
物
が
栽
培
さ
れ
て
い
る
。

J
四
年
前
か
ら
は
シ
ン
ビ
ジ
ウ
ム
(
ラ
ン
)
の
栽

培
技
術
も
工
夫
さ
れ
、
鉢
物
に
も
多
様
性
を
も
た
せ
る
工
夫
が
出
て
き
た
ほ
か
、

ワ
ラ
ビ
の
栽
培
も
試
み
ら
れ
て
い
る
。

@ 

葛

本

の

場

合

次
に
常
盤
に
次
ぐ
葛
本
に
つ
い
て
み
て
み
る
。

葛
本
は
国
道
二
四
号
線
に
東
接
す
る
位
置
に
あ
る
。
八
木
を
中
心
に
し
た
市
街
地
が
国
道
沿
い
に
伸
び
、
葛
本
は
そ
の
前
線
に
接
し
、



第 4-28図 常盤町における花舟栽培の土地利用状況(昭和59年12月)
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!¥ 
四

市
街
化
調
整
区
域
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
第
四
l

二
九
図
は
昭
和
五
十
年
の
土
地
利
用
図
で
、
農
家

は
こ
の
よ
う
な
動
き
に
敏
感
に
反
応
し
、
昭
和

十
五
年
に
一
二
二
戸
中
四
九
戸
の
専
業
農
家
が
、

同
四
十
五
年
に
は
一
一
一
二
戸
中
六
戸
の
み
に
激
減

し
、
代
っ
て
第
二
種
兼
業
農
家
が
五
八
戸
か
ら
八

五
戸
へ
と
急
増
し
た
。
そ
の
位
置
か
ら
、
葛
本
は

都
市
化
の
潜
在
地
域
と
み
な
さ
れ
、
昭
和
五
十
年

当
時
、
国
道
沿
い
や
八
木
と
の
境
界
部
分
で
は
地

価
が
坪
二

O
万
円
前
後
に
上
昇
し
、
売
却
農
地
や

休
耕
地
が
領
域
内
に
も
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
た
。

第 4-29図

ま
た
兼
業
化
の
中
で
稲
作
の
単
作
化
が
普
及
し
、

農
家
相
互
の
稲
の
刈
取
り
、
脱
穀
部
門
の
請
負
い

を
普
及
さ
せ
た
。

こ
の
よ
う
な
中
で
、
当
時
は
パ
ラ
、
ヵ

i
ネ
1

シ
ヨ
ン
の
切
花
を
中
心
に
花
井
栽
培
が
五
戸
の
農

家
に
よ
っ
て
専
業
的
に
経
営
さ
れ
、
生
産
地
を
形

成
、
維
持
し
た
。
栽
培
方
法
は
露
地
、

ハ
ウ
ス
、



温
室
と
多
様
で
あ
る
。
葛
本
の
花
井
栽
培
は
昭
和
三

O
年
頃
に
骨
格
が
形
成
さ
れ
、

や
は
り
「
カ
ツ
ギ
」
販
売
に
よ
る
市
場
開
拓
と
職
人

的
技
術
が
栽
培
農
家
を
固
定
化
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
葛
本
に
限
ら
な
い
が
、
花
井
の
露
地
栽
培
は
五
年
毎
に
水
田
跡
地
へ
移
動
す
る
た
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め
、
経
営
耕
地
の
広
さ
が

常盤地区におけるある花弁栽培農家の花弁栽培体系

そ
の
生
産
規
模
を
規
定
す

る
。
し
か
し
、
兼
業
化
が

急
激
に
進
展
し
た
葛
本
で

は
借
地
が
容
易
で
あ
っ
た

た
め
、
夫
婦
二
人
の
自
家

労
働
力
で
五

0
ア
ー
ル
の

経
営
も
可
能
で
、
反
収
の

高
い
こ
と
が
専
業
農
家
と

し
て
の
抵
抗
力
を
支
え
て

い
る
、
と
同
時
に
イ
チ
ゴ

の
電
灯
栽
培
も
導
入
さ

第 4-30図

れ
、
個
別
農
家
の
経
営
規

模
を
拡
大
す
る
な
ど
、
農

家
聞
の
淘
汰
が
す
す
む
こ

と
に
な
っ
た
。

J¥ 
五
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ー、
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，
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@ 

栽

培

体

系

と

流

通

第
四
l
三

O
図
は
常
盤
の
あ
る
花
井
専
業
農
家
の
花
井
栽
培
の
一
年
間
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
う
ち
、
鉢
物
は
十
二
月
か
ら
四
月
に
か
け
て
の
春
物
、
七
月
か
ら
八
月
に
か
け
て
の
夏
物
、
九
月
か
ら
十
月
に
か
け
て
の
秋
物
の

三
つ
に
区
分
さ
れ
、
見
事
に
年
間
を
通
じ
て
の
栽
培
・
出
荷
と
い
う
周
年
化
が
実
現
さ
れ
て
い
る
乙
と
で
あ
る
。
春
物
は
プ
リ
ム
ラ
ポ
リ

ア
ン
サ
ス
、

シ
ネ
ラ
リ
ア
、
パ
ン
ジ
ー
、

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
、

ク
ロ
ッ
・
刀
ス
、

シ
ク
ラ
メ
ン
、

ア
ザ
レ
ア
な
ど
か
ら
な
り
、
夏
物
は
ア
サ
ガ

オ

ツ
ル
ム
ラ
サ
キ
、

サ
ル
ビ
ア
、
秋
物
は
秋
ギ
ク
が
そ
の
中
心
で
あ
る
。

労
働
配
分
も
周
年
化
さ
れ
て
い
る
が
、
稲
作
と
重
な
る
時
も
あ
る
。
し
か
し
、
労
働
日
数
は
稲
作
が
七

O
日
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
花

井
の
う
ち
キ
ク
を
取
り
上
げ
て
み
る
と
キ
ク
だ
け
で
も
三
回

O
日
と
圧
倒
的
に
多
く
、
労
働
集
約
的
な
配
分
が
行
わ
れ
て
い
る
。

全
体
的
に
は
多
種
少
量
生
産
が
大
き
な
特
徴
で
、
大
都
市
近
郊
の
小
規
模
な
花
舟
栽
培
型
と
い
え
る
。
と
れ
は
、
遠
郊
生
産
地
が
、
比

較
的
少
品
種
で
大
量
生
産
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
存
立
基
盤
を
確
保
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、

こ
こ
で
は
少
量
生
産
な
が
ら
多
品
種

を
市
場
へ
の
ア
ク
セ
ス
の
好
条
件
を
生
か
し
て
、
、
ゲ
リ
ラ
的
に
出
荷
で
き
る
条
件
を
十
分
に
活
用
す
る
こ
と
が
出
来
、

そ
れ
が
結
果
的
に

土
地
生
産
性
を
高
め
る
と
と
に
つ
な
が
っ
て
い
る
た
め
で
あ
る
。

そ
れ
ゆ
え
、
市
場
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
き
わ
め
て
重
要
で
あ
る
が
、
生
産
者
か
ら
市
場
へ
の
ル

l
ト
は
三
種
類
存
在
す
る
。

一
つ
目
は
町

へ
持
参
し
て
の
直
売
、
二
つ
目
は
生
花
市
場
へ
の
出
荷
、
一
二
つ
目
は
問
屋
へ
の
出
荷
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
伝
統
的
に
は
大
阪
方
面
へ
の

二
つ
目
と
三
つ
目
の
取
引
が
多
く
、

い
ず
れ
も
個
人
出
荷
単
位
で
行
わ
れ
て
き
た
。
近
年
は
隣
接
す
る
田
原
本
町
に
出
来
た
奈
良
園
芸
セ

ン
タ
ー
へ
の
出
荷
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
同
時
に
、
同
セ
ン
タ
ー
か
ら
苗
を
購
入
し
、
球
根
や
鉢
植
え
の
栽
培
を
す
す
め
る
ケ
|

ス
も
み
ら
れ
る
。
ま
た
観
葉
植
物
な
ど
を
中
心
に
市
内
に
問
屋
業
を
営
む
例
も
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

以
上
の
よ
う
な
中
で
生
産
者
の
多
く
は
栽
培
技
術
を
工
夫
し
た
り
、
施
設
を
改
良
し
た
り
多
く
の
工
夫
を
し
つ
つ
あ
る
。
し
か
し
、
集



約
的
労
働
が
主
に
な
る
た
め
、
労
働
の
省
力
化
は
簡
単
で
な
く
、
多
く
の
場
合
、
後
継
者
が
不
足
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
個
別
に
蓄
積

さ
れ
た
多
く
の
す
ぐ
れ
た
栽
培
技
術
が
将
来
、
断
絶
し
、
消
滅
し
か
ね
な
い
状
況
さ
え
あ
る
。
今
日
ほ
ど
農
業
が
知
的
で
総
合
的
な
見
地

が
必
要
と
さ
れ
る
時
代
は
な
い
。
工
夫
と
そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
次
の
世
代
の
中
に
見
出
す
工
夫
も
ま
た
早
急
に
迫
ら
れ
て
い
る
と
も
い
え

る

(
藤
田
佳
久
・
問
辺

久
・
南

栄
治
)
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以
上
の
よ
う
に
、
高
度
経
済
成
長
期
以
降
の
当
市
に
お
け
る
農
業
と
農
家
は
大
き
く
変
化
し
、

そ
の
ウ
エ
イ
ト
は
年
々
小
さ
く
な
り
つ

つ
あ
る
。
し
か
し
、
依
然
と
し
て
市
内
に
は
水
田
を
中
心
と
し
た
農
業
は
存
続
し
、
緑
多
い
田
園
都
市
的
な
景
観
は
多
く
み
ら
れ
る
。
乙

の
背
後
に
は
小
河
川
し
か
な
い
た
め
の
水
不
足
を
、
河
川
水
の
循
環
的
利
用
と
し
て
溜
池
築
造
に
よ
っ
て
解
決
し
よ
う
と
し
て
き
た
先
人

達
の
努
力
が
あ
る
。
水
不
足
に
対
処
す
る
た
め
に
多
く
の
水
利
慣
行
が
生
ま
れ
、
水
利
網
の
整
備
や
保
守
も
行
わ
れ
、
農
業
水
利
の
多
様

性
が
生
じ
た
。
乙
こ
で
は
そ
れ
ら
を
概
観
し
、
新
た
な
水
利
施
設
の
整
備
と
都
市
化
の
中
で
の
農
業
水
利
の
変
化
に
つ
い
て
も
ふ
れ
る
。

濯
翫
水
利
の
方
式

濯
瓶
水
利
の
方
式
に
は
、
た
め
池
滋
翫
と
河
川
濯
淑
が
あ
る
。

第
四
章

産
業
基
盤
の
変
化
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橿原市における河川配水路・ため池の分布

(2万5千分の 1地形図より作成〕
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奈
良
盆
地
が
香
川
県
と

並
ぶ
ほ
ど
有
数
の
た
め
池

を
有
し
て
い
る
乙
と
は
よ

く
知
ら
れ
て
い
る
。

い
ず

れ
も
小
河
川
し
か
用
水
源

が
な
い
た
め
で
あ
り
、
水

不
足
に
悩
ん
で
き
た
地
域

で
あ
る
。
奈
良
盆
地
南
部

に
あ
る
当
市
も
そ
の
例
に

も
れ
な
い
。

第
四
l
コ
二
図
は
市
内

の
河
川
、
主
な
た
め
池
の

分
布
を
示
し
た
も
の
で
あ

る
。
市
内
を
流
れ
る
小
河

川
は
い
ず
れ
も
用
排
水
路

と
し
て
も
利
用
さ
れ
、
ま

た
各
た
め
池
の
用
排
水
路

は
そ
れ
ら
河
川
と
も
結
合



河
川
沿
い
の
水
田
は
直
接
的
に
河
川
を
用
水
と
す
る
河
川
濯
淑
に
依
存
す
る
た
め
で
、

す
る
形
を
と
る
。
多
く
の
た
め
池
の
存
在
が
知
ら
れ
る
が
、
た
め
池
は
各
河
川
か
ら
離
れ
た
位
置
に
あ
る
点
が
特
徴
的
で
あ
る
。
と
れ
は

第
四
章
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乙
乙
で
使
用
さ
れ
た
用
水
は
そ
と
か
ら
離
れ
た
位

磁灘務調 4万m'以上

自主回 3万m!-4万m'
r=::司 2万m'-3万m'

可工与ヨ 1万m'-2万m'
11万m'未満

凡

例

橿原市のため池面積

(2万5千分の 1地形図より作成)
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置
に
あ
る
た
め
池
へ
供

給
さ
れ
る
仕
組
と
な
っ

て
い
る
。

し
た
が
っ

て
、
た
め
池
と
河
川
と

は
密
接
不
可
分
な
関
係

に
あ
り
、
と
く
に
た
め

池
は
河
川
水
を
抜
き
に

し
て
は
存
在
し
な
い
。

第
四
l
三
二
図
は
市

内
の
た
め
池
密
度
を
メ

ツ
シ
ュ
図
で
示
し
た
も

の
で
あ
る
。
南
部
の
丘

陵
地
や
山
麓
部
に
密
度

が
高
い
が
、

こ
れ
は
そ

の
よ
う
な
地
形
を
利
用

し
た
比
較
的
規
模
の
大

;¥ 
九
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⑬農林省所有
⑩神社所有
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橿原市におけるため池の所有形態

(ため池台帳「橿原市」より作成)(調査ため池45)

第 4-33図

九
O 

き
な
た
め
池
が
多

い
た
め
で
、

一
方

堤
を
築
く
だ
け
で

容
易
に
築
造
で
き

る
条
件
を
生
か
し

た
も
の
で
あ
る
。

そ
れ
ゆ
え
、
中
世

以
前
の
築
造
も
試

み
ら
れ
、
古
代
の

益
田
池
の
遺
構
も

み
ら
れ
る
。

ま

た
、
古
墳
の
周
濠

部
分
を
利
用
し
た

も

の

も

み

ら

れ

る
。
そ
れ
に
対
し

て
平
坦
地
で
は
小

規
模
な
方
形
状
の

た
め
池
が
多
い
。



方
形
状
は
既
存
の
耕
地
区
闘
に
規
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
個
々
の
集
落
の
共
有
た
め
池
と
し
て
の
築
造
が
多
い
点
と
も
関
係
す
る
。

そ
の
多
く
は
中
世
末
か
ら
近
世
当
初
の
村
づ
く
り
が
開
田
と
と
も
に
行
わ
れ
た
時
期
、
明
治
二

0
年
代
前
後
に
、
綿
作
が
不
振
と
な
っ
て

水
田
へ
指
向
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
た
時
期
の
築
造
に
よ
る
。
平
坦
部
の
た
め
池
は
水
深
は
浅
く
せ
ざ
る
を
え
ず
、

そ
れ
ゆ
え
血
池
と
も

称
さ
れ
る
。

一
方
、
市
内
に
は
曽
我
川
、
寺
川
、
飛
鳥
川
、
高
取
川
、
米
川
、
銭
川
、
中
ノ
橋
川
、
小
金
打
川
、
戒
外
川
な
ど
の
小
河
川
が
流
れ
る

が
、
こ
の
う
ち
前
三
者
の
河
川
は
代
表
的
な
濯
瓶
用
河
川
と
し
て
利
用
さ
れ
、
重
要
な
役
割
を
果
し
て
き
た
。
各
河
川
に
は
井
出
郷
と
称

さ
れ
る
濯
翫
を
主
と
す
る
水
利
集
団
が
形
成
さ
れ
、
た
め
池
を
中
心
と
し
た
池
郷
の
集
団
と
も
関
係
し
、
複
雑
な
水
利
慣
行
が
生
み
出
さ

れ
て
き
た
。
河
川
濯
瓶
を
行
う
集
落
は
集
落
所
有
の
井
堰
を
も
ち
、
す
ぐ
れ
た
水
利
環
境
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
下
流
に
対
し
て
は
水

利
上
の
優
越
性
を
示
し
て
き
た
。

た
め
池
の
所
有
形
態

以
上
の
よ
う
に
、
市
内
の
濯
淑
水
利
は
た
め
池
と
河
川
に
依
存
し
て
い
る
。
そ
の
う
ち
、
有
力
な
濯
翫
水
利
で
あ
る
た
め
池
濯
翫
か
ら

み
て
み
る
。

第
四

l
z一
三
図
は
た
め
池
の
濯
翫
シ
ス
テ
ム
を
み
る
上
で
そ
の
基
本
と
な
る
た
め
池
の
所
有
形
態
に
つ
い
て
四
五
の
た
め
池
を
と
り
あ

げ
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
所
有
形
態
は
必
ず
し
も
単
純
で
な
く
、
複
雑
か
つ
錯
綜
し
て
い
る
ζ

と
が
わ
か
る
。

同
図
に
よ
れ
ば
、
全
体
と
し
て
は
一
集
落
単
位
の
所
有
の
た
め
池
が
多
い
。
四
五
の
う
ち
一
集
落
の
所
有
に
か
か
わ
る
た
め
池
数
は
二

七
、
う
ち
一
集
落
の
み
の
単
独
形
態
分
が
二
三
を
数
え
、
全
体
の
半
分
を
占
め
る
。

こ
れ
は
一
集
落
の
共
有
的
所
有
で
あ
り
、
築
造
時
に

集
落
領
域
の
一
部
を
総
意
で
も
っ
て
た
め
池
用
に
充
当
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
に
た
め
池
の
基
本
形
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き

第
四
章

産
業
基
盤
の
変
化

三
九
一



農
業
水
利
と
そ
の
変
化

九

る。
そ
れ
と
は
対
照
的
に
、
個
人
所
有
に
か
か
わ
る
た
め
池
は
七
を
数
え
、
う
ち
個
人
単
独
所
有
分
は
三
個
と
少
な
い
。
し
か
し
、
調
査
対

象
外
と
し
た
小
規
模
な
た
め
池
を
含
む
と
、

そ
の
数
は
さ
ら
に
増
加
す
る
と
と
に
な
ろ
う
。

一
般
に
個
人
所
有
形
態
は
他
の
所
有
形
態
と

重
複
す
る
形
態
が
多
い
。
大
久
保
池
(
大
久
保
町
)
、

高
田
池
(
内
膳
町
)
、

桜
池
(
地
黄
町
)
、

十
市
池
(
十
市
町
)
が
そ
れ
で
、
比
較
的
大

き
な
た
め
池
に
こ
の
ケ
l
ス
が
多
い
。
例
え
ば
、
大
久
保
池
は
個
人
所
有
、
数
戸
所
有
、

一
集
落
所
有
、
神
社
所
有
と
い
っ
た
形
の
共
有

形
態
を
と
る
。
築
造
時
お
よ
び
そ
の
後
の
拡
大
過
程
や
経
緯
の
中
で
、

こ
の
よ
う
な
複
合
形
態
が
生
じ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
例
え

ば
、
大
久
保
池
の
場
合
、

そ
の
面
積
一
八
・
ゴ
一
反
中
、
二
・
八
反
が
五
人
の
個
人
所
有
分
、

一
0
・
三
反
が
大
久
保
の
共
有
、

一
・
二
反

が
二
二
名
の
共
有
、
四
反
が
大
久
保
神
社
の
所
有
と
な
っ
て
お
り
、
一
角
田
池
で
は
一
八
・
一
反
中
、
内
膳
共
有
地
が
一
二
反
、

0
・
四
反

が
個
人
所
有
、

五
・
七
反
が
五
つ
の
グ
ル
ー
プ
の
所
有
分
に
な
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
も
う
か
が
わ
れ
る
。

乙
の
よ
う
な
個
人
所
有
を

含
む
複
合
形
態
で
は
集
落
の
共
有
分
の
ウ
エ
イ
ト
が
高
く
、
集
落
単
位
の
所
有
形
態
の
変
形
と
み
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。

数
戸
所
有
の
た
め
池
は
九
個
、

う
ち
数
戸
所
有
の
単
独
形
態
は
五
個
で
、

小
網
池
竺
六
・
二
反
)
、

西
池
(
観
音
寺
町
、

一
0
・
七
反
)

以
外
は
一

O
反
未
満
と
小
さ
い
。
単
独
で
な
い
形
態
で
は
前
述
の
大
久
保
池
、
一
両
国
池
、
桜
池
の
ほ
か
醍
醐
池
(
一
九
・
五
反
)
が
あ
る
。

い
ず
れ
も
数
戸
所
有
の
単
独
形
態
よ
り
は
規
模
が
大
き
い
。
な
お
、
醍
醐
池
の
場
合
も
集
落
の
共
有
形
態
が
そ
の
う
ち
一
一
・
三
反
を
占

め
、
共
有
形
態
の
ウ
エ
イ
ト
が
大
き
い
。
ま
た
、
数
戸
所
有
形
態
の
方
が
個
人
所
有
形
態
の
た
め
池
よ
り
も
広
い
。

複
数
集
落
の
所
有
か
ら
な
る
た
め
池
は
八
個
で
、
い
ず
れ
も
複
数
集
落
に
よ
る
所
有
形
態
だ
け
か
ら
な
る
。
そ
の
す
べ
て
が
市
域
の
南

部
の
正
陵
地
お
よ
び
山
麓
部
に
分
布
し
、
皿
池
と
は
形
が
異
な
り
、
地
形
に
応
じ
た
形
状
を
示
す
。
鳥
屋
池
(
鳥
屋
町
、
四
0
・
五
反
)
、
石

川
池
(
石
川
町
、
五
0
・
一
反
)
、
古
池
(
南
浦
町
、
一
三
・
五
反
)
、
別
所
池
(
別
所
町
、
六
反
)
、
高
所
寺
池
(
高
殿
町
、
九
・
四
反
)
、
和
田
池
(
明

と
い
ず
れ
も
そ
の
規
模
は
大
き
い
。
し

日
香
村
大
字
豊
浦
町
、
三
七
・
二
反
)
、
新
池
(
膳
夫
町
、
一
九
反
)
、
樋
口
池
(
木
原
町
、
一
九
・
一
反
)
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か
も
地
形
的
に
水
深
は
皿
池
以
上

に
深
い
た
め
、
面
積
以
上
に
そ
の

規
模
は
大
き
く
、

そ
れ
が
複
数
集

落
の
水
田
へ
の
用
水
供
給
を
可
能

鳥屋j也・石川j也・深田池の池郷

に
し
て
き
た
の
で
あ
る
。

な
お
、
鳥
屋
池
や
石
川
池
は
古

墳
の
周
濠
部
分
を
利
用
し
た
も
の

と
考
え
ら
れ
、
た
め
池
利
用
の
歴

史
も
か
な
り
古
い
も
の
と
い
え

る
。
こ
の
よ
う
な
歴
史
の
古
さ
と

規
模
の
大
き
い
こ
と
が
乙
の
形
態

第 4-34図

の
複
数
の
集
落
の
所
有
分
を
生
む

契
機
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

そ
の
他
の
形
態
で
は
深
田
池
が

あ
る
。
深
田
池
は
神
社
と
内
務
省

(
戦
前
)
の
所
有
か
ら
な
り
、

現

在
は
農
業
用
水
と
し
て
は
使
わ
れ

て
い
な
い
。
し
か
し
、
後
述
す
る

三
九
三
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よ
う
に
深
田
池
を
め
ぐ
る
池
郷
が
存
在
す
る
こ
と
か
ら
、
か
つ
て
は
農
業
用
の
た
め
池
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
た
乙
と
が
わ
か
る
。

四

山
出

郷

る
ま
と
ま
り
が
成
立
す
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、

以
上
の
た
め
池
の
う
ち
、
水
が
か
り
が
複
数
の
集
落
の
領
域
に
及
ぶ
場
合
、
用
水
源
の
た
め
池
を
共
同
で
維
持
管
理
す
る
池
郷
と
呼
べ

そ
の
ま
と
ま
り
は
村
落
共
同
体
と
称
す
る
ま
と
ま
り
と
は
即
断
で
き
な
い
。
同
一
池

郷
の
中
に
属
す
る
集
落
聞
に
、
水
利
を
め
ぐ
る
階
層
性
や
そ
れ
ら
を
反
映
し
た
水
利
慣
行
が
多
く
み
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

池
郷
は
た
め
池
面
積
が
大
き
い
ほ
ど
そ
の
広
が
り
は
大
き
い
。
市
内
で
は
当
然
、
前
述
の
多
集
落
所
有
の
た
め
池
の
池
郷
が
広
い
。

こ
の
よ
う
な
池
郷
の
代
表
的
な
例
に
は
、
鳥
屋
池
、
石
川
池
、
深
田
池
な
ど
が
あ
る
。
第
四
l
三
四
図
は
そ
れ
ら
の
た
め
池
の
池
郷
を

示
し
た
も
の
で
あ
る
。
鳥
屋
池
の
池
郷
は
鳥
屋
、
西
池
尻
、
吉
田
、
大
谷
、
慈
明
寺
、
寺
田
、
雲
梯
、
五
井
の
八
集
落
、
石
川
池
の
そ
れ

田
中
、
久
米
、
畝
傍
、
四
条
の
六
集
落
、
深
田
池
は
久
米
、
畝
傍
、
大
久
保
、
山
本
、
慈
明
寺
、
四
条
、
寺
田
の
七
集

は
石
川
、
和
田
、

落
か
ら
な
り
、

い
ず
れ
も
池
の
下
流
部
の
集
落
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
一
般
的
に
は
池
に
近
接
し
た
最
上
流
の
集
落
が
有
利
な

水
利
慣
行
を
形
成
し
て
い
る
。
同
図
を
み
る
と
、
鳥
屋
池
の
池
郷
と
石
川
池
の
池
郷
の
聞
に
は
は
っ
き
り
し
た
境
界
が
存
在
し
、
両
方
に

ま
た
が
る
集
落
は
存
在
し
な
い
。
そ
れ
に
対
し
て
、
現
在
濯
淑
が
行
わ
れ
て
い
な
い
深
田
池
の
池
郷
は
、
前
二
者
の
池
郷
の
両
側
に
ま
た

が
っ
た
形
で
広
が
っ
て
い
る
。
恐
ら
く
は
、
石
川
池
と
鳥
屋
池
の
池
郷
が
そ
れ
ぞ
れ
別
個
に
形
成
さ
れ
た
あ
と
、
深
田
池
の
池
郷
が
そ
れ

を
カ
バ
ー
す
る
形
で
形
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
乙
の
点
は
検
討
を
要
す
る
課
題
で
あ
る
。

五

河
川
濯
翫
の
シ
ス
テ
ム

一
方
、
井
手
(
堰
)
か
ら
の
濯
淑
用
水
は
、
単
に
河
川
濯
概
だ
け
で
な
く
、

下
流
の
多
く
の
た
め
池
に
用
水
を
供
給
す
る
た
め
、
実
質



的
な
濯
翫
範
囲
は
か
な
り
広
い
。
同
一
の
井
手
(
堰
)
か
ら
濯
敵
さ
れ
る
範
囲
の
集
落
を
井
手
郷
と
称
す
る
。

同
一
水
源
の
、
グ
ル
ー
プ
で
あ
り
、
村
落
共
同
体
的
な
ま
と
ま
り
と
は
み
な
し
が
た
い
。

旧竹田井出→田原本町味問

十問E-11両

「→中

葛本井出→→i常盤(大隅、高塚、坪井)

:~----J-/I=I"'>1\ I歩出屋敷一一→本郷
L→!葛本(見門)ーイ;

し→新屋敷一一→西垣内!
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け(:JlIh 

j高中 .'語長二←→上品寺
高殿井出一一→!別i'if一十一→醍醐--.-→

山之坊l
i法花寺，------.--

4 木原

ず三一
工ヰ~町一日耕

一「ーイし一

吉野川分水一一→小山~南浦一一→八釣一一一→出合
| 令木之本
| 醍醐
」→上飛騨一一→飛鳥一---r今

| 縄手

|、四条

四分

井
手
郷
も
池
郷
と
同
様
に

曽
我
川
流
域
の
新
沢
、
天
満
、
金

橋
地
区
と
飛
鳥
川
右
岸
の
耳
成
、
鴨

公
地
区
を
と
り
あ
げ
て
河
川
濯
蹴
用

橿!京市における濯瓶用水の流通系路

水
の
流
れ
を
追
う
と
第
四
i
三
五
図

の
よ
う
に
な
る
。
そ
の
う
ち
、
十

市
、
葛
本
、
高
殿
の
各
井
手
の
例
を

み
て
み
る
。

ま
ず
、
十
市
井
手
か
ら
濯
瓶
す
る

集
落
は
市
域
北
部
に
広
が
る
。
竹

田
、
太
田
市
、
十
市
の
各
集
落
が
そ

れ
で
、

そ
の
う
ち
、
太
田
市
と
十
市

第 4-35図

が
強
い
ま
と
ま
り
を
示
し
て
い
る
。

葛
本
井
手
の
場
合
は
、

中、

常

盤
、
葛
本
の
各
集
落
の
港
瓶
範
囲
を

も
つ
。
そ
の
さ
い
、
常
盤
と
葛
本
は

さ
ら
に
細
分
さ
れ
た
垣
内
を
単
位
と

三
九
五
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し
て
濯
敵
さ
れ
る
。
こ
の
う
ち
、
葛
本
と
常
盤
の
結
び
つ
き
が
強
く
、
葛
本
は
鍵
元
と
し
て
の
地
位
に
あ
る
。

高
殿
井
子
の
濯
蹴
範
囲
は
、
高
殿
、
別
所
、
法
花
寺
、
醍
醐
、
新
賀
、
山
之
坊
、
木
原
、
上
品
寺
の
実
に
八
集
落
に
及
ぶ
。
そ
の
う

ち
、
高
殿
、
別
所
、
法
花
寺
の
三
集
落
と
、
新
賀
、
山
之
坊
の
二
集
落
は
そ
れ
ぞ
れ
強
い
ま
と
ま
り
を
有
し
て
い
る
。
高
殿
、
別
所
、
法

花
寺
の
各
集
落
の
中
で
は
高
殿
が
優
位
な
地
位
に
あ
り
、
別
所
、
法
花
寺
の
順
に
並
ぶ
。
新
賀
と
山
之
坊
は
対
等
で
あ
る
が
、
上
流
の
山

之
坊
か
ら
取
水
す
る
。
こ
の
二
集
落
に
つ
い
て
は
米
川
か
ら
も
濯
蹴
用
水
を
確
保
し
て
お
り
、
余
水
を
上
品
寺
へ
流
す
形
を
と
っ
て
い

る
O 

こ
の
よ
う
に
、
伝
統
的
に
形
成
さ
れ
た
井
手
か
ら
の
水
利
網
は
そ
れ
ぞ
れ
の
水
利
網
と
水
利
主
体
を
複
雑
な
形
で
形
成
し
て
き
た
。
乙

れ
ら
を
ベ

i
ス
に
し
て
生
み
出
さ
れ
た
水
利
慣
行
は
そ
の
反
映
で
も
あ
る
。
以
上
の
水
利
網
は
、
そ
れ
ぞ
れ
自
然
流
下
の
方
向
で
ま
と
ま

り
を
示
し
つ
つ
、
各
集
落
が
そ
れ
ら
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
組
み
込
ま
れ
て
お
り
、
各
流
域
と
も
水
利
が
い
か
に
重
要
な
役
割
を
果
し
て
い

た
か
を
物
語
っ
て
い
る
。

そ
れ
ゆ
え
、
戦
後
吉
野
川
分
水
が
部
分
通
水
か
ら
全
面
通
水
す
る
過
程
に
お
い
て
も
、
水
利
網
は
既
存
の
体
系
が
そ
の
ま
ま
踏
襲
さ
れ

て
い
る
。
た
だ
用
水
量
は
豊
富
に
な
っ
た
た
め
、
伝
統
的
な
水
利
慣
行
は
薄
ら
ぎ
つ
つ
あ
る
が
、
水
利
を
め
ぐ
る
体
系
は
温
存
さ
れ
て
い

る
と
い
え
る
。

J.... 

/¥ 

手Ij

慣

行

以
上
の
よ
う
な
水
利
を
め
ぐ
る
体
系
は
長
い
歴
史
の
中
で
生
み
出
さ
れ
た
二
定
の
秩
序
に
よ
っ
て
維
持
さ
れ
て
き
た
。
そ
れ
が
水
利
慣

行
で
あ
る
。
水
利
慣
行
の
内
容
は
、

そ
の
水
量
の
規
模
や
構
成
員
数
そ
の
他
水
利
条
件
に
よ
っ
て
も
異
な
り
、
個
別
的
で
あ
る
。
た
め
池

の
取
水
口
を
開
い
た
り
、
井
手
を
築
く
日
時
や
方
法
、
用
水
の
配
分
方
法
(
番
水
)
、
そ
れ
ら
の
決
定
機
関
や
代
表
者
、
堤
の
維
持
・
管
理



方
法
な
ど
細
か
く
み
れ
ば
か
な
り
幅
広
く
、
し
か
も
実
践
的
に
実
施
さ
れ
る
手
だ
て
が
決
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
中
で
、
前
述
し
た
複
数
の
集
落
を
め
ぐ
る
配
分
方
法
が
も
っ
と
も
緊
張
す
る
問
題
で
あ
り
、
重
要
な
内
容
で
あ
っ
た
。
そ

れ
ゆ
え
、
用
水
の
円
滑
な
需
給
を
実
現
す
る
た
め
に
、
集
落
間
で
水
を
媒
介
と
し
た
水
礼
が
広
く
み
ら
れ
た
。

一
般
的
に
は
下
流
の
集
落

が
上
流
の
集
落
に
対
し
て
、
若
干
の
敬
意
を
金
品
や
場
合
に
よ
っ
て
は
労
働
に
よ
っ
て
支
払
う
方
法
で
あ
り
、
あ
る
い
は
用
水
路
が
通
る

こ
と
に
よ
る
湿
地
料
と
し
て
支
払
う
形
で
あ
る
。
そ
の
量
や
額
は
個
別
的
で
一
律
的
で
は
な
い
が
、

こ
れ
に
よ
っ
て
流
域
の
上
・
中
・
下

流
が
慣
習
的
に
結
合
さ
れ
る
乙
と
に
な
っ
た
。
水
不
足
の
時
に
水
争
い
を
く
り
か
え
し
て
き
た
乙
と
か
ら
生
み
出
さ
れ
た
知
恵
で
も
あ
ろ

ぅ
。
乙
の
慣
行
は
、
用
水
の
需
給
関
係
が
集
落
の
力
関
係
を
示
す
状
況
さ
え
生
み
出
し
、
当
市
だ
け
で
な
く
、
奈
良
盆
地
全
体
の
農
村
に

お
け
る
ま
と
ま
り
の
悪
さ
を
も
た
ら
し
た
面
も
あ
っ
た
。

第
四
|
三
五
図
に
示
し
た
対
象
地
域
に
お
け
る
集
落
閣
の
水
礼
の
支
払
い
方
向
は
、
濯
翫
用
水
と
は
逆
方
向
を
示
し
て
い
る
が
、
と
く

に
曽
我
川
流
域
で
は
上
流
か
ら
の
長
距
離
の
用
水
に
対
し
て
、
市
内
最
下
流
の
小
槻
か
ら
上
流
方
向
へ
押
し
出
し
式
に
水
礼
の
方
向
が
み

ら
れ
る
の
は
そ
の
典
型
と
い
え
よ
う
。

高
殿
井
手
か
ら
取
水
す
る
一
角
殿
、
別
所
、
法
花
寺
、
醍
醐
、
新
賀
、
山
之
坊
、
木
原
、
上
品
寺
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
ま
た
、
葛

本
井
手
か
ら
取
水
す
る
三
集
落
の
う
ち
、
常
盤
と
葛
本
は
前
者
が
さ
ら
に
上
流
の
桜
井
市
大
福
へ
、
後
者
が
同
じ
く
桜
井
市
新
堂
に
対
し

て
水
礼
を
支
払
っ
て
き
た
。
な
お
、
十
市
井
手
か
ら
取
水
す
る
東
竹
田
、
太
田
市
、
十
市
の
聞
に
は
水
礼
関
係
は
み
ら
れ
な
い
。

し
か
し
、

こ
れ
ら
の
水
礼
関
係
は
、
吉
野
川
分
水
の
通
水
に
よ
り
、
用
水
が
安
定
的
に
供
給
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
乙
と
か
ら
、
水
礼

を
中
心
と
し
た
水
利
慣
行
は
形
式
化
し
た
り
、
消
失
し
た
り
し
て
全
体
と
し
て
薄
ら
ぐ
傾
向
に
あ
る
。

七

濯
翫
水
利
の
安
定
化

第
四
章

産
業
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以
上
の
よ
う
な
諸
慣
行
も
、

一
旦
水
不
足
の
状
態
に
直
面
す
る
と
、
緊
張
関
係
が
生
じ
、
争
い
が
生
じ
た
り
し
た
。
最
悪
の
場
合
は
野

井
戸
を
掘
っ
た
り
も
し
、
野
井
戸
を
水
田
に
確
保
し
た
ま
ま
の
ケ
l
ス
も
み
ら
れ
た
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
用
水
量
の
安
定
確
保
は
こ
の
一
帯

の
農
村
で
は
念
願
の
課
題
で
あ
っ
た
。
用
水
量
の
確
保
の
方
法
は
大
規
模
な
農
業
用
た
め
池
の
造
成
と
、
近
世
以
来
色
々
の
企
て
が
行
わ

れ
た
吉
野
川
の
水
の
導
水
で
あ
っ
た
。

に
詳
し
い
た
め
、

そ
し
て
そ
の
い
ず
れ
も
が
戦
後
実
現
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
詳
細
な
全
体
像
は
い
ず
れ
も
『
吉
野
川
分
水
史
』
(
一
九
七
七
、
奈
良
県
刊
)

こ
こ
で
は
簡
単
に
述
べ
て
お
く
乙
と
に
す
る
。

付

倉
橋
た
め
池
の
築
造
と
用
水

さ
れ
た
倉
橋
た
め
池
で
あ
る
。

大
規
模
な
た
め
池
造
築
計
画
は
盆
地
周
辺
で
い
く
つ
か
立
案
さ
れ
た
。
そ
の
う
ち
の
一
つ
が
桜
井
市
街
地
の
東
南
部
の
山
間
部
に
築
造

第
二
次
世
界
大
戦
に
よ
っ
て
中
断
延
期

す
で
に
戦
前
、

昭
和
十
四
年
(
一
九
三
九
)
に
着
工
さ
れ
た
が
、

さ
れ
、
昭
和
三
十
五
年
に
完
成
し
た
。
そ
の
貯
水
面
積
は
一
八
・
四
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
、
奈
良
盆
地
東
南
部
一
帯
へ
の
安
定
的
な
供
給
が

可
能
に
な
っ
た
。

橿
原
市
内
で
は
市
域
の
北
東
部
が
そ
れ
に
よ
っ
て
カ
バ
ー
さ
れ
る
ζ

と
に
な
っ
た
。
木
原
、
太
田
市
、

盤
、
新
賀
、
上
品
寺
、
葛
本
、
石
原
田
、
十
布
、
豊
田
、
大
垣
、
新
口
な
ど
の
集
落
が
受
益
地
と
な
っ
た
。
と
の
受
益
地
は
す
で
に
ふ
れ

て
き
た
よ
う
に
多
く
の
井
手
や
た
め
池
が
存
在
し
、
伝
統
的
な
水
利
慣
行
に
よ
っ
て
伝
統
的
な
水
利
形
態
が
強
く
維
持
さ
れ
て
き
た
。
そ

れ
ゆ
え
に
、
幹
線
水
路
は
と
も
か
く
、
末
端
水
路
は
既
存
の
水
路
網
が
利
用
さ
れ
た
。
通
水
時
か
ら
し
ば
ら
く
は
こ
の
一
帯
の
都
市
化
の

そ
の
一
方
で
伝
統
的
な
水
利
慣
行
も
維
持
さ
れ
る
傾
向
に

東
竹
田
、

山
之
坊
、

中、

常

波
も
ま
だ
み
ら
れ
ず
、

こ
の
一
帯
稲
作
に
大
き
な
恩
恵
を
与
え
る
と
と
も
に
、

あ
っ
た
。

ロ
吉
野
川
分
水
の
通
水



も
う
一
つ
は
吉
野
川
分
水
の
通
水
で
あ
っ
た
。
吉
野
川
沿
い
の
大
淀
町
か
ら
導
水
し
、
東
部
幹
線
と
西
部
幹
線
に
分
岐
さ
れ
る
が
、
曽

我
川
へ
の
通
水
が
開
始
で
あ
っ
た
た
め
、
当
市
は
完
全
通
水
よ
り
も
は
る
か
前
の
昭
和
三
十
四
年
と
い
う
早
い
時
期
に
そ
の
恩
恵
を
受
け

た
。
乙
の
吉
野
川
分
水
も
既
存
の
水
利
網
を
活
用
す
る
方
式
で
実
施
さ
れ
た
た
め
、
既
存
の
水
利
体
系
が
一
新
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。

市
域
内
で
は
、
吉
野
川
分
水
の
通
水
範
囲
は
、
倉
橋
た
め
池
の
通
水
範
囲
と
は
重
な
ら
な
い
た
め
、
明
日
香
幹
線
か
ら
の
通
水
を
待
っ

た
東
南
部
の
一
部
を
除
く
と
、
ほ
ぼ
同
時
期
に
市
域
内
の
か
な
り
の
範
囲
が
両
方
の
新
用
水
の
恩
恵
を
受
け
た
乙
と
は
盆
地
内
の
他
地
域

に
比
べ
る
と
か
な
り
有
利
な
状
、
侃
に
あ
っ
た
。
六
月
十
五
日
か
ら
九
月
十
五
日
ま
で
の
コ
一
カ
月
間
、
安
定
し
た
用
水
量
が
確
保
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
た
め
、
前
述
の
水
礼
に
み
ら
れ
る
集
落
閣
の
慣
行
ゃ
、
見
張
り
と
し
て
の
水
番
、
同
一
集
落
内
で
の
配
水
の
た
め
の
番
水
の

よ
う
な
慣
行
も
弱
め
ら
れ
た
ほ
か
、
か
つ
て
は
た
め
池
の
取
水
口
の
オ
ー
プ
ン
す
る
日
を
メ
ド
に
集
落
内
で
田
植
え
な
ど
農
作
業
が
一
斉

的
に
行
わ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
か
っ
た
共
同
作
業
の
慣
行
も
う
す
ら
ぎ
、
個
々
の
農
家
の
個
別
牲
と
、
農
業
経
営
の
個
別
性
が
具
体
化
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。

)¥、

都
市
化
と
農
業
用
水

以
上
の
よ
う
に
、
近
世
以
来
の
農
業
用
水
不
足
は
、
補
給
水
と
し
て
の
性
格
は
あ
る
も
の
の
両
方
の
用
水
の
通
水
に
よ
っ
て
ほ
ぼ
解
決

し
た
。
ま
さ
に
史
上
初
の
画
期
的
な
出
来
事
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
長
年
に
わ
た
る
念
願
が
よ
う
や
く
こ
こ
に
実
現
し
た
の
で
あ
り
、

そ

れ
ゆ
え
、
農
家
は
多
く
の
恩
恵
を
受
け
、
生
産
力
も
安
定
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

し
か
し
、
皮
肉
な
こ
と
に
、
両
方
の
用
水
が
通
水
し
た
昭
和
三

0
年
代
中
期
は
、
わ
が
国
が
高
度
経
済
成
長
へ
む
け
て
一
歩
踏
み
出
し

始
め
た
時
期
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
ま
た
当
市
に
と
っ
て
宅
地
開
発
が
本
格
化
す
る
前
夜
の
時
期
で
あ
っ
た
。

と
く
に
吉
野
川
分
水
が
早
目
に
通
水
し
た
曽
我
川
流
域
で
は
、
近
鉄
沿
線
を
中
心
に
宅
地
開
発
が
す
す
む
よ
う
に
な
り
、
多
く
の
受
益

第
四
章

産
業
基
盤
の
変
化

九
九



農
業
水
利
と
そ
の
変
化

四
O
O

地
で
あ
る
水
田
が
宅
地
化
さ
れ
た
。
通
水
に
よ
っ
て
、
農
業
経
営
も
個
別
化
す
る
乙
と
が
出
来
る
よ
う
に
な
り
、
伝
統
的
な
村
落
共
同
体

的
規
制
が
相
対
的
に
も
絶
対
的
に
も
弱
ま
る
傾
向
の
中
で
、
昭
和
四

0
年
代
に
本
格
化
し
た
宅
地
化
の
波
は
そ
の
よ
う
な
農
家
の
個
別
性

に
も
対
応
し
や
す
か
っ
た
と
い
え
る
。
交
通
の
便
が
悪
か
っ
た
こ
と
も
あ
る
が
、
吉
野
川
分
水
の
通
水
時
期
が
遅
く
、
そ
の
恩
恵
を
受
け

る
の
が
か
な
り
遅
れ
た
盆
地
中
央
部
の
農
村
に
お
け
る
宅
地
化
の
遅
れ
と
比
較
す
る
と
、
橿
原
市
に
お
け
る
水
田
の
宅
地
化
は
農
業
用
水

の
通
水
が
そ
の
基
盤
を
つ
く
り
出
し
た
と
い
う
面
も
否
定
で
き
な
い
。

し
か
も
、

ス
。
フ
ロ
ー
ル
的
に
す
す
ん
だ
宅
地
化
は
、
農
業
用
水
路
へ
排
水
が
混
入
し
た
り
、
悪
水
が
た
ま
っ
た
り
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

農
業
環
境
を
悪
化
さ
せ
、

そ
れ
が
さ
ら
に
宅
地
化
へ
輸
を
か
け
る
こ
と
に
も
な
っ
た
。
ま
た
、
農
家
側
も
大
阪
を
中
心
に
し
た
工
業
化
と

第
三
次
産
業
の
労
働
力
需
要
の
増
大
に
対
応
し
て
、
兼
業
化
が
す
す
み
、
農
地
の
売
却
を
す
す
め
る
乙
と
に
も
な
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
中
で
、
当
市
の
農
業
は
兼
業
農
家
に
よ
る
、
も
っ
と
も
省
力
化
さ
れ
た
水
田
農
業
の
単
作
の
み
が
卓
越
す
る
と
い
う
形
に

な
っ
た
。
夏
季
三
カ
月
だ
け
の
通
水
ゆ
え
に
、
園
芸
作
物
な
ど
の
濯
瓶
利
用
は
無
理
で
も
あ
っ
た
。
こ
う
し
て
、
賦
課
金
と
受
益
面
積
は

実
体
と
ズ
レ
る
よ
う
に
な
り
、
計
画
給
水
量
は
余
剰
を
も
た
ら
す
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
事
態
は
香
芝
町
な
ど
宅
地
化
が
す
す
ん

だ
他
の
町
で
も
同
様
で
、
今
や
盆
地
全
域
に
共
通
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
れ
ら
の
用
水
の
通
水
が
吉
野
町
の
多
く
の
住
民
を
水
没
さ
せ
た
ダ
ム
建
設
に
よ
っ
て
実
現
し
た
乙
と
を
考
え
る
時
、
都
市
化
状
況
の

中
で
の
、

よ
り
合
理
的
な
水
利
用
の
在
り
方
が
あ
ら
た
治
て
検
討
さ
れ
る
べ
き
時
期
に
来
て
い
る
と
い
う
ζ

と
が
で
き
る
。

(
藤
田

佳
久
・
東
方
伊
佐
司
)
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